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助動詞としての「ものだ」の認定

張 力 丹

要 旨

本稿は〈一般性〉や〈当為〉など特殊の意味用法が派生した「ものだ」が
助動詞として捉えられる可能性を検討した。きちんと活用ができるかどうか
はその認定にあたって重要なポイントであると位置した。従来の助動詞「だ」
「である」の活用体系を考察し整理したとき，「ものだ」および「ものである」
は単なる「だ」と「である」の活用体系を受け継ぐことではなく，相違点が
ありながら各自の活用体系が形成された。また，「ものだ」と「ものである」
は並行的に各自の活用体系を成しているのではなく，補充法により補い合っ
たところ整った活用体系ができたわけである。このように，従来根拠が不十
分なまま「助動詞化した」として捉えられてきた「ものだ」に活用体系を構
築したことで，「ものだ」を助動詞として捉えることができるという旨を示し
た。

1，はじめに

助動詞化した1「ものだ」についての本格的な研究は，おそらく寺村（1984）に始まる。寺村

（1984）は，「 ハ モノダ」という型をとりながら〈本性，本質〉を表す「ものだ」が形式名
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1 寺村（1984）を典拠とする用語である。「形式化」した「モノ」が「ダ」と結びつき，ムードの助動
詞化したものと見るかはやはり何らかの構文的特徴によるほかない（寺村 1984：299）。また，「 ハ
モノダ」の文型をとりながら助動詞として働いているモノダの構文的特徴について，寺村（1984）
は以下のようなテストを想定している。
「 の部分を何かかんたんな形容詞で置きかえてみて，その場合と当の モノダのモノダの意味
が変わらない場合は， モノダは モノ＋ダと見ることにし，そうでなく， モノダのモノダの意
味が，この形でしか表わせない場合，そのモノダは一体化したもの，助動詞化したものと見る。」（寺
村 1984：300）
（1） ．病人はいつも自分より軽症の者に嫉妬を感ずるものだ。（本性）

．病人はわがままなものだ。（本性）



詞としてのモノがダと結びついた構造とし，助動詞とは認めていない2。また，助動詞化した「も

のだ」の意味と用法を以下の4つに分類している。

① 理想の姿，当為を表わす。

「墨はゆるゆると，すずりの表面をなでるような気持ちでするものです。力を入れて，ごしご

しするものではありません。」

② 既に起った事件，現象，状態についてどういう成り行きでそうなったのか，その原因は何

か，その背後の事情は何か，などを解説的に述べる。

「このガラスの切り口を見ると，だれかが，ダイヤモンドか何かの固いもので切ったものらし

い。」

③ 追想，なつかしさをこめての回想。

「1964 年，第一回新興美術展が開かれたときは独立美術の連中多数が参加して，新しい絵画

運動の精神にもえたものであった。（後略）」

④ 驚き。ある事実に（改めて）驚き，あるいは一種の感慨をおぼえたときの表現。

「（前略）根本は，若いときの彼の顔を思い出し，この男も年を取ったものだなと見ていた。

敗戦後の苦難と貧乏が堀川をよけいに老けさせたのであろう。」

寺村（1984）の分類はそののちの「ものだ」の研究において基本的に受け継がれている。多

少違いが見られるが，以上のような独特の意味が派生してきた「ものだ」を助動詞化したもの

と認められている。「ものだ」が派生した意味用法，およびその意味用法間の連続関係は注目さ

れることに対して，形式名詞「もの」にコピュラ「だ」が後続したもの（以下は「もの＋だ」

で示す）と区別して一つのまとまりとして捉えられる形態論的な要因が避けられているのであ

る。すなわち，以上に引用した4つの派生した意味が読み取れるとしたら，助動詞化した「も

のだ」と認めればいいという意味論的な判断基準が先行研究で見て取れるが，「ものだ」と「も

の＋だ」とを別の品詞にした形態論的な理由はどこにあるのかが問題になる。
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⇒（1 ）の「モノダ」は，名詞モノ＋ダ
（2） ．病人は看病人のいうとおりおとなしく寝ているものだ。（当為）

．病人はおとなしいものだ。（本性と解釈され，当為とは解釈されない）
⇒（2 ）の「モノダ」はムードの助動詞

（寺村 1984：300)
2 がその一文中に存在する「 ハ モノダ」は，必ずしも〈本性，本質〉を表すわけではない。
（3）男ノ子ハ泣カナイモノダ。（寺村 1984：299）
「 ハ モノダ」の形をとっている（3）が，〈当為〉，または〈理想の姿〉を表して，助動詞化し
た「ものだ」と判定されることもあると寺村（1984）は指摘している。



それで，「ものだ」が助動詞と認められるかどうか，そしてその形態論的な根拠はなんだろう

かということを本稿の一つ目の問題点としている。また，「ものだ」と「ものである」とは文体

の違いがあることがよく知られているが，「ものである」は連体修飾部になれるが「ものだ」は

なり得ないことについて，今日まで両者に形態論的な区別をしないまま「ものだ」の研究をな

されてきたのである。従って，「ものだ」と「ものである」との形態論的な相違を見出すことを

本稿の二つ目の目的としている。

2，従来の「ものだ」研究の問題点

本節は従来の研究における「ものだ」についての問題点を具体的に述べていく。

寺村（1984）をはじめとして独特な意味を派生した「ものだ」が助動詞化したものとして認

められている一方，その「ものだ」を取り立てて助動詞と認める必要がない，または認めがた

いとする考え方も少なくない。橋本文法を基盤とする学校文法などは「そうだ」「ようだ」など

を助動詞として認めている。しかしながら，その助動詞の範囲に「ものだ」「ことだ」のような

形式名詞とコピュラとの複合で構文化した複合辞が含まれていない。

助動詞を一つの品詞として認めるかどうかが問題になることに加え，現代日本語におけるそ

の文法形式の範囲も諸説がある。本稿では助動詞を一つの品詞として認めたうえで，問題点に

ついての検討を始める前に，まずは時枝（1950）における助動詞の定義を取り上げておく。

助動詞は辞に属するものとして，辞の一般性に於いて，他の感動詞，接続詞，助詞と同様に，

話手の立場の直接表現であり，従つて，話手以外の思想を表現することの出来ないものであり，

常に詞と結合して始めて具体的な思想の表現となることに於いて共通するのであるが（中略）

助動詞は，話手の立場の中，何等かの陳述を表現するものであり，そのことのために，助動詞

は，多くの場合に活用を持つことになるのである。

（時枝 1950：153-154)

すなわち，ア）独立語でなく付属語，イ）陳述を表現すること，ウ）活用を持つこと，とい

うのは助動詞を認定するにあたっての必要条件であると考えられる。「活用する付属語」（寺村

1984：50）や「辞に分類される自立的でないもののうち，活用するもの」（加藤 2006：35）など

助動詞についての定義より，3つの必要条件と言っても，形態論的条件はア）とウ）であり，

イ）は意味的条件であることがわかる。

（1） ．人間はみな寂しいものだ。

．遅れそうなときは，まず連絡を入れるもんだ。
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．夏祭りには毎年ゆかたで出かけたものだ。

（日本語記述文法研究会編 2003：218)

（2）早いもので，先生が亡くなって十二回目のお盆です。

（ ，書籍，芸人お好み弁当，吉川潮 （著），下線は筆者)

日本語記述文法研究会編（2003）の論述に従えば，（1 ）は〈本質・傾向〉，（1 ）は〈当為〉，

（1 ）は〈回想〉を表す。いずれも「ものだ」の派生した意味用法である。例文（1）の「もの

だ」は付属語であり，またその前の連体修飾部と結合して主題について陳述を表現するもので

ある。そして「時間の経つのがはやいものだ」というような感慨や感嘆を込めた（2）の「早

いもので」は，「もので」が形式名詞「もの」に格助詞「で」が続くとみなすことより「ものだ」

の連用形と認めるほうがつじつまが合うのではないかと考えられる。このように，特別な意味

が派生した「ものだ」は助動詞と認めるのは可能かつ妥当であることになる。

〈理想の姿，当為を表す〉などの意味用法を有する「ものだ」を助動詞として認めがたいこと

があるのは，ア）とイ）でなくおそらく活用にあると思われる。「もの＋だ」の歴史的な変遷に

より派生した「ものだ」は，活用が「だ」の活用をそのまま受け継いだもので，一つのまとま

りとしての助動詞と認めなくても済むわけである。寺村（1984）のような先行研究では「助動

詞化した」という言い方を用いており，複数の形態素がくっつけて一つの固まりになるという

構文化の観点から「ものだ」を捉えるのである。しかしながら，「ものだ」は後で詳述するが整っ

た活用体系を持っているため，「助動詞化した」ものではなく，助動詞と認めても妥当であると

考えられる。本稿は整った活用体系を持つこと，そして「だ」の活用体系との相違という二点

を「ものだ」が助動詞と認められるにあっての重要なポイントとして捉えていく。

また，実際の使用には「ものだ」のみならず「ものである」も現れてくるが，両者の違いは

ただ文体にあるかということも問題点となる。「ものだ」が連体形にならないことに対して，「も

のである」に体言を連ねることができることから知られるように，手軽に結論付けることがで

きない。現在「ものだ」と「ものである」が混在したまま研究がなされている「ものだ」に関

して，従来の繋辞の体系を整理し明らかにしたうえで，「ものだ」と「ものである」の活用体系

を構築することを本稿の目的としている。

3，「ものだ」の活用の形態論的分析

本節は，先行研究における「だ」「である」「です」の活用体系の構造を考察したうえで，「も

のだ」「ものである」「ものです」の活用体系を構築する。
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3.1 「だ」「である」と「です」の活用体系

橋本文法を基盤とする学校文法，時枝（1950）および寺村（1984）における「だ」の活用に

ついてそれぞれ表1，表2，表3のように示している。

表 1 【学校文法における断定の助動詞であるダの活用表3】

活用形 未然形 連用形4 終止形 連体形 仮定形 命令形
だ だろ だっ／で／(に） だ （な）の なら ─

学校文法における活用形の認定，命名が無原則で一貫性のないところが多数の研究者により

指摘されている。「ウに続く」ものは未然形に，「タ／ナイに続く」ものは連用形に帰属させら

れている。

表 2 【指定の助動詞5「だ」（時枝 1950：155）】

活用形

語
未然形 連用形 終止形 連体形 仮定形 命令形

だ で と・に・で だ の・な なら ○

「ない」が動詞において一般に未然形につくのを原則とするところから，助動詞「ない」の接

続する活用形を未然形の「で」とした（時枝 1950：157）。この中，「に」「と」「の」は従来助詞

として取り扱われていたものであるが，時枝（1950）では，「元気に，愉快に，働いてゐる」「花

が雪と散つてゐる」「僅かの御礼しか出来ない」の例から知られるように，そこには明らかに陳

述性が認められるため，助動詞と認めるほうが正しいと述べている。また，上の表2に掲げら

れた各活用形は，その起源においては，それぞれ異なった体系に属する語であったが，今日に

おいては，一つの体系として用いられるようになったものであるという指摘がある（時枝 1950：

155）。中村（2022）では時枝の考えに従い，未然形の「で」は「にて」が転じた格助詞由来，

連用形の「で・に」も格助詞からきたもの，連体形の「な・の」は純粋な「だ」の語形変化し

たもの，仮定形の「なら」は古語の「なり」の系統を引き継ぐ形であると述べており，「だ」の

活用体系は異なる系統の形態を組み合わせて成り立つ点から補充法であると主張している。
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3 寺村 1984 より引用したもの。
4 連用形を「タに続く」「テ，ナイに続く」およびそれ以外のものという三つに分けられて，それぞれ
「だっ」「で」「（に）」に対応している。

5 指定の助動詞は，話手の単純な肯定判断を表はす語である。（時枝 1950：155）



表 3 【寺村（1984）における判定詞ダの活用表（p.49）】

確言 〈基本形〉 〈過去形〉
概言 〈推量形〉 〈過去推量形〉
命令 ── ──
条件 〈レバ形〉 〈タラ形〉

保留

〈第 1連用形〉 ──
〈第 2連用形〉 〈タリ形〉
〈第 1連体形〉 ──
〈第 2連体形〉 ──

寺村（1984）は，「活用ということを，コトが現実の文として発せられるときに，そのコトの

かなめとなって末尾に位置する述語としての用言が，いろいろな形をとる，ムードの一次的な

発見という側面から捉えた」（寺村 1984：58）から出発して表3の体系をつくったわけである。

すなわち，活用語尾をムードという構文要素の一つの形式とみるわけで，「確言形」「概言形」

および「命令形」を「言い切りのムード」，「条件形」を「あとの文と関係づけるムード」，「保

留形」を「あとの文（主節）がムードを表すまで態度を保留するムード」として寺村（1984）

は捉えている。明確にムードから出発して活用体系を作ろうとしたのは寺村（1984）だけでな

く，実はそれ以前の三上（2002)6においても同じ考え方である。ここで三上（2002）における

「だ」「である」「です」の活用体系を取り上げたい。準用詞として捉えられている「だ」が「文

章体では という連語になるが， と のどちらを原形としても不公平になりそうだ

から，両方を立てて（というより両方を譲らせて）相互的な短縮形，還元形という名前を与え」

られている（三上 2002：29）。

表 4 【三上（2002）の内容に基づいて筆者がまとめたもの】

中立形 終止形 連体形 推量形 条件形 完了形

短縮形

還元形 /

三上（2002）は，ムウド的またはムウド-テンス的な種々の用法に応じて，語形変化が起こっ

ていることを見たうえで結果たる形態を分類しているため，基本語幹と完了語幹との二つを考

えて，「だ」の活用にも動詞の形態の分類方法に従い「完了形」を設定している。すなわち，三

上（2002）では活用体系を構築する際，ムードとテンスとも配慮に入れて総合的に考えたので
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6 三上（2002）は三上章が 1959 年に執筆し，東洋大学に提出した博士論文『構文の研究』の全文であ
る。



ある。また，「である」について三上（2002）は，このような活用表は対照のみを示したもので，

還元形は添動詞7 の変化そのままであるから表示の必要がないと述べている。さらに，三上

（2002）はムウドの四段階を想定したうえで固有のムウドを持たないのを中立法と考え，活用形

式に固有のムウドもテンスも持たないものを中立形として設定している。その中立形はいわゆ

る連用中止法や連用テ形に相当すると思われる。しかし，動詞を語幹と活用語尾とを分けて細

やかに分析することはない。表4に示したように，列挙するのみで，「だ」および「である」の

語幹と活用語尾とが膠着したままである。下表の「デス体」も同様に語幹と活用語尾とが区別

されなく放置されたままである。

表 5 【三上（2002）の内容に基づいて筆者がまとめた「だ」の「デス体」】

中立形 終止形 推量形 条件形 完了形
デス体

「です」の成立を追うなら，語源説では，「であります」起源説と「でございます」起源説と

がより支持を得ているようである。「でありいす」「でありんす」のようなすでに形が崩れたも

のが「であります」に先行して現れているため，「であります」起源説が支持されがたい一方，

現代語の「です」は「でござります」から「でござんす」を経って，「でごあんす」や「でがん

す」，「であんす」，そして「でやす」「でえす」「です」のような形へと変化したという由来説が

より有力である（青木 2020：224-225）。「です」の出現は中世後期の狂言にさかのぼり，名乗り

や改まった堅い雰囲気の中で発話する場面で用いられていた（青木 2020）。現在丁寧語として

使われた「です」とはまったく異なっている。しかし，青木（2020）では「ございます」から

崩れた形である「です」が，「丁寧さ」を表す文体として，「でございます」と並んで（一段低

いとはいえ），「です体」として確立する過程を想定するのはいささか難しい（青木 2020：250）

と考えているため，「です」がコピュラ（ ）の「で」を介して，丁寧の「ます」に続く形

で作り出されたものとして捉えられている。「で」と「ます」は直接つながらないので，形式動

詞を介在させることを想定して，「で＋あり＋ます」と「で＋ござり＋ます」のいずれでも「で

す」の文法化を説明しても通じると青木（2020）は述べている。すなわち，「であります＞です」

や，「でございます＞です」のような無理やり直接的な親子関係を見出し論じる必要がなく，「で

す」が丁寧を表す普通の語として作り出された形式と位置付けられている。つまり，「です」の
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7 三上（2002：17）は，補助的に使われる自立語，したがってやや形式化している自立語を添え語（補
助用語，準動詞，形式名詞，吸着語の大部分）と呼ぶことにすれば， ， の類は添動詞で，

は添名詞であり， は添形容詞として働くこともあると述べている。



由来を遡る必要がなく，「だ」と「である」という通常の表現に対して「です」を敬譲の表現で

ある丁寧を表すことばとして捉えればいいということである。

以上で先行研究を概観したが，「だ」や「である」の活用体系は研究者によってそれぞれ違っ

ており，構築の基準が恣意的であると言ってもいい。本研究はテンスやムードを考慮に入れな

い時枝（1950）の活用を基盤にして「だ」の活用体系を試みたい。時枝（1950）では形容動詞

を立てないため，従来形容動詞の語尾と考えられる形式がすべて表2に所属させる。ここでは

指定の助動詞のみを考えると，以下のような活用体系を提示する。

表 6 【「だ」の活用体系】

語幹 未然形 連用形 終止形 連体形 仮定形 命令形

- - - -
─

※ - - - ・- -

「にてあり」が分岐して，一つは「であり」を通じて「だ」になり，もう一つは「にあり」を

通じて「なり」になった。その分岐した2系統の活用が混在して，現代日本語における助動詞

「だ」の活用体系を形成したと考えられる。そのため，「だ」の語幹には「 -」と「 -」との2

つがあるのである。

また，「ものである」の語幹と活用語尾との認定に関しては，「もの」を語幹とし，「である」

を活用語尾とする考え方がある一方，「もので」を語幹とし，「ある」を活用語尾とする立場も

ある。このような二つの異なる考えはあくまでも「である」についてどう認定するかという問

題に行き着くと思われる。中村（2022）では，「である」は接語「で」と自立語「ある」との連

結としての分岐型と，接語「で」と準接語「ある」の2形態からなる融合型という二つに分け

られる。後者の融合型の「である」を繋辞とし，「である」は「 」と「 」が複合した2形態

の「 - 」となったのち，異分析により「 - 」となり「 -」が語幹を形成した（中村

2022：98）。すなわち，繫辞としての「である」は「で」と「ある」の融合型で，「 -」が語

幹とされている。「ものである」の活用体系は中村（2022）を援用する。語幹を「 -」とし，

表7のようにまとめる。

表 7 【「である」の活用体系】

語幹 未然形 連用形 終止形 連体形 仮定形 命令形
- - (- ) - - - - (- ) -

丁寧体の「です」の活用体系を表8のように示している。その未然形「で（は）ありません」

は異質的なものであるとわかる。中村（2022）では「です」のみが活用を体系化できないとい
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う不均衡を解決するために，「です」を「であります」の終止形のもう一つの形態として位置付

けている。すなわち，「です」の活用体系の構築が「であります」の活用に求められている。し

かしながら，「です」全体を「であります」の終止形のもう一つの形態に位置付けるより，未然

形の「 -(- ) 」のみは「であります」という別系統の未然形からきたものであるとい

う，補充法の考え方のほうが比較的妥当だと考えられる。「だ」と「である」と比べれば，「で

す」に連体形が許されないのは目立つ点である。命令形がないということは「だ」と同様であ

る。

表 8 【「です」の活用体系】

語幹 未然形 連用形 終止形 連体形 仮定形 命令形
- -(- ) - (- ) - ─ - (- ) ─

3.2 「ものだ」類の活用体系

まず「ものだ」の活用を考えてみよう。判定詞，いわゆる断定の助動詞としての「だ」は本

来命令形がないので，「ものだ」にも命令形がないわけである。「だ」の連体形としての「な／

の」は，「ものだ」の連体形に当てはまるとしたら「ものな／ものの」になると考えられる。例

（3）における「ものなのに」という逆接を表す形式は，「ものな」が「ものだ」の連体形と認

められることがある。しかし，それは普遍性のある用法ではない。そして，「ものの」は「もの

だ」と関係なく逆接を表す接続表現である。よって，ここで暫定的に「ものだ」の連体形をな

しとする。

（3） 勉強でも知識でも，本来，必要になれば自分から学ぼうとするものなのに，塾でさせ

られつけていれば，自分からするようにはならないでしょう。

（ ，書籍，間違ってます，お母さん，川崎悟郎（著），下線は筆者)

また，「ものだ」の連用形については，「もので」が使われるのに対して，「ものに」が存在し

ていない8。このように，「ものだ」の活用は次のようにまとめられる。

表 9 【「ものだ」の活用（仮）】

語幹 未然形 連用形 終止形 連体形 仮定形 命令形
- - - - ─ - ( ) ─
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8 「ものになる」の用法があるが，それは「ものだ」の連用形と認めず別の使い方とする。



「ものである」は「ものだ」の書きことばとして使われ，両者には文体の違いしかないという

考えがよく見られる。もしそれを受け入れるならば，「ものである」の活用が「ものだ」とは完

全に対応するはずであるが，実際に考察すればそうではない。まずはその未然形について，「で

ある」の活用に従えば「ものであらず」が想定されるはずだが，現代日本語ではその用法が見

られないのみならず，文法的には適切でないといえるだろう。このため，ここで「ものである」

の未然形をないこととする。そして，連体形に関しては，「ものだ」と違い，「ものである」を

そのまま連体形とすれば不自然とは言えない。命令形と想定できる「ものであれ」は助動詞と

して使われることがないため，ここではなしとする。

（4）本来勉強するものである学生がサボってはいけない。

「ものである」は連体形として例（4）のような文法的に適切な文が作れる。そのため，以上

のような考えを踏まえて，「ものである」の活用を以下のように示す。

表 10 【「ものである」の活用（仮）】

語幹 未然形 連用形 終止形 連体形 仮定形 命令形
- ─ - - - - (- ) ─

「ものである」における接語「で」は，「もの」より「ある」のほうと融合しやすいようにみ

える。さて，「ものです」の活用はやや紛らわしいところであるが，表 11 からわかるように，

それは完全に「です」の活用を受け継いだものである。

表 11 【「ものです」の活用】

語幹 未然形 連用形 終止形 連体形 仮定形 命令形
- -(- ) - (- ) - ─ - (- ) ─

4，補充法による「ものだ」類の活用体系

前節では「だ」「である」「です」の活用形を整理したうえで，「ものだ」類の活用体系を構築

することを試みた。しかしながら，それはまだ不完全なものであり，本節では補充法を用いて

整った「ものだ」類の活用体系を構築することを目的としている。前述したが，「ものです」の

活用体系は完全に「です」の活用体系を受け継いだものであるため，本節では検討対象外とす

る。

語形変化を範例化する際，語によってある文法機能に別の語幹もしくは語根の形を使うもの
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がある。このような現象は補充法（ ）と称されている。よく挙げられる典型的な例で

あるが，現在形 ，過去形 ，過去分詞 と表される英語の動詞 で説明する。英語の

動詞 は，現在形 ，過去形 ，過去分詞 の現在形 と過去分詞 は同じ語幹か

ら作られた。だが，過去形 はまったく別の語 の古い過去形からきたものである（亀

井ほか編 1996：1306）。ここで改めて「ものだ」と「ものである」との活用表を再掲する。

表 12 【「ものだ」の活用（表 9の再掲）】

語幹 未然形 連用形 終止形 連体形 仮定形 命令形
- - - - ─ - ( ) ─

表 13 【「ものである」の活用（表 10 の再掲）】

語幹 未然形 連用形 終止形 連体形 仮定形 命令形
- ─ - - - - (- ) ─

両者とも命令形がないがそれを含むと，連用形，終止形，仮定形と合わせて「ものだ」と「も

のである」との6つの活用形のうち4つが対応している。未然形と連体形とが片方しかないの

である。

「ものだ」の否定形は所与の事態の成立が望ましくないという意味を表す「ものではない」で

ある。「ものではない」は「ものだ」の否定形だけでなく，「ものである」の否定形にもなると

ころが興味深い。「である」の未然形は，すでに述べたように，整った活用体系を考慮すれば「で

（ない）」でなく「であら（ず）」という形式である。しかしながら，「ものであらず」が想定で

きるが，派生した意味を持つ「ものだ」の否定形として使われないため，「ものである」の未然

形はやはり「 - 」とするほうが妥当であると考えられる。すなわち，未然形の「 - 」

に「は」という副助詞（係助詞，取り立て助詞ともいえる）を挟んで否定の助動詞「ない」を

つけてできた「ものではない」も「ものである」の否定形になるのである。このゆえ，「もので

ある」の未然形の活用語尾は「である」の未然形からきたものではなく，「ものだ」の未然形を

援用したものであると言えよう。すなわち，「ものである」の未然形は補充法により「ものだ」

から得たものであると考えられる。

さきほど述べた「である」の活用体系における未然形は「 - - 」としているが，これは

「本意であらず」（中村 2022：98）のような古語の残存として存在している。現代日本語におい

て使用頻度が下がってきて，「で（は）ない」が「である」の否定形として広く認められるよう

になった。すなわち，「で」がそのまま「である」の未然形になったわけである。これは「だ」

の未然形が「である」の未然形に埋まったもので，言語の時代的変化を反映していると考えら

れる。以上のように，「である」の未然形にせよ，「ものである」の未然形にせよ，いずれもそ
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れぞれ「だ」および「ものだ」という別系統の未然形から借りてきたものであると分かった。

また，連体形について，「だ」の活用体系に従えば，「ものな」と「ものの」とが想定される

はずである。しかし，「ものな」はごく限られた用法であり，「ものの」は逆接を表す別の語に

なったため，いずれも「ものだ」の連体形に当てはまらない。

（5） ．学生は勉強する（ものだ／ものである／ものです）。

．勉強する（＊ものな／ものである／＊ものです）学生は夜遅くまで遊んではいけない。

話し手が望ましいことを提示することで相手の行動を促す（5 ）の述部において「ものだ」

「ものである」「ものです」のいずれも自然に使われることに対して，その主題を陳述する文を

連体修飾部に変えたら成立するのは「ものである」しか選択肢がない。しかも，それは文法的

に不適切でなく成立する。連体修飾部で使われた「ものだ」と「ものです」とは明確に文法的

に不適切である。このように，「ものである」の連体形「 - 」が「ものだ」の連体形に

埋まってしまうと考えられる。この現象は「ものだ」が述部から連体修飾部になった場合に現

れるとどまらず，ほかのモダリティ助動詞と複合するときも出てくるのが，それを別の機会に

譲りたい。

以上をまとめて，「ものだ」と「ものである」の活用は以下のようになる。

表 14 【補充法による「ものだ」と「ものである」の活用体系】

語幹 未然形 連用形 終止形 連体形 仮定形 命令形

- - - - - - (- ) ─

- - - - - - (- ) ─

「ものだ」と「ものである」における未然形と連体形とを太文字で示している。「ものだ」の

未然形「 - 」が「ものである」の活用体系に埋まってしまい，そして「ものである」から

連体形「 - 」を借りてきたことで，「ものだ」と「ものである」との活用体系がそれぞ

れ整ったものになったわけである。

5，終わりに

本稿は「だ」と「である」「です」の活用体系を考察し，整理を行なった。そのうえで，先行

研究であまり言及されていない助動詞化した「ものだ」の活用体系を構築した。「ものだ」はそ

もそも形式名詞とコピュラの複合辞から発展してきているもので，それと「ものである」との

活用は確かに助動詞の「だ」と「である」から由来したものである。しかしながら，前者は後
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者を完全に受け継いでいるのではなく，継承したところもありながら特有の形式もいくつかあ

ることが分かった。また，「ものだ」類の間，特に「ものだ」と「ものである」との間，連用形，

終止形，仮定形と命令形がいちいち対応している一方で，「ものだ」の未然形が「ものである」

に借りられて，「ものだ」の連体形が「ものである」の連体形に生められた，というプロセスで

「ものだ」と「ものである」とが補充法によって各々の活用体系が形成された。このように，独

特な意味が派生した「ものだ」を助動詞として認めることが妥当であると考えられる。

（ちょう りきたん・人文学専攻言語科学研究室)
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日本語の数量詞の基本特性と分類

段 建 秀

要 旨

本稿では，日本語の数量詞の様々な形を網羅的に整理し，その基本特性と
分類について考察する。近年の数量詞に関する研究では，主に「3人」「10
枚」などのような「基数詞」＋類別詞（助数詞）のようなものを扱うのが一般
的で，「たくさん」「お（お）よそ 10 人」などのような概量的・概数的なもの
についての考察は少ない。本稿では日本語の数量詞の特性にかかわる全般的
な整理とともに，「特定数量詞」と「不特定数量詞」に二別し，「不特定数量
詞」を「語彙的比率数量詞」，「大まかな数量を表す数量詞」，「多寡を表す数
量詞」という三つの下位分類を行った。また，数量詞の問題点というと，数
量詞遊離構文に言及しなければならないため，数量詞が含まれた構文の意味
特性を少し触れ，その結果，数量詞構文の意味を確定するために，文脈上の
補足が必要であると主張する。

1．はじめに

数量詞（ ）とは，一般的には類別詞（助数詞）を伴い，事物や動作の量を表す表現で

あるとされている。例えば，「2杯」「6人」「10 台」というようなものである。数量詞はこのよ

うなもののほかに，「たくさん」「かなり」「すべて」「（お）およそ 10 人」などのように，事物

の数量を明確に表すことができず，数量情報の表示が曖昧な数量詞もある。また，こちらの数

量詞を観察してみると，その中身の種類や性質が異なっていると考えられる。

（1） 裕子は北陸自動車道をかなり走り，休憩をとった。 （加藤 2003）

（2） 太郎は 10 冊の文庫本をすべて読んだ。

（3） 花子は昨日会った学生を数人招待した。

（1）の北陸自動車道は元々一定の距離を持っており，「かなり」は裕子の走った距離が長い
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という判断・評価を含んでいる。（2）の「すべて」は指示された名詞句「文庫本」が「10 冊」

のような数量詞で限定されると，100％という比率的解釈になる。（3）の「おおよそ 10 人」は

不明確な数量表現であるが，ある程度の幅を持っている。ここで示したように，数量詞には様々

なものが見られ，その中身の性質も違うのである。本稿では，日本語の数量詞を概観し，その

基本特性を検討しており，数量詞の分類を試みる。

2．先行研究

2.1 先行研究

数量詞の定義や分類に関しては，これまで触れられた研究もある。ここでは，先行研究にお

いて数量詞がどのような扱いを受けてきたかについて触れておきたい。

奥津（1969：48）は「数量的表現（ ）」を「数詞（ ）」と「助数詞（ ）」

の組み合わせからなるとしている。加藤（2003）は「数量の定義」については「数量を表す語

（句）と定義してもよいはずであるが（略）数量詞に関する先行研究は多いがその大半は数量詞

に完全に定義を与えていない」としている。それに加え，奥津（1969）の定義には問題がある

ことを指摘した。一つ目は類別詞が欠落することがあり，この場合は考えられていないという

問題である。二つ目は，「たくさん」「かなり」のような類別詞（助数詞）を伴わない数量詞が

念頭にないようであるという問題点である。また，加藤（2003）では，「3人」「5枚」などの

ように，類別詞を伴っている数量詞を「特定数量詞」，それに対し，「かなり」「たくさん」のよ

うに，類別詞を伴っておらず，不特定の数量を表すものを「不特定数量詞」と呼ぶことにする。

さらに，事物の存在数量を表す数量詞を「存在数量詞」とし，そうでないものを一括して「非

存在数量詞」と名づけた。

赤楚（2005）では，「3人」「100 枚」「4軒」「数匹」「4，50 冊」などのように数詞と分類詞

（ ）が一体となったものを「数量詞」と呼んできたが，さらに，下位区分すると，具体

的数量を基数数量詞（ ）と，数量が曖昧な概数数量詞（

）に分けられ，両者を区別する必要があることを記述的に説明した。それに

加え，統語論的観点から両者の区別を分析した。概数数量詞は数量情報が基数数量詞に比べて

低いため，形容詞的機能が弱まり，その分，先行詞との結びつきが弱められ，副詞的性質が帯

びるという指摘をした。

田中（2011）は基数詞，概数詞，数量詞の個別の意味機能について論じており，数量詞の分

類を行った。田中は，「3匹」を基数詞，「みんな」を「数量詞」，「数人」を「概数詞」と呼ん

でいる。しかし，「みんな」は母集合とする全体量が不明であれば，指示する数量情報が概数的

であるため，「概数詞」にも当たると考える。

以上は，これまでの数量詞の分類を扱った研究をまとめてみたが，その大半は，具体的な分
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類を提出しておらず，数量詞の各自の基本特性を詳しく明らかにされているとは言いにくい。

本稿は，日本語の数量詞の全般を概観し，その基本特性をそれぞれ究明し，分類を試みる。

2.2 本稿の枠組み

先行研究において日本語の数量詞に関しては，「2杯」「6人」にように類別詞を伴ったもの

を「基数詞（赤楚）」，「基数数量詞（田中）」や「特定数量詞（加藤）」と，「かなり」「たくさん」

のようなものを「概数数量詞（赤楚）」，「数量詞（田中）」や「不特定数量詞（加藤）」という2

種類に大体分けている。田中は「みんな」を「数量詞」に分類したが，「みんな」は母集合の量

が不明であれば，数量情報が曖昧であり，概数的数量詞の一種と見做されると考えられる。ま

た，赤楚（2005）が「概数数量詞」という概念を提出したが，実はこのタイプの中に様々な種

類の数量が混在しており，再分類する必要があると思われる。さて，加藤（2003）により，「た

くさん」「かなり」「少し」といった典型的な不特定数量詞は，語彙群としてみた時，特定数量

詞と異なり，統語的性質が均一ではないことを指摘した。本稿では，加藤（2003）の概念に従

い，類別詞の随伴の有無により，数量詞を「特定数量詞」と「不特定数量詞」に二別し，不特

定数量詞の下位分類を行ってみる。

3．特定数量詞

数量詞は，一般的には類別詞（助数詞）を伴い，ものや動作の量を示す表現である。「2杯」

「3人」の「杯」「人」のようなものは，ものの種類や数え方の意味を加える要素であり，これ

まで助数詞と呼ばれてきた。この種の要素は日本語以外の言語にも広く見られ，国文法では助

数詞と呼ばれるが，現在では通言語学的な観点から類別詞（ ）と呼ばれている。形態論

の観点では，「接尾辞」ともみなされる。

（6） その店で私はみかんを 20 個買った。

（7） その店で私はみかんを 20 買った。

（8）？？？その店で私はみかんを3買った。

（加藤 2003）

ところが，日常の会話において，類別詞が脱落している数量表現の使用はあまり少なくない。

以上の例文のように，同じ構文において「20」は適格で，「3」だと類別詞を伴わないと文が不

自然になる。加藤（2003）では，この言語事実を指摘し，（7）が適切で，無標の解釈としては

個数と考えられるが，無条件に「20 個」の意であると確定できるわけではないとしている。
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（9） 3大学がイベントに参加した。

（10） 国立大学3校がイベントに参加した。

（11）＃5会社が倒産された。

（12） 5社が倒産された。

（13）＃近くに3公園がある。

（14） 近くの公園には3箇所がある。

また，日本語の類別詞は「匹」「人」「冊」など自立性を持たない名詞のほか，「大学」「部屋」

「部門」「会場」「駅」など自立性を持つ一般名詞が類別詞にも用いられる。（9）（10）のように，

「3大学」を「3校」に言い換えることができる。一方で「会社」「公園」などは類別詞として

一般的に使えないが，「5会社」を「5社」，「4公園」を「4箇所」に変更すれば使用できるよ

うになる。そのため，類別詞として使えないものを決まっているようなほかの類別詞に変更す

ると適格になる。

日本語の数量詞に関する問題といえば，「数量詞遊離」という現象に触れなければならない。

現在の数量詞の研究では，遊離関係（派生関係）を考えない立場をとることが一般的である。

本稿でも，「数量詞遊離」という用語を用いるが，近年の関連文献に従い，派生関係を認めずに

この用語をそのままに用いることにする。数量詞構文において，数量詞が名詞を修飾する文を

連体数量詞文としており，数量詞が副詞的成分として働き，述部を修飾する文を連用数量詞文

（＝遊離数量詞文）として捉える。数量詞遊離構文は今まで，奥津（1969），井上（1977），加藤

（2003，2006）などは，さまざまな形で検討されてきた。ここでは数量詞構文に少し触れたいと

考える。

（15） 3人の学生が来た。

（16） 学生が3人来た。

（17） 学生3人が来た。

（15）は連体数量詞文で，（16）は連用数量詞文である。加藤（2006）により，存在数量詞を

表す連体数量詞では，一つのまとまりを成したものとみなす《集合的認知》がなされており，

既定的単位として認識されていると主張した。いわゆる，（15）の「3人の学生」は集合的認知

と見做され，（16）は連用数量詞文で，集合的認知が存在しないと考えられる。次は違う種類の

例を取り上げてみる。

（18）＃3人の学生が増えた。

（19） 学生が3人増えた。
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「増える」「減る」のような動詞は，数量上の変化・増減を示すものである。（18）は文法的に

非文ではないが，事象の描写にあたっては不自然である。（15）（16）（17）は認知上の考慮を入

れないと，実質的に意味差が大きくなく，「学生」が3人来たという出来事を陳述することで，

構文の情報がここで終わるのである。（19）のように「来た」を「増えた」に変更すると，構文

の意味が変わった。元々は2人いることを仮説すれば，3人増えると，2人の状態から5人の

状態になり，全部5人になると理解することができる。つまり，（19）の「3人」は「5人」と

「2人」の間の「差」を表しているわけである。（19）の「3人」は「変化量」と解釈されると

考える。

（20） 学生が5人に増える。

（21）＊学生が5人に来る。

連用数量詞の後ろに「に」をつけると，変化の結果，いわゆる「達成量」とする解釈ができ

る。最初に2人の学生という状態から，最後の結果としてトータルで「5人」の状態になると

言えるわけである。（21）は変化を表さない「来る」に変更すると，文が不適格になる。また，

（20）（21）はいずれも，元々の学生の数量が明確でないと，構文の意味が確定しにくく，文脈

上の補足が必要であると思われる。

連用数量詞文において，動詞の語彙的な意味により，連用数量詞が指し示す量の種類が違う

のである。本節で変化を表す動詞の数量詞文を取り扱い，この場合の連用数量詞は動作の「差」

と「達成量」を解釈とする。それに，数量詞構文の意味が確定するために，文脈上の補足が必

要である場合がある。

4．不特定数量詞

加藤（2003）では，不特定数量詞は，類別詞を伴っておらず，不特定の数量を表すものであ

るとされている。いわゆる，物事や動作の数や量をはっきりと表示しないものであり，数量情

報が曖昧，不特定なものなので，実質的考えみると，「概数・概量」の表現と言えるだろう。

本稿では，不特定数量詞を形態と意味的観点から，大まかに分類を行い，それぞれの基本

特性を見出す。まず，不特定数量詞には，「すべて」「半分」のように，母集合の全体的な量

とその中の部分をその比として割合を表し，語彙的要素からなる比率を表すもの1がある。

また，特に多さを表す意味を含まず，数量を特定化しないで大まかな数量を表す不特定数
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量詞2もある。例えば，「いくつか」「何人か」「数個」「大およそ 40 枚」などである。これと

は別に，数量の多寡を表すもの3をもう一つのタイプとして分類する。例えば，「たくさん」

「かなり」「大量」「大勢」などがある。本節ではこの3つタイプの数量詞について検討して

いく。

（22） 語彙的比率数量詞：「すべて」「全部」「半分」「ほとんど」…

（23） 大まかな数量を表す数量詞：「いくつか」「何人か」「数個」「40 枚ばかり」…

（24） 多寡を表す数量詞：「たくさん」「かなり」「少ない」「少数」…

4.1 語彙的比率数量詞

このタイプの数量詞は，「全部」「すべて」「みんな」「全員，全校…」「半分」「半額，半数…」

「大部分」「ほとんど」「一部」などがある。一般的に語彙的観点から見ると，母集合の存在（全

体量）を前提とし，その指示された比率用法を獲得することができ，比率数量詞と見做せる。

意味的には，ある対象の全体に対する割合を示すものである。とすれば，これは日本語の照応

現象に当てると思われる。

これらの数量詞の中で，「すべて」「全部」「みんな」「全員，全校…」は，全体の量として

指し示すという特異な性質を持っている。「半分」「半数，半額…」「二分の一」は，母集合

の量が明示されると，その比率を表す具体的数値が計算できるようになる。「大部分」「ほ

とんど」「一部」は母集合の量が明確になっても比率数値がはっきり計算できないものであ

る。

「すべて」「全部」「みんな」などの数量詞は，これまでの研究では「全称数量詞」として捉え

られることが多い。「すべて」「全部」は制限なしに指示されたものの全部の量を表すが，「全員」

「全校」「全類」などのような「全＋意味的類別詞に相当する要素」の数量詞も全称数量詞と見

做される。「全員」は人間にしか使えない。「全学」「全校」は学校に限定され，「全額」はお金

に限定される。いわゆる，「意味的に類別詞に相当する要素」の性質により，使用範囲が制限さ

れるということである。

「半＋意味的類別詞に相当する要素」は生産性が低く， から検索してみると，「半額」

「半数」のみ使用頻度が高い。また，「半」というのは，形態論的に接頭辞としても正確に 50％

を表すわけではないと考える。「半」は単独として，自立性を持っておらず，付属形態素により，

「半＋付属形態素」として存在する。例えば，経験不足のため，まだ「一人前」とは認められな

い人材を表す言葉に，「半人前」というものがある。「半人前」は，別に正確に 50％とは限らな

いのであり，80％，90％くらいを指し示している。そのほかには「デミグラス」「ハーフボトル」
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などもある。

（25） ＃太郎はパンを｛すべて/半分/ほとんど｝食べた。

（25）は数量詞が指示する名詞句「パン」の前に，修飾・限定するものが何も存在しない例で

ある。「パン」は何のパンであるか，明確でないと，構文の意味が確定しにくく，成立もしにく

いと思われる。例えば，太郎が食べたパンには，「家にあるパン」「昨日買っておいたパン」な

どのような様々な特定の解釈があるわけである。また，普通は，人間がパンをすべて・ほとん

ど・半分食べた場合には，人によっては個人差があり，パンを何個ぐらい食べるか想定すると，

世界知識により普通の人間は 20 個，30 個では食べられないわけである。名詞句「パン」は特定

の解釈を受けており，文脈を再解釈することにより，数量詞構文が成立することが可能である。

（25）の文脈の不足している部分を埋めることができれば，構文が成立する可能になると思われ

る。

（26） 太郎は昨日パンを3つ買っておいた。今日はパンを｛すべて/半分/ほとんど｝食べ

た。

「すべて」「半分」は，文脈上で「太郎は昨日パンを3つ買っておいた」という前方照応の成

立により，その指示する具体的な量が計算できる。「すべて食べた」というと，「3つ食べた」

になる。「半分食べた」というと，「1.5 個のパンを食べた」になる。「ほとんど」は，その指示

する名詞句が特定数量詞を含む場合でも，「すべて/半分」と比べると，数量情報が不明確で曖

昧である。

4.2 大まかな数量を表す数量詞

本節では，不特定数量詞の中に，特に多寡に関する判断を含まず，数量を特定しないで大ま

かな数量を表す数量詞を扱う。このタイプの数量詞は，「30 人くらい」「50 匹程度」「200 グラム

ほど」「おおよそ 200 匹」「数人」「何人か」などがある。観察してみると，成員間の種類の異な

ると考えられる。

（27）「特定数量詞の前，後＋概数化できるもの」：30 人くらい，20 匹ほど，50 冊ばかり，

お（お）よそ 200 枚，大体 50 回…

（28）「数＋類別詞」：2，3個，数人，十数個…

（29）「疑問詞＋類別詞＋か」：何人か，いくつか…
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以上の数量詞は，いずれも類別詞が含まれるという共通性を持っている。類別詞を含んでも，

数量情報が曖昧で不明確であるので，不特定数量詞に当たると考えることができる。

（27）は「くらい」「ばかり」「ほど」「お（お）よそ」のようなものを伴うことにより，数量

が概数化になる。特定数量詞は数詞と類別詞からなるので，「数詞＋類別詞」に相当できる。こ

の「数詞」の利用は無制限ではないと考えられる。数詞は1桁の場合に，現場において一瞬で

見てその数量がすぐわかるようなものには，概数化の機能を持っているものをつけられない。

数詞は2桁以上の場合に，キリが良い，目立つ数詞を選択しなければならない。例えば，「34 人

くらい」は不適格である。

また，このタイプの数量詞を から検索すると，「約＋特定数量詞」と「お（お）よそ＋

特定数量詞」は公式な書類と発表などで出現している場合に圧倒的に多い。公式の場面で発表

される情報に関しては，数字をはっきり明言すると，何らかの問題が発生した際に，責任が生

じる場合があると思われる。もし，数量情報が細かくなると，情報自体の正確性のほうに，関

心が集まりやすく，聞き手や読者からその断言の根拠の提示を求められる場合がある。このよ

うな配慮する可能性があるので，概数化の数量表現に対する需要が高まっている。

（28）の「数人」「十数人」のように，「数」と類別詞の合成によるものは，加藤（2003）に

より，数量に一定の幅を持っていると指摘した。（20）は「数＋類別詞」と呼ばれているが，

「十数＋類別詞」の形式もある。「2，3個」は二つの異なる基数詞が重なり，後で類別詞がつ

いているという形であり，このタイプに分けられている。これらの数量詞は数量の限定度の

推測に，数字の桁が関わると考えられる。「数人」や「十数人」の場合だと，どれくらい範囲

の数を指し示すのかを，日本語母語話者に聞いてみると，やはり，「数人」は，2，3人くら

いであり，幅を広げれば，多くても「2人から9人まで」という2桁を超えない幅を想定でき

る。「十数人」の場合には「10 人から 19 人まで」の幅である。「数十人」の場合に，「20 人か

ら 100 人を超えない」幅を持っている。「数百人」「数千人」なども同じように類推し想定する

ことができる。

（29）の「何人か」「いくつか」における「何」は疑問詞，「いくつ」が疑問詞に相当する形態

素である。「疑問詞＋類別詞」の後ろに「か」がついた形式で大まかな数量を表す数量詞の一種

と見ることができる。しかし，後ろの「か」を抜くと，通常の数量詞のような振舞をしておら

ず，単なる「疑問詞」になるわけである。「か」がつくと，普通の平叙文になる。また，「類別

詞」により，このタイプは生産性を持っていると考えられる。例えば，「何冊か」「何枚か」の

ほか，「何会場か」「何駅か」などもある。「何」という疑問詞以外はその生産性をもっていない。

さらに，このタイプの「何」は必ず「なん」と読まなければならないと考えられる。「何」の読

み方により，意味が違うということである。例えば，「なん駅ですか」の答えは「3駅」で，「な

に駅ですか」の答えは「札幌駅」である。

よって，本節では「大まかな数量を表す数量詞」を「特定数量詞の前，後＋概数化できもの」，
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「数＋類別詞」，「疑問詞＋類別詞＋か」という3種類に分けている。

4.3 多寡を表す数量詞

日本語では，数量の多寡を表す数量詞が複雑である。「多寡」に対する判断について，実は個

人差により，数量の多さに対する認知が異なるので，ここにおける「多寡を表す数量詞」とは，

発話者にとってその量が多いか少ないかの主観的な判断を表すものである。主に「かなり」「た

くさん」「大勢」「相当」「ずいぶん」「いっぱい」「多数/少数」「大量/少量」「多く」「数多く」

「すこし」「わずか」「ちょっと」「たっぷり」などがある。

これらの数量詞を観察すると，「かなり」「相当」「ずいぶん」のような数量詞は強い副詞性を

持っているが，連体数量詞としても使える。益岡・田窪（1992）において，これらの数量詞は

主に「名詞」と「副詞」の章で記述されている。「名詞」としては，数量を表す名詞を「数量名

詞」と呼び，意味の上から，数量の多さを表すものには「大勢，多く，多数，少数」などがあ

ると述べている。「副詞」としては，副詞を「様態の副詞」「程度の副詞」「量の副詞」に分類す

る。「量の副詞」は「動きに関係するものや人の量を表す副詞」と定義し，「だいぶ（ん）」「相

当」「かなり」「すこし」などがあると述べている。また，「たくさん」「いっぱい」「かなり」「相

当」などは，接続助詞「の」を介して名詞を修飾することができると記述している。しかし，

「ずいぶんの進歩」「相当な努力」「すこしのお金」のように確かに，連体修飾としては用いるこ

とが全くないわけではない。

「ずいぶん」「相当」のような数量詞は事前にある予想が存在し，予想より大きなずれが発生

し，かなり上回っている場面で使えるが，「ずいぶん」「相当」は一般的に話者により，認識の

度合いが変わってくることが多いので，主観が入るものと見做される。主観的な数量詞と言及

すると，「数個」のようなものも主観が入っていると思われる。「数個」は世代，年齢により，

指示する幅が違うのである。このような数量詞は人により，ばらつきが生じる可能性があり，

簡単に決められないので，取り扱いにおいては難しいのである。

多寡の数量詞は様々な形を持っており，その品詞性は実際に使用しないと判断しにくいと思

われる。例えば，「大量」「わずか」以外の数量詞は，名詞としても，副詞としても，形態上同

じである。「大量」と「わずか」は副詞であり，連用数量詞の場合に，「大量に」「わずかに」の

「に」がつく必要がある。また，副詞性を強く持っている数量詞は「かなり」「相当」「ずいぶん」

は連用数量詞とする際に，動作量を広く解釈でき，語彙的みると，物事に関しては普通の程度・

予測される常識的な程度をはるかに超えている様を表すので，価値判断や，評価を示すことが

できる。ただし，この判断や評価は主観的で，かつ文脈的な影響を受けると考えられる。
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5．おわりに

本稿では，日本語の数量詞の様々な形を網羅的に整理し，以下のように分類を試した。

表1

日

本

語

の

数

量

詞

特定数量詞 3人，8冊，5杯…

不特定数量詞

語彙的比率数量詞
すべて，全部，全員…
半分，半額…
一部，ほとんど，大部分…

大まかな数量を表
す数量詞

「特定数量詞の前，後＋概数化できもの」

30 人くらい，20
匹ほど，50 冊ば
かり，お（お）よ
そ 200 枚，約 30
人…

「数＋類別詞」 数人，十数個…

「疑問詞＋類別詞＋か」
何（なん）枚か，
何（なん）人か，
いくつか…

多寡を表す数量詞 「ずいぶん」「かなり」「多く」「大勢」「たくさん」「相当」「大量」「わずか」「少量」「多数」「少数」…

本稿は，主に数量詞を「特定数量詞」と「不特定数量詞」に2種類に分けて展開してきた。

特定数量詞に関しては，類別詞の種類や脱落の現象を説明した。また，変化を表す動詞の数量

詞構文の意味特性を検討し，この場合の連用数量詞は動作の「差」と解釈され，連用数量詞の

後ろに「に」をつけると，動作の「達成量」を表すと主張した。不特定数量詞を形態と意味の

基準で，「語彙的比率数量詞」，「大まかな数量を表す数量詞」，「数量多寡の数量詞」という三つ

の下位分類を行い，それぞれの基本特性を分析した。分類の中身がまだ様々な点に展開する必

要があるが，今回は数量詞の基本特性と分類にとどまると考える。

（だん けんしゅう・人文学専攻)
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現代日中両言語における
数量詞の意味・機能の対照研究

張 瑩

要 旨

これまでの日本語の数量表現研究では，数量詞の意味・機能について多く
の指摘がされており，数量詞は数量詞とその先行名詞との関係によって分類
されている。一方，日中両言語における数量表現の対照研究では，両言語に
おける数量表現の形式上の対応関係について主に議論されてきた。ところ
が，日本語でも中国語でも，名詞句と数量詞の結合のパターンや類別詞だけ
でなく，述語の表す動作の性質も数量詞の意味・機能に影響を与えると考え
られるが，述語を視野に入れた数量表現研究は見当たらない。それに，日中
両言語における数量表現を対照する際に，形式だけでなく，機能上の対応関
係に関する議論が欠けている。
本稿では数量詞とその先行名詞との関係だけでなく，数量詞が述語のどの
ような面を修飾するかも考慮に入れ，日本語の数量詞の意味・機能を〈動作
実現時の累積数量〉を表すものと，〈動作反復による累積数量〉を表すものと，
〈動作量〉を表すもの，〈属性〉を表すものとの四種類に分類する。そして，
述語が表す動作の反復性・完結性の有無と類別詞の種類が数量詞の意味・機
能に影響を与えることを観察する。一方，中国語の数量詞の意味・機能は日
本語と同様に四種類に分けられるが，述語が表す動作の反復性・完結性の有
無と類別詞の種類による数量詞の意味・機能への影響の与え方が日本語の場
合と異なるところがあることを主張する。また，機能の面に基づいて日中両
言語における数量表現の対応関係を考察した結果，日本語の場合も中国語の
場合も，数量詞が四種類の機能のうち，どの機能を表すのかは文型によって
は判断できない場合がほとんどであるが，中国語の場合には〈動作量〉専用，
〈属性〉専用の文型があるという点で日本語の場合と区別される。
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1 はじめに

日本語の数量表現には（1）における下線部のような「名詞句＋格助詞＋数量詞」（以下

型），「数量詞＋ノ＋名詞句＋格助詞」（以下 ノ 型）という二つのパターンがよく指摘され

ている。これまでの日本語の数量表現研究では，その数量詞の意味・機能について多くの指摘

がされている。

（1） ．テーブルに本を2冊置く。 型

．テーブルに2冊の本を置く。 ノ 型

（2） ．畑を 200 平方メートル耕す。 型 加藤（2003：444）

．200 平方メートルの畑を耕す。 ノ 型 加藤（2003：444）

一方，日本語と中国語における数量表現の対照研究のほとんどが形式上の異同のみに注目し

たものである。例えば，日本語の「本を3冊」のような「名詞句＋格助詞＋数量詞」型の数量

表現に対応する中国語の数量表現の構文パターンにはどのようなものがあるのかについての整

理しか見当たらない。

以上から，下記の二つの問題点が指摘できる。

① 日本語でも中国語でも，名詞句と数量詞の結合のパターンや類別詞だけでなく，述語

の表す動作の性質も数量詞の意味・機能に影響を与えると考えられるが，述語を視野

に入れた数量表現研究が見当たらない。

② 日中両言語における数量表現を対照する際に，形式だけでなく，機能上の対応関係に

関する議論が欠けている。

本稿は先行研究に基づき，日本語と中国語における数量詞の意味・機能の分類をさらに検討

し，両者の異同の考察を目的とする。

2 日本語の数量表現

先ほど示した，用例を再掲する。（1 ）と（1 ）のような用例には意味の差が存在しないが，

（2 ）と（2 ）のような用例には意味の差があると指摘されている。奥津（1983）はこの現象は

数量詞による違いであると解釈し，（1 ）の を「数量 」，（2 ）の を「属性 」と呼んでい

る。
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（1） ．テーブルに本を2冊置く。 〈離散的認知〉

．テーブルに2冊の本を置く。 〈集合的認知〉

（2） ．畑を 200 平方メートル耕す。 加藤（2003：444）〈動作量〉

．200 平方メートルの畑を耕す。 加藤（2003：444）〈属性〉

数量表現における先行名詞句と数量詞の関係について論じたのは加藤（2003）である。加藤

（2003）は奥津（1983）のいう数量 と属性 の概念を踏襲し，数量詞と先行名詞句との関係に

よって，「いくつ存在するのか」という存在数量を表すものを存在数量詞とし（例えば，（1）

における「2冊」），そうでないものを非存在数量詞としている（例えば，（2）における「200

平方メートル」）。前者が奥津（1983）の数量 に相当し，後者が奥津（1983）のいう属性 に

相当する。さらに，それぞれが 型で用いられたのか， ノ 型で用いられたのかによっ

て，数量詞の意味も変わってくると述べた。例えば，（1 ）（1 ）（2 ）（2 ）のそれぞれが〈離散

的認知〉，〈集合的認知〉，〈動作量〉，〈属性〉を表すと論じた。

2.1 加藤（2003）の存在数量詞

下記の（3）は加藤（2003）によって 型の数量詞が存在数量・離散的認知を表す場合に

当てはまるが，そのような用例は反復性の有無によりさらに（3 ）〈動作実現時の累積数量〉と

（3 ）〈動作反復による累積数量〉と二つの解釈に捉えられる。（3 ）の場合は反復性を含意しな

い解釈で，「2冊の本を1度に置く」ことを表す。（3 ）の場合は反復性を含意する解釈で，「本

を1冊ずつ，2冊置く」ことを表す。

（3）テーブルに本を2冊置く。
⎧
⎨
⎩

．〈動作実現時の累積数量〉

．〈動作反復による累積数量〉

（4 ）の場合における数量詞は，加藤（2003）の述べた〈集合的認知〉に相当し，（4 ）のよう

な ノ 型に書き換えても意味が変わらないが，（5）は ノ 型に書き換えても〈集合的

認知〉の意味にはなりえない。

（4） ．テーブルに本を2冊置く。 型 〈動作実現時の累積数量〉

（3 ）の再掲

ノ 型に書換可能↓

．テーブルに2冊の本を置く。 ノ 型 〈動作実現時の累積数量〉

（5）テーブルに本を2冊置く。 型 〈動作反復による累積数量〉

（3 ）の再掲

ノ 型に書換不可
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仁田（2002）は結果の副詞は「動きの実現した結果の局面を取り上げ，主体や対象の結果状

態のありようについて言及したもの」と定義している。これを踏まえ，筆者は〈動作実現時の

累積数量〉と〈動作反復による累積数量〉の場合の数量詞も累積の結果を表す副詞だと考える。

例えば，（3 ）も（3 ）も，「2冊」は「テーブルに本を置く」という動きが実現された際の，対

象「本」の数量に関する実現のされ方を表すと考える。つまり，いずれの場合も，動作実現さ

れた時点で，その対象となった「本」の数は複数（＝2）ある。

筆者は，数量詞の意味・機能は述語とも関わっていると主張したい。ここでは，矢澤（1986）

の反復表現の成立条件を論じた際に提出された完結性という概念を採用し， 型における

動作の反復性，述語の完結性及び類別詞の制限の有無について考察する。その結果は表1の通

りである。

表1 NCQ型における数量詞の意味機能と動作・述語との関係性1

数量詞の意味機能 動作の反復性 動詞の完結性 類別詞の制限

動作実現時の累積数量 反復性無 完結性有 分類類別詞

動作反復による累積数量 反復性有 完結性有 分類類別詞

完結性無 測定類別詞

型における数量詞が〈動作実現時の累積数量〉と解釈できるのは「反復性無＋完結性有，

かつ岩田（2007）のいう分類類別詞（個体の数を数える類別詞）を用いた場合」のみである。

もし，動作の反復性が読み取れたことになると，数量詞が〈動作反復による累積数量〉を表す

ことになる。また，岩田（2007）のいう測定類別詞（「平方メートル，メートル，グラムように

単位して連続体量を測る」類別詞）が用いられ，完結性を持たない述語動詞を修飾する場合は，

動作に反復性が示された場合は，〈動作反復による累積数量〉を表す。例えば，下記の（6)～

(8）を見てみると，（6）は「2冊の本を1度置く」という動作が表されており，その動作に

は反復性を持たない。それに，数量詞が分類類別詞の「本」を取っており，「置く」という完結

性のある述語動詞を修飾しているため，（6）における数量詞は〈動作実現時の累積数量〉と解

釈される。（7）は「本を1冊置く」という動作が2回行われることが表されており，反復性を

示している。かつ（6）と同様に，数量詞が分類類別詞の「冊」を取っており，「置く」という

完結性のある述語動詞を修飾しているため，（7）における数量詞は〈動作反復による累積数量〉

と解釈される。（8）は「「 の石を詰める」ことを複数回やって，合計で 15 の石を詰めた

ことを表している。この場合，詰められた石は複数ある」ことが表されており，反復性を示し

ている。そして，数量詞が測定類別詞の「 」を取っており，「詰める」のような完結性の持た

ない述語動詞を修飾しているため，（8）における数量詞は〈動作反復による累積数量〉と解釈

される。
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（6）テーブルに本を2冊置く。 〈動作実現時の累積数量〉 （3 ）の再掲

分類類別詞 反復性－完結性＋

（7）テーブルに本を2冊置く。 〈動作反復による累積数量〉（3 ）の再掲

分類類別詞 反復性＋完結性＋

（8）石を 15 詰めた。 〈動作反復による累積数量〉

測定類別詞 反復性＋完結性－

2.2 非存在数量詞

加藤（2003）のいう非存在数量詞・〈動作量〉の例は（9）のような用例以外にも，（10)～(12）

が挙げられる。

（9）畑を 200 平方メートル耕す。 （2 ）の再掲 反復性－ 完結性－

（10）山を 100 メートル登った。 反復性－ 完結性－

（11）ピサの斜塔は 1950 年よりも5度程傾いている。（矢澤 1985：97）

反復性－ 完結性－

（12）車が 3 スリップした。 （矢澤 1985：97）

反復性－ 完結性－

筆者は〈動作量〉を表す数量詞は仁田（2002）でいう様態の副詞の一種と見なし，動きその

ものの展開過程の局面に内属する量的側面を取り出したものとする。

（9)～(12）に示したように， 型における数量詞が「耕す」「登る」などのような完結性

を持たない述語を修飾する際，動作は反復性を示さないこともある。すなわち，（9)～(12）は

それぞれ「 平方メートルの畑を耕す」こと，「 メートルの山を登る」こと，「（度数が） 度

傾く」こと，「 の距離をスリップする」ことの繰り返しが表されているのではない。（9)～

(12）における「畑を耕す」「山を登る」「傾く」「スリップする」は1回で行われる，ひとまと

まりの動作である。この場合，義務的に測定類別詞が取られ，数量詞が〈動作量〉と解釈され

る。

なお，（13)～(15）のように，測定類別詞が用いられた数量詞が完結性を持つ述語を修飾する

場合は，当該数量表現が反復性を示せなくなり，非文となる。

（13）＊雅美は勉強部屋を6畳持っている。 （加藤 2003：446）反復性？ 完結性＋

（14）＊ビルを 159 建てる。 （加藤 2003：446）反復性？ 完結性＋

（15）＊石を 15 投げた。 反復性？ 完結性＋
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例えば，（15）が非文となるのは，〈動作実現時の累積数量〉，〈動作反復による累積数量〉，〈動

作量〉のいずれの解釈と捉えることもできないためである。重量という切れ目のない単位を表

す「15 」が，反復性の示さない「投げる」という動作を修飾すると，「15 」は1個の石の

重量と解釈されなければならない。そうすると，「15 」は累積数量と捉えられなくなり，（15）

を〈動作実現時の累積数量〉と解釈できない。同じ理由で，「15 」は「動きそのものの展開過

程の局面に内属する量的側面を取り出す」ものでもありえず，〈動作量〉とも解釈できない。そ

して，（15）を〈動作反復による累積数量〉と解釈できないというのは，「石を 1 投げること

を 15 回行った」と解釈できる文脈を示していないためである。

だが，例えば，（16）で示したように，（15）における「投げた」を「詰めた」に置き換えれ

ば，文が自然になる。（16）は「石を少しずつ詰める」ことを繰り返して，最終的に「15 詰

めた」という意味を表しており，「15 」は〈動作反復による累積数量〉を提示している。

（16）石を 15 詰めた。 （8）の再掲 反復性＋完結性－

また，加藤（2003）の指摘したように，数量詞が〈動作量〉を表す 型文を ノ 型に

変えてしまうと，数量詞が〈属性〉を表すことになる。筆者は〈属性〉を表すものは数量詞と

いうより，決定詞の働きをするものだと考える。

〈累積数量〉とは違って，〈動作量〉は結果を表さない。結果構文の結果述語のテストフレー

ムでテストすると分かる。（18)～(21）のような〈累積数量〉の場合は（17）のテストフレーム

に通るが，（22)～(25）のような〈動作量〉の場合は（17）に通らない。

（17）［ が を＋結果副詞＋ ］⇒［ が をした結果， が＋結果副詞＋だ/になった］

（仁田 2002：51）

〈累積数量〉
（18）テーブルに本を2冊置く。

⇒テーブルに本を置いた結果，（そこの）本が2冊となった。

（19）スロットに 100 円玉を 10 個入れた。

⇒スロットに 100 円玉を入れた結果，（そこの）100 円玉が 10 個となった。

（20）石を3個投げた。

⇒（そこに）石を投げた結果，（そこの）石が3個となった。

（21）石を 15 詰めた。

⇒（そこに）石を詰めた結果，（そこの）石が 15 となった。
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〈動作量〉
（22）畑を 200 平方メートル耕す。

⇒＊畑を耕した結果，（そこの）畑が 200 平方メートルとなった。

（23）山を 100 メートル登った。

⇒＊山を登った結果，（そこの）山が 100 メートルとなった。

（24）ピサの斜塔は 1950 年よりも5度程傾いている。

⇒＊ピサの斜塔が傾いた結果，（そこの）ピサの斜塔が 1950 年よりも5度程となった。

（25）車が 3 スリップした。

⇒＊車がスリップした結果，（そこの）車が 3 となった。

（18)～(21）のような〈累積数量〉の場合は，数量詞の表す数量が先行詞の表すモノの総量で，

数量詞と先行詞は同格だと考えられるが，（22)～(25）のような〈動作量〉の場合は，数量詞の

表す量は動作・作用が行った分の量である。したがって，この場合の先行名詞は1つの個体を

表す。（22）を例としていえば，（22）における「200 平方メートル」は「耕した畑」の量を表し

ており，実際の「畑」の総量は「200 平方メートル」以上ある。「畑」が複数あるわけではなく，

1つしかないと解される。

以上により，日本語における数量詞（/決定詞）の意味機能と動作・述語との関係性をまとめ

て表2で示す。

表2 日本語における数量詞（/決定詞）の意味機能と動作・述語との関係性

数量詞の意味機能 動作の反復性 動詞の完結性 類別詞の制限 文型
動作実現時の
累積数量

反復性無 完結性有 分類類別詞 型/
ノ 型

動作反復による
累積数量

反復性有 完結性有 分類類別詞 型
完結性無 測定類別詞

動作量 反復性無 完結性無 無 型
非文 反復性？ 完結性有 測定類別詞 型

3 中国語の数量表現

3.1 考察対象

陳（2007）は中国語の数量表現について，下記の（26)1を挙げた。
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1 日本語訳は筆者による翻訳。以下同様。



（26） ．买 了 三本 书。 型

買う ［完了] 三冊 本
（本を三冊買った。）

．＊书 买 了 三本。 型

本 買う ［完了] 三冊
（本は三冊買った。）

．＊买 了 书 三本。 型

買う ［完了] 本 三冊
（本を三冊買った。）

．＊三本 书 买 了。 型

三冊 本 買う ［完了]
（三冊の本を買った。）

陳（2007：186)

陳（2007）によれば，（26 )～(26 ）は「そのままでは少し落ち着きが悪い」と述べ，さらに，

下記の（26 ）～(26 ）を例として挙げ，中国語の 型， 型， 型は「他の文を連続させ

て，物事の対比や計算など」を表す場合にはよく使われるという。

（26 ） 书 买 了 三本， 笔 买 了 两枝。（対比） 型

本 買う ［完了] 三冊 ペン 買う ［完了] 二本
（本は三冊，ペンは二本買った。）

（26 ） 买 了 书 三本， 笔 两枝。 （計算） 型

買う ［完了] 本 三冊 ペン 二本
（本は三冊，ペンは二本買った。）

（26 ） 三本 书 买 了， 其他 都 忘 了。 型

三冊 本 買う ［完了] 他 すべて 忘れる ［完了]
（三冊の本は買ったが，他のを買うのを忘れた。）

陳（2007：187)

陳（2007）のこの指摘の通りに，上記の（26 ）における「錦」，（26 ）における「錦」，（26 ）

における「三本錦」は，（26 ）における「錦」「三本錦」が主題化され， 移動が行われたもの

だと考えられよう。そのため，（26 ）と（26 )～(26 ）とは焦点が当たっているか否か，どこに

焦点が当たっているかにおいては差はあるが，数量表現としての構造的差異はないと考えられ

る。したがって，本稿では，（26 )～(26 ）のような 型， 型， 型を， 型の派生と
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考え，この四種類をまとめて，「 型」と称する。

さらに，山口（2004）は（26 )～(26 ）以外に，（27）のような移動も生起できると言及して

いる。しかし，後に述べるように，（27 ）における数量詞は 型と異なる意味機能をしてい

ると考えられる。また，（27 ）のような 把 の使われたものも，焦点の当たっているところが

違うだけで，本稿では 把 の含まれるすべての文型を考察対象としない。

（27） ．他 烧 书， 烧 了 三本。

彼 燃やす 本 燃やす ［完了] 三冊
（彼は本を3冊燃やした。）

．他 把 书 烧 了 三本。

彼 を 本 燃やす ［完了] 三冊
（彼は本を3冊燃やした。）

．他 书 烧 了 三本。

彼 本 燃やす ［完了] 三冊
（彼は本を3冊燃やした。）

．书， 他 烧 了 三本。

本 彼 燃やす ［完了] 三冊
（本を彼は3冊燃やした。）

山口（2004：122)

的 型に言及したのは奥津（1986）である。奥津（1986）は（28）（29)2のような用例を挙

げ，（28 ）における「一二階」，（29 ）における「一〇〇日元」は属性 で，「的」が必要であ

るのに対して，（28 ）における「一二階」，（29 ）における「一〇〇日元」は数量 で，「的」

がとれないのであると述べている。洪（2008），范（2013）も 的 型に対して奥津（1986）と

同じ観点を持つ。

（28） ．他 登上 了 一二階的 階梯。

彼 登り上がる ［完了] 十二階の 階段
（彼は十二階建ての階段を登った。）

．他 登上 了 一二階 階梯。
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2 (28）（29）に付け加えた日本語訳は奥津（1986）の観点に従った翻訳である。次にも説明するが，筆
者は（28 ）は「彼は階段を十二段登った」と，（29 ）は「切手を 100 円分買った」と理解するべき
だと考える。



彼 登り上がる ［完了] 十二階 階段
（彼は階段を十二段登った。）

（奥津 1986：76)

（29） ．我 買 了 一〇〇日元的 郵票。

私 買う ［完了] 一〇〇円の 切手
（私は一〇〇円の切手を買った。）

．我 買 了 一〇〇日元 郵票。

私 買う ［完了] 一〇〇円 切手
（私は切手を一〇〇円分買った。）

（奥津 1986：77)

しかし，（28 ）における「一二階」，（29 ）における「一〇〇日元」は属性 とは捉えられな

いと思われる。中国語の場合には，不定単数名詞に不定標識として数量詞を義務的に付くこと

がよく知られている。（30 ）（30 ）に示されるように「一二階の階段を登った」「一〇〇円の切

手を買った」を表したい場合は，それぞれに「一层」「一张」を入れなければならない。この（28 ）

（29 ）は〈動作量〉と解釈されるのが妥当であろう。

（29 ）における「一〇〇日元」は数量 ，つまり，存在数量を表すものと認める。さらに（29 ）

を，「 円分ずつの切手を，合わせて 100 円分を一度に買った」と捉えた場合は，〈動作実現時の

累積数量〉を表し，「切手を 円分ずつ，合わせて 100 円分買った」と捉えた場合は，〈動作反

復による累積数量〉を表すと区別できる。

（30） ．他 登上 了 （一）欽 一二階的 階梯。

彼 登り上がる ［完了] 一本 十二階の 階段
（彼は十二階建ての階段を登った。）

．我 买 了 （一） 100 日元的 邮票。

私 買う ［完了] 一枚 一〇〇円の 切手
（私は切手を一〇〇円分買った。）

以上により，本稿で検討範囲に入れる文型を下記の（31）のように整理する。

（31） ．他 装 了 15 石头。 型

彼 詰める ［完了] 15 石
（彼は石を 15 詰めた。）

．他 装 了 15 的 石头。 的 型
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彼 詰める ［完了] 15 の 石
（彼は石を 15 詰めた。）

．他 装 石头 装 了 15 。 了 型

彼 詰める 石 詰める ［完了] 15 g
（彼は石を 15 詰めた。）

．他 装 了 （一）块 15 的 石头。 的 型3

彼 詰める ［完了] 一つ 15 の 石
（彼は 15 の重さをした石を詰めた。）

3.2 中国語における数量表現に対する考察

本節では，中国語の数量表現について，2節で整理した日本語の数量表現における意味機能

に基づいて考察を行う。

3.2.1 累積数量
まず，中国語の 型における数量詞は〈累積数量〉を表す。下記の（32)～(34）と（35)～

(37）との比較に示されるように，日本語の 型と同じように，中国語の 型も，分類類

別詞の用いられた数量詞が完結性を持つ述語を修飾する場合，〈累積数量〉と捉えられる。さら

に，動作の反復性の有無によって，（35）のような〈動作実現時の累積数量〉を表すものと，（36）

のような〈動作反復による累積数量〉を表すものに分けられる。また，（37）のように，「反復

性有＋完結性無」かつ測定類別詞が用いられた場合も日本語と同様に，数量詞が〈動作反復に

よる累積数量〉を表す。

【日本語におけるNCQ型】
（32）彼女は子供を2人生んだ。 〈動作実現時の累積数量〉

分類類別詞 反復性－ 完結性＋

（「2人の子供を1度に生んだ」と解釈した場合）

（33）彼女は子供を2人生んだ。 〈動作反復による累積数量〉

分類類別詞 反復性＋ 完結性＋

（「子供を一人ずつ，2人生んだ」と解釈した場合）

（34）石を 15 詰めた。 〈動作反復による累積数量〉

測定類別詞 反復性＋ 完結性－
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【中国語における vqn型】
（35） 她 生 了 2个 孩子。 〈動作実現時の累積数量〉

彼女 生む ［完了] 2 人 子供
（彼女は子供を2人生んだ。）（「2人の子供を1度に生んだ」と解釈した場合）

分類類別詞 反復性－ 完結性＋

「2人の子供を1度に生んだ」と解釈した場合

（36） 她 生 了 2个 孩子。 〈動作反復による累積数量〉

彼女 生む ［完了] 2 人 子供
（彼女は子供を2人生んだ。）（「子供を一人ずつ，2人生んだ」と解釈した場合）

分類類別詞 反復性＋ 完結性＋

（37）他 装 了 15 石头。 〈動作反復による累積数量〉

彼 詰める ［完了] 15 kg 石
（彼は石を 15 詰めた。）

測定類別詞 反復性＋ 完結性－

ところが，下記の（38）・（39）と（40）・（41）との比較で分かるように，日本語の 型と

異なり， 型は完結性の持つ述語動詞と測定類別詞と併用しても，反復性を示すことができ，

非文とならない。

【日本語におけるNCQ型】
（38）＊彼は石を 15 投げた。 測定類別詞 反復性＋ 完結性＋

（39）＊りんごを 30 元買った。 測定類別詞 反復性＋ 完結性＋

【中国語における vqn型】
（40）他 扔 了 15 石头。 〈動作反復による累積数量〉

彼 投げる ［完了] 15 石
（彼は 15 の石を投げた。）

測定類別詞 反復性＋完結性＋

（41）我 买 了 30块钱 苹果。 〈動作反復による累積数量〉

私 買う ［完了] 30 元 りんご
（私は 30 元のりんごを買った。）

測定類別詞 反復性＋ 完結性＋
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3.2.2 動作量
（42）・（43）と（44）・（45）との比較に示されるように， 型は日本語の 型と同じよう

に，反復性と完結性との両方とも持たない場合は〈動作量〉を表すことができる。

【日本語におけるNCQ型】
（42）畑を 200 平方メートル耕す。 〈動作量〉

反復性－ 完結性－

（43）彼女は本を 200 ページ読んだ。 〈動作量〉

反復性－ 完結性－

【中国語における vqn型】
（44） 耕 了 200 平米 地。 〈動作量〉

耕す ［完了] 200 平方メートル 畑
（畑を 200 平方メートル耕した。）

反復性－ 完結性－

（45） 她 看 了 200页 书。 〈動作量〉

彼女 読む ［完了] 200 ページ 本
（彼女は本を 200 ページ読んだ。）

反復性－ 完結性－

日本語は〈動作量〉を表せるのは，（42）・（43）のような 型しかない。それに対して，

中国語の場合は 型以外に， 的 型と 了 型も〈動作量〉を表す。（46）（47）のような，

述語動詞に完結性を持たない，かつ測定類別詞が用いられた場合のみ， 的 型における数量

詞が〈動作量〉を表せる。（48）のような述語動詞に完結性を持つ，かつ分類類別詞が用いられ

た 的 型か，（49）のような述語動詞に完結性を持たない，かつ測定類別詞が用いられた 的

型には不自然さを覚える。すなわち， 的 型は〈動作量〉しか表せない。

（46） 耕 了 200平米的 地。 的 型 〈動作量〉

耕す ［完了] 200 平方メートルの 畑
測定類別詞 反復性－ 完結性－

＝耕 了 200平米 地。 型 〈動作量〉

耕す ［完了] 200 平方メートル 畑
（畑を 200 平方メートル耕した。）
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（47） 他 开 了 3个小 的 车。 的 型 〈動作量〉

彼 運転する ［完了] 3 時間の 車
測定類別詞 反復性－ 完結性－

＝他 开 了 3个小 车。 型 〈動作量〉

彼 運転する ［完了] 3 時間 車
（彼は車を3時間運転した。）

（48）？？？她 生 了 2个的 孩子。 的 型

彼女 生む ［完了] 2 人の 子供
分類類別詞 反復性？ 完結性＋

（49）？？装 了 15 的 石头。 的 型

詰める ［完了] 15 の 石
測定類別詞 反復性？ 完結性－

同じことは， 了 型にも言える。（50）のような述語動詞に完結性を持つ，かつ分類類別

詞が用いられた 了 型か，（51）のような述語動詞に完結性を持たない，かつ測定類別詞が

用いられた 了 型には不自然さを覚える。すなわち， 了 型も〈動作量〉しか表せな

い。（ただし，（49）と（51）は文脈により，〈動作量〉と解釈出来る場合は自然である。）

（50）？？？她 生 孩子 生 了 2个。 了 型

彼女 生む 子供 生む ［完了] 2 人
分類類別詞 反復性？ 完結性＋

（51）？？他 装 石头 装 了 15 。 了 型

彼 詰める 石 詰める ［完了] 15
測定類別詞 反復性？ 完結性－

3.2.3 属性
日本語では，〈属性〉は ノ 型で表す。しかし，上でも述べたように， ノ 型は（52）

のような〈属性〉だけでなく，（53）のように〈動作実現時の累積数量〉を表す場合もある。日

本語の ノ 型は中国語の 的 型とは形式上では類似しているが，機能面からみると両者

は全く異なる文型となっている。

【日本語におけるQノNC型】
（52）200 平方メートルの畑を耕す。 ノ 型 （2 ）の再掲

（53）テーブルに2冊の本を置く。 ノ 型 （1 ）の再掲
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一方，中国語の場合は〈属性〉は 的 型でしか表せない。 的 型が使われた場合，数量

詞と先行名詞に修飾・被修飾の関係さえ成り立てば，述語の完結性及び類別詞の種類は一切数

量詞の解釈に影響を与えない。3.1 でも触れたが，〈属性〉専用の 的 型と〈動作量〉専用の

的 型は似ているが，不定標識としての数量詞があるかないかで，両者の使い分けがはっき

りとしている。

【中国語における cq的 n型】
（54）他 装 了 （一）块 15 的 石头。 〈属性〉（31 ）の再掲

彼 詰める ［完了] 一つ 15 の 石
（彼は 15 の重さをした石を詰めた。）

（55）耕 了 （一）块 200 平米的 地 〈属性〉

耕す ［完了] 一面 200 平方メートルの 畑
（200 平方メートルの面積をした畑を耕した。）

（56）我 买 了 （一）个 30块钱的 苹果。 〈属性〉

私 買う ［完了] 一つ 30 元の りんご
（私は 30 元するりんごを買った。）

【中国語における q的 n型】
（57）他 装 了 15 的 石头。 〈動作量〉

彼 詰める ［完了] 15 の 石
（彼は石を 15 詰めた。）

（58）耕 了 200 平米的 地。 〈動作量〉 （46）の再掲

耕す ［完了] 200 平方メートルの 畑
（畑を 200 平方メートル耕した。）

（59）我 买 了 30块钱的 苹果。 〈動作量〉

私 買う ［完了] 30 元の りんご
（私は 30 元のりんごを買った。）

以下，中国語における数量詞（/決定詞）の意味機能と動作・述語との関係性を表3のように

整理できる。
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表3 中国語における数量詞（/決定詞）の意味機能と動作・述語との関係性
数量詞(/決定詞)
の意味機能

動作の反復性 動詞の完結性 類別詞の制限 文型

動作実現時
の累積数量

反復性無 完結性有 分類類別詞 型

動作反復による
累積数量

反復性有 完結性有 無 型
完結性無 測定類別詞

動作量 反復性無 完結性無 無 型
反復性無 完結性無 測定類別詞 的 型
－ － － 了 型

非文 反復性？ 完結性有 分類類別詞 的 型/
了 型反復性？ 完結性無 測定類別詞

属性 － － － 的 型

4 おわりに

本稿では日本語と中国語における数量詞の意味・機能の分類を考察してきた。これまで見て

きたように，中国語の数量詞の意味・機能は日本語と同様に，動作実現時の累積数量，動作反

復による累積数量，動作量の三種類に分けられる。日本語の 型はその数量詞が動作実現

時の累積数量，動作反復による累積数量，動作量の三つとも表せるという点から，中国語の

型と一番近いと言える。だが，本稿で議論したように，中国語の 型は（40）「他扔了 15

石头」のような，完結性の持つ述語動詞と測定類別詞と併用しても，反復性を示すことができ，

非文とならない場合もある点が，日本語の 型と異なっている。また，中国語の場合には，

〈動作量〉専用，〈属性〉専用の文型があるということも特徴的である。特に，中国語の〈属性〉

専用の 的 型を日本語の ノ 型と混同して考察や分析を行うのは不適切だと思われ

る。

（ちょう えい・人文学専攻)
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日中同素異順語「発刊-刊発」
および中国語「発刊辞/詞」（ファカンツ）の

成立について

畢 亜 莉

要 旨

筆者は字音語素「発」を含む二字漢語の幕末・近代における拡大を調査し
た時，日中両国における「発」を含む二字漢語の全数をリストアップした。
これらの二字漢語は，日中両言語同素異順語彙，「（1）日国 -日国 （2）
日国 -漢大 （3）日国 -漢大 ， （4）日国 -漢大 」のよ
うに四種類の漢語形式に分けることができる。筆者は，（2）「日国 -漢大
」のような形式の「発刊-刊発」を取り出し，その成立と定着の経緯におけ

る日中両言語の影響関係を明らかにしようと試みた。
筆者は日中両国の辞書類やデータベースを利用し，その使用状況を調査し
た上で，「発刊」「刊発」の使用実態を明らかにした。その結果は以下のよう
にまとめられる。まず，「発刊」は中国で造られ，近代において日本の新聞や
雑誌が発達時期に，日本に流入し，新しい意味「創刊する」を持つようになっ
た。その後，中国の留日学生が刊行物を通して，新しい意味を持つ「発刊」
を中国に導入した。しかし，「発刊」は民国時期の中国においては，単独では
使用されず，日本語の名詞用法「発刊ノ○」「発刊ノ○○」の影響で，「発刊
詞/辞」という形で使用された。一方，「刊発」は中国の明王朝から使用され
始めていたが，日本には，その用例は見当たらなかった。「刊発」の対象は，
古くは政府主導によるものであったが，近代になって新聞や雑誌が中国にお
いても次第に発達し，「刊発」は，「新聞や雑誌などの刊行物」にも一般的広
く使われるようになり，国語辞書にまで登録された。

1 はじめに

日中両言語において，「発」を含む二字漢語が数多く存在している。日本語と中国語を対照的

に見ると，形式上次の九種類に分けることができる。それは，（1）中国語と日本語の字順が同
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じもの（同形語），（2）日本語だけにあるもの，（3）中国語だけにあるもの，（4）日本語・

中国語の両方に逆転現象があるもの（両方逆転），（5）日本語には逆転現象があるが，中国語

にはないもの，（6）中国語には逆転現象はあるが，日本語にはないもの，（7）日本語あるい

は中国語に一方的に逆転するもの（片方逆転），（8）日本語内部に逆転があるもの，（9）中国

語内部に逆転があるものという9種類である，以上の中に，同素異順語彙は（4）（5）（6）

（7）の4種類である。今回は，「日本語 -中国語 」となる形式のうち「発刊-刊発」を取

り上げ，その成立と日中両言語の間の影響関係を明らかにしたい。

現代日本語辞書『三省堂国語辞典』第八版（2002）と中国語辞書『現代漢語詞典』（2012）に

おける，「発刊」と「刊発」の意味記述を表1に示す。

表 1 現代国語辞書における「発刊」「刊発」について

辞書名 三省堂国語辞典第八版（2022） 現代漢語詞典（2012)

収録語 「発刊」○「刊発」× 「発刊」×「刊発」○

語釈 （名，他サ）〔文〕本や雑誌を発行すること （他）刊載，発表1

表1に示すように，『三省堂国語辞典』第八版（2022）では，「発刊」は見出し語として掲載

されているが，「刊発」は見出し語として掲載されていない。それに対して，『現代漢語詞典』

（2012）では，「発刊」は見出し語として掲載されていないが，「刊発」は見出し語として掲載さ

れている。中国語の「刊発」と日本語「発刊」は，漢字の順番は逆であり，互いに両語は同素

異順語であることが見て取れる。また，「発刊」は名詞とサ変動詞というように，二種類の品詞

にまたがっているが，「刊発」は動詞の用法しか持っていない。語釈には，「発刊」は「本や雑

誌を発行すること」とあるが，「刊発」は「刊載，発表（文章，内容を本や雑誌に掲載する，発

表する）」とある。意味は近いが，指す対象は違うといえる。

では，「発刊」と「刊発」のそれぞれ成立の経緯はいかなるものか，互いに影響があるのか，

本稿は日中両国の辞書類やデータベースを利用し，両語の使用状況を調査した上で，「発刊」「刊

発」それぞれの使用実態を明らかにする。

2 「発刊」と「刊発」の初出について

日本語における「発刊」と「刊発」の初出について，『日本国語大辞典』（第二版）を見てみ

よう。『日本国語大辞典』（第二版）（2002：⑩ 1202）における「発刊」の記述については，以下
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1 『現代漢語詞典』（2012）には，「刊載」：（動）在報紙，雑誌上登載。「発表」：（動）①向集体或社会発
表（意見）；宣布②在報刊或互聯網上登載（文章，絵画，歌曲等）と掲載されている。



の通りである。（下線は筆者による。以下同様。）

【発刊】はっかん（名）

文書や書籍などの図書を印刷して世に出すこと。出版。また，新聞・雑誌など定期刊行物の刊

行をはじめること。創刊。

＊一年有半（1901）〈中江兆民〉附録・士族の政治「十七八年前二度目か三度目の自由新聞を発

刊するの前」

＊東京の三十年（1917）〈田山花袋〉独歩の死「『二十八人集』の編輯が〈略〉新潮社から発刊

される運びになったからであろう」

＊故旧忘れ得べき（1935-36）〈高見順〉五「仕事といふのは，すなはち雑誌の発刊である」

以上のように，「発刊」は新聞，雑誌の創刊や書籍の印刷出版という意味を表す。また，『日

本国語大辞典』（第二版）において，「発刊」の最も早い用例は，1901 年刊行の中江兆民の『一

年有半』である。これ以外では，1917 年刊行の田山花袋による『東京の三十年』，1935-36 年刊

行の高見順による『故旧忘れ得べき』に見える用例も挙げられている。以上の三つの用例は，

いずれも日本近代の例であることがわかった。一方，同素異順語としての「刊発」は，『日本国

語大辞典』（第二版）には記載されていないことがわかった。

次に，中国語における「発刊」と「刊発」の初出について，『漢語大詞典』（1986-94：⑧ 544）

を見てみよう。その記述は，以下の通りである。（意味記述の日本語訳は筆者による。以下同

様。）

【発刊】

1 把稿件交付刊印。（原稿を交付して印刷する。出版。）

明 袁宏道《呉敦之》： 弟遊覧詩章，近亦成帙……昨長洲公已覓去発刊。

許杰〈《一個人的鋳煉》後記〉： 以第一篇的《一个人的鋳煉》来説吧，就始終没有発刊出来的

機会 （1924 以后）

2 創辦刊物。（刊行物を創刊する。創刊。）

巴金《新生・三月十七日》： 克謹又把発刊雑誌的意思対我解説一遍 （1930-1931）

鄭振鐸《梁任公先生伝》二： 他既発刊《新小説》，登載時人的作品。…他自己也有作品。

範文瀾《中国近代史》第七章第三節： 一八九六年八月（光緒二十二年七月），《時務報》（旬刊）

発刊，梁啓超任主筆。

【発刊詞】

刊物創刊号上説明本刊宗旨的文章。（刊行物創刊号に創刊の旨を説明する文章）

鄒魯《中国同盟会》： 同盟会成立，発刊《民報》…総理為発刊詞，月出一冊。又如：柳亜子
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《〈二十世紀大舞台〉発刊詞》。

（1912 年）

『漢語大詞典』（1986-94）には，以上のように，「発刊」と「発刊詞」が掲載されているが，

「刊発」には掲載されていない。しかし，『漢語大詞典訂補』2（2010：204）には，「刊発」は新し

い項目として掲載されている。意味は「掲載する。発表する」であり，挙げられた例は現代語

のものである。「発刊」は，「原稿を交付して印刷する」と「刊行物を創刊する」という二つの

意味がある。これは，『日本国語大辞典』（第二版）における「発刊」と同じ意味であることが

わかった。

また，『漢語大詞典』（1986-94）において，「発刊」の最も早い用例は，明代の文人である袁

宏道による『吴敦之』が挙げられている。これは，『日本国語大辞典』（第二版）の「文書や書

籍などの図書を印刷して世に出すこと。出版。」という意味の「発刊」の初出例より早いもので

ある。これ以外では，「発刊」は，近現代における用例も挙げられている。「発刊」という語は，

中国で先に使われていたことが以下の大型国語辞書からわかるが，その詳細は，さらに検討す

る必要がある。

「発刊」の初出を明らかにするため，大型国語辞書だけでなく，日中近現代漢語を研究する辞

書『現代に生きる幕末・明治初期漢語辞典』（2007），『近現代漢語辞源』（2020）も調査する。

これら二種類の辞書において，「発刊」，「刊発」，「発刊詞」の記述は以下の通りである。

はっかん 発刊

①「同月廿日，千葉新報ヲ発刊ス」小池洋二郎・明治十五年（1882）『日本新聞歴史』明治八年

②「十七八年前二度目か三度目の自由新聞を発刊するの前」中江兆民・明治三十四年（1901）『一

年有半』附録・士族の政治

意味 本や雑誌などをあたらしく発行する（こと）。出版。

佐藤亨（2007：698）『現代に生きる幕末・明治初期漢語辞典』

「刊発」：刊印和発行。（印刷及び発行する。）

1857 年偉烈亜力編《六合叢談》四：麦君居彼宣布道義也益勤，刊発簡編也益広，吾教有東行之

望矣。

― 48 ―

北海道大学大学院文学院 研究論集 第 22 号

― 49 ―

畢：日中同素異順語「発刊-刊発」および中国語「発刊辞/詞」（ファカンツ）の成立について

2 《漢語大詞典訂補》（2010：204）に，「刊発」刊載；発表。（掲載する。発表する。）
雨時等《乳汁》： 我們在《国外熱処理動態》上刊発的訳文，雖然給了他們許多有益的啓示，但他們実
際做出的，已經大大発展了原作者的設想。《人民日報》2000.12.8： 張煒首先出場，朗読了他剛在
《收穫》上刊発的長篇小說《外省書》片断。と記載されている。



1904 年《欽定大清商律・公司例》第十六条： 股分公司不論有限，無限，如須招股必先刊発知単，

併登報布告衆人。

「発刊詞」：刊物創刊号上説明本刊的宗旨，性質等的文章。（刊行物創刊号で刊行の趣旨，性質等

を説明する文章。）

1868 年林楽知《〈教会新報〉発刊詞》：《教会新報》発刊詞。3

1905 年孫中山《〈民報〉発刊詞》：《民報》発刊詞。

1919 年梁啓超《〈解放与改造〉発刊詞》：《解放与改造》発刊詞。

発刊辞。1925 年梁啓超《〈図書館学〉季刊発刊辞》：《図書館学》季刊発刊辞。

黄河清（2020：878）『近現代漢語辞源』

「発刊」

創刊。「日」発刊（はっかん）。

1904 年梁啓超《論俄羅斯虚無党》： 一八五九年，《俄語》新聞発刊，大鼓吹虚無主義。

黄河清（2020：403）『近現代漢語辞源』

以上に示すように，『現代に生きる幕末・明治初期漢語辞典』においては，「発刊」は取り上

げられているが，「刊発」や「発刊詞」という見出し語は取り上げられていない。一方，『近現

代漢語辞源』においては，「発刊」「刊発」「発刊詞」の三つの見出し語が取り上げられている。

日本語において，「発刊」が見出し語として取り上げられた初出は，大型国語辞書に取り上げら

れていた初出より，20 年早いものが挙げられている。また，「発刊」の意味を「本や雑誌などを

あたらしく発行する（こと）。出版。」としているが，取り上げられている例は「千葉新報」や

「自由新聞」のように，新聞・雑誌の範囲に限られている。

中国語における見出し語「発刊」は，「創刊」という意味であり，この意味と，『漢語大詞典』

の二番目の意味は同じであり，日本語の漢語「発刊」と同じであることも記されている。つま

り，「創刊」の意味を持つ中国語の「発刊」と日本語は同じである。『近現代漢語辞源』に取り

上げられていた「創刊」という意味を表す「発刊」の初出は，大型国語辞書の初出より，10 年

ほど前である。

また，「刊発」については，『近現代漢語辞源』における意味記述「（物）印刷と発行する」と

大型国語辞書における意味記述「（内容）掲載する。発表する」は違うことがわかる。つまり，

「刊発」という語は日本語では使用されておらず，中国語で使用されるものであると言える。

つまり，「発刊」は日本語と中国語双方で使われているが，「刊発」は日本語では使われず，

― 48 ―

北海道大学大学院文学院 研究論集 第 22 号

― 49 ―

畢：日中同素異順語「発刊-刊発」および中国語「発刊辞/詞」（ファカンツ）の成立について

3 京華文書局影印版の『教会新報』（1868-1874）を確認したところ，「『教会新報』発刊詞」は見つから
なかった。



中国語で使われている。以上の情況から，「印刷する」の意味を持つ「発刊」の初出は，中国語

の方が早く，「創刊する」の意味を持つ「発刊」の初出は，日本語の方が早いということがわかっ

た。ただ，「発刊」自体の初出が日本語と中国語どちらが早いのかについては，さらに詳しく考

察する必要がある。また，「刊発」は，日本語では使われていないが，「発刊」の誕生に影響を

与えたのかどうかについても検証する必要がある。仮説として，「発刊」は中国で生まれた漢語

であり，「印刷する」の意味として使われていた。そして明治初期に，日本の新聞の発展ととも

に，「新聞を創刊する」の意味を持つようになり，20 世紀に入ると，中国側の新聞も発展し，「新

聞を創刊する」という意味が日本語から中国語へ流入と見る。これを検証するためには，中国

語や日本語における「発刊」「発刊詞」「刊発」の成り立ちを追わなければならない。

「刊発」は最初は宣教師による漢訳洋書『六合叢談』で，「印刷すると発行する」の意味とし

て使用されている。一方，「発刊」は，「本や雑誌などをあたらしく発行すること。出版する。」

という意味で，最初に使用されたのは，1882 年の小池洋二郎による『日本新聞歴史』である。

また，「創刊」の意味としての「発刊」が中国で最初に使われたのは梁啓超による「論俄羅斯虚

無党」である。李運博（2006）『中日近代詞彙的交流-梁啓超的作用与影響』は，梁啓超は日本

に留学した経験があり，日本の漢語を数多く使用していたと指摘している。よって，「創刊」の

意味を表す「発刊」は日本から中国に流入した語であろうと考えられる。また，複合語「発刊

辞/詞」の初出は，アメリカ人宣教師林楽知による『〈教会新報〉発刊詞』であると示している。

ジャパンナレッジにおける『岩波世界人名大辞典』によると，『教会新報』は林楽知が西洋事情

を紹介するために創刊したものであるという。また，沈国威（2019：256）『漢語近代二字詞研

究』では，現代二字漢語「発刊」は宣教師の訳語であると指摘している。このことから，「発刊」

という語の初出が中国なのか日本なのか，いずれなのかを明らかにする前に，先ず「発刊」と

「発刊辞/詞」の出現順序を明らかにする必要がある。また，「発刊」の使用は，「刊発」と関係

があるのだろうか。あるとすればどのような関係なのだろうか。これらの一連の問題につい

て，本稿は辞書の調査とコーパスにおける使用実態の調査を通して，日中漢語同素異順の一つ

のパターンとして明らかにしたい。

3 古代中国語における「発刊」「刊発」「発刊詞」

3.1 古代中国語の「発刊」「発刊詞」

「発刊」について，『漢語大詞典』では，「原稿を交付して印刷する。出版する。」という意味

での最も早い用例として明代の袁宏道による『呉敦之』を挙げている。つまり，「発刊」という

語は，古い中国の文献において使用されていた。古い中国語の文献における「発刊」の使用実

態を確認するため，筆者が「中国基本古籍庫」4という大型データベースにおいて，「発刊」を

キーワードとして使用状況を再検索したところ，「発刊」が最初に使用された時代は明代である
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ことが明らかになった。

具体的には，「発刊」は明代において全部で 15 例がヒットする。その中には，「挙発刊印」（1），

「給発刊印」（1），「転発刊印」（1），「頒発刊刻」（1），「発刊頒行」（2），「随発刊刻」（1），

「頒発刊冊」（2），のように，「発刊」が単独で使用されていない例は9例ある。この9例の中，

『西洋新法暦書』のような，イエズス会西洋宣教師アダムによる「修政暦法管監正事」には，「随

発刊刻」（1），「発刊頒行」（1）のような使い方がある。残る6例については，「発刊」の対象

は「会奏，議諡公冊，詩章，大学衍議，引運限帖，司府州縣各草冊」であり，これらはいずれ

も政府関連のものを印刷物を表す語である。

清代になると，「発刊」は全部で 96 例がヒットする。その中に，「頒発刊刻」（7），「頒発刊

版」（2），「合発刊布」（1），「榜発刊刻」（1），「檄発刊刻」（1），「部発刊行」（1），「給発刊

刻」（1），「即発刊刻」（1），「照発刊刻」（1），「明発刊入」（1），「奉発刊刻」（1），「頒発刊

章」（1），「豫発刊刷」（1），「給発刊印」（1），「頒発刊行」（1），「頒発刊榜」（1）のように

単独で使用されていない例は 23 例ある。この 23 例の中に，「頒発刊刻」は7例あり，最も多い。

ここから，「発刊」は，これらの熟語の省略語として使用されたと推測できるだろう。これ以外

に，「発刊」は「発刊本」のような複合語も1例見られる。残りの 62 例は有効例である。これ

らの例における，「発刊」の対象は，「条約，告示，書，旨，債票招帖，会報，官報，著論，図

示，手稿，講義，章程」などであり，「発行する。出版する」という意味である。このことから，

清代には「発刊」の対象が豊富になったと言える。

中華民国時代になると，「発刊」は 25 例ヒットし，清代よりも，かなり減少する。この時代

においては，「合発刊布」のような熟語の例は1例しか見られない。また，複合語では「発刊本」

（1），「発刊詞」（1），「発刊辞」（1）がヒットする。これ以外では，「発刊」の対象は「稿/史

稿」（7），「報」（6），「書/抄本」（3），「詩/文集」（2），「旨」（2），「章程」（1）である。

つまり，有効例において，「報」と「稿/史稿」の例が最も多いことがわかる。これは，社会の

変化や当時の国民の情報を獲得する手段が変化したことと関係があると考えられる。

3.2 古代中国語の「刊発」

第2節の大型国語辞書と近現代漢語辞書の調査から，「刊発」の初出例が 1857 年の『六合叢

談』であることが明らかになったが，それ以前に使用例があるかどうかについては，前節と同

じく「中国基本古籍庫」というデータベースを利用し，その使用状態を再検索する。検索の結

果，「刊発」は明代に 21 例，清代には 385 例と最も多く，中華民国時代に 83 例ある。つまり，

最も早い例は，やはり明代の例であることがわかる。
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4 中国基本古籍庫は，先秦から民国までの約1万種にのぼる資料が収録されていて，思想，文学，言
語，歴史，美術，宗教等々，中国に関するあらゆる分野の知識が含まれている。



刊発繇票 明代 畢自厳『度支奏議』

「刊発繇票」は，政府側が地丁銀制の税制という文書を発行するという意味を表す。明代にお

いて，「刊発」は 21 例ヒットする。「刊発」の対象は，「繇票，書冊，由票，榜示，旨，告示，

條約，諭檄，書冊，議単，票令」のように，「発刊」と同じく政府と関わりがあるものが多いこ

とがわかった。ここでの「刊発」は「刊行」という語に近いと考えられる。一方，清代になる

と，「刊発」の使用は急増し，385 例ヒットする。その対象は明代と同じ内容もある一方，「抄録

鈴，印信，規條，章程，示諭」などのようなものも数多くある。中華民国時代になると，「刊発」

は 83 例ヒットし，その対象は前の二つの時代と同じであることがわかった。つまり，「刊発」

は，その初出から近現代まで，「発行」の意味に近く，政府に関わりがあるものを発行するとい

う意味で使われている。

以上，「中国基本古籍庫」というデータベースの調査の結果，全体的見て，「刊発」の使用例

は「発刊」の使用例より多く，いずれも明代から使用している語であることがわかった。また，

清代まで，どちらの対象もほとんど同じであり，「発行」に近い意味である。しかし，中華民国

時代においても，「刊発」の対象としての意味は前の時代と一貫して変わらなかったが，「発刊」

はそれと異なり，「発刊本」「発刊辞」「発刊詞」のような複合語にも使われるようになった，そ

の対象も，前の二つの時代と違って，「報」が多くなり，これは社会の変化と関係があると見ら

れる。「発刊」の対象の変化には，日本語による影響があるかどうかについては，次節から，「発

刊」「発刊詞」「刊発」の日本語における使用状況についての詳細な考察が必要であり，次節で

それを行う。

4 近代日本語における「発刊」

4.1 日本語の「発刊」の早期用例

この節では，日本語の「発刊」「発刊詞」「刊発」の使い方について，調査する。その結果，

「発刊詞」と「刊発」は，日本語においては，使用されてない。そこで，本節では日本語におけ

る「発刊」の使用実態について，調査する。

「発刊」には，第2節において示したように，『日本国語大辞典』（第二版）に，「文書や書籍

などの図書を印刷して，出版する」という意味と「新聞・雑誌など定期刊行物を創刊する」と

いう二つの意味がある。その最も早い用例は 1901 年刊行の，中江兆民による『一年有半』であ

る。また，明治の漢語に関する辞書によれば『現代に生きる幕末・明治初期漢語辞典』におい

て，その初出は『日本国語大辞典』（第二版）より 20 年ほど早く，1882 年刊行の小池洋二郎に

よる『日本新聞歴史』である。「発刊」の古代日本語における使用例はいずれにも挙げられてい

ない。そこで「発刊」の日本語における初出について，さらに調査をしたい。
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まず，「発刊」が古代日本語で使用されていたのかどうかについて，筆者は東京大学史料編纂

所諸データベース（古文書フルテキストデータベース，古記録フルテキストデータベース，奈

良時代古文書フルデータベースなど），国文学研究資料館全文データベース（古典選集本文デー

タベース，日本古典文学大系本文データベース，噺本大系本文データベース）を利用し，調査

したところ「発刊」はいずれにも見当たらない。よって，「発刊」は古代日本語において使用さ

れていなかったといえる。

次に，「発刊」の近代日本語における，使用状況を明らかにするため，国立国語研究所による

日本語歴史コーパス（ ），国立国会デジタルコレクション，読売新聞，明治期出版広告デー

タベース，近代書誌・近代画像データベース，雑誌記事索引データベースざっさくプラスを利

用し，調査をした。結果として，「発刊」の最も早い用例は下記の例（1）のように 1877 年『東

京日日新聞』の広告欄に「本を発刊せられ」という形のものである。これは，前節で調査した，

「発刊」の初出例，すなわち 1882 年の『日本新聞歴史』より，5年ほど早いことがわかった。

（1）勧業博覧会の出品人は各地方より追々と上京し列品の飾り付けも既に整頓せし由なり

然れど夥しき物品にて場所も広げれば博覧会場案内といふ本を発刊せられたり場中の

位置より会場にて心得べき規則その余府下有益の工場をも附録にしたる物なれば遠境

より来る者には最も有用のものなるべし続て出品総目録も出来るといふ。「出品総目

録」『東京日日新聞』1877/8/20

例（1）は，1877 年8月に，日本初の内国勧業博覧会の開催に際し，「勧業博覧会会場案内」

という本が出版されたことを告知する広告に見える例である。この例における「発刊」の意味

は，「本を新しく刊行する，出版する」という意味である。続いて，これ以外の「発刊」の早期

用例として下記のような例もある。

（2）晴斎年山画図 第二編曩に第一編を発刊せしに幸ひ諸君の看覧を辱し更に名誉を博せ

り今亦二編を続出せり『東京絵入新聞』（1877/11/10）

（3）「此書ハ内藤先生著経解史論逸事雑文ヲ集録セル至極面白キ草紙ナリ毎月一回ヲ期シ二

十五日ヲ以テ発刊スベシ」

『同人社文学雑誌』（1881）

（4）始メテ種属起元論ヲ一千八百五十九年ニ発刊セリ「ダーウイン氏の傳（一）」『東洋学芸

雑誌』（1882［9］）

（5）日本地震学会雑誌（洋文）ノ第四号ヲ発刊シ頃日社員其他ニ配布セラレタリ『東洋学芸

雑誌』（1882）

（6）学術新報十一月二十三日発刊『読売新聞』（1884/11/22）

― 52 ―

北海道大学大学院文学院 研究論集 第 22 号

― 53 ―

畢：日中同素異順語「発刊-刊発」および中国語「発刊辞/詞」（ファカンツ）の成立について



（7）毎夕社移転 今日新聞毎夕社は今日京橋区山城町四番地へ移転し七日より同所にて発

刊されます『読売新聞』（1885/12/5）

（8）我邦始て新聞紙を発刊（はつかん）す 並朝廷蝦夷の賊を征討する『明治太平記大全』

（1887）

（9）「国勢一斑発刊」『官報』（1888）

（10）同新報は豫期の如く昨日其の初号を発刊せり発刊の辞に於いて『改進新聞』（1889）

（11）「放蕩学会雑誌の発刊を聞て感あり」『明治大諷刺』（1901）

上記の例から，日本語における「発刊」の早期用例においての対象は「新誌，雑誌，新報，

新聞，新聞紙」のように，新聞や雑誌のような定期刊行物があると同時に，「書，種属起元論，

国勢一斑，山画図」のような書籍，文書や図画にもある。また，新聞や雑誌の「発刊」には，

例（8）「始めて」，例（10）「初号」のような発行回数に関する語と共起する例もある。一方，

例（6），例（11）のように，「初」，「始め」のようなキーワードを明記していながらも最初の

意味を表す例もある。つまり，これらの例における「発刊」は，新聞や雑誌を初めて刊行する，

すなわち，創刊するという意味を表している。これは，この時期の日本の新聞の歴史と関係が

あると考えられる。また，以上のように，「発刊」は動詞としての使い方だけでなく，名詞とし

ての使い方も数多く見受けられる。

「発刊」は筆者が調査した限りでは，名詞として使われた最も早い例は，1878 年の『群馬新

誌』第一号の目録の「群馬新誌発刊之理由」である。なお，1ページ目では，「群馬新誌発刊ノ

理由」という形で記載されている。このような形，同時代の新聞・雑誌にも広く見受けられる5。

現代における「発刊」の意味と近代における「発刊」の意味が同じであるため，近代日本語と

中国語における使用実態を明らかにしなければいけない。また，「発刊」は名詞として使用され

る際には，例（ ）の「発刊ノ〇〇」ような類語群も存在する。

（ ）

日曜叢誌第一号麻生区森元町日曜叢誌社本誌記載目次ハ発刊の辞，聖公会祝日表『東京日日

新聞』1889/12/12

矢田部博士が発刊の詞に就て明かなり『改進新聞』1889/4/11

言語学雑誌の発刊の祝辞『国語のため』上田万年 1903

新日本発刊の祝詞『東京日日新聞』1889/12/15
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上記のように，「発刊の辞」，「発刊の詞」，「発刊の祝辞」，「発刊の祝詞」のような類語群があ

り，それぞれの対象は『日曜叢誌』，『改進新聞』，『言語学雑誌』，『新日本』のような新聞や雑

誌である。これらにおける「発刊」の意味は，「新聞や雑誌の創刊」である。

そのほかに，筆者が調査した範囲には，「発刊ノ主旨/主意/主趣/趣旨/趣意/旨趣/要旨」のよ

うな類語群グループ，「発刊ノ理由/因由/由来」のような類語群グループ，「発刊ノ新声/ことば

/挙」のような類語群グループ，「発刊ノ口上/祝吟/祝会」のような類語群グループもある。ま

た，「発刊ノ計画」，「発刊ノ緒」，「発刊ノ評」，「発刊ノ序詞」のような使用形式も見ることがで

きる。

4.2 「発刊」の日本語における普及

4.1 節において，日本語における「発刊」の最も早い用例が 1877 年の『東京日日新聞』に見

える用例であるということが明らかになった。その後，「発刊」は名詞と動詞の両用法があり，

その名詞用法は動詞として使われた，「新聞や雑誌を創刊する」という意味から派生された用法

と言われている。「発刊」は日本語で使われた後，どのように普及したかについて，本節では明治

期の英和対訳辞書，明治漢語辞書，明治期の国語辞書を調査し，その使用状況を明らかにする。

まず，明治期の英和対訳辞書について見る。筆者は明治初期の『改正増補 英和対訳袖珍辞

書』（1867），『英和語林集成』（1867，1872，1886），『附音挿図英和字彙』（1873），『ウェブスター

氏新刊大辞書：和訳字彙』（1888），『明治英和字典』（1889），『双解英和大辞典』（1892）におけ

る見出し語「 」を調査したところ，「発刊」は訳語として使用されていない。また，和英

対訳辞書『和英袖珍字彙』（1884），『和英英和字彙大全』（1885），『和英対訳いろは字典』（1885），

『最訂増補 和訳字彙』（1891），『和英袖珍字彙』（1900），『学生用和英字典』（1900）も調査し

たが，「発刊」は見出し語として取り上げられていない。一方，「発刊」の英和対訳辞書におけ

る最も早い用例は，筆者が調査した限りでは，1896 年のブリンクリーほかによる『和英大辞典』

である。

，はっかん発刊 , - . ( )

プリンタリーほか編（1896）『和英大辞典』

『和英大辞典』のほか，『和英大辞林』（1909），『スタンダード和英大辞典』（1924）において

も，「発刊」の名詞と動詞の用法が掲載されている。特に，『スタンダード和英大辞典』（1924）

では，動詞には，「 」のような解釈があったり「 1915 此雑

誌は千九百十五年に始めて発刊されたのである」のような例文が掲載されている。

続いて，明治期の漢語辞書における「発刊」の使用状況である。筆者は明治期の漢語辞書『新

令字解』（1868），『漢語字類』（1869），『新選字解』（1872），『増補布令字弁』（1874），『御布令
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新聞漢語必用文明いろは字引』（1877），『必携熟字集』（1879），『雅俗漢語字引大全』（1885），

『新選歴史字典』（1894），『明治漢語字典』（1896）を調査したところ，「発刊」はいずれの辞書

にも掲載されていない。最後に，明治期の国語辞書の使用状況を確認する。「発刊」の国語辞書

における掲載状況を下記の表2に示す。

表 2 明治期の国語辞書における「発刊」の掲載状況について

辞書名 編集者 刊行年 語釈

英漢対照：いろは辞典 高橋五郎 1888 はつかん発刊，出版，上梓，上木，すりだす

和漢雅俗：いろは辞典 高橋五郎 1889 はつかん発刊，出版，上木，すりだす。はつだす
る（書物などを）

言海 大槻文彦 1889-91 はつかん「発刊」出版ニ同ジ。
日本大辞林 物集高見 1894 ×
帝国大辞典 藤井乙男ほか 1896 ×
日本新辞林 棚橋一郎ほか 1897 ×
ことばの泉 落合直文 1898-99 はつかん発刊 書籍を出版し，発売すること。
辞林 金沢庄三郎 1907 はつかん発刊 文書を発行すること。
大辞典 山田美妙 1912 はつかん発刊 出版物ヲ刊行シ，発兌スルコト。

表2に示すように，「発刊」は国語辞書においては，高橋五郎（1888）『英漢対照：いろは辞

典』に最も早く掲載されるが，『日本大辞林』（1894），『帝国大辞典』（1896），『日本新辞林』（1897）

には記載されていない。ゆえに，「発刊」は 20 世紀の以前には一般的に使用されていなかった

と考えられるだろう。20 世紀に入ると，「発刊」が『ことばの泉』（1898-99），『辞林』（1907），

『大辞典』（1912）のような国語辞書にも掲載されるようになる。つまり，20 世紀に入ってから，

「発刊」が一般的に使われるようになったと言えるだろう。また，「発刊」の意味についても，

最初に限定されていた「書籍，文書の出版」から，「出版物の刊行」にまで広がった。

また，国立国語研究所による「日本語歴史コーパス」（ ）における明治・大正雑誌『明六

雑誌』（1874-1875），『東洋学芸雑誌』（1881-1882），『国民之友』（1887-1888），『女学雑誌』

（1894-1895），『太陽』（1895，1901，1909，1917，1925）のデータを対象に，「発刊」の実際的

な使用状況を明らかにする。その調査の結果を，以下の表3に示す。

表 3 「日本語歴史コーパス」における「発刊」の使用状況について

雑誌

見出し語

明六雑誌

（1874-1875)

東洋学芸雑誌

（1881-1882)

国民之友

（1887-1888)

女学雑誌

（1894-1895)

太陽

1895 1901 1909 1917 1925

発刊 0 2 17 4 34 12 9 4 4

― 56 ―

北海道大学大学院文学院 研究論集 第 22 号

― 57 ―

畢：日中同素異順語「発刊-刊発」および中国語「発刊辞/詞」（ファカンツ）の成立について



表3に示すように，「日本語歴史コーパス」では，「発刊」が最初に見られるのは，『東洋学芸

雑誌』である。『東洋学芸雑誌』において，「発刊」は2例ヒットする。その2例は以下の通り

である。

（12）（略）始メテ種属起元論ヲ一千八百五十九年ニ発刊セリ，此書ノ一出スルヤ，大ニ理学

ノ面目ヲ新ニシタリ，生物学ノ如キ，即チ其最タル者ナリ（略）『東洋学芸雑誌』1882

（13）日本地震学会雑誌（洋文）ノ第四号ヲ発刊シ頃日社員其他エ配布セラレタリ『東洋学芸

雑誌』1882

例（12）は，「種属起元論」という本を 1859 年に発行した。例（13）は，「日本地震学会雑誌」

第四号を発行したという意味である。いずれも「発行する」という意味で使用されている。

また，『国民之友』（1887-1888）になると，使用例が増加し，17 例に至る。しかし，『女学雑

誌』（1894-1895）には，使用例は4例しかヒットしない。これは，データの母集団の量に影響

されていることと，「発刊」の使用が安定していなかったことによる可能性がある。『太陽』に

あるデータは，1895 年，1901 年，1909 年，1917 年，1925 年のデータである。『太陽』は6-8

年間隔で観察されたデータであり，このデータから見ると，1895 年に「発刊」の使用は最も多

く，34 例に至るが，1901 年から，「発刊」の使用例が次第に減少する。1925 年になると，4例

しかヒットしなくなる。

また，国立国語研究所デジタルコレクションを利用し，1882 年の小池洋二郎による『日本新

聞歴史』という図書を調べると，「刊行物を印刷して世に出す」という意味を表す語として「発

刊」の使用例が最も多く 52 回，次に「開刊」が 33 回，「発行」が 11 回である。これらの使用

例には，「○○月○○日○○新聞/新誌/新報/新聞紙発刊ス/開刊ス」のような構造や「新聞紙ノ

発刊/開刊」のような構造が数多くある。つまり，「発刊」と「開刊」は区別せずに，使用され

ていることがわかる。それ以外では，「刊行」が1回，「出版」が1回見られる。また，「発行」

は，「発行停止」が 41 回，「発行禁止」が 15 回，「発行ヲ許ス」が1回のように，単独で用いら

れない例が多い。つまり，「発行」は次第に，単独で使用されなくなり，「停止」「禁止」「許ス」

のような語と共起するようになったということになる。

5 近代中国語における「発刊」「刊発」

5.1 中国語の「刊発」について

3.1 節において，清代と中華民国時代に，「刊発」の使用例が，それぞれ 385 例と 83 例であっ

たことを示した。しかし，「中国基本古籍庫」というデータベースは漢籍や中国古典資料がメイ

ンであり，データの種類に制限がある。そこで近代中国語における，「刊発」の使用状況につい
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ては，「中国近代報刊数據庫」を利用して調査する。「中国近代報刊数據庫」は清代末期から中

華民国時代にかけて刊行された「報刊」（新聞，雑誌）約 3,000 点を収める大型のデータベース

である。このデータベースを調査する結果，3661 例がヒットする。その中には，宣教師の主導

によって発刊された新聞や雑誌などに見える，「刊発」の使用例がある。

（14）益勤刊発簡編也「麦都思行略」『六合叢談』（1857）

（15）英国於丙辰年所徵賦税之数戸臣刊発清単頒行通国其数増「泰西近事述略」『六合叢談』

（1857）

（16）大英国有一最大刊発聖経公会『中国教会新報』（1868）

このように，「刊発」は『六合叢談』（1857-58）に2例，『中国教会新報』（1868-1874）に1

例が見られる。宣教師たちが主導して発刊した雑誌『東西洋考毎月統計伝』（1833-39），『遐邇

貫珍』（1853-56），『中西聞見録』（1872-75）には，「刊発」は見られない。また，「刊発」は 3.1

節に示したように，古典中国語における使用例と同じく，ほとんどが「票，冊，榜示，旨，告

示，条約，内容，諭，關防，印信，規条，蔵書，編，書，輯略，伝示，条規，巻，伝単，理法，

課程，契紙，章程，文，門牌，票，奏摺，契約，税則，祖摸，図説，告白」のような語と一緒

に使用されている。「近代報刊数据庫」（1833-1902）においては，「刊発」の使用例は少なく，

1902 年になってから，使用例が増加していく傾向が見られる。それは，「発刊」の単独の使用例

が，次第に減少していくことと関係があると考えられる。一方，「人民日報」（1946-1982）には，

「刊発」の有効例は 16 例あったが，これは利用する資料の性質に関わるのではないかと考えら

れる。

「刊発」は近代の宣教師たちが新聞や雑誌に使用していたことがわかったが，宣教師たちによ

る近代英華字典には，どのように掲載されていたのかを見るため，中央研究院近代史研究所の

「英華字典資料庫」における，「刊発」に関する記述を調査した。中央研究院近代史研究所の「英

華字典資料庫」は，1815 年から 1919 年にかけての代表的な早期英華字典を収録している。そ

の中には，モリソン，ウィリアムズ，メドハースト，ロブシャイドなど早期宣教師たちが編纂

した英華字典が含まれている。調査の結果を表4に示す。

表 4 近代英華字典における「刊発」の記述
辞書名 著者 記述
英華韻府歴階 1844 ウィリアムズ ，刊発，梓行，著
英華萃林韻府 1872 ドーリトル , 刊発，梓行，著
増訂英華字典 1884 井上哲次郎 , , ，出，刊発
華英字典集成 1899 鄺其照 , ，著，播揚，刊発，述，初出售新書
英華新字典 1913 商務書館 ，出版，刊発，播揚，布告，頒行，印行，洩漏，顕明
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表4に示すように，近代英華字典『英華韻府歴階』（1844），『英華萃林韻府』（1872），『増訂

英華字典』（1884），『華英字典集成』（1899），『英華新字典』（1913）には，「発刊」が掲載され

ている。また，「刊発」は「 」の訳語として掲載されている。つまり，「刊発」は古代中国

の知識人だけではなく，近代英華字典を編纂した宣教師たちも使用していたのである。宣教師

たちの主導によって発刊された新聞・雑誌や彼らが編纂した英華字典からも，「刊発」という語

が，宣教師たちの中でも一般的に使用されていたことが窺える。このときの，「刊発」が「発行」

と同じ意味であることがわかる。

しかし，近代中国語国語辞書『辞源』16 版（1920），『辞源』続編（1932），『中華大字典』（1925），

『標準語大辞典』4版（1937），『連綿字典』（1943），『新華字典』（1954），『常用字匯』（1957），

『漢語詞典：簡本』（1957），『中文大詞典』（1960），『辞海』増修2版（1978）を調べたところ，

「刊発」は『漢語詞典：簡本』（1957）に「出版」の意味として掲載されているが，それ以外の

辞書には，掲載されていない。また，同時期の英漢辞書『英漢雙解韋氏大学字典』（1923），『増

訂総合英漢大辞典』（1948）における「 」の訳語も調べたが，「 」の訳語に「刊発」

は掲載されていないことがわかった。

つまり，「刊発」は一時期に数多く使用されたが，当時の国語辞書に掲載されていなく，広く

一般的には使用されなかったと言えるだろう。

5.2 「創刊」の意味を持つ「発刊」は「発刊」（ファカン）へ与えた影響

3.1 節において，清代と中華民国時代に，「発刊」のそれぞれの使用例が 99 例と 25 例であっ

たことを示した。近代中国語における「発刊」の使用状況についても，「刊発」と同じ方法で調

査する。

まず，「中国近代報刊数據庫」における使用状況を調査した結果，「発刊」の最初の使用例は

1873 年の例である。1873 年から 1901 年にかけては，「発刊」の使用例が少ながらずある。1902

年になると，「発刊」の使用例は急増し，異なる例数で5例ヒットするに至った。その5例は，

以下の通りである。また，複合語「発刊辞」も異なる例数で3例ヒットする。

（17）「文明書局発刊日本早稲田講義叢訳旨趣」『大公報』1902/12/17 .184

（18）胥謀組織一国友会常相集演説発刊一「国友雑誌」号称民権自由論之中堅至是尽入於自由

党。『新民叢報』 .84

（19）俄京聖彼得堡已将中俄所定滿洲約欽発刊『申報』1902/5/7

（20）「輪船中発刊之新聞紙」『順天時報』1902/5/9

（21）「紙票発刊」『順天時報』1902/1/24

例（19）（21）の「発刊」の対象は，それぞれ「条約」と「紙票」である。これは，古代中国
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語の「発刊」と同じ使い方で，「発行」の意味として使用されている。一方，例（17）（18）（20）

では，「発刊」の対象は例（19）（21）と違い，「講義叢訳旨趣」，『国友雑誌』，「新聞紙」であり，

「創刊する」の意味も含まれる。例（17）は日本と関わりがあるものであり，例（18）は中国の

知識人梁啓超による『新民叢報』である。『新民叢報』は梁啓超により創刊されたものである。

梁氏は日本へ留学したことがあり，日本の新漢語を多数使用していたことが知られている。「国

友雑誌」は日本の国友社が明治初期に出版した雑誌である。例（20）は，「訳報」欄にあり，『順

天時報』は，日本の民間外交団体である東亜同文会が創刊した中国語の新聞である。つまり，

「創刊する」の意味を持つ「発刊」の早期用例は，日本と関わりがあることがわかる。「発刊」

の新しい用法は，日本語からの可能性が高いと考えられる。

これ以外に，『浙江潮』『大公報』『政法学報』『東方雑誌』などのような新聞においても，「創

刊する」の意味を持つ「発刊」が次第に使用されるようになっている。特に，『新民叢報』での

使用例が多い。『浙江潮』は，日本へ留学した留学生たちにより創刊されたものである。『政法

学報』も，1903 年に日本へ留学した留学生たちにより創刊されたものである。

（22）大和人樽井藤吉等所起発称東洋社会党其綱領専持平等主義其手段則遊説演説及発刊雑

誌「論日本近時政党與政府之衝突」『浙江潮』1903 1

（23）湖北学生界及浙江潮之発刊『政法学報』1903/4/27

（24）東京電巴黎発刊之商工新聞於五月二十四日報上載云。「財政各国財政彙誌」『東方雑誌』

1904/11/2

例（22)-(24）の，「発刊」の対象は，「雑誌」「浙江潮」「商工新聞」のような定期刊行物であ

る。「発刊」は「創刊する」という意味を持っている。これらの例も日本と関わりがあり，この

意味を持つ「発刊」は日本語から大きな影響を受けたと言える。

一方，近代日本漢語が中国語へ流入したもう一つのルートは近代英華字典である。故に，近

代英華字典における「発刊」の使用状況も詳細に調査する必要がある。前節と同じく，筆者は

中央研究院近代史研究所による『英華字典』を利用して，調査したところ，「発刊詞」はドイツ

人赫美玲による 1916 年『官話』に「 」の訳語としてしか掲載されているだけである。

序文には，この字典の新語の源は古典漢字や日本語であると書いてある。従って，「発刊詞」と

いう語は日本語に由来している可能性があると言えるだろう。そのほかの英華字典，ウィリア

ムズ『英華韻府歴階』（1844），ドーリットル『英華萃林韻府』（1872），井上哲次郎『訂増英華

字典』（1884），鄺其照『華英字典集成』（1899），商務書館『英華新字典』（1913）においては，

「発刊」は新語として掲載されていないことがわかった。

また，「近代報刊数据庫」の中にある，宣教師たちの主導によって発刊された雑誌，『東西洋

考毎月統記伝』（1833-39），『遐邇貫珍』（1853-56），『六合叢談』（1857-58），『中西聞見録』（1872-75）

― 60 ―

北海道大学大学院文学院 研究論集 第 22 号

― 61 ―

畢：日中同素異順語「発刊-刊発」および中国語「発刊辞/詞」（ファカンツ）の成立について



のいずれにも「発刊」は見当たらない。つまり，「創刊する」という意味を持つ「発刊」は「近

代報刊数据庫」で使用が見られるものの，使用例は少なく，ほとんど日本と関わりのある知識

人や日本人主導の新聞雑誌に使用されていたということである。

次に，中国の国語辞書において，「創刊する」という意味を持つ「発刊」が当時一般的に使用

されていたかについて，『辞源』（初版 1915，続版 1931，三版 2015），『中華大字典』（1925），『辞

通』（1934），『連綿字典』（1943），『辞海』（1947，1973），『新華字典』（1954），『常用字匯』（1957），

『辞海』（増修二版 1978）を調査したが，「発刊」はいずれにも掲載されていない。

一方，『標準語大辞典4版』（1937），『漢語詞典：簡本』（1957），『中文大詞典』（1960）の三

つの辞書には，「発刊」は掲載されている。そこには「以稿件付印」「印刷公布」という二つの

意味が掲載されており，「創刊する」という意味は見つからない。つまり，「発刊」は少数の国

語辞書に一時的に掲載されていたが，その意味記述は「発刊」の古い意味であるということで

ある。

英華字典に，「発刊詞」は新語であること，記述されているが，「発刊」も新語の可能性があ

るかについて，筆者は新語辞書6や専門語辞書7を調査したところ，「発刊」は『新爾雅』（1903）

には掲載されていないのに対し，『王雲五大辞典』（1939）には「発刊」と「発刊詞」が掲載さ

れている。「発刊」の意味は，「印刷公布」であり，「創刊する」という意味では掲載されていな

い。専門語辞書には，「発刊」はいずれの辞書にも掲載されていないことがわかった。

つまり，「発刊」の「創刊する」という意味は日本語から伝来したものである。当時の日本へ

の留学生の著作物や日本に関わる著作物には使用されたが，使用された時期と範囲が限られて

いたので，国語辞書や新語辞書・専門用語辞書までには掲載されなかったと見られる。

6 「発刊ノ辞/詞」から「発刊辞/詞」（ファカンツ）へ

前節で見たように，「近代報刊数据庫」（1833-)8による調査から，「発刊」は中国の限られた

範囲の新聞雑誌に使用され，「発刊辞」は 1902 年から使用されていることがわかる。本節では，

「発刊辞/詞」の由来と中国語における使用状況を明らかにする。

筆者の調査によると，「発刊辞」の最も早い使用例 1902 年刊行の『大陸』という雑誌である。
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7 専門語辞書は，『図書館用語集』（1935），『学術用語集：図書館学編』（1958），『日・中・英対訳図書
館用語辞典』（1997），『中国図書館情報学用語辞典』（2002），『最新図書館用語大辞典』（2004），『帝
国大学図書館用語』（出版年不詳）などを調査した。

8 「近代報刊数据庫」に，「発刊詞」「発刊辞」以外に，「発刊例」「発刊社」のような例もあった。



一方，「発刊詞」の最も早い使用例は 1903 年『浙江潮』，『国民日日報彙編』，『江蘇』，『政義通

報』のような定期刊行物である。「創刊する」という意味を持つ「発刊」の誕生が日本語からの

影響を受けてであることは明らかになったが，「発刊辞/詞」の中国語における使用は，意味・

構造上から日本語と関わりがあることが推測される。

日本語において，「発刊」が名詞として使われたとき，「発刊ノ詞」「発刊ノ辞」「発刊ノ祝詞」

「発刊ノ主旨」「発刊ノ趣旨」「発刊ノ主意」「発刊ノ計画」「発刊ノ緒」「発刊ノ理由」のような

形があることは 4.1 節で指摘した。

つまり，日本語において，「発刊」が，名詞として使われた時に，「発刊ノ○」「発刊ノ○○」

のような形で使われ，この形式の初出例の，ほとんどが 1880 年代であることがわかった。一方，

中国語の「発刊」が「発刊辞」「発刊詞」のような形で使われ，すなわち「発刊＋辞」「発刊＋

詞」という複合語として使われるようになるのは 20 世紀以後である。

また，「発刊辞」や「発刊詞」の中国語における初出例は『大陸』『浙江潮』，『国民日日報彙

編』，『江蘇』，『政義通報』のような定期刊行物であり，その中の『大陸』『浙江潮』は日本へ留

学した留学生たちにより創刊されたものである，『国民日日報彙編』，『江蘇』，『政義通報』は当

時の中国の革命派により創刊されたものである。ゆえに，中国語の「発刊辞」「発刊詞」は日本

語から影響を受けることが言えるだろう。

また， , による英華字典『官話』（1916）に，「 発刊詞（新）」

と掲載されており，沈国威（2011）による『近代英華華英辞典解題』には，「新」について，「现

代新词-主要来自古汉语和日语-用新字标记。」（現代新詞-古漢語と日本に由来-「新」で表記す

る）と記述されている。新語辞書『王雲五大辞典』（1939）に，「発刊詞」という見出し語が掲

載されている。その後，「発刊詞」は『漢語詞典：簡本』（1957），『中文大詞典』（1960），『辞海

増修』（1978）のような国語辞書にも相次いで掲載されるようになる。このことから「発刊詞」

は中国語に定着していったと言えるだろう。

「発刊」とその複合語「発刊辞/詞」の現代中国語における使用状況について，筆者は「人民

日報」（1946/5/15-1982/12/31）というデータベースを利用し，調査した。が，「発刊」は現代

中国語において，ほとんどが複合語「発刊詞」「発刊辞」（9）の形式で使われている。これ以

外にも，四字複合語「発刊＋○○」（「発刊旨趣」（1），「発刊小引」（1）），三字複合語「発刊＋

○」（「発刊号」（1），「発刊詢」（1））使用例も少なからずある。具体例を（25)-(28）に示す。

（25）七月十二日，周恩来同志写了《天津学生聯合会報発刊旨趣》。『人民日報』1979/5/5

（26）《新湘評論》発刊号。『人民日報』1960/6/30

（27）作者在 発刊小引 中写道：我不想写出一个令読者一見就会満意的英雄。『人民日報』

1957/12/9

（28）解放報在発刊詢中声明： 以努力和平民主団結建設 為宗旨『人民日報』1946/6/2
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7 おわりに

これまでの調査を通して，以下の三つの結論に至った。

一 中国語において，「発刊」と「刊発」はいずれも，明代から使用が始まった。古代中国語の

「発刊」は「発刊○○」「○発刊○」「○○発刊」の形で使われており，「印刷する，出版する」

という意味である。清代末期になると，「発刊」は「○○報」を対象とすることが多くなり，

「創刊する」の意味を持つにようになった。この意味の早期使用例は 1902 年の『順天時報』

や『新民叢報』である。「創刊する」の意味を持つ「発刊」の使用は，ほとんど日本と関わり

があるものである。故に，中国語の語彙は日本語の影響を大きく受けたと考えられる。一方，

近代の宣教師主導による英華字典と新聞雑誌の中では，「発刊」は使われず，「刊発」が使わ

れていた。現代中国語においては，「発刊」は単独で使用せずに，「発刊＋○」「発刊＋○○」

のような複合語の形で使用されており，「刊発」は「発刊」の代わりに使用する例が少なから

ずある。結果として，『現代漢語詞典』に，「発刊」が登録されず，「刊発」が登録された。

二 日本語において，古代日本語と近現代日本語には，「刊発」は見当たらない。「発刊」は古

代日本語にも見当たらなかった。ゆえに，「発刊」は中国語に由来する可能性が高いと言える

だろう。筆者の調査では，「発刊」の日本語における最も早い用例は，1877 年の『東京日日新

聞』であり，「本を発刊せられ」との形式で使われていた。これ以外の「発刊」の早期用例は

『東京絵入新聞』や『同人社文学雑誌』などの定期刊行物に見え，その対象「新誌，雑誌，新

報，新聞」が多く，「第一編」「初めて」「初号」などと共起することで，「創刊する」の意味

を獲得した。これも当時の日本の新聞雑誌の発達と関係があると考えられる。「発刊」は動

詞として使用された以外では，名詞として「発刊の祝詞/祝文/辞/詞」のような形で多用され

ていた。

三 日本語における「発刊」の名詞の使い方の影響で，中国語においても「発刊○」（「発刊辞」

「発刊詞」），「発刊○○」（「発刊主旨」「発刊小引」）という形で使うようになった。

日本語における「発刊ノ○」「発刊ノ○○」という使い方は 1880 年代に使われ始めた。20

世紀初期に，日本へ留学した留学生たちが創刊した刊行物や日本人の主導によって発刊され

た新聞などを通して，「発刊○」と「発刊○○」の複合構造は中国語に浸透した。その後，こ

のような形式は中国国語辞書にも登録され，中国語としても定着した。

（ひつ あり・言語文学専攻)
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漢語大詞典編緝委員会（2010）『漢語大詞典訂補』上海辞書出版社
京華書局 1968『教会新報』影印版（1868-1874）
見坊豪紀ほか（2022）『三省堂国語辞典』三省堂
黄河清（2020）『近現代漢語辞源』上海辞書出版社
佐藤亨（2007）『現代に生きる幕末・明治初期漢語辞典』明治書院
中国社会科学院語言研究所詞典編緝室（2012）『現代漢語詞典』商務印書館
日本国語大辞典第二版編集委員会（2002）『日本国語大辞典』（第二版）小学館

関連URL，データベース類
愛如生『中国基本古籍庫』
人民日報社『人民日報』（1946/5/15-1982/12/31）
中央研究院近代史研究所『英華字典資料庫』
北京時代瀚堂有限会社『近代報刊数据庫』

『国立国会図書館デジタルコレクション』 // . . . /(最終閲覧日：2022 年8月 15 日）
ジャパンナレッジ // . / / / /(最終閲覧日：2022 年6月 10 日）

『近代書誌・近代画像データベース』
国文学研究資料館全文データベース：
（『古典選集本文データベース』，『日本古典文学大系本文データベース』，『噺本大系本文データベース』）
『雑誌記事索引データベースざっさくプラス』
東京大学史料編纂所データベース：
（『古文書フルテキストデータベース』，『古記録フルテキストデータベース』，『奈良時代古文書フルデー
タベース』）

『明治期出版広告データベース』
『読売新聞データベース』
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『フラワーズ・オブ・シャンハイ』論
─映画における「隠れる」ことをめぐって─

龔 金 浪

要 旨

『フラワーズ・オブ・シャンハイ』（海上花，一九九八年）は，侯孝賢が百
年前の上海租界を舞台に，古典小説『海上花列伝』から改編した作品である。
本作は，評論界で評価されているが，その良さが充分に語られているわけで
はない。その原因は，学界から本作への注目がまだ足りないことと関わって
いる一方，本作自身の「シンプルさ」─バリエーションのないカメラワーク
と起伏のない物語─がもたらしている読解への困惑も関係していると考え
られる。本論は，この「シンプルさ」から出発し，侯孝賢の「深度が表面に
表れる」という創作理念を手がかりとし，制作，ナラティブ，映像表現といっ
た三つの側面から，本作における「シンプルさ」の裏にある複雑な様相を明
らかにしようとするものである。
まず，制作側からの証言を参照するうえで，監督の演技指導と美術のセッ
ティングといった二点から，「身体」と「環境」を巡って，制作側がいかにし
て無関係なもの＝欠かせないものを通じて，本作における特有な雰囲気を醸
し出したのかを分析する。次に，原作との比較に基づいて，素材の取捨，プ
ロットの推進，全体の構造といった側面から，ナラティブの各段階における
特徴を分析し，その全体に共通する「隠れる」という特徴を明らかにする。
最後に，本作における映像表現，とりわけカメラの運動に注目し，「半拍遅れ」
と「振り子」的動きという特徴を見出し，それらの表現がいかに映像におけ
る冷静さと流動性を作り出しているのかを論じる。
以上の分析によって，侯孝賢がいかに表したいことを無関係な，あるいは
日常的な表面に隠しているのかを明らかにする。その結果，本作は物語のド
ラマ性や時代・地域の風貌，すなわちエキゾチックな外見などを超え，日常
性に溢れる映像の表面にある生き生きとした人間に共通するものを表してい
る作品だと指摘する。
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はじめに

従来のスタイルから逸脱しようとする意欲を示した『憂鬱な楽園』のあと，侯孝賢は引き続

き，ニューシネマ時期の自伝的回想四部作とそのあとの台湾歴史三部作により築き上げた「ノ

スタルジックな世界を撮る巨匠」1というイメージを払拭しようとしており，百年前の上海租界

を舞台に，古典小説『海上花列伝』から改編した，やや異色と思わせる『フラワーズ・オブ・

シャンハイ』（海上花，一九九八年）を発表した。

その異色さは，少なくとも以下のいくつかの側面において体現されている。まず，題材の面

では，本作は侯孝賢が初めて台湾以外の場所を映画舞台として制作した作品である。周知の通

り，台湾という要素は，侯孝賢映画にとってかなり重要なキーワードの一つであり，それまで

の十三本の作品はすべて台湾を舞台にしたものである。彼の映画に慣れ親しんだ観客にとっ

て，台湾の描写から離れるのは，本作における新鮮なところの一つだと考えられる。次に，脚

本の面では，本作は侯孝賢が初めてまるごと小説から脚色した長編作品である。彼の作品はつ

ねに文学と深く関わっているような印象─朱天文，黃春明，陳映真，沈従文，藍博洲などの

文学者との関わりが多いため─を与えるが，実際には直接小説から脚色したものは少ない。

オムニバス作品『坊やの人形』の第一話（黃春明の短編小説から）と『好男好女』の一部分（藍

博洲の『幌馬車の歌』から）を除き，ほかの作品はほぼ自分と周りの友人達の経験，歴史の事

件などに基づき，朱天文と議論しながら作ったものである。そして，制作の面では，本作は侯

孝賢が初めて国際的な俳優チーム（港，台，日）かつオールスターを起用し，すべて室内でワ

ンシーンワンショットで撮影した作品である。スター，室内，長回しなどの要素は，これまで

の作品でも見られるが，本作ほど徹底したものではなかった。以上の，本作における特徴をあ

る程度示している異色なところは，本作の読解に何らかの手がかりを提供していると考えられ

るが，それらがどのような作品および美学的効果を生み出しているのかを，深く検討するのは，

決して容易なことではない。

先行研究においては，本作を高く評価し，傑作として認める論説が少なくない。例えば，蓮

實重彦が本作を「溝口健二的とも言える大傑作」2と形容し，『 ：侯孝賢』（一九九七年）を

作ったフランスの名監督・評論家であるオリヴィエ・アサイヤスが「『フラワーズ・オブ・シャ

ンハイ』は，どこから見ても侯孝賢の眩いばかりの集大成だ」3と述べている。だが，このよう

な批評的な言及で，その傑作と思わせる理由を細かく展開したものはあまりない。また，侯孝

1 市山尚三は，『好男好女』以前の侯孝賢を「ノスタルジックな世界を撮る巨匠」と形容している。参
照：卓伯棠編『侯孝賢の映画講座』，秋山珠子訳，みすず書房，2021 年，314 頁。

2 蓮實重彦「「侠」の人，侯孝賢」，『映画論講義』，東京大学出版会，2008 年，250 頁。
3 《 - 》Hou Hsiao-hsien 2005
8
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賢論の中で，本作における魅力を明らかにしようとする「部分」的な言及はしばしば見られる

が，その作品全体を通貫し，統一感のある作品論を展開したものが少ないのは否めない事実で

ある4。蓮實重彦の断言を借りて言えば，「『フラワーズ・オブ・シャンハイ』がどのように優れ

ているかということは，まだ世界的にも充分いわれていません」5，ということである。

その原因は様々であるが，学界から本作への注目がまだ足りないことと関わっている一方，

本作自身の「シンプルさ」─バリエーションのないカメラワークと起伏のない物語─がも

たらしている読解への困惑も関係していると考えられよう。「見終わって，呆然とする。いっ

たい，わたしは，われわれは，何を見たのか」6，という上野昂志が本作についての作品評の冒頭

で述べた一言は，多くの初めて本作を見た観客の感覚と共通しているだろう。本章は，上野氏

の言った「ひたすら見ること，そして，ただ見るだけ」7という侯孝賢の徹底する姿勢が，われ

われに何を見せているのかという質問を念頭に置き，侯孝賢の「深度が表面に表れる」という

創作理念を手がかりとし，制作，ナラティブ，映像表現といった三つの側面から，本作におけ

る「シンプルさ」の裏にある複雑な様相を明らかにしようとする。

1．無関係なもの＝不可欠なもの

多くのインタビューの中で語られているとおり，本作を制作するきっかけは，侯孝賢が鄭成

功を題材とした映画を撮るためにあれこれ資料を探すうちに，『海上花列伝』という小説に出

会ったことだった。その小説を読んで，非常に面白かったと思っていた侯孝賢は，まずこの小

説を映画化しようと決めた8。いったいこの小説の何に惹きつけられたのか，彼は次のように

述べている。「私は，作者に描かれている中国人の生活の様態に非常に惹かれ」9，とりわけ「複

雑な人物関係がその表面に潜んでいる会話が大好きだ」10。つまり，小説に描かれている日常生

4 中国でも日本でも，『フラワーズ・オブ・シャンハイ』に関する作品論は非常に少ない。日本の
には，『キネマ旬報』に載った特集（俳優のインタビュー，作品評，侯孝賢論）しかない。

中国の大陸では，わずか数篇の評論が刊行されただけで，しっかりした作品論がないとも言える。
それに対して，台湾ではしっかりした作品論が数篇見られる。だが，それらは主に本作におけるア
ダプテーションの問題をめぐって展開したものである。例えば，江江明の「上海群芳，古典新詮─
論『海上花』電影改編之女性角色重構」（『嘉大中文學報』第3期，2010 年，67-89 頁），申偉佩の「極
上之夢─論『海上花』電影與小説之互文，頽廃及現代」（『國文經緯』第7期，2011 年，129-139 頁）
などが挙げられる。

5 蓮實重彦，前掲書，253 頁。
6 上野昂志「ひたすら見ること，そして，ただ見るだけ」，『キネマ旬報』（1268），1998 年，131 頁。
7 同上，132 頁。
8 卓伯棠編『侯孝賢電影講座』，広西師範大学出版社，2009 年，36 頁。
9 朱天文『紅気球的旅行：侯孝賢電影記録続編』，山東画報出版社，2009 年，534 頁。
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活の雰囲気と人物関係の複雑さが，彼に翻案したい気持ちを起こさせた。一方，その映画化作

業における大きな難しさもまさにその部分にあった。「私にとって，一番難しかったのは，十九

世紀末の妓楼特有の雰囲気を表現することだった。何しろ私自身が見たことがない世界だか

ら。資料に当たれば，さまざまなディテールを調べることが可能だが，肝心なのは，その雰囲

気をどのように醸し出すかということだ」11，と侯孝賢は述べている。では，彼はこの難点につ

いて，どう解決したのか。これは，無論映画製作に関する各側面（撮影，録音，照明，美術，

装飾，演技など）に関わるが，その中で雰囲気に最も直接的かつ密接に関わるのが俳優の演技

と美術のセッティングである。というのも，俳優の身体がどのような物質的な環境でどのよう

に動くのかということは，直接に雰囲気のトーンを決めることになるからだ。これから，この

二点をめぐって，制作側からの証言を引用しながら，本作における雰囲気を醸し出すやりかた

を明らかにする。

1.1 反射的身体を養うこと

映画史において，素人の俳優を起用するのを好む監督は多く，侯孝賢もその中の一人である。

この点について，彼自身は常に次のように説明している。それは美学的配慮というより，むし

ろ実際の問題─台湾ではプロの俳優が少ない─への解決策だ，と12。素人の俳優に自由な

演技空間を与え，確定したセリフや細かい身振りの指示などを出さず，俳優の個性に応じて撮

影の内容を調整したりするのは，侯孝賢の基本的なスタンスだといえる。だが，『フラワーズ・

オブ・シャンハイ』においては，物語の内容と制作の状況によって，彼は全面的にスターを起

用することに至り13，従来のスタンスもそれとともに変わってくる。では，彼は新たなスタン

スにおいて，どのような演技指導を行っているのか。

まず，撮影前の準備作業を見ていく。本作のアダプテーションについて，侯孝賢は，「文字は

登場人物のある状態を直接描写できる」が，映像の方は「登場人物の言葉と行為に頼らざるを

得ないのだ」と述べている14。従って，役者の喋り方と身振りは，彼が小説を映画化する過程に

おいて特に力を入れるところとなる。準備の段階において，彼の俳優への要請は，主にこの二

10 卓伯棠編（2009），前掲書，187 頁。
11 同上，38 頁。
12 《 - 》Hou Hsiao-hsien
2005 94

13 スターの起用について，侯孝賢はインタビューの中で次のように説明している。「巨額の予算をかけ
るので必然なことでもある。大スターを起用しないと，興行成績を上げるのは難しい。もう一つは
言葉の問題だ。上海語を話すわけだから，練習をしなければならない。プロの俳優みたいに経験が
豊富なら不可能なことではない。大物の俳優でないと，荷が重すぎると思った。だからスターの起
用を決めたのだ」。 に付属する監督のインタビューによる。

14 卓伯棠編（2009），前掲書，188 頁。
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点をめぐって展開したものである。一点目に関する主要な取り組みは，方言，とりわけ上海

語15を練習させることであった。周知の通り，本作の原作小説『海上花列伝』は，十九世紀末に

江蘇省松江府（現在の上海）出身の韓邦慶が書いた呉方言小説であり，物語の舞台は上海のイ

ギリス租界である。胡適によれば，この小説の魅力の一つは，登場人物の会話が蘇州方言で表

現されたということである。というのも，「方言が人間の表情と口調を最も効果的に表現でき

る言葉である」16からだ。従って，方言で演じさせるのは小説自体からの要請であり，監督が求

めている雰囲気を醸し出すために必要なことである。方言とは，長年にわたって身体に獲得さ

れる言語の習慣であり，他者と接する際に意識作用の関与なしの自然的な身体感覚と密接する

ものである。上海語を喋る自信がない（スケジュールの問題も重なる）ため，本作の出演を断っ

た張曼玉（マギー・チャン）の話を借りて言えば，「言葉は反射的なもの」だ17。監督が撮影の

二ヶ月前から俳優に上海語を練習させたのは，おそらくこの言葉の次元における反射的身体を

求めているからである。また，上海語をうまく話せない梁朝偉（トニー・レオン）の演じる王

蓮生のバックグラウンドを広東出身の官僚に変更し，多くの場面で彼に広東語を言わせるのは，

無論同じ理由からである。そして，二点目に関してとられた方策は，アヘンや水タバコを吸う

という日常的な動作を練習させることである。朱天文はこの点について，次のように述べてい

る。「大事なことはアヘンを吸う道具に慣れること。自分の手にあるもの，水タバコでもアヘ

ンを吸うキセルであっても，道具という存在を意識しないほど慣れることにより，生活のリズ

ムに近いものになっていること。そうすれば暮らしの中で，話をする姿ひとつにしても，すで

に演じ手の一部分となる」18，と。つまり，それらの映画における些細な日常的身振りを，練習

することによって，俳優たちの無意識的な行動システムに組み込ませようとする。要するに，

俳優がセリフを話す，道具を使う際に生じてくるわざとらしさをできるだけ払拭し，それらが

まるで俳優自体の内部から出てくるもののような身体感覚を養うことこそが，侯孝賢が撮影の

前に力を注いだところである。

次に，撮影の方法を見ていく。一般的には，映画の撮影は，「コストコントロール」という原

則を優先し，映画のストーリーの順番ではなく，実際の状況（ロケ地の条件や俳優のスケジュー

15 映画で使われる方言について，説明を加える必要がある。元々原作では，場面描写が文言語で，人物
の台詞が蘇州方言で書かれている。なぜ上海の遊郭にいる人々は蘇州弁で話すのかというと，当時，
標準的な蘇州弁で話すのが上品なことだと考えられる見方が存在していたからである。だが，時代
の変遷とともに，蘇州弁の影響力が段々弱くなり，今の時代で俳優の中で標準的な蘇州弁を話せる人
が非常に少ない。そのため，本作では，発音と口調において蘇州弁と似ている上海弁を使っている。

16 胡適「『海上花列伝』序」，歐陽哲生編『胡適文集4・胡適文存三集』，北京大学出版社，1998 年，408
頁。

17 朱天文『最好的時光：侯孝賢電影記録』，山東画報出版社，2006 年，300 頁。
18 同上。
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ルなど）によって撮影の手順を決めるものだ。侯孝賢のこれまでの作品もほぼこのように撮影

され，『好男好女』のように最初の日にラストのシーンを撮る場合もあった。だが，『フラワー

ズ・オブ・シャンハイ』においては，彼は次のように特別な撮影の方法を取った。

まずはシーン1から撮り始める。一日をかけてワンシーンを，ほぼ五～八テイクずつ撮っ

ていきます。初日にシーン1の撮影が終わると，二日目はシーン2，翌日にシーン3……

という具合に撮り進めていく。そして最後まで撮り終わると，もう一度シーン1から撮り

直す。そうやって撮影を重ねていくのです。梁朝偉たちのシーンは，少なくとも三巡はし

ましたし，多いシーンは四巡目まで撮っています。三巡目，あるいは四巡目になってくる

と，役者にはそれらしい味がにじみ出てきます。私は決して，シーンごとに満足いくまで

くり返して撮ったりはしません。そうではなく，シーン1，シーン2，シーン3……と最

後まで順番に撮り，その後もう一度最初に戻って撮るのです。そうしているうちに，役者

たちの間にあるトーンが形成され，生活感や妓楼特有の雰囲気が次第に醸し出されてくる

のです。個々の役者がみな一定の境地に達すれば，自ずと密度と質感が生まれます19。

ここで侯孝賢は何をやっているのかというと，製作チームの労働と時間を糧にして，映画の

雰囲気とよく調和する俳優の身体の知覚システムを養おうとしているのだと考えられる。侯孝

賢自身が述べたように，「こうして，タバコを吸うなどの俳優の動作は自然に反射的になり，セ

リフもうまくなり，味が出てきた」20。つまり，彼が求めているのは，俳優が意識的に引き出す

「正確」な演技ではなく，むしろ全身の知覚システムに基づく反射的な演技なのである。このよ

うに繰り返される順番撮影によって育てられる反射的身振りは，物語の情報を伝えてくる一方，

人物が周りの環境と調和した状態にいることをも表している。その場面の雰囲気がそれによっ

て醸し出されているのだ。

以上，侯孝賢がいかに俳優の話し方と身振りへのこだわりを通じて，十九世紀末の妓楼特有

の雰囲気に接近したのかを考察した。俳優の方言の正しさ，タバコの吸い方の自然さなどの，

物語の進行にいささかも影響がないところは，そのシチュエーションにいる人物の瞬間の存在

状態を表しており，映像の質感に重要な役割を果たしている。これはまさに監督が最も表現し

たいところだといえる。朱天文が指摘しているとおり，「『フラワーズ・オブ・シャンハイ』が

撮ろうとしたのは，（中略）日常生活の痕跡，時間と空間が創り出すその瞬間の，人物の生き生

きとした様子，その輝き」21なのだ。

19 卓伯棠編（2009），前掲書，39 頁。
20 朱天文（2006），前掲書，321 頁。
21 同上，300 頁。
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1.2 環境の密度を作り出すこと

また，俳優の身体だけでなく，彼らが置かれている物質的な空間環境も，映画の雰囲気作り

に重要な役割を果たしている。周知のとおり，本作は従来のロケ撮影の作品と異なり，セット

で撮影されたものである。その理由の多くは，現実的な制限22以外に，本作の美術監督を担当

している黃文英と関わっている。『好男好女』から侯孝賢とコラボレーションし始めた黃文英

は，侯孝賢にとって「色々な面で能力を持っており，仕事を任せられる人」23であり，本作の製

作にとって欠かせない存在でもある。朱天文によれば，「もし黃文英の加入がなければ，『フラ

ワーズ・オブ・シャンハイ』はまったく成立しえなかったのだ」24。その結果，黃文英は見事に

仕事を完成した。本作における美術の設計は，高く評価され，第三十五回金馬映画祭で最優秀

美術賞を獲得した。『海上繁華錄：《海上花》的影像美感』という専書の中で，彼女がいかに道

具や服装を探し，選び，作るのかが写真付きで詳しく説明されている。それらの作業の特徴を

一言でまとめていうと，極まりなくディテールにこだわっていることである。清朝末期の衣服

様式を入念に考証した上で，登場人物の個性と物語の進展に応じて，スタイル，色，刺繍など

がすべて異なる衣装を百数十セットデザインした。とりわけ，古代の衣装の質感に接近するた

め，映像の画面でまったく見えない服の細かい柄や色に力を注いている。彼女によれば，「衣装

が俳優を劇中の人物に変貌させる」一方，「骨董に似ている衣装が俳優のゆったりとした優雅な

気質を引き出すことができる」のだ25。

そして，美術のセッティングに関して，黃文英以外に特筆すべき人物がもうひとりがいる。

それは，本作の芸術顧問，中国の有名な小説家鐘阿城である。彼は，美術チームに「実用的で

ないものを多く探す」という決定的なアドバイスをした。彼によれば，実用性のあるものはい

わゆる設定であって，実用性を求めないものにこそ，人物の暮らしている空間の密度と豊かさ

が現れ，暮らしの痕跡がその中から浮かび上がってくるからだ26。この点について，彼は文章

の中で次のように述べている。

映画の場には質感が重要であり，登場人物は異なる質感の環境のもとに動き回る。大道具

22 侯孝賢はもともと上海の石庫門でロケーション撮影にしようと考えていたが，良いロケ地が見つか
らなかった一方，上影（上海電影製片廠）とのコラボレーションも頓挫した（妓楼の話が映画検閲を
通過しなかった）ため，台湾に戻ってセットで撮影することを決めた。レイム・ダニエルと孫向辰が
監督したドキュメンタリー『華麗写実─海上花制作旅程

』（2021）による。
23 日本で発売された ボックス（松竹ホームビデオ，2005）に収録された侯孝賢についてのインタ
ビューによる。

24 朱天文（2006），前掲書，306 頁。
25 黃文英，曹智偉，前掲書，149 頁。
26 朱天文（2006），前掲書，302 頁。
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以外に，無数の細々とした小物が，空間に密度をもたらし，人物の日常性を醸し出す。『フ

ラワーズ・オブ・シャンハイ』で芸妓たちが客をもてなす環境，そこは彼女たちの家なの

だ。昔も今も，家庭における環境の密度は似たり寄ったりだ。『フラワーズ・オブ・シャン

ハイ』の環境は俗に言われるロココ調であり，ロウソクの明かりもあでやかで，租界らし

さのかけらを散りばめている。手で触れることのできる情欲と心地良いきらめきがゆった

りとそこに在るのだ27。

ここで鐘阿城のいった物語に「実用的でないもの」は，まぎれもなく上記の画面で見えない

衣装の細部と同じように，本作の雰囲気作りに重要な機能を発揮し，「日常生活の質感」を感じ

させる源の一つである。その結果，黃文英を中心とする美術チームは，このようなアドバイス

に従い，上海，南京，蘇州からさまざまな道具を数百件集め，ベトナムへ様式と彫刻が異なる

扉と窓を百八十枚以上発注した28。注目すべきは，それらの道具は一般的な手作りのイミテー

ションではなく，むしろ使用感たっぷりの骨董なのである。最終的に出来上がった空間の質感

はこうした点と直接関わっているに違いない。

俳優への要請であれ，美術へのこだわりであれ，制作側は小説における特有の雰囲気を再現

するために，主に以上のような映像の質感と関わるディテールをめぐって作業を展開している。

水タバコを吸う動作の自然さ，上海弁の上手さ，服の袖口の裾上げの有無，酒盃が「チキンカッ

プ」かどうかなどの，一見映画の物語には関係がないことこそが，制作側にとって大事なこと

であり，映画の雰囲気および登場人物の輝きといった映画の中核と緊密に関わっているのだ。

これは，まさに侯孝賢のいった「どうでもよいことだが，すべて重要なことだ」29という創作理

念と通底している。つまり，彼はこれらの無関係なもの＝欠かせないものを通じて，場面の雰

囲気，すなわち映画の「地色」を作り出しているのだ。そして，次の作業としては，「その地色

の上に，自分の必要としているドラマを描き出していく」30ということである。では，彼はどの

ように自分の必要としているドラマを描き出しているのかを，ナラティブの次元から見ていこ

う。

2．「隠れる」ことの全面化

前文で言及したとおり，本作は清代末の文人韓邦慶が書いた呉方言小説から改編したもので

27 同上，303 頁。
28 朱天文（2009），前掲書，509 頁。
29 - Hou Hsiao-hsien

2014 216
30 卓伯棠編（2009），前掲書，66 頁。
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ある。だが，朱天文と侯孝賢は，その呉方言のバージョンではなく，著名な小説家張愛玲が訳

注した北京語のバージョンを基に脚色を行った。張氏が「介入」的な姿勢で訳注の作業を行っ

ていたため，彼女のバージョンは原作と異なるところが若干存在し，個人的な理解も込められ

ている31。これは，自然にその小説を映画化しようとする制作側に影響をもたらしている。脚

本を議論する段階で，朱天文は常に張愛玲の見方を引用しながら，登場人物の個性を語る32。

侯孝賢はこの小説に惹きつけられたところを語るとき，直接張愛玲の『海上花列伝』の特質に

ついての言及を引用している。

暗写（密かに綴ること），白描（あからさまな描写），いずれもが軽妙で筆の痕跡を残さず，

普通の人々の生活の質感を織りなしている。おおざっぱで野暮ったく，多くの事がらが，

「その場では気にも留められていない状態」にある。だから，たとえ八十年前の上海の妓楼

の話であっても特に違和感がなく，私が読んだあらゆる書物の中で，最も日常の暮らしを

感じさせる作品だ33。

つまり，侯孝賢はまさに張愛玲のいった「暗写」と「白描」に織りなされている生活の質感

およびその日常性に惹きつけられたのだということである。では，これらの彼の心に響いたも

のは，いかに映画の中で表現されているのか。まず，アダプテーションの側面から見ていこう。

2.1 素材の取捨における「脱劇化」

周知の通り，長編小説としての『海上花列伝』は，登場人物が百人にも及び，直接描写され

る遊女と客がそれぞれ四十人と三十人を超える。このような複雑なテキストに対して，いかに

映画の要請に応じて改編するのか，決して容易なことではない。改編について，侯孝賢は次の

ように述べている。

31 張愛玲本人は，自分の作業について，次のように述べている。「私の註解は，批註（講評と注釈を両
方とも加える）に近いもので，揶揄されるリスクを冒すまで介入しているのだ」（原文： 我的注解較
近批註，甘冒介入之譏 。張愛玲『續集』，台北：皇冠出版社，1999 年，80 頁）。韓邦慶の原作に対し
て，張のバージョンに存在する相違点は，主に以下の二点に体現される。一，読者を苦しめる詩詞や
四書酒令をカットし，原作の六十四回を六十回に圧縮する（参照：張愛玲「譯者識」，韓邦慶著，張
愛玲訳注『国語海上花列伝 ：海上花開』，16 頁）。二，毎回の後ろに注釈を付ける。その注釈には，
わかりにくい名詞や典故を説明する内容だけでなく，登場人物の心理への分析や，小説の美学に関
するコメントも含まれている（この点については，以下の論文を参照できる。江江明「他者觀點的另
類介入─論張愛玲『國語海上花列伝』現代性詮釋」，『有鳳初鳴年刊』，2009 年，33-43 頁）。

32 張愛玲が訳注でつけた登場人物への独特な分析が，朱天文らの改編作業へ及ぼした影響は以下の書
籍から明らかに見られる。朱天文『極上之夢─海上花電影全紀錄』，遠流出版社，1998 年。

33 朱天文（2006），前掲書，299 頁。
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この小説はとても素晴らしく，よく練り上げられていたものである。彼（韓邦慶）の遊郭

に関する人生経験がすべて小説に込められており，登場人物の個性が非常に的確に描かれ

ている。ただ，小説がかなり長いので，どの箇所を抜粋してスクリーンに映すかに，苦労

した。私は，その中から二次的な段落をいくつか選んで抜粋し，それによって小説に描か

れている生活の雰囲気を再現しなければならない34。

ここでは，本作における改編の構想をある程度表している「二次的」という点に注目する。

本作において，八分に近い長回しで撮られるオープニングは，ナラティブ的にも映像表現的に

も，本作のスタイルを明らかに表しており，作品全体の縮図だと認められる。映像表現につい

ては後述するとして，ここではそのナラティブ上の問題に焦点を当てる。この場面は，原作（蘇

州語のバージョン）の第九回の末と第十回の真ん中の部分に相当し35，沈小紅（羽田美智子）が

張惠貞（魏筱恵）を殴りに行った事件が発生したあと，王蓮生（梁朝偉）が羅子富（高捷）と

一緒に周双珠（劉嘉玲）の置屋・公陽里に赴き，洪善卿（羅載而）の主催する宴会に参加し，

そして宴会で憂鬱な様子を見せているという内容を描写している。この場面から，本作におけ

る素材の取捨に関するいくつかの要点を見出すことができる。

まず，劇的なものをカットすること。原作においては，小紅が明園まで追いかけ，惠貞を殴

る事件が第九回の核心となり，細かく描写されている。この事件は，小説の全編にとって重要

なプロットともいえ，小紅という人物の気性の激しさを充分に伝えてくる。だが，映画の中で

はそれが意識的に避けられ，ただ人物のセリフにより提示される。そのあと，小紅の置屋・薈

芳里に王蓮生が登場する場面もそうである。ほかの遊女に通い始め，数年来の馴染みである沈

小紅を怒らせてしまった王は，二人の友人を連れて，薈芳里に来て小紅をなだめようとする。

映画の中で，小紅が静かにベッドに座り，彼女の侍女・阿珠（李玉明）が彼女を代弁し，遊女

と客の関係について王の友人と長々と意見を戦わせている。実は，原作において，この場面の

前半には劇的なエピソードが存在している。王らの三人が小紅の部屋に入ろうとするとき，怒

り狂った小紅が命がけで王と戦おうとしに来る。怒りと恐怖に駆られた王は，引き返そうとす

るが，小紅が頭を壁にぶつけるため，再び引き返さざるを得なくなる（小説の第十回の前半)36。

その後，映画に映し出されるシーンが登場する。朱天文の脚本においても，この劇的なエピソー

ドは保持されている37が，映画の中ではカットされた。このような事例は，他にも多く挙げら

34 朱天文（2009），前掲書，55 頁。
35 韓邦慶『海上花列伝』，人民文学出版社，2012 年，74 頁，77 頁。張愛玲の国語バージョンは，原作
の韓の呉方言バージョンと回数が異なるため，本章で言及する原作は，韓の呉方言バージョンを指
す。

36 韓邦慶，前掲書，78-79 頁。
37 朱天文（2009），前掲書，321 頁。
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れる。例えば，王が張惠貞を妾に迎える場面（シーン 30）や，浮気した惠貞が王に追い出され

る場面（シーン 37）などの脚本に残されている劇的な箇所は，映画においてすべて省かれ，た

だセリフにより提示される。無論，このようなやりかたは侯孝賢が意識的に求めているものに

ほかならない。彼は本作におけるアクションの問題について，次のように述べている。

アクションは私の興味の対象ではありません。私の注意力はいつも無意識に，ほかのもの

に惹かれていくのです。私が好むのは，時間と空間における，目の前の痕跡であって，人

間はその痕跡の中で活動している。私はかなりの労力をその痕跡を追うことに費やしま

す。人間の状態と生き生きとした様子が，映画で私が最も大事だと思う部分なのです38。

つまり，侯孝賢が追っていたのは，以上のような劇的な事件＝アクションそのものではなく，

むしろアクションの前後，あるいはその傍らにあるアクションの「余波」，およびその「余波」

にいる人間の存在状態だということである。こうして，小説において物語を推し進める劇的な

事件は，映画においてはシチュエーションの更新をもたらす背景的な情報になり，映画におけ

る物語性が抑制されると同時に，その事件の傍らにある「二次的な段落」に宿る人間の生き生

きとした輝きが映画の表現の中心となる。

次は，直接的な描写を避けること。映画は男たちが酒席で拳遊びに興じている光景から始ま

る。しばらくしてから，視聴の焦点は玉甫（徐天祥）という若い青年に絞られる。彼は拳に何

回も負けたが，周りの女たちは終始彼に酒を飲ませない。そんな中，彼の兄・雲甫（徐明）は，

「早めに玉甫を帰らせよう，心配している人がいるから」と提案する。玉甫が離れたあと，視聴

の焦点は雲甫に移っていく。彼はアツアツなカップル玉甫と淑芳に関するさまざまな逸話を語

り始める。ここでは，雲甫を演ずる俳優・徐明が流暢な上海語でそれらの逸話を生々しく語る

出色の演技を見せるのも一つの見所ではあるが，注目すべきなのは，このエピソードは原作の

第九回の内容ではなく，第七回の後半（脚本のシーン4）から借用したものだということであ

る39。前文で言及したとおり，物語におけるこのシーンの中心は，王の憂鬱な状態およびその

理由（男女関係の葛藤）を示すことである。脚本の中では，この点について次のように直接描

写している。「賑やかな笑い声の中で，王だけは元気がなさそうに座っている」40。だが，映画

の中で，監督は王の憂鬱を直接画面で表すことを避け，わざわざ他所から一見無関係と思われ

るエピソードを借用し，間接的にそれを表現している。ここでの雲甫の語りは他所から借りた

ものであるが，実は男女関係においてこのシーンの中心と通底している。つまり，ここでは監

38 朱天文（2006），前掲書，299 頁。
39 韓邦慶，前掲書，56-57 頁。
40 朱天文（2009），前掲書，318 頁。
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督が表面におけるアツアツな恋愛のエピソードの披露を通じて，その裏にある上手く行かない

感情による憂鬱を密かに語っているのだ。そして，画面の構図も，この点を示している。視聴

の中心を占めている雲甫が，楽しく語っている過程には，憂いを帯びている王の顔が常にフレー

ムの端に取り込まれている。映像の中心では「水アメみたいにベッタリとくっついている」感

情が語られている一方，その端ではバラバラな感情が密かに現れ，表面的には楽しい雰囲気で

あるが，その裏には憂鬱な気持ちが流れている。このような直接的な描写を避けるやりかたは，

ほかの多くの場面でも見られる。例えば，原作と脚本において，王が小紅と小柳（京劇役者，

沈の愛人）の抱き合う場面を目撃したと書かれているが，映画の方では，そのような直接的な

場面を避け，王が扉の下の隙間からある男の足を見たという不明瞭なかたちで描写している。

第三は，強い存在を弱めること。憂鬱な王が不機嫌に退席したあと，隣席の朱藹人（蒋維国）

が洪善卿に王の状況を尋ねる。洪は小紅が惠貞を殴った事件を皆に告げる。皆の驚きの声の中

で，朱が「見かけによらず，小紅はきついな」と口にする。その直後，彼の後ろにいる林素芬

（夏褘）が話を続け，「私だったら，殴ったりしないわ。疲れるし，髪飾りもダメになる。旦那

に弁償させたら意味ないもの」と話す。彼女の発言が朱の興味を掻き立て，その後二人の間で

「せめ合う」ような長い会話が繰り広げられている。

朱「もし君が小紅だったら？」

林「私？教えてあげない」

周りの野次馬「張り合ってるな」

林「試しに誰かさんのところへ行ってみたら？」

朱「平気だぞ，行けばいいんだろ。わかってないな，ぶたれたらいいんだ」

林「偉そうに!洪さんの前で格好つけて…」

朱「言うことに理屈が通ってないぞ。君たちは複数の客がいるくせに，客には逆を許さな

いとは不公平だぞ」

林「仕事だもの，仕方ないでしょ。お座敷を貸し切ってくれれば，あなたひとりだけとつ

き合うわ」

朱「私一人を食いつぶす気だね」

林「あなた一人がお相手なら当然だわ」

朱「さあ 酒だ!皆酒を飲もう!」

林の強い言葉により，朱が何度も言葉を失い，気まずい顔で話を切り上げざるを得なくなる。

この個性が満載に盛られた会話では，林の弁舌の爽やかさと気性の強さが充分に伝えられてい

る。これは，間違いなく本作における印象深い場面の一つである。だが，指摘すべきなのは，

この会話が前の雲甫の語るエピソードと同じように他所から借用されたものであり，原作にお
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いては黄翠鳳（李嘉欣）と羅子富（高捷）の間で行われるものだということである41。なぜ，監

督はわざわざ黄のセリフを林に言わせるのだろうか。その理由は，林というキャラクターを浮

き彫りにするためだというよりも，黄というキャラクターにおける強いものを弱めるためだと

考えられよう。というのも，この後二度と描かれていない─宴会の場面で顔を出すがセリフ

がない─脇役である林に対して，主役として描かれている黄は，映画の中で強い気性を持っ

ているからだ。彼女が借金して男に貢ぐ女将・黄二姐（藩迪華）に忠告する場面や，商売が上

手く行かない後輩・諸金花（伊能静）を諭す場面などから，この点をすぐさま読み取れる。も

し映画が原作に従い，加えて上記の鮮烈な個性が付けられている会話を黄に還元すると，人物

描写におけるバランスを失ってしまう可能性があり，控えめに人物を描こうとしている監督の

スタンスとも合わなくなる。このようにセリフを「転用」することによって，主役における強

いものが弱められている一方，群像劇としての本作における人物像も充実させているのだ。

以上，原作と比較する上で，冒頭のシーンをめぐってアダプテーションの視点から本作がい

かに素材を取捨し，活用しているかを考察した。それらの技法には，本作における物語を「脱

劇化」させようとする監督の意図が見て取れる。このことによって，作品の全体が彼が求めて

いる日常性に導かれている。

2.2 プロットの推進における「後」と「他所」

素材の取捨に続き，ナラティブにおけるプロットを推し進める方法に注目する。前文で言及

したとおり，侯孝賢はアクションそのものを意図的に避け，かわりにアクションの前後，とり

わけアクションの後─すでに起こった事件に対して登場人物がどう反応するかという部分

─を撮るのを好む。このような素材取捨の傾向は，もちろん映画のナラティブに影響を与え

ている。一方，物語の枠組みを支えるアクションが画面において欠如しており，映画の物語性

が薄くなってしまう。また，観客は常にある結果のシチュエーションに置かれ，物語の進行を

理解するために，登場人物のセリフから何が発生したのかを遡ることが必要になってくる。

従って，時間における「前」への遡りは，本作におけるプロットを推し進める重要な手段となっ

ている。具体的に，物語の本筋である王にまつわる男女関係を事例として見ていこう。まず，

映画の全体から受け取った「物語」を，段階を分けて概括していく。

序盤：王は，小紅を愛して何年も通っているが，彼女の真意が終始掴み切れない。小紅

の気を引くために「浮気」し，王は別の女性・惠貞にも通い始める。それを知った小紅は，

怒りや悲しみに駆られることになり，使用人を連れて惠貞を殴りにいった。大騒ぎになり，

厄介な状況に直面し戸惑うばかりの王。

41 韓邦慶，前掲書，73 頁。
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中盤：訪れるたびに，沈み込み不機嫌な小紅を，王が必死になだめる。二人は一度仲直

りするが，何か不穏なことも依然存在する。ある宴会で泥酔した王が小紅の部屋を訪れる

と，思いがけず彼女がほかの客とねんごろにしている場面を目撃する。激怒した王は部屋

の物を辺り構わず壊していく。小紅を見限った王は，惠貞を妾に迎えることになる。

終盤：三角関係は一旦結末を迎えるが，また面倒が起こり続ける。惠貞も「浮気」して，

王の甥と関係を持つ。それを知った王は惠貞を追い出して，ふたたび小紅に通いなおす。

だが，終始気が晴れない。王は広州に栄転が決まるが，昇進にも喜びはなく，悲しげに黙

り込むのみである。小さな部屋に引っ越した小紅は，引き続き別の男・小柳と付き合う。

映画を見た方はすぐ気づくはずだが，映像に映し出されている「物語」は，上記の言葉に還

元した「物語」とかなり異なっている。というのも，上記の序盤と終盤における重要なプロッ

トは，映像においては映し出されていないのだ。具体的には，小紅が惠貞を殴ることや，惠貞

が王を裏切ることなどの，物語の展開にとって欠かせない部分は，すべてそれらの事件が発生

した後の場面で，洪という人物のセリフにより提示されている。つまり，まずある結果の情景

を見せ，そしてある登場人物のセリフを通して過去の事件を遡るというやり方で物語の進展を

推し進めているのだ。上記の中盤もそうである。映画では，物語の展開にとって決定的な場面

─浮気の現場を押さえる─が映し出されているが，その一見「進行中」の行動は，実際すで

に発生した何かを遡る「後」のことなのだ。なぜかというと，このシーンの直前の宴会におい

て強調されている王の憂鬱が，彼と小紅の間ですでに何か発生したという印象を伝えてくるか

らである。彼はすでに小紅の浮気を知ったかもしれない（惠貞が初めて登場するシーンでは，

彼女による「小紅の金づかいが荒いのよ」という一言がすでにこのことを暗示している）。浮気

の現場を押さえることは，ただ言葉ではなく行動で，二人の間でいったい何が発生したのかを

遡った結果なのである。従って，王にまつわる物語は，すべて事後の遡りで語られているもの

だといえる。また，ほかの支線にもこのような技法が見られる。例えば，双玉と淑人との男女

関係は，その結末─淑人の不実に怒った双玉が，彼に阿片入りの酒を飲ませようとする場面

─が映像の中に収められているが，そこにいたるまでの感情進展の流れは，ほぼ双珠と洪の

やりとり─淑人がこっそりと双玉に贈り物をした（ショット 12），二人で結婚の約束をした

（ショット 33）─によって遡って提示されている。実は，登場人物のやりとりによってすでに

発生したことを提示するやりかたは，侯孝賢の従来の作品においても見られる。例えば，『恋恋

風塵』の冒頭で，阿雲の母親がさりげなく阿遠に「父さんの退院は？」と尋ねる場面はその好

例の一つである。この一言によって，阿遠の父親が何かあって入院したというすでに発生した

ことがわれわれに伝わってくる。だが，指摘すべきなのは，情報伝達の技法として時々使われ

る従来の作品とは異なり，本作においては，この技法がナラティブにおける語りの技法として

徹底化されているということである。
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また，ナラティブにおけるもう一つの語りの技法にも注目すべきである。それは，空間にお

ける「他所」への広がりということである。本作におけるすべてのシーンは，高級娼婦たちの

独立した部屋で行われるものであり，ある場所から別の場所への移動ショットがまったく見ら

れない。にもかかわらず個々の部屋で繰り広げられるエピソードで構成される物語による断裂

感は，あまり感じられなく，むしろそれらのエピソードが絡み合っている。それは，登場人物

が常に「ここ」にいながら，「他所」で起こったことを語っているからである。まるでエピソー

ドの「中継所」のような双珠の部屋では，「他所」のことを語るシーンが頻繁に登場する。前述

した王と小紅，双玉と淑人に関するシーンは言うまでもないだろう。また，双宝と双玉の争い

も，双珠と洪のやりとりで提示されている。王との関係で小紅のライバルとして存在している

惠貞は，王と小紅の感情の変化を表す役割を果たしている。彼女の部屋が二回ほど（ショット

8，9とショット 22）登場しているが，そのシーンの内容は，全て王と小紅に関するものであ

る。黄翠鳳に関しては，彼女の独立に主眼が置かれているものの，彼女と羅子富のやりとりで

は，彼女と黄二姐の葛藤に関するさまざまな挿話が絡んでいる。このように「ここ」にいなが

ら，「他所」と絡みつつある語りの技法によって，登場人物の人間関係の複雑さと物語の豊かさ

が引き出されている一方，遊郭の世界も広がっていく。

2.3 全体の構造における反復とズレ

本作は，原作に登場する膨大な人物の中から，三つのグループ42を選出し，物語の主軸に据

えている。各グループにそれぞれの挿話が登場し，やや複雑な物語と思わせるが，全体の構成

における統一感は明らかに感じられる。というのも，監督が構造における反復とズレという技

法を効果的に利用しているからである。これは具体的にどういうことであるか，作品全体を貫

く王と小紅の愛の葛藤という本筋をめぐって，全編において周期的に登場する計四回の宴会の

場面を中心に分析を行いたい。なぜかというと，それらの宴会の場面は，主人公の二人の関係

の変化を表しており，本作の様式的統一にとって欠かせない枠組みだからである。

第一回目の宴会（ショット1）は，映画の始まりである。男たちの背後，あるいは隣にそれ

ぞれご指名の遊女が就き，男どうしが酒を酌み交わしながら拳遊びに興じ，互いの近況を報じ

合っている。雲甫が玉甫と淑芳のエピソードを楽しく語っている一方，浮かぬ顔で酒を飲んで

いる王は，隣の双珠と何かを語って，席を離れる。そして，洪による説明は，王にまつわる三

角関係─小紅と長く付き合っているが，最近惠貞の元へも通い始める─という本シーンに

おける中心点を観客に伝え，作品全体における愛の葛藤の幕開けを告げている。

42 三つのグループはそれぞれ，愛の葛藤に囚われる王蓮生，沈小紅と張惠貞，身請けの事情に絡む黄翠
鳳，羅子富と黄二姐，そして周りの人の問題を解決する周双珠と洪善卿─カップルである周双玉
（方瑄）と朱淑人（張雍）がこの支線に属する─である。
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四人の高級遊女に関する紹介が終わったあと，映画は第二回目の宴会を迎える（ショット

15）。依然として，同じメンバーで酒を飲んだり，拳遊びをしたりしている。だが，その同じ外

見の裏に，やや前回と異なるものが宿っている。まずは，王の状態である。前回の憂鬱さに，

今回の画面に溢れそうな晴れ晴れしさが取って代わる。前回不在だった小紅が王の後ろに座

り，彼と明るく話し合っている様子が，左右にパンするカメラにより画面に収められている。

この画面が何を示しているかというと，それは，二人が不和から親密になっていくという感情

の変化そのものだと考えられる。つまり，惠貞にも通い始めることによる不和（ショット1）

からその和解（ショット2，3）へ，また惠貞に簪を買うことによるふたたびの不和（ショッ

ト 11）からその和解（ショット 13，14）への，これまでの紆余曲折の過程がこの画面に凝縮さ

れている。もうひとつの変化は，宴会の主催者が洪ではなく，朱になったことである。これは，

今回の宴会の重点である朱の甥・淑人と双玉の繋がり─本筋以外のもうひとつのストーリー

ライン─を牽引している。

第二回目の宴会のあと，映画は愛の葛藤を一旦離れ，黄翠鳳の身請けに関する事柄（ショッ

ト 16，17）に焦点を当てる。やがて，第三回目の宴会（ショット 18）が登場する。無論，宴会

の参加者とその内容はいつもの通りである。だが，酒を酌み交わす賑やかな人々の中で，憂い

を帯びた表情を浮かべる王は，この反復される場面に一種の異様さを漂わせている。背景から

聞こえる街中の不穏な出来事（バクチの手入れ，人が墜死したなど）が客たちの注目を集める。

皆，席を離れ，窓の方にその騒ぎを見に行く。ただ，王だけはそれにまったく関心を払わず，

ひたすら自分の憂鬱な気分に浸っているように見える。また，注目すべきなのは，彼の隣にい

るのがもはや小紅ではなく，惠貞であることだ。王がなぜ鬱々としているのか，映像ではその

原因は明示されていないが，宴会の直後に登場する小紅の浮気の場面と関連すれば，それは自

ずと小紅のことと関わっているということがわかる。つまり，第二回目の宴会から第三回目の

宴会までは，王と小紅の感情関係について何も描写していないが，王の状態の変転から，その

間に何かが発生したと推測できる。今回の宴会は，二人の別れの伏線にもなっている。

黄翠鳳の身請けが達成されたあと，映画は最終回の宴会（ショット 30，31）を迎える。今回

の宴会は，まもなく広東に赴任する王の送別会である。これまでの宴会とやや異なり，二つの

ショットで構成される今回の宴会は，次のように撮られている。ゆっくり移動しているカメラ

が主に王の後ろに据えられ，彼の友達たちが彼の昇進を祝っている姿を画面に収める。次の

ショットでは，カメラが正反対の位置に置かれ，王の正面に向いている。この宴会の前に，王

が小紅との関係を断ち切り，惠貞との結婚に至るエピソードが語られる。従って，筋書きのヒ

ントから見れば，彼の隣にいるのは惠貞のはずだが，実際に目にしているのは双玉であった。

そして，王は昇進したにもかかわらず，それほど嬉しそうでもない。何かすでに発生したのだ

ろうというわれわれの推測が，直後に登場する洪と阿珠のやりとりによって裏つけられる。惠

貞が王の甥と浮気して王に追い出され，そして王はふたたび小紅に通いなおすが，終始気が晴
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れないという状態にいるのだと判明する。つまり，王にまつわる三角関係は，最後の宴会の画

面に示されているとおり，王が二人の女性をともに失ってしまったという結末を迎えるのだ。

こうして，物語全体の枠組みは，以上のように反復しながら転変しつつある宴会の場面によっ

て構成されている。それらの場面は，物語の進展段階をはっきり分けている一方，作品全体を

通貫する時間の流れをも明確に提示している。

以上，素材の取捨，プロットの推進，全体の構造といった側面から，本作におけるナラティ

ブの細部を分析した。それらの分析から，そのナラティブの各段階に共通している特徴が浮か

び上がってくる。それは，提示されるべきものの核心を，意識的に提示されるものの表面の下

に隠すということである。つまり，劇的なものをその周辺，あるいは前後に隠し，ドラマの中

心点を他者と他所に委ね，物語の発展・変化を反復しながらずれていく場面に任せる，という

ことである。従って，「隠れる」ことは，本作のナラティブにおける重要な特徴だといえる。こ

れはまさに，「深度は表面に表れ，それは潜在している」43というカルヴィーノから借りた言葉

を常に口にする侯孝賢が意識的に求めているものであろう。こうして，映画の語りは，彼らの

話している方言「呉儂軟語」のようにある種の「柔らかさ」を持つようになっている。登場人

物はつねに柔らかい口調でさりげなく話しを語っているが，その表面の下には暗流が密かに渦

巻いている。われわれの目にしているのは，食事をしたり，酒を飲んだり，アヘンを吸ったり

する日常的なものであるが，その内側には深く微妙な感情が静かに流れている。本作における

奥深さは，まさにこのような語りの方式と密接しているだろう。

3．「半拍遅れ」と「移行」そのもの

では，小説からの素材と上記の様々な技法によって組み立てられる物語は，映像においてい

かに表現されているのか。この節は，本作における映像表現に注目する。

本作の映像における特徴と言えば，真っ先に思い浮かぶのは，延々とまわり続ける長回しと

瞼を開いたり閉じたりするような場面転換フェードインとフェードアウトであろう。この二つ

の手法は，侯孝賢作品にとって新しいものではないが，本作のように作品全体を通して使われ

るのは初めてである。なぜ，この二つの技法にこだわっているのか，侯孝賢は次のように述べ

ている。

この二つの形式を用いる理由は明白だと思う。それらは小説のトーンと構造から自然に生

まれてくるものだ。もともとそれは遊女の日記であり，恋愛小説や歴史小説のような熱情

と形式が一切なく，ある種のドキュメンタリーに近いものだ。長回しは独立的な断片を表

43 卓伯棠編（2009），前掲書，68 頁。
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現するのに適している方法だと思う。フェードインとフェードアウトもほぼ同じ理由で使

われる44。

つまり，侯孝賢は原作におけるドキュメンタリー的タッチと独立的な断片を表現するために，

長回しを使っているのだ。では，その長回しは，いかにしてそれを表現しているのか。カメラ

の位置とその運動の軌跡から分析していこう。

3.1 「半拍遅れ」による冷静さ

周知の通り，遠くから被写体を眺めるという遠写しは，従来の侯孝賢映画にとって重要な美

学的しるしである。第三章で指摘した通り，そのようなロングショットは『戯夢人生』におい

て頂点に達しており，そのあとの『好男好女』の冒頭や，『憂鬱な楽園』のラストシーンにも見

られる。しかし，本作においては，これまでの「静観」的な遠写しがまったく見られず，かわ

りに被写体に寄った近距離の撮影がほとんどである。ただしカメラと登場人物との距離はかな

り縮められているとはいうものの，従来の遠距離による「静観」的な感覚が消えてしまったわ

けではない。むしろ，われわれは依然として，それらの近距離の運動ショットからある種の冷

静さを感じ取っている。本作のカメラの位置について，侯孝賢は次のように述べている。

『風櫃の少年』から『フラワーズ・オブ・シャンハイ』までの私の変化は，以前はカメラが

遠くなければ俯瞰的かつ客観的な視点を表現することができないと思っていたが，『フラ

ワーズ・オブ・シャンハイ』においては，それが必ずしもそうとは限らないとわかるよう

になったということである。その視点は，登場人物をどう取り扱うかということによるの

だ。もし，あなた自身がその現場で非常に冷静であれば，それらの人物が好きで一緒にい

るとしても，彼らを傍観することができる。つまり，カメラは彼らに近づいても，その効

果を出すこともできる。カメラはまるで彼らの隣にいる人のようで，時にはこちらの人を

見たり，時には音を追ってそちらを向いたりする。カメラはそれほど速く回れなく，ゆっ

くり回るだけだ。そちらに回ったら，その人はすでに立ち去ったか，話をやめたかなどか

もしれないが，それはまったく構わない……45。

ここでは，侯孝賢は近距離の撮影であっても，静観の効果を生み出すこともできるポイント

に触れている。それは，カメラの緩慢な動きだ。つまり，カメラは，目の前およびその周りに

起こっていることに熱心に関わり，素早く対応するのではなく，むしろ傍観的な態度─私に

44 106
45 林文琪，沈暁茵編『戯恋人生─侯孝賢電影研究』，麦田人文，2000 年，344 頁。
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はあまり関係ないが見ても聞いても構わない態度─による「半拍遅れ」のスピードでその場

面における変化しつつある視聴の焦点を追っていく。

前節で重点として分析した宴会の場面では，このような特徴が顕著に表れている。例えば，

冒頭のシーンでは，視聴の焦点が玉甫から雲甫に移るとき，カメラの運動は次のようになる。

玉甫に酒を飲ませない若い遊女がみんなの興味を掻き立てている。羅子富が「玉甫，あの妓

は？」と玉甫に聞く。「淑芳の妹です」と玉甫がやや恥ずかしげに答える。この時，画面外の雲

甫が「知ってるかい，淑芳は病気がちでかわりによく妹が宴会に来るが」というセリフで，弟

玉甫と淑芳の関係を皆に紹介し始める。カメラが，その語っている人をすぐ画面に収めようと

速くパンするのではなく，むしろその声を追って，ゆっくり左へパンする。このパンの末に，

「玉甫を早めに帰らせよう」と提案する雲甫が画面の左側の端に一瞬現れる。この時，宴会のホ

スト・洪が「遠慮せずにもっと飲んでくれ」と皆に勧めながら，席を離れる玉甫を見送る。カ

メラがさらに「半拍遅れ」のスピードで離れる二人を追っていく。見送りの末に，カメラが引

き続き，左側にいる朱藹人の声─「漱芳と玉甫はアツアツなんだね」─を追い，ふたたびゆっ

くり左へパンして，雲甫の長い語りに戻る。雲甫の語りはまぎれもなく素晴らしいのだが，カ

メラは彼の語りに完全に没入しているわけではない。むしろ，それはつねにその中心の周りに

起こっている大したことのない行為─遊女や使用人が客に酒を注ぐことや，隣席の二人が密

かに何か話し合うことなど─に惹かれ，ゆっくり右へパンする場合が三回ほどある。また，

このシーンの後半に登場してくる朱と林の「せめあう」会話もそうである。もともと二人の会

話に注目すべきカメラが，周りの別の無関係のことに惹かれ，ゆっくり右へ二回ほどパンする。

つまり，カメラは登場人物に近寄るが，彼らの間に起こっていることにあまり深く介入せず，

つねに「半拍遅れ」のスピードで物事の中心を追っていく。それと同時に，カメラは終始その

中心に留まっているわけではなく，むしろその周りの無関係のことによく惹かれている。この

ような時間における「半拍遅れ」と空間における周りへの移転は，カメラと物事の中心の間に，

ある種の隔たりを作り出しており，映し出されている映像に傍観のような「冷静さ」を帯びさ

せている。

3.2 「移行」による流動性

また，緩慢以外の，カメラの運動におけるもうひとつの特徴が上記の分析により現れている。

それは，カメラの「振り子」のような動きである。周知の通り，前文で言及したロングショッ

ト以外に，固定ショットも従来の侯孝賢作品でよく見られる技法の一つである。固定ショット

の特徴の一つとしては，その凝視の対象が画面における唯一の中心点として提示されるという

ことがあげられる。言い換えれば，従来の固定ショットにおいては，その表現の中心点はほぼ

一つしか存在しないということである。実は，『戯夢人生』以降の作品で多用される移動ショッ

トも同様である。それらの移動ショットにおいては，カメラは常に運動中の一つの物事を追い
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かけている。複数の出来事が登場してくる『憂鬱な楽園』においても，カメラは常に画面内の

一つの物事を追いながら，ほかの物事を画面外，あるいは焦点外に登場させている。だが，『フ

ラワーズ・オブ・シャンハイ』においては，カメラはひたすら一つの物事を追いかけるのでは

なく，むしろ二つの物事─ホストとゲスト，話し手と聞き手，遊女と客，遊女と女将など─

の間で揺れ動くのだ。以上分析した宴会の場面はもちろんそうであるが，それよりもさらに顕

著に見える遊女の部屋で遊女側の女三人と王たち客三人が口論するシーンを取り上げてさらに

詳しく見ていこう。

映画の中で，沈小紅が登場する最初のシーンは次のように撮られる。「沈小紅」という赤い字

幕のあと，ベッドの端に座り，悲しそうな顔をした小紅がフェードインしてくる。同時に，画

面外の使用人・阿珠が自分の主人を代弁し，惠貞に通うことについて王をたしなめる。しばら

くしてから，カメラがゆっくり左へパンし，使用人・阿金（邱韻如）がスクリーンの端に現れ，

次いでカメラは阿金の動きを追い，部屋の真ん中にいる卓まで左へパンし続ける。そこで，給

仕しながら話している阿珠と，左側の椅子に座って黙ってそれを聞いている王と彼の友人・湯

嘯菴（李佑杭）が画面に映し出される。カメラが引き続き，左側の洪にタオルを渡そうとする

阿珠の動きを追い，画面の最左端にいる洪をフレームに収める。こうして，最右端の小紅から

最左端の洪までパンするカメラは，このシーンに登場する全員を画面に映し出す。続いて，カ

メラは，この遊女の立場を代表する右側（真ん中の阿珠と阿金を含む）と客の立場を代表する

左側の間を三回ほど往復する。タオルを洪に渡した阿珠が卓に戻り，お茶を入れながら，借金

の肩代わりの話を言い続ける。カメラはそれを追って少し右へパンする。そして，左側にいる

湯が「小言はもういい」と言い始め，王と小紅の和解のために解決策を提案する。カメラがそ

れに応じて，少し左へパンする。その提案に対して，最右端の小紅がようやく口を開く。この

とき，カメラは再び阿金の動きを追ってゆっくり右へパンし，文句を言い続ける小紅で止まる。

小紅の文句に対して，画面外の洪が異議を唱え，遊女と客の関係について自分の意見を言い出

す。カメラが，その声を追って，最右端から洪のいる最左端までゆっくりパンする。そして，

洪の発言の最後に，カメラが再び阿金の移動を追って，右へパンし，洪の発言に反論している

阿珠の姿を画面に収める。その反論のうちに，阿金が黙っている小紅のそばにやってくる。カ

メラは引き続き，それを追って，再び移動の起点に戻る。画面外の左側にいる客たちが帰ろう

とする。このとき，カメラは王の帰りを制止しようとする阿金の姿を左側のドアまで追跡して

いく。結局，王が阿珠に説得されて残る。小紅が客たちを見送るために，右から画面に入り，

王の隣席に座る。彼女が王を責め続けるところでこのシーンが終わる。前の宴会のシーンより

も複雑でかつ幅広い「振り子」のような動きにより，このシーンでは，こうしたカメラの動き

が前景化されている。また，小紅の部屋以外に，双珠や翠鳳の部屋で登場人物たちが対話する

場面においても，このようなカメラの運動が見られる。では，これらの，物語において一般的

な切り返しショットや，『戯夢人生』のような固定のフルショットで表現できる場面において，
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このような「振り子」的なカメラの動きは，いったいどのような役割を果たしているのだろう

か。内容と形式という二つの側面から，以下の二点を見出すことができるだろうと考える。

まず，言葉による人物の関係性を際立たせること。周知の通り，本作は封建制が残り，身分

の上下関係が厳しい清朝の妓楼を舞台としている。遊女は女将が金で買った「モノ」であり，

ある意味で女将の私物でもある。映画の中で，黄翠鳳が身請けを図っていることからもわかる

ように，その両者の間にある従属関係が明らかに存在しているのだ。そして，遊女が商売をす

る場合，経済的には客に依存することになり，座敷の貸し切り，借金の返済などの金銭問題が

映画においても頻繁に登場している。つまり，この世界にいる人物の人間関係は，決して平等

とは言えないということだ。だが，映画では，登場人物たちの間の会話は，まったくこのよう

な不平等な関係にとらわれていない。遊女たちが客と対等に話したり，自分の「母親」・女将に

忠告したりする場面をよく目にする。或いは，遊女の使用人でも客の不始末を責めることもで

きるのだ。アラン・ベルガラが指摘している通り，「この映画の最大の魅力は，この二重に閉鎖

される─われわれがこの閉鎖的な妓楼に閉じこめられ，この妓楼が中国の法律の適用を受け

ない国際租界に閉じこめられる─小宇宙において，言語の関係が，経済・社会的要因に左右

される対人依存関係─ある種の奴隷のような関係─を超越していることである」46。もち

ろん，このような言語の特性は，原作から受け継いだものに違いない。張愛玲がその原作から

読み取った日常的味わいも，この点と緊密に関わっているだろう。従って，このような経済・

社会的な依存関係を超える言語に対して，均質的に会話の双方の間で往復するカメラは，その

言語による普通の「人間」としての平等性を際立たせているのである。われわれが見ているの

は，遊女と客の間の葛藤というよりも，普通の恋人同士の間の愛の戯れだと言えるだろう。監

督が求めている日常性は，このようなカメラの動きにより際立たせられているのだ。

次は，「視聴の分離」による世界の豊かさと流動性を見せること。ここで改めて，カメラの動

きを牽引する要素に注目する。前文で分析した冒頭のシーンでは，カメラの動きを牽引するの

は，その中心的な物事の周りにある無関係な動作である。その後の小紅が登場するシーンでは，

それは，お茶を運んだり，主人のそばにやってきたりする阿金の移動である。指摘しておきた

いのは，これらの中心的な物事に関係ない動作は，カメラの動きを自然に見せるために，人物

のセリフのタイミングに合わせる上で緻密に設計されたものだということである。これは，無

論本作における一貫した「隠れる」ことの映像表現での変奏だと認められよう。重要なのは，

カメラがそれらの無関係なことを追って，ゆっくり左右にパンする途中で，画面外の中心的な

物事が音声において語られているということである。つまり，カメラが「振り子」のように動

いているとき，視覚における焦点と聴覚における焦点が噛み合っておらず，分離している。こ

のような，切り返しショットの積み重ねによる「視聴の統合」と正反対の「視聴の分離」が，

46 《 》Hou Hsiao-hsien 2005 204
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われわれに何を示しているのかというと，それは中心的な物事の周り，すなわちその中心を超

えるより広い世界の存在をわれわれに提示しているのだ。日常的な風景は，このように中心点

から外れる時点で呈示されている。また，カメラの動きの微妙さは，これにとどまっていない。

というのも，それらの場面においては常に二つの中心点が存在しているからだ。例えば，冒頭

のシーンで，カメラを，話しつづける雲甫から右へ移動させる，使用人が酒を注いだり，他の

人物たちが話し合ったりするなどの動作は，全て王を中心としているものだ。まもなく登場す

る内容と関連すればすぐわかるが，この時点にいる王は，まさに映像表面の下にあるもう一つ

の中心点として存在している。小紅の登場するシーンでもそうである。カメラの動きを牽引す

る阿金は，左側の王を中心とする客と右側の小紅を中心とする遊女という二つの中心点の間で

往復している。したがって，この角度から見れば，カメラを動かす要素は，その中心点以外の

世界の豊かさだけでなく，ある中心点から別の中心点への「移行」そのものを見せているのだ。

このような「移行」を通して，表面と深層，客と遊女あるいは男性と女性の間の相互作用によ

る言語化できない微妙な感情の流れが見えてくるのだ。監督を惹きつける原作の複雑な人間関

係は，このような「移行」そのものによって，効果的に視覚化されているといえるだろう。

また，映画の全体から見れば，このような「移行」にこだわる映像表現は，本作が描こうと

している物語の中核と通底しているのではないかと考えられる。本作における登場人物は，常

に二つの物事の間で揺れ動いている状態にいる。主人公である王は，長年付き合っている小紅

と新しい恋人の惠貞の間でさまよっている。小紅は，王と付き合いながら，浮気の相手小柳に

も通っている。惠貞は，王と結婚するようになったが，王の甥と浮気してもいる。翠鳳は，高

級な遊女でありながら，終始自身の身請けの道を模索し，独立しようとしている。つまり，本

作の物語は，登場人物のある状態から別の状態への「移行」そのものを描こうとしている。こ

の意味で言えば，本作は「移行」に関する映画だと言えるだろう。

終わりに

本章は，先行研究で高く評価される一方，充分に検討されていない『フラワーズ・オブ・シャ

ンハイ』を取り上げ，侯孝賢の「深度が表面に表れる」という創作理念を手がかりとし，制作，

ナラティブ，映像表現といった三つの側面から，本作におけるシンプルな表面の裏にある複雑

な様相を考察した。まず，制作側からの証言を参照するうえで，監督の演技指導と美術のセッ

ティングといった二点から，「身体」と「環境」を巡って，制作側がいかにして無関係なもの＝

欠かせないものを通じて，本作における特有な雰囲気を醸し出したのかを分析した。次に，原

作との比較に基づいて，素材の取捨，プロットの推進，全体の構造といった側面から，ナラティ

ブの各段階における特徴を分析し，その全体に共通する「隠れる」という特徴を明らかにした。

最後に，本作における映像表現，とりわけカメラの運動に注目し，「半拍遅れ」と「振り子」的
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動きという特徴を見出し，それらの特徴がどのような美学的効果をもたらしているのかを論じ

た。以上の分析によって，侯孝賢がいかに表したいことを無関係な，あるいは日常的なことの

中に隠しているのかを明らかにした。

侯孝賢は自分が形式主義者ではないと主張しているが，彼はすでに自分なりの体系的な「間

接」的表現技法を確立しているのだ。本作をこれまでの作品群の中で見れば，上記の分析に示

している通り，本作は彼の「隠す」という技法が最も発揮されている作品と言える。とりわけ，

原作の小説と比べてみるとき，そうした表現上の特性がさらに顕著に浮かび上がって見えてく

る。彼は，物語を重視していないわけではないが，物語は決して彼の狙うことではない。むし

ろ，それは表面の下に隠されている糸であり，表面にある日常的な細部に満ち溢れている断片

を繋ぎ合わせるために存在しているものである。物語的な要素をふんだんに持ち込みながら，

それらをただ断片として提示し，決して直接物語ろうとはしないという姿勢は，本作において

徹底されている。無論，これは侯孝賢が意図的に追求していることである。その結果，物語の

ドラマ性や時代の風貌などの「主幹」が超えられ，日常性に溢れる映像の表面にある生き生き

とした人間の具体的な存在状況という「枝葉」が見えてくるのだ。このような表現は，それら

の，時代の物語を「現代」に重ね，比喩なり象徴なりにすることで何らかの教訓を引き出そう

とする同時代の監督たちのやりかたと一線を画している。この意味で，本作は，決して欧米に

迎合するために作られたエキゾチックな作品47ではなく，むしろ人間に共通するものを表して

いるものだと言えよう。

（きょう きんろう・人文学専攻)

47 先行研究においては，本作が欧米に迎合するために作られたエキゾチックな作品で，「張芸謀モード」
の侯氏バージョンに過ぎないのだという批判があった。参照： No Man an island: The
Cinema of Hou Hsiao-hsien 2017 142
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臨床倫理における4分割法の活用と課題

木 村 禎

要 旨

医療倫理の分野において，ビーチャムとチルドレスの四原則主義に対して，
ジョンセンが臨床倫理として，倫理的問題に関する検討方法を提示した。日
本では，ジョンセンの臨床倫理の検討方法が，四分割の症例検討シートとなっ
て広く知られている。現在日本において，四分割表は臨床の倫理問題を検討
するうえで，様々な医療職種の間で共通のフォーマットとして活用されてい
る。しかしながら，世界に目を向ければ，日本に広く流布している四分割表
が必ずしも一般的なわけではない。
昨今医療の場で，個々のケースにおいて，対話を通して倫理的問題にかか
わる人々の中で，合意を形成していくプロセスが必要不可欠となっている。
このプロセスにおいて，四分割表は非常に有用であると筆者は考えている。
しかし，活用しやすく，汎用性が高いものであるからこそ，四分割表の空欄
を埋めることで，倫理的問題の解決策が見出させるという誤認や使用方法の
誤用も数多くあるのではないかと考える。
本稿では，ジョンセンの臨床倫理の検討方法と四分割表について概要を述
べたうえで，四分割表の活用と，活用における問題点を考察し，さらに，四
分割表を活用するうえで筆者が必要と考える，医療に求められる感受性につ
いて考察する。

はじめに

医療倫理の分野において，ビーチャムとチルドレスの四原則主義に対して，ジョンセンが臨

床倫理として，倫理的問題に関する検討方法を提示した。ジョンセンらが『臨床倫理学』の初

版を刊行したのは 1982 年である。

日本では，ジョンセンの臨床倫理の検討方法が，四分割の症例検討シート（以下，四分割表

とする）となって広く知られている。日本でジョンセンの臨床倫理の検討方法が導入されるよ

うになったのは 1990 年代後半になってからである1)。その後，活用しやすい方法として，四分
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割表が考案され，現在日本において，四分割表は臨床の倫理問題を検討するうえで，様々な医

療職種の間で共通のフォーマットとして活用されている。しかしながら，世界に目を向ければ，

日本に広く流布している四分割表が必ずしも一般的なわけではない2)。さらに，ジョンセンの

臨床倫理検討方法が，日本では四分割表として，広く流布されているが，世界をみると四分割

表として活用しているのは日本のみである。

ジョンセンの臨床倫理の検討方法が，四分割表として日本で広く流布され，活用されるよう

になったたことの背景に，ジョンセンらが刊行した『臨床倫理学』を邦訳した訳者らの尽力が

ある3)。ジョンセンの考えをもとに邦訳者らが，活用しやすい方法として，四分割表を提唱し

たことが，日本におけるジョンセンの方法が広く流布，または活用されるようになったことの

きっかけになったと容易に推察される。

医療の場において，古くから，功利主義や義務論，倫理原則をもとにしたアプローチや，決

疑論的なアプローチで倫理的問題の解決策が考えられてきた。しかしながら，脳死に関する問

題，胎児の人権，認知症患者の意思決定，重症患者の終末期を含む治療の中止や差し控えといっ

たさまざまな倫理的問題が臨床では生じている。また，医療の中で，インフォームド・コンセ

ントの概念が定着し，医師主導のパターナリズムにもとづく治療方針の決定から，医療が提供

される環境は患者の人生や価値観などにもとづく意思決定，患者中心の医療の提供へと変化し

て久しい。このような状況で，これまでの方法では，結論が出ないようなケースが，臨床では

散見されている。個々のケースにおいて，対話を通して倫理的問題にかかわる人々の中で，合

意を形成していくプロセスが，臨床倫理における倫理的問題の解決には必要不可欠であると考

える。このプロセスにおいて，四分割表は非常に有用であると筆者は考えている。しかし，活

用しやすく，汎用性が高いものであるからこそ，四分割表の空欄を埋めることで，倫理的問題

の解決策が見出させるという誤認や使用方法の誤用も数多くあるのではないかと考える。

本稿では，ジョンセンの臨床倫理の検討方法と四分割表について概要を述べたうえで，四分

割表の活用と，活用における問題点について考察していく。さらに，四分割表を活用するうえ

で筆者が必要と考える，医療に求められる感受性について考察をしていく。

1．ジョンセンの臨床倫理の検討方法について

臨床倫理学は，臨床現場の個々のケースに見いだされる倫理問題を個別の諸事情に即して暫

定的かつ蓋然的に解消することをめざし，そのための具体的な方法を模索する（服部 2018：

117）。ジョンセンらが『臨床倫理学』を出版した当時，臨床倫理学といえばジョンセンを示し

ていたが，1990 年前後からジョンセンの方法が唯一絶対の方法とみる必然性はないと考え，

諸々の方法ないしは流派が編み出されるようになった4)。1990 年代後半からジョンセンの臨床

倫理の検討方法は日本で活用されるようになり，かつその方法は四分割表として広く流布され
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るようになった。日本における医療倫理学，看護倫理学，生命倫理学の成書において，臨床倫

理学の方法として最も高率で紹介されているのは四分割表である5)とされる。しかしながら，

世界に目を向けると，必ずしもジョンセンの臨床倫理の検討方法や四分割法が一般的ではない。

邦訳の訳者を代表して赤林は，第5版邦訳のあとがきの中で，1997 年に原書の第3版が邦訳さ

れた際には，四分割表は，原書の中には掲載されていなかったが，第3版の翻訳時に，訳者ら

がジョンセンの方法を四分割に区分した「四分割表症例検討シート」として付した方がわかり

やすいと考え，邦訳の解説で紹介し，その後，ジョンセンへ翻訳本を送付したのち，ジョンセ

ンが原書でも採用したという経緯について述べている。このことからもわかるように，四分割

表は，ジョンセンらの考えをもとに日本で考案され，アメリカへ逆輸入されたものであること

がよくわかる。また，このことを踏まえると，『臨床倫理学』の本論の中で，四分割表が提示さ

れていず，序文の最後で提示され，また，本論とは別に，項目索引の後で「症例検討の進め方」

として提示されている点も納得ができることである6)｡

ここで，まずはジョンセンの臨床倫理の検討法について，その概要を示していく。ジョンセ

ンらは 1992 年に刊行した Clinical Ethics の中で，決疑論をもとにした症例検討の方法として，

【医学的適応】【患者の意向】【 】【周囲の状況】という四つの項目について，必要な情報や

問題点を整理して，分析をする方法を提案した。これら4つの項目には，それぞれ関連する倫

理原則がある。【医学的適応】は「善行・無危害の原則」，【患者の意向】は「自律尊重の原則」，

【 】は「善行・無危害の原則」と「自律尊重の原則」，【周囲の状況】は「正義の原則」であ

る。ここでいうところの倫理原則とは，ビーチャムとチルドレスが示した，生命倫理の四原則

に対応するものであり，善行の原則とは「仁恵や恩恵の原則ともいい，患者（もしくは第3者）

にとって恩恵となることは行うべきだという原則」，無危害の原則とは「患者（もしくは第3者）

にとって危害となるようなことは行うべきではないという原則」，自律尊重の原則とは「自己決

定権の尊重，患者が自分で考えて判断する自律性を尊重しなければならないという原則」，正義

の原則とは「公平と公正のという意味があり，公平な資源の分配，資源を分配する際の公正（決

め方のルール）さにかかわる原則」である。

ジョンセン（ ジョンセン 2006：9）は，臨床倫理の検討方法について以下のように

述べている。

「これらの原則や規則を用いて分析を始める他の多くの倫理学の論文と違って，われわれの

方法ではまず症例に関する事実面での特徴を取り上げる。原則や規則は，項目を議論する中で

それらが関連するときに言及する。この方法を用いれば，原則に関する抽象的な議論を避ける

ことができるし，自律性や善行などの単一の原則を症例検討の唯一の道しるべとする傾向も避

けることができる。」

このことから，ジョンセンの臨床倫理の検討方法は，決疑論をもとにして症例に関連する事

実について情報を整理し，各4つの項目について検討する際に，関連する場合のみ原則や規則
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を用いて検討をすすめるという方法で症例検討を進め，必ずしも倫理原則を用いない，原則論

をもとにした症例検討アプローチをとらない方法で検討をしていることが理解できる。また，

このような方法をとることで，いずれかの原則を拠り所とした結論を見出すのではなく，症例

の個別的な事実に目を向けた結論を導き出そうとしていることが推察される。

ジョンセン（1991）は Casuistry as Methodology in Clinical Ethics の中で，決疑論が臨床倫理学

者や倫理コンサルタントにとって，どのように実践的な推論の手法として役立つかに焦点を当

てて，自身の考えを述べている。その中で，決疑論の定義を形態学，分類学，動力学という3

つの用語を用いて説明し，その中の，形態学の中で，どのような症例であっても不変の構成要

素として，症例の医学的適応，患者の意向，患者の ，患者の外部にあるが症例に影響され

る社会的・経済的要因である周囲の状況の4つを挙げている7)。また，ジョンセンは自らが決

疑論者である立ち位置から，決疑論において，症例の分類が非常に重要であり，症例を道徳的

な文脈の中に置くことで，善悪の推定に対抗しうる議論の重みを明らかにするとし，それぞれ

の症例と典型的な事例との間の差異が，道徳的な妥当性についての判断を左右すること，その

判断は，原則や理論ではなく，症例自体の形態や類似の症例との比較において，状況や最大公

約数がどのように現れるかに基づいているとしている。これらのことからも，ジョンセンの臨

床倫理の検討方法が決疑論をもとに倫理的問題の解決を図ろうとしていることが理解できる。

2．四分割表について

前述までは，ジョンセンの臨床倫理の検討方法の概要について述べたうえで，その方法が，

決疑論をもとにしたアプローチ方法であることを述べてきた。先にも述べたように，四分割表

はジョンセンの原書の中では，「ジョンセンの四分割表」としては，紹介されていない。あくま

でもジョンセンによる臨床倫理の検討方法を，四分割表というツールに落とし込んだのは，日

本語版の訳者らである。そこでここからは，日本において四分割表として発展してきた経緯や

日本における四分割表の使用方法，症例検討の進め方といった四分割表の概要について，以下

に述べていく。

四分割表を使用した症例検討の進め方として，邦訳者たちは以下のように概要をまとめてい

る。第一に，「倫理的な問題で判断に困っているその症例について，できるかぎり情報を収集す

る」。この時点では，まだ四分割表は使用しない。次の第二段階で，四分割表を使用して，「【医

学的適応】，【患者の意向】，【 】，【周囲の状況】のすべてについて，考えられる問題点を列

挙する」。項目を埋める順序に決まりはないが，ジョンセン（ ジョンセン 2006）の書

籍内では，「医学的適応」「患者の意向」「 」「周囲の状況」の順にすすめられている。また，

この段階で項目欄を埋めることが目的にならないように，ある一つの情報や問題が複数の項目

に当てはまる場合は，いずれの項目にも記載し，どこにいれたらいいか迷うような情報や問題
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についても，暫定的にどこかに記入するようにする。その後，第三段階として，「すべての項目

を網羅し全体が見えたところで，『臨床倫理学』の中で紹介されている議論や症例などを参考に，

何を優先すべきか，何がもっとも適切かについて判断を行う」。ここで，それぞれの項目の中で

わかっていること，わかっていないことを整理し，必要がある場合，そして時間的に余裕があ

る場合にはさらに情報を追加していく。そうしたうえで，全体をみて各項目ごとの対処の仕方

を検討し，その対処の仕方が対立するような場合には，ジョンセンの書籍内で紹介されている

議論や症例を参考にして，何を優先すべきかを考えていく。ジョンセンは，【医学的適応】，【患

者の意向】，【 】，【周囲の状況】の4つの項目に，それぞれどのような内容が記載されるべ

きかを，その著書の中で示している（図1参照）。

以上が四分割表を使用した症例検討の進め方であるが，先の第二段階でも述べているように，

― 104 ―

北海道大学大学院文学院 研究論集 第 22 号

― 105 ―

木村：臨床倫理における4分割法の活用と課題

図1 ジョンセンの四分割表
(2002)/赤林，蔵田，児玉．（2006）．

臨床倫理学，臨床医学における倫理的決定のための実践的なアプローチ（第 5版）．
13．新興医学出版社．



4つの枠を埋めることが目的ではないため，必要以上に問題点をどの枠の中に入れるかで悩む

必要はないと，邦訳『第五版 臨床倫理学』の中で示されている8)。しかしながら，4つの枠の

中で【 】は，「善行・無危害の原則」と「自律尊重の原則」の二つの倫理原則について，情

報や問題点が記載される項目である。このほか，【医学的適応】の中では「善行・無危害の原則」

について，【患者の意向】の中では，「自律尊重の原則」について，情報や問題点が記載される

ため，どちらの項目に記載すべきかで悩むケースも，実際の臨床では少なくはない。

この四分割表を使用することのメリットとは，4つの項目に必要な情報や問題点を整理する

ことで，純粋に医学的な判断が困難な事例であるのか，それとも医学とは別に心理的側面や社

会的側面などの影響により問題が生じているのかを整理できることである9)。このことからも

わかるように，【医学的適応】，【患者の意向】，【 】，【周囲の状況】の項目を埋める順序に決

まりはないが，ジョンセンが症例検討の進め方として，「医学的適応」「患者の意向」「 」「周

囲の状況」の順にすすめている理由を窺い知ることができる。ジョンセン（ ジョンセン

2006：15）は，たいていの場合，医学的適応に基づいて行われる治療上の決定は単純明快で

あり，明らかな倫理的問題は一つも生じないと述べている。ジョンセンが，症例検討の進め方

として，最初に「医学的適応」を検討することで，目の前の問題が，倫理的問題なのか否かを

判断することができ，医学的適応があるにも関わらず，それを無視すること自体が，倫理的問

題であると考えていることが推察される。

3．臨床倫理における四分割表を活用することの有用性

このようにジョンセンらの考えのもとに，日本において四分割法という活用しやすい方法が

見出され，汎用度が高まってきた。ジョンセンの臨床倫理の検討方法をもとに，考案された四

分割表は，医師のみならず，多職種で共有されるツールとして，日本で広く用いられている。

しかしながら，筆者は「四分割表」というツールのみが，倫理的問題を考える場面で一人歩き

しているのではないかと考える。ここでは，四分割表がどのような考えのもとに現在までの形

に至ったのかについて，詳らかにしたうえで，倫理的問題の解決にあたって四分割表を活用す

ることの有用性について考察を述べていく。

ジョンセンは自らをカズイストであり，医療倫理の実践で常にカズイストリーを行っている

としている10)。カズイストリーとは，中世からカトリック神学の中で用いられてきた道徳判断

の方法であり，決疑論と訳される。前述のジョンセンの臨床倫理の検討のすすめ方で，まずは，

症例に関する事実に焦点を当て検討していることからも，決疑論をもとにした考え方であるこ

とが窺える。

岡本（岡本 1998：35-36）は，『カズイストリーの濫用』を引用し，ジョンセンとトールミ

ンの主張を以下のように示している。
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「二人は西洋思想史上でアリストテレスやキケロからはじまるカズイストリーの歴史をたど

り，カズイストリーは中世から近世とくに 1550 年から 1560 年にかけてのイエズス会士たちの

決議論（注：原文ママ）の論争がその最盛期であったが，ジャンセニストの の痛烈な批

判で急速に後退した。二十世紀の中ごろまで倫理学は実践的問題を取り上げなかったが，複雑

な倫理問題の解消のために具体的事例と状況に顧慮するアプローチが生まれた。これはカズイ

ストリーの復活なのだ，という歴史的因果関係の主張を行う。一方では，事例主義こそが正し

い倫理学の方法なのであり，「原理主義」に抗して主流になるべきであるから，正しいカズイス

トリーの方法が復活されるべきである，という倫理理論的主張もしている。中・近世カズイス

トリーと現代事例中心主義の間に事実関係を認め，事例中心アプローチとしてのカズイスト

リーの「原理主義」に対する優位性の主張となっている。」

ジョンセンらが Clinical Ethics を刊行したのは 1992 年であり，このような倫理学の中での

流れを汲んでいると考える。ジョンセンは，近来事例中心アプローチが主流になりつつあるの

はカズイストリーの復活であること，事例主義こそが正しい倫理学の方法であり，「原理主義」

に抗して主流になるべきであるから，正しいカズイストリーの方法が復活されるべきであると

いう二つの主張をしている11)。しかしながら，岡本（岡本 1998：43）は，最近のジョンセンが

カズイストリーに対する批判を受けながら，カズイストリーは古典のも近代のも原理を拒否し

ないと主張しているとし，以下のように述べている。

「最近の はカズイストリーは古典のも近代のも原理を拒否しないと主張し，その点で

状況主義 や前後関係主義 とは一線を画しているという。ある場合に

は原理が文句なく適応されるが，倫理理論を最初に構築して事例の状況に応用することに抵抗

するのだから，「応用倫理」というレッテルだけはいただけない，という。理論を拒否しないと

いっても単一理論ではなく，多種の理論のいいところを選んで採用するのだから，無理論派

なのではなく，理論穏健派 なのであると主張している。」

先にも述べたように，ジョンセンは臨床倫理の検討の進め方において，まずは，症例に関す

る事実に焦点を当て，ジョンセンの各項目を議論する中でそれらが関連する時に，原則や規則

に言及するとしている。ジョンセンの元来の立ち位置である，カズイストとして決疑論に重き

を置きながらも，必要な場合には，原則などを用いて検討をしていくというアプローチをとっ

ていることが，これまで述べてきたことから理解をできる。

『臨床倫理学』の邦訳者である，赤林と白浜は，「『臨床倫理学』を臨床現場や教育の現場で用

いられる方々へ」と題し，ジョンセンの臨床倫理の検討方法を活用することで，有用であると

思われる点を整理している12)。整理された複数の論点の中の一つとして，医療従事者にとって，

何となくすっきりしないと思われる症例の倫理的問題点を明らかにすることができることを示

している。なぜ，何となくすっきりしないと思われる症例の倫理的問題点を明らかにすること

ができるかということの概要は以下の4点13)である。
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1．四つの枠を埋めようとする手続きの中で，それまで気づかなかった問題点を発見すること

ができるかもしれないこと

2．対処可能な問題を一つ一つ解決する過程で，新たな方策が見出されるかもしれないこと

3．症例の倫理的問題をもれなく把握し，その対処の方法を考えるための道具であること

4．この方法が，ある特定の時点の判断の際の手助けになると同時に，各枠の問題点を一つ一

つ解決しながらさらにその先の時点で再検討するというように，経時的・連続的に用いら

れるべきものであること

これら4点から，四分割表が倫理的問題に対応する医療者の気付きのためのツールとして非

常に有用であると言える。顕在化している問題点のみならず，見えていないものは何であるの

かという，潜在化している問題点も気付くことができるものであると考える。また，四分割表

の使用にあたっては，必ずしも複数名で使用することを必須としていない。実際の臨床の場で

は，症例検討やカンファレンスといった場で，四分割表が使用される機会が多い。しかしなが

ら，必ずしも，複数名での使用を必須としていないことが，先述のことから言える。四分割表

は，ある時点で，個人の中で思考を整理することに使用できるという点でも有用性があるとい

える。これらのことから，ただ四分割表を埋めるのではなく，四分割表を利用することで，自

らの思考を整理するということが，四分割表を利用するにあたっての本質であると考えられる。

ジョンセンは，四分割表が，症例に関する事実を順序正しく記録することに役立つことを述

べている14)。そのうえで，それ以上に，四分割表を使用することの重要な目的は，以下のよう

に，四分割表が症例の倫理的検討のガイドとして使用できることであると述べている15)。

「症例に関する数多くの事実はそれぞれの項目で残りの項目とは無関係に存在するわけでは

ない。むしろ，それらが出そろうと，相互関係を評価し原則に照らして検討するという倫理的

作業が始まるのである。症例によっては，事実関係が明らかになれば簡単に問題解決ができる

とわかる場合もあるだろう。それは，事実関係の混乱やコミュニケーション不足のために，あ

る原則の明らかな優位が見落とされていたような場合である。また，複数の原則の反照的な均

衡をとりながら，最終的にはどの原則が優位であるかを明らかにすることが必要になる場合も

あるだろう。最後に，事実関係や原則が明らかでも本当の倫理的ジレンマが解決されない場合

もある。臨床現場にはこのようなジレンマがあることはわかっているが，多くの倫理的問題は

適切に解決できると確信している。価値の衝突がある場合は，道理をわきまえた（ ）

人がその状況の倫理的側面と事実関係を慎重かつ誠実に考慮したあとで，選択すべきである。

本書はそのような立場の人に役立つものと期待される（ ジョンセン 2006：11-12）。」16)

四分割表は，ジョンセンの考えのもとに日本において発展し，さらに逆輸入的な形でジョン

センのもとに提示され，ジョンセン自身がその有用性を認めるツールとなった。四分割表は症

例に焦点をあてた，事例中心のアプローチでありながらも，必要な場合には検討する際に，原

理，原則を用いるといった方法をとっており，具体的事例と倫理原則の両方を重視したアプロー
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チをとっている点で，倫理的問題の解決を考えるうえで，非常に有用性が高いツールであると

考える。

4．臨床現場での四分割表に対する誤認

ここまで，ジョンセンの臨床倫理の検討方法と，四分割表にかかわる背景的な側面や，有用

性について述べてきた。しかしながら，実際に活用する臨床現場では，四分割表について，四

つの項目，四つの欄を埋めることで，倫理的問題に対する解決策が見出されると思われている

のではないであろうか。四つの項目が，それぞれどのような倫理原則に対応しているのかを理

解して活用されているのであろうか。四分割表がある一時点での情報を整理し，顕在化されて

いる倫理的問題に，または潜在化している倫理的問題を考える上でのツールであることを考え

ると，四分割表を用いた後，どのように分析をするのか，その分析方法についての理解が必要

ではないのだろうか。以下に臨床の場で四分割表が使用されるにあたって誤認されている点に

ついて整理をしていく。

看護の分野でフライの倫理的意思決定のプロセスは，広く認知されている。フライ（ フ

ライ， ジョンストン．2010：80）は自身の書籍の中で，以下のように述べている。

「価値は一時たりとも止まってはいない。時間の経過によって異なり，重要な人間の事項や

関係に関連して流動的である。」

このことから考えられることは，倫理的問題とは時間経過に伴って変化していくということ

である。ある時点で情報を整理し検討をしたとしても，時間が経過すれば，それはすでに過去

のことであり，臨床の場面では，必要な時に，タイムリーに事例の分析・検討をすることが求

められる。四分割表は，倫理的問題に関わる人々の中で情報を整理し，どの価値に重きを置い

て問題を解決するかを考えるためのツールとして非常に有用である。しかし，それは時間経過

の中での「ある一時点」での情報を整理したものである。フライが述べるように，「価値は一時

たりとも止まっていない」ことを考えると，四分割表は，ある時点での事例の情報を整理し検

討した以上に，時間経過によって変化する可能性がある価値にまでは言及ができない。

実際に臨床で活用されている場面ではどうであろうか。関係者が集まって，四分割表に情報

や問題を整理しながら，検討・分析をする頻度はどの程度あるのであろうか。四分割表は，本

邦においては各種の倫理に関わるセミナーや書籍の中で，数多く紹介をされるツールではある

が，実際の臨床場面では，ある一人の医療者の中での情報の整理や事例検討に活用されたり，

または，すでに過ぎた事例について，後方視的に分析する際に活用されることも少なくないの

ではないかと考える17)。ある医療者が個人で，事例検討や分析に活用する際は，四分割表をタ

イムリーに使用できると考えられるが，フライが述べるような，「重要な人間の事項や関係に関

連して流動的である。」という点から考えると，検討や分析の結果が，個人の見解に偏ってしま
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う可能性がある。また，四分活表を後方視的に活用するということでは，すでに過ぎた事例に

対するアプローチであり，問題が生じた時点でのタイムリーな検討にはならない。すでに過去

のことになっているという点で，反省や学びを得る機会とはなるが，問題が生じている時点で

の，解決策を導き出すことにはならない。また，四分割表を臨床で使用する場合には，しっか

りと四分割表を作りこんで，事例検討やカンファレンスをしているのではないであろうか。こ

の点においても，フライの，「価値は一時たりとも止まってはいない。時間の経過によって異な

り，重要な人間の事項や関係に関連して流動的である。」ということから考えると，作りこんだ

時点で，それはすでに過去の情報であり，検討する時には，すでに関係者の中での価値は変化

している可能性が生じている。四分割表とは，あくまでも情報を整理・分析するためのメモの

ようなツールであり，きれいに項目を埋めて作りこむようなものではないと筆者は考える。こ

の点について，『臨床倫理学』の邦訳者である，赤林と白浜が，「『臨床倫理学』を臨床現場や教

育の現場で用いられる方々へ」の中で述べられている4点のうちの一つで，以下のように述べ

ている。

「4．この方法が，ある特定の時点の判断の際の手助けになると同時に，各枠の問題点を一つ

一つ解決しながらさらにその先の時点で再検討するというように，経時的・連続的に用いられ

るべきものであること」

このことからもわかるように，四分割表が倫理的問題を検討するうえで，経時的に，かつ，

連続的に用いられるものであることが理解できる。そのため四分割表は，関係者がいる場で，

四分割表に情報や問題を整理しながら，タイムリーに活用をし，必要があれば，経時的・継続

的に用いるということが，本来の活用方法であると考える。

またフライの主張をもとに考えると，四分割表に必要な情報を埋めることができれば，倫理

的問題に対する解決策を見出されるかと問えば，答えは否である。あくまでも，四分割表は，

その時点での問題・情報を整理するためのツールであり，使用することで解決策が必ずしも見

いだされるというものではない。この点について，ジョンセン（ ジョンセン 2006：

11-12）が，「最後に，事実関係や原則が明らかでも本当の倫理的ジレンマが解決されない場合

もある。臨床現場にはこのようなジレンマがあることはわかっているが，多くの倫理的問題は

適切に解決できると確信している。価値の衝突がある場合は，道理（ ）をわきまえた

人がその状況の倫理的側面と事実関係を慎重かつ誠実に考慮したあとで，選択すべきである。」

と記している。このように，四分割表をツールとして活用したうえで，個別の症例でどのよう

な解決策や対応があるのかを，誠実に考慮し，検討していくことが重要となる。ここでいうと

ころの，「道理（ ）をわきまえた人」とは，どのような人であるのかという点について

は，現在の筆者の考えは後述することにする。

ジョンセンは，『医療倫理学』の邦訳第5版が出版されるにあたり，日本語版序文の中で以下

のように述べている18)。
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「医療倫理学の領域では研究する人々は，自分の文化や宗教の価値観を他者に押しつけない

ようにと，しばしば警告を受ける。生命倫理学の起源や，その古典的原則─自律性の尊重，善

行，無危害，正義─は，米国の思想や哲学を強く反映していると指摘される。また，異なる文

化の生命倫理学者は，独自の問題理解の仕方を作り出している。」

このことからもわかるように，ビーチャムとチルドレスが述べる生命倫理の四原則は，その

発展してきた過程から考えると，米国の思想や文化の影響を強く受けていると考えられる。こ

のことを踏まえて考えると，倫理的問題について，倫理原則をもとに分析しようとするならば，

その分析結果から導き出された解決策には，米国の思想や文化が影響するのではなかろうか。

さらに，「異なる文化の生命倫理学者は，独自の問題解決の仕方を作り出している」ということ

から，倫理的問題の解決には，特定の国や地域，または特定の集団などの中に根付く文化が，

多分に影響を及ぼすと考えられる。しかしながら，臨床倫理における問題解決では，自らの文

化や宗教，重きを置いている価値を，他者に押し付けず，関わる人々の間で合意を形成し，倫

理的問題を解決することが求められる。ジョンセン19)は，以下のように述べている。

「『臨床倫理学』の翻訳，とりわけそれが再び翻訳されるということは，医療倫理に対する国

際的な関心の高さを示している。しかし，このことはまた次のことも示している。すなわち，

価値観や伝統の大きな違いを認めたとしても，道徳的規準には，医師と患者が医療の現場で出

会う場所ならどこでもあてはまる核心的部分があるかもしれないということである。「医療倫

理学」の中に見出される考え方を自分の文化の自分の経験に当てはめようとする人は，気付い

ていようといまいと，その核心を見つけようとしているのである。」

では，その「医師と患者が医療の現場で出会う場所ならどこでもあてはまる核心的部分」と

は，いったいどのようなことであるのか。ジョンセンが，『臨床倫理学』で示している，【医学

的適応】【患者の意向】【 】【周囲の状況】という四つの項目が，国が異なる，また文化が異

なる中でも，医療という場においては，普遍的なものであると考えていることが推察される。

しかしこの4つが本当に普遍的なものであるのか，それはさらに検討を重ねていく必要があ

る20)。

フライ（ フライ， ジョンストン．2010：76）は，倫理的問題に対するプロセスについ

て，以下のように述べている。

「 正しい 決定に到達するための間違いのない公式を提供するわけではない。看護実践に，倫

理的決断のレシピはない。それぞれの看護師が倫理的決断に至るまでの過程に看護師自身の倫

理的知識，価値観や人生経験，認知能力，道徳的感受性，論理的能力，道徳的直観を用い，そ

れに従って行動するのである。」

このことより，倫理的意思決定のプロセスや，倫理的問題を検討するツールを使用したとし

ても，必ずしも間違いのない答えを見出させるということではなく，問題を分析し解決策を見

出すためには，倫理的問題に対峙する個々人の能力が必要であると考える。
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ジョンセンは，ビーチャムとチルドレスの四原則主義に対して，臨床倫理として，倫理的問

題に関する検討方法を提示した。臨床の状況は，広い範囲の医学的事実と幾多の事情，多くの

価値がかかわって複雑であり，迅速に決定を下さなければならないことが往々にしてある。こ

のような状況で，関連する事実と価値を秩序だったパターンに整理し，議論と倫理的問題の解

決が促進されるような，倫理原則と倫理的問題が生じている状況を結び付け，分析を促進する

ための手法として，ジョンセンは『臨床倫理学』で示す方法を提示した21)。また，あくまでも

ツールはツールであり，倫理的問題に対する解決策を見出すためには，分析手法を使いこなす

だけでは不足である。この点について，ジョンセンは，「臨床倫理で高い能力を発揮するには，

信頼できる分析手法を使いこなせるだけでなく，医療倫理学の文献に精通している必要がある」

（ ジョンセン 2006：9）と述べている。また，ジョンセンは自身の著書である，『臨床

倫理学』の中では，ほとんど論文を挙げていないが，そのかわりに，生命倫理学でもっとも広

く使われている，ビーチャムとチルドレスの『生命医学倫理』を適宜引用している22)。臨床に

おける倫理的問題に関わる際には，分析ツールのみに精通しているのみならず，基本的な倫理

に関する知識，生命倫理学や医療倫理，臨床倫理に関連する基本的な知識を備えることが，求

められると考える。このことが即ち，ジョンセンが述べる「道理（ ）をわきまえた人」

であることを示しているのではないかと筆者は考える。四分割表を活用できるのみならず，倫

理における基本的な理論，原則や規則に関する知識を備えていることが，「道理（ ）を

わきまえた人」に求められることであると考える。しかし，ジョンセンは著書の中で「道理

（ ）」がいかなるものかまでは言及していない。「道理（ ）をわきまえる」と

いうことの範囲が，倫理理論や原則，規則といった基本的なものに限定されるのか，それとも，

生命倫理や医療倫理，臨床倫理といった応用倫理学の分野に関して精通する必要があるのか明

言されていない。具体的な例で表すならば，楽器の演奏で考えてみる。楽器演奏をするために

は，楽器をどのように操作したら音が出るのかといった楽器演奏の仕方についての知識が必要

となる。これは口伝えで教えてもらうことや，自ら楽器を演奏していく中で経験から学ぶこと

ができる知識である。このことに対し，楽譜の読み方や演奏方法に関わる理論，さらには音楽

に関する理論といった知識は，必要な知識ではあるが，楽器を演奏することには直接的に関与

はしないと考える。ギターの弦の抑え方やリコーダーの運指などは，楽譜が読めなくても，他

者から教わることや，自らの経験の中で学ぶことができる知識である。臨床倫理の検討方法や

四分割表の活用においても同様のことがいえるのではないかと考える。ジョンセンが，「臨床

倫理で高い能力を発揮するには，信頼できる分析手法を使いこなせるだけでなく，医療倫理学

の文献に精通している必要がある」（ ジョンセン 2006：9）としているが，何をもっ

て「医療倫理学の文献に精通」しているということが言えるのかは，今後さらに検討をしてい

く余地があると考える。
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5．四分割表を活用するうえでの課題

ジョンセンは，『臨床倫理学』の中の序文で，執筆するにあたっての目的を二つ述べている（

ジョンセン 2006：1）。一つは，臨床医が現実に直面する問題の複雑さについて思考を

深めるためのアプローチを提供することと，医療の現場でおきる典型的な倫理的問題について

簡潔で代表的な意見を集めることである。ジョンセンの臨床倫理の検討方法をもとに考えられ

た四分割表を使用した症例検討は，決疑論的アプローチで医療者の臨床のジレンマ解消のガイ

ドラインを与える試みである23)。しかしながら，実際の臨床での活用はどうであろうか。四分

割表だけが独り歩きし，決議論的アプローチを蔑ろにしているのではないだろうかと筆者は考

える24)。ジョンセンが述べる，『臨床倫理学』を執筆するにあたっての目的にも，「医療の現場

でおきる典型的な倫理的問題について簡潔で代表的な意見を集めることである。」とあるよう

に，ジョンセンの臨床倫理の検討方法を活用することで，また，日本で開発され，逆輸入的に

日本に広まった四分割表を活用して臨床の事例を検討していくことで，臨床で問題となる倫理

的問題を整理し，典型的な倫理的問題について，代表的な考え方を整理していくこと，典型的

な事例と個別的な事例を照らし合わせて，どこに倫理的問題がありどのような解決策が妥当で

あるのかを検証することが必要なのではないかと考える。

また，四分割表を使用した症例検討の進め方の倫理的考慮の順位付け，病気に焦点（医学的

適応）を当てることが患者の願望（患者の意向）の尊重に先行する25)ことから，ジョンセンの

臨床倫理の検討方法は，倫理的解決法を探ろうとする医療者に向けられており，ジョンセンの

考えをもとに考案された四分割表においても，本来同様のことがいえると考える。ジョンセン

は『臨床倫理学』が，もともと内科専門医に向けて書かれたものであることを述べたうえで，

以下のように示している（ ジョンセン 2006：4）。

「本書はもともと内科専門医向けに書かれ，臨床で患者のための決定をする医師が遭遇する

倫理的な問題に焦点をあてていた。後の版では成人医療一般に領域を拡大し，さらに小児医療

も含めた。小児科の倫理的問題に特に関連するセクションには，セクション番号のところに

と付した。本書の四項目法は看護師，ソーシャルワーカー，医療技師，チャプレンや病院管理

者など医師以外の医療従事者にとっても有用であることが明らかになった。この第五版では，

医師による臨床的決定についての当初からの重視は残っているものの，他の医療従事者はそれ

ぞれの専門に特有の懸念や価値を本書の各項目に当てはめることができると考えている。」

この中で，ジョンセンは「医師による臨床的決定についての当初からの重視は残っている」

と述べているように，ジョンセンの臨床倫理の検討法は，医師による臨床的決定を支援するツー

ルであることが窺える。またこのことから考えると，ジョンセンの臨床倫理の検討法にもとづ

き，四分割表においても同様のことが言えるのではないかと考える。すなわちこのことは，必

ずしも倫理的問題に関わるすべての人々26)に焦点をあてて臨床の倫理的問題を検討している
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とは言えないということを示していると考える。昨今は患者中心の医療において，医療者と患

者が医学的な情報のほかに，患者の価値観や生活，人生において大切にしていることなどの情

報も共有した上で治療方針を話し合い，最終的な意思決定を医療者，または患者のいずれかに

任せるのではなく，医療者と患者が共に意思決定を行っていく過程として，共同意思決定

（ ： ）の考え方がある。しかし，ジョンセンの臨床倫理の検討法，そ

の考えにもとづく四分割表では，このような共同意思決定が考慮された方法にはなっていない

と考える。この点において，四分割表の活用や，その活用後の意思決定に至るまでの検討方法

を十分に顧慮することが必要であると考える。

また，先にも述べたように，ジョンセンの臨床倫理の検討方法は，最初に【医学的適応】に

ついて事実や問題を整理する。これは単純に医学的適応が不確実なことで生じている問題であ

るのか，それとも他の要因による影響で生じている倫理的問題であるのかを整理するためであ

る。しかしながら，「医師による臨床的決定についての当初からの重視」と，ジョンセンが述べ

るように，ジョンセンの臨床倫理の検討方法は，根本的には，医師の臨床的決定を支援する方

法であることが考えられる。そのため，「本書の四項目法は看護師，ソーシャルワーカー，医療

技師，チャプレンや病院管理者など医師以外の医療従事者にとっても有用であることが明らか

になった。」と，ジョンセンは述べているが，必ずしも，どの医療者にとっても活用できる方法，

どのような倫理的問題でも活用できる方法とは言い難い面はあると考える。このことを踏襲し

て，以下の仮想事例で考えてみることとする。

「 氏は，末期のがんで入院中であった。 氏はがんに伴う疼痛から持続的に麻薬を使用し

た疼痛管理がなされていた。終末期である 氏は，せん妄も呈しており，夜間は眠らずに過ご

していた。そのため，せん妄の改善のために，また夜間眠れるように，精神科が介入し薬剤の

調整がなされていた。入院する前， 氏は，好んで入浴をしており，温泉などにも出かける機

会が多かった。看護師 は， 氏の入眠を促すことを目的として，就寝前に足浴を実施した。

実施した日は， 氏は良く眠ることができ，普段であれば眠れないときに使用していた薬剤の

使用量も減少していた。しかし， 氏が入院している病棟は，終末期の患者のみならず，手術

後の患者も多く，夜間の臨時入院も多い病棟であった。毎日， 氏が穏やかに眠ることができ

るように足浴を実施することは，困難な状態であった。 氏のことを考えれば，毎日，就寝前

に足浴を実施することは重要なケアであるが，それらが叶わない状況に看護師 はジレンマ感

じていた。」

このような事例で，看護師 が抱えるジレンマを解決するために，ジョンセンの臨床倫理の

検討法や四分割表を活用することはどうであろうか。この事例において， 氏に対する足浴の

医学的適応を主張することは困難であろう。 氏の を改善することに足浴は非常に有効

なケアであると言える。しかし， 氏に足浴を行うためには，時間やマンパワーが必要となる。

そのような状況下で 氏に対して，足浴を行うことは，他の手術後の患者のケアや臨時入院と
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なった緊急の患者へのケアや処置が滞ってしまうことにつながりかねない。そして，終末期で

せん妄を呈している 氏に対して，足浴をしてほしいという明確な希望を確認することは困難

な状態である。ジョンセンの臨床倫理の検討法や四分割表では，このようなケアに関する事例，

看護師が感じるジレンマについては，結論を出しにくいと考えられる。また， 氏の事例では，

時間やマンパワーが確保できれば，解決ができるかもしれないが，現実として，限られた時間

や人的資源の中では， 氏にとっての最善となるような解決策は見出しにくい。ジョンセンが

想定していたような，「医師による臨床的決定」とは異なる問題が，医療の中では往々にして存

在している。個別の症例に焦点を当てるジョンセンの臨床倫理の検討法，またはその考えに基

づく四分割表では，対応しきれない倫理的問題が臨床の場には存在していると考える。

ジョンセンは，『臨床倫理学』の中で，四分割表について紹介をしている箇所で以下のように

述べている（ ジョンセン 2006：11-12．）。

「複数の原則の反照的な均衡をとりながら，最終的にどの原則が優位であるかを明らかにす

ることが必要になる場合もあるだろう。事実関係や原則が明らかでも本当の倫理的ジレンマが

解決されない場合もある。価値の衝突がある場合は，道理（ ）をわきまえた人がその

状況の倫理的側面と事実関係を慎重かつ誠実に考慮したあとで，選択すべきである。本書はそ

のような立場の人に役立つものと期待される。」

ジョンセンの臨床倫理の検討方法や四分割表は，倫理的問題に関連する情報の整理，また顕

在化している問題のみならず，潜在化している問題を認識するための気づきを与えるツールと

して有用である。さらに，ジョンセンが述べているように，このツールを活用することで，対

立している価値が何であるのかを検討することができると考える。しかしながら実際の臨床の

場で，どの価値がもっとも尊重されるべきであるのか，またその価値が尊重できないような状

況の場合に，いずれの価値に重きを置いて解決を図っていけばよいのかということまでの示唆

を得ることはできないと考える。ジョンセンが，「価値の衝突がある場合は，道理（ ）

をわきまえた人がその状況の倫理的側面と事実関係を慎重かつ誠実に考慮したあとで，選択す

べきである。本書はそのような立場の人に役立つものと期待される。」と述べている。このこ

とからも，ツールを活用して価値の対立が生じている場合には，「道理（ ）をわきまえ

た人」の慎重かつ誠実な考慮が必要になる。では，この「道理（ ）をわきまえる」と

は何を意味しているのか。先述したように，ジョンセンは「道理（ ）をわきまえた人」

の「道理（ ）」ということには，著書の中では言及はしていない。しかし，筆者はこの

「道理（ ）」ということが，信頼できる分析手法を使いこなすことに加え，ある程度の

倫理の知識を備えているということを表しているのではないかと考える。以下にその考えの根

拠となる「倫理的感受性」について，昨今の医療倫理の分野における考えを概観したうえで考

察を述べていく。
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6．現在の医療の状況で求められる倫理的感受性について

現在の医療を取り巻く状況で，倫理的問題に対応する能力として，医療や看護の場において，

倫理的感受性を育成することの重要性が数多くの文献や書籍で示されている。医療職に必要な

倫理観や倫理的感受性について，白浜（2000）は，「日常の臨床の現場で生じている倫理的な問

題を認識し，分析し，対応していく能力」としている。また，太田（2016）は，「倫理的感受性

とは，理論と原則の知識をもとに価値や価値の対立を認識する能力，および，道徳的，倫理的

な問題を同定する能力を言う」としている。フライ（ フライ，・ ジョンストン．2010）

は，「看護師にとって倫理を学ぶことは，看護師が道徳的であるための能力を養うためのもので

もある」と述べており，「医療職，中でも患者や家族のそばで，最も身近な医療職である看護師

には，倫理的感受性を養っていくことが求められる」と述べている。しかしながら，倫理的感

受性を養うということは，簡単なものではない。「感受性の育成には，一人一人の性格特性，意

識や理解力などが影響すると考えられ，机上教育や演習などを積み重ねても，もともと苦手な

人はなかなか身につけることが難しい（太田 2016）」ものである。

倫理的感受性について，概念分析から倫理的感受性とは何かを明らかにしようとする試み（青

柳 2016）や臨床の看護師を対象として質的帰納的に倫理的感受性を明らかにしようとする試

みなど，看護学の領域を中心に多くの研究が認められる。この他，「2011 年以降，道徳的感受性

の尺度開発や尺度を使って看護師の倫理的能力を測定するという動きが高まり，多くの研究が

されてきた」（神徳・池田 2017）。現在に至るまで，道徳的感受性や倫理的感受性を評価しよ

うと様々な尺度が開発されている（ 1994；大出 2014）。しかしながら，これらの能力

を客観的に測定する有用な尺度は，現在のところ存在していない27)。

医療者には，患者にとっての最善とは何であるのかを，医学的適応のみならず，患者の意向

や選好，人生経験や価値観， ，関係する人々や周囲の状況など，患者に関わる様々なこと

を考慮し，患者をはじめとする関係する人々の間で合意を形成することが求められる。医療者

に求められる倫理観や倫理的感受性が，日常の臨床の現場で生じている倫理的な問題を認識し，

分析し，対応していく能力であるとするならば，倫理的感受性には，倫理的問題か否かを識別

する，ある種の知覚能力が含まれていると考えられる。以下にこの考えに依拠して，医療にお

ける道徳的感受性・倫理的感受性について概観していく。

7．医療における倫理的感受性についての概観

倫理的感受性を育成することの重要性が数多くの文献や書籍で示され，これら書籍や文献の

中では，道徳的感受性や倫理的感受性を区別して定義しているものもあれば，道徳と倫理を同

義として，道徳的感受性と倫理的感受性を区別せずに定義しているものもある。神徳らは（神
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徳・池田 2017）は，「今後の看護倫理教育は，職業人としての自律である道徳的感受性の育成

だけでなく，事象を客観的に認識し，冷静に対話することのできる倫理的感受性の育成，両側

面から検討していくべきではないだろうか」と述べている。神徳らは，道徳的感受性と倫理的

感受性が異なる概念であるとしているが，しかしながら，各種書籍や文献の中では，これら道

徳的感受性と倫理的感受性の相違について，明確に区別していないものも多数存在する。道徳

的感受性と倫理的感受性の相違を考える上では，道徳と倫理の違いについて詳らかにする必要

がある。また，道徳と倫理の相違については，時代やそれぞれの研究者の考えや捉え方，道徳

や倫理という言葉が用いられる文脈によっても相違が生じていることである。

医療従事者の倫理的感受性について， の概念分析アプローチ法を用いた研究がある

（青柳 2016）。この研究では，【倫理的状況に反応して感情が表れる】【対象者中心の医療にお

ける自己の役割への責任感】【倫理的問題に気づく能力】【倫理的問題を明確にする能力】【倫理

的問題に立ち向かう能力】という5つのカテゴリーが抽出され，医療従事者の倫理的感受性は，

「倫理的問題の解決において意味をもち，問題を抽出するだけでなく立ち向かおうとすること

を含む総合的な能力である」とされている（青柳 2016）。

感受性ということに関して，哲学者のマクダウェルによれば28)，徳倫理を背景として，ある

事象や問題に対して，人間の特定の反応や態度が，その事象や問題に値するものであるかどう

かについて認知的判断をする能力であるとされる。このことから考えるならば，倫理的問題，

またそれらに関連する事象に対して，どのような反応や行動をすべきか認知的判断をする能力

が倫理的感受性であると考えられる。この認知的判断には，判断後の反応や行動が含まれてい

ると考えられる。このことと，昨今の医療における倫理的感受性についての捉え方から考える

ならば，倫理的感受性という概念の中には，単に倫理的問題に気づくのみならず，倫理的問題

を認識し，その後にどのように対応するのかを考え，実際に行動することまでの意味が含まれ

ていると考えられる。しかしながら，倫理的問題を知覚，認識し，識別することまでを倫理的

感受性と捉えるか，その後の倫理的問題の解決に向けた行動までを含む概念と捉えるかは，倫

理的感受性が，哲学・倫理学で示されているような，感受性理論にもとづくものであるか，さ

らに検討を重ねていくことが必要であり，この点においては，今後の筆者の研究の中でさらに

検討をしていきたいと考える。

おわりに

ここまでジョンセンの臨床倫理の検討方法から，それらをもとにして考案した四分割表とそ

の活用，それらの臨床における誤用や課題についての見解を述べた。そのうえで，ジョンセン

が述べる「道理（ ）をわきまえた人」は，信頼できる分析手法を使いこなすことに加

え，ある程度の倫理の知識を備えていると筆者は考え，その考えが依拠する倫理的感受性につ
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いて筆者の見解を述べてきた。しかしこの倫理的感受性については，紙幅の都合，考察を深め

るに至らなかった。今後の研究，考察においては，医療における倫理的感受性とはどのような

ものであるのか，その内容について考察を深めていくとともに，医療における倫理的問題の解

決，臨床における倫理的問題に対応するための，必要な知識や技術，ツールといったものが何

であるのかということを追求していきたいと考える。

（きむら ただし・人文学専攻）

〈注〉

1) この点については，服部［2018：116-125］を参照。
2) 同上。
3) この考えは，『臨床倫理学』の第5版邦訳あとがきに示されている内容をもとに筆者の考えを示して
いる。

4) この点については，服部［2018：116-125］を参照。
5) 服部健司・伊東隆雄編著．（2015）．医療倫理学の ，第3版，メヂカルフレンド社．で述べられ
ていることに基づく。

6) 四分割表は『臨床倫理学』の邦訳者らが開発し，ジョンセンに紹介されたものであり，ジョンセンが
開発したものではないことは注意しておくべきである。

7) ここにおける記述は， ［1991：295-307］をもとに述べている。
8) ジョンセン ［2002：261］を参照。
9) この考えは，川口篤也（2014）が，週刊医学界新聞の中で連載をした，「モヤモヤよさらば!臨床倫
理4分割カンファレンス」の第一回「臨床倫理4分割表とは？」の中で示された考え方を参考とし
ている。

10) ここでの筆者の記述は，岡本［1998：35-45］で記述されていることを参考にして述べている。
11) ここでの筆者の記述は，岡本［1998：35-36］で記述されていることを参考にして述べている。
12) ジョンセン ［2002：255-260］を参照。
13) ジョンセン ［2002：255-260］を参照。
14) この場合，「医学的適応」「患者の意向」「 」「周囲の状況」の順に，症例検討を進めていくことを
述べている。

15) ここで記述されていることは，日本語版の『第5版 臨床倫理学』の序文の中で，ジョンセンが記述
していることにもとづく。

16) この箇所は，白浜雅司による訳に基づく。
17) この点については，筆者の臨床経験にもとづく主張であり，今後，四分割表が実際の臨床場面にお
いてどのように活用されているのかを，調査し検証をしていく予定である。

18) ジョンセン ［2002：ⅰ-ⅱ］を参照。
19) 同上。
20) この点については，筆者が今後の研究の中でさらに検討を重ねていきたいと考えている。
21) ジョンセン ［2002：1-13］を参照。
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22) ジョンセン ［2002：9］を参照。
23)ここで述べる考えは，岡本［1998：40］に基づく。
24) この点については，筆者の臨床経験にもとづく主張であり，今後，四分割表が実際の臨床場面にお
いてどのように活用されているのかを，調査し検証をしていく予定である。

25) ここで述べる考えは，岡本［1998：40］に基づく。
26) ここで述べるところの「すべての人々」とは，医療者のみならず，患者自身や患者の家族，患者に
とっての重要な存在となるキーパーソンを含む。

27) 道徳的感受性を測定する尺度として， ら（1994）は という尺度を作成し，
中村ら（2000）が日本語訳し，看護師や看護学生を対象とした調査に用いられている。しかしなが
ら，大出（2014）は，この尺度は価値が対立している状況における道徳的な価値に対する配慮と自分
の役割と責任の自覚（道徳的感受性）を測定するための尺度として位置づけられており，質問項目
を見ても実際の倫理的行動を測定するような内容とはなっていないと指摘している。また，大出は
（2014），倫理的な行動をとるためには道徳的感受性は不可欠であり，倫理的感受性を育むことで倫
理的な行動を選択する能力を身につけるが，そのような具体的な倫理的行動に移すまでには様々な
道徳的葛藤があるとしたうえで，生命倫理の4原則に依拠した看護師の倫理的行動尺度を開発した。
しかし，大出（2014）は開発した尺度の妥当性の限界について，とくに公正尺度の質問項目の構成に
おいては，妥当性はまだ十分とは言えず改善の余地があるとしている。

28) ここで述べているマクダウェルの考え方については，以下の文献を参考にして述べている。
・ジョン・マクダウェル 2016：『徳と理性 マクダウェル倫理学論文集 第1章 徳と理性』（大庭健
（編・監訳）），勁草書房。
・林芳紀 2018：「第 10 章 メタ倫理学の現在」，赤林朗・児玉聡編『入門・倫理学』，勁草書房，
195-231 頁。
・佐藤岳詩 2017：『メタ倫理学入門 道徳のそもそもを考える』，勁草書房，159-198 頁。

〈文献〉

青柳優子 2016：「医療従事者の倫理的感受性の概念分析」，『日本看護科学会誌』，36 巻，2016 年，27-
33 頁。
ジョンセン 2002：『臨床倫理学（第5版）』（赤林朗・蔵田伸雄・児玉聡監訳），新興医学出版

社。
江川幸二・山勢博彰（編） 2013：『看護のためのクリティカルケア場面の問題解決ガイド 基礎からわ
かる臨床に活かす倫理調整』，三輪書店。
服部健司 2015：「臨床倫理学における対話の意味」『生命倫理』25 巻1号，22-29 頁。
服部健司・伊東隆雄編 2015：『医療倫理学の 第3版』，メヂカルフレンド社。
服部健司 2018：「臨床倫理学における解釈学的アプローチ」『生命倫理』28 巻1号，116-125 頁。
林芳紀 2018：「第 10 章 メタ倫理学の現在」，赤林朗・児玉聡編『入門・倫理学』，勁草書房，195-231
頁。
ジョン・マクダウェル 2016：『徳と理性 マクダウェル倫理学論文集 第1章 徳と理性』（大庭健（編・
監訳）），勁草書房，1-42 頁。
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ジョン・マクダウェル 2016：『徳と理性 マクダウェル倫理学論文集 第1章 徳と理性』（大庭健（編・
監訳）），勁草書房，43-72 頁。

1991 Theoretical Medicine 12 295-307
神徳和子・池田清子 2017：「看護倫理学における道徳的感受性と倫理的感受性の意味」『日本看護倫理
学会誌』9巻1号，53-56 頁。

・ ・ 1994
International Journal of Methods in Psychiatric Research 4(4) 241-248

中村美和子 2000：「 （日本語版）の信頼性・妥当性の検討（その1）」『山梨医科
大学紀要』17 巻，52-57 頁。
岡本珠代 1998：「現代カズイストリーの問題点」『医学哲学医学倫理学会誌』16 巻，35-45 頁。
大出順 2014：「看護師の倫理的行動尺度の開発」『日本看護倫理学会誌』6巻1号，3-11 頁。
太田勝正 2016：「道具としての倫理的感受性「もどき」」『日本看護倫理学会誌』8巻1号，1-2 頁。
佐藤岳詩 2017：『メタ倫理学入門 道徳のそもそもを考える』，勁草書房，159-198 頁。
白浜雅司 2000：「医療職を目指す学生の倫理的感受性をいかに育てるか─医学生への臨床倫理教育
の経験から─」『看護教育』41 巻4号，260-266 頁。
フライ・ ジョンストン．2010：『看護実践の倫理 倫理的意思決定のためのガイド（第3版）』

（片田範子・山本あい子訳），日本看護協会出版会。
ビーチャム・ チルドレス．2009：『生命医学倫理（第5版）』（立木教夫・足立智孝監訳），麗澤
大学出版会。
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メタ倫理学における
グローバルな進化論的暴露論証の問題点

大 谷 貫太郎

要 旨

本論文の目的は，メタ倫理分野における「進化論的暴露論証（
： ）」の性質を明確化したうえで，論証を成立させる

ために， の支持者が今後応答しなければならない問題を提示すること
である。一般的にメタ倫理分野における が突出した試みであると考え
られている理由は2つある。1つ目は進化生物学や進化心理学などの近年の
科学的知見に基づくアポステリオリな懐疑論証である点である。2つ目は，
道徳的信念全体をターゲットとするグローバルな懐疑論を導出することを目
的とする，野心的試みである点である。このような性質をもつ が成立
した場合，道徳的真理が客観的に存在すると主張する道徳的実在論に対する
新たな強力な批判となると考えられている。だが， を構成する，それぞ
れの前提には様々な問題が指摘されている。それらのなかでも特に重要であ
るのが，論証を成立させるに十分な証拠を提示できているのか，という経験
的な問題，そして道徳的信念全体の正当性を掘り崩すことを目的にしていな
がら，論証の成立のためには道徳的真理に関する想定を必要とする矛盾があ
るのではないか，という構造的問題である。最後に両問題について検討した
うえで， の支持者がこれらの問題の両方に応答できなければ， は
アプリオリな懐疑論証か，より広範な懐疑論証に崩壊してしまう可能性が高
いことを論じ，現時点では道徳的実在論に対する独自の批判に はなり
えていないと結論付ける。

1，イントロダクション

近年の倫理学において，活発に議論されているトピックであるのが，「進化論的暴露論証

（ ：以下 ）」と呼ばれる論証である。この論証は，我々の道

徳性の起源についての進化論的な説明に基づいて，懐疑論的結論を導出することを目的とする。
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は規範倫理・メタ倫理双方の分野において，ほぼ同時期に提起されており，規範倫理分野

においては功利主義者であるピーター・シンガーやジョシュア・グリーンらが，義務論の批判

を目的に を展開している（ 2005 2014）。一方で，メタ倫理学分野においては，

シャロン・ストリートやリチャード・ジョイスらが，認知主義や道徳的実在論1の批判を目的に

展開している（ 2006 2006)2。両分野におけるそれぞれの の大きな相違は，ター

ゲットとする道徳的信念の範囲である3。規範倫理分野における は，一部の道徳的信念（具

体的には義務論的直観に基づく信念）の正当化の否定を目指すのに対して，メタ倫理分野にお

ける はあらゆる道徳的信念の正当化の否定を目指す。このような相違から前者を「ロー

カルな 」，後者を「グローバルな 」と呼ぶことにする。双方の に関しては，すで

に多様な議論が展開されているが，依然として合意された結論は存在していない。

本稿において注目するのは，メタ倫理学におけるグローバルな による道徳的実在論批

判の妥当性である。グローバルな 4は，あらゆる道徳的信念の否定を目指す野心的な議論

であり，道徳的実在論者はこの を回避する方策を示さなければならない。すでに様々な

論者が， の問題点を指摘することによって道徳的実在論の擁護を試みているが， の

解釈の相違などによって，若干錯綜した様相を呈していることは否めない。本稿では，まず

を構成するそれぞれの前提を明確化したうえで（2章），道徳的実在論者はどのような応

答が可能なのであるかを確認する（3章）。それらの応答を踏まえてグローバルな には，

の支持者が解決しなければならない数多くの問題点があり，現時点で道徳的実在論批判

として成立することは困難であること指摘する（4章）。
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1 本稿で想定する道徳的実在論は以下の命題をすべて受け入れる立場である。
（1）道徳的信念は真理値をもつ（認知主義）
（2）多くの道徳的信念は真である
（3）道徳的信念の真偽は，認識主体の（現実ないし理想化された）心的態度から独立であり，客観
的に決定される。
（1），（2）を受け入れ，（3）を否定する相対主義や構成主義などの立場も道徳的実在論に含めら
れる場合があるが（ 2015），本稿ではこのような分類は想定せず，反実在論とみなす。（3）
は道徳的実在論者であるシェイファー＝ランダウによる「スタンス独立性（ ）」の
理解に則っている。詳しくは（ 2003 15）を参照されたい。

2 グローバルな によって直接導出される帰結は，道徳的信念の正当化の否定であって，道徳的性
質の不在ではないことには注意が必要である。道徳的実在論批判として成立するのは，道徳的実在
論を前提とした場合， によって道徳懐疑論が導出されることを示す帰謬法による。この点につ
いては2章2節で詳述する。また，本来ストリートは道徳的実在論ではなく，より広範な評価的
（ ）実在論の批判を目的としているが，本稿では便宜上，評価的実在論の部分集合である道
徳的実在論批判として扱う。

3 本稿では道徳的信念と道徳的判断を同一の意味として扱う。
4 以下，特にことわりがない限り，「 」はグローバルな を指す。



2，EDAの基本構造

に共通する基本的な論証形式は以下のように構成される5。

（進化論的前提）：我々の道徳的信念の内容全体に進化は大きな影響を与えた

（説明的前提）：進化論的前提が正しいならば，我々が現在持つ道徳的信念の多くは，道徳的真

理を前提とすることなく説明される

（認識論的前提）：説明的前提が正しいなら，我々の道徳的信念の多くは認識的欠陥をもつ

（懐疑論的結論）：したがって道徳懐疑論は正しい

それぞれの前提は形式的なものであって，論者によってどのように具体化されるかは異なる。

また，論証の目的に応じて前提が付け足される場合もある。ゆえに具体化された は多種

多様なものになるが，その結論については道徳的懐疑論を導く点でおおむね一致している。以

下では，それぞれの前提の内実について概説する。

2,1 進化論的前提

「進化論的前提」は のアイデンティティとなる前提である。この前提の背後にあるの

は，個体や集団の生存，繁殖を成功させるために人間は道徳性を獲得したと考え，その系譜の

説明を試みる道徳起源論と呼ばれる議論である（内井 2002）。道徳起源論はダーウィンの「人

間の由来」における著述を発端として，現在に至るまで進化心理学や進化生物学，一部の社会

学，人類学に至るまで，分野を跨いで活発に論じられている。進化論的前提は，これらの研究

による裏付けに決定的に依存した経験的なものである。このような前提の性質からも明らかな

ように， は経験的な主張に基づいて構成されるアポステリオリな懐疑論証である点6が，

他のアプリオリな懐疑論証などと区別される重要な相違点であり， の特質である（

2015)7。注意が必要なのは，ここで個別具体的な道徳的信念の内容についての進化論的説明が

試みられているわけではないことである。なぜなら派生的な道徳的信念を基礎づけている素朴
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5 本稿では笠木（2019）による の定式化を参考にした。 の定式化の詳細については（
2018 2015 2011, 2012, 2019）などの解説も参照されたい。

6 がアポステリオリな論証であることを否定し，既存のアプリオリな懐疑論証に合流すると主張
する論者もいる（ 2017）。詳しくは脚注 18 を参照。

7 は他のアポステリオリな懐疑論証とも異なっている（ 2012）。それらは，例えば
実際に存在する文化相対性などの道徳的不一致を指摘することによって遡及的に懐疑論を擁護する
のに対して， は道徳的信念の起源に関する証拠となる事実を指摘し，その起源が道徳的信念の
正当性を損なうと考える原因論的な論証である。



な道徳的信念の内容に対する進化の影響を立証することができれば，間接的にすべての道徳的

信念に対する進化の影響を立証することが可能になると考えているからである8。例えばスト

リートは，このように考えることで，道徳的信念に対する社会的，文化的，歴史的な影響や，

合理的反省（ ）による固有の影響の存在も認めることができると論じている

（ 2006 114）。一方でジョイスはストリートとは異なる進化論的前提の定式化を行ってい

る。ジョイスは「○○をすべき」といった強制力をもつ規範的信念が適応の産物であることを

指摘したうえで，道徳的信念も規範的信念の一部を構成すると解釈する9。そのうえで，道徳的

信念は，向社会的に行動する動機付けを行うための人類特有の適応であると示唆している。ま

た，道徳的規範はいままで確認されたあらゆる人間社会に存在する普遍性をもち，この普遍性

が，道徳的信念が適応の産物であることの傍証となっているとも論じている（ 2006 135)。

2,2 説明的前提

「説明的前提」は，進化論的前提が正しいとすれば，我々が現在保持している道徳的信念に関

しても，祖先と同様の方法で形成されたことを意味している。 に関して往々にして問題

となるのは，ターゲットとなる信念の限定についてである。進化の産物であることは，道徳的

信念だけではなく知覚的信念などについても同様に当てはまることであり， によって意

図せぬ広範な懐疑論が導出されてしまう可能性がある。そこで道徳的信念と知覚的信念の区別

のために導入されるのが「説明的前提」である。道徳的信念が適応度を高めるための産物であ

るのであれば，道徳的信念の形成に関する進化論的説明は，その信念が真であることを前提と

することなく十分にすることが可能である10。一方で知覚的信念においては，火や捕食者や食

料などの外的事実に関して，真なる信念を把握することが適応度を向上させたと考えることが

自然であるため，知覚的信念の形成に関する説明は知覚的真理を前提にしたものとなる。この

ような説明における真理の想定の必要性についての有無に基づいて， のターゲットを道

徳的信念に限定することで道徳的懐疑論のみを導出することが可能となるのである。ただし，
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8 無論，このような道徳観が妥当であるかは議論の余地があり，拒否することも十分に可能である。
この点についての詳細は3章3節を参照。

9 ジョイスは，慣習や合理性などに基づく他の規範的信念と道徳的信念を区別する道徳的信念の特徴
として，利益や目的とは無関係に行為を動機づけること，拒絶できない不可避なものであること，罰
と報酬のシステムをもち，罪悪感を伴うことなどを列挙している（ 2006 70）。

10 道徳的性質を追跡するように我々が進化したとする説明は，祖先の状況とその状況に対する反応の
間に適応的な連関を形成し，我々が繁殖に有利となるような信念を持つよう仕向けたと考える説明
に対して，説明的倹約性や明快さの点で劣っているとストリートは指摘している（ 2006
129-130）。しかし，このような議論に対しては異論も提示されている（ 2012）。この
点について3章2節において再度扱う。



このような，適応度の向上に道徳的真理の把握は必要ないとする説明が成立するためには，道

徳的実在論11的な意味での道徳的真理が想定される必要があることが指摘されている（

2011）。なぜなら，道徳的非実在論の場合であれば，道徳的信念自体を認めないことや，認めた

としても適応的信念と道徳的信念の連続性や同一性を主張することに何の問題もないからであ

る。このような場合，説明的前提は拒否され， は成立しないだろう。これに関連して，

が成立可能なメタ倫理学的立場が何かについては複数の見解があり，これは の適用

範囲の問題と対応している12。しかし，非自然主義的実在論は の適応対象であることには

合意が存在する（笠木 2019）。

2,3 認識論的前提

「認識論的前提」は説明的前提と懐疑論的結論の架橋となる前提である。進化論的前提と説

明的前提から直接的に懐疑論的結論を導出することは演繹的に妥当ではない。そのため，真理

を前提することなく道徳的信念が説明されることが，どのような認識的欠陥を持つかを具体化

する必要がある13。特にグローバルな においては，基本的には適応としての我々の道徳的

信念が実際に道徳的真理を追跡していたなら，それは大きな偶然に過ぎない，という形式で具

体化される。

ストリートはこの偶然をバミューダ海域における航海の例えで表している（ 2006

121-122）。バミューダ諸島への到着を目的に航海に出発し，何もせずにランダムな風や潮の

流れに船をまかせるだけで目的地のバミューダ諸島に到着することは困難であろう。もし到着
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11 本文において，カヘインは「客観主義（ ）」という用語を使用しているが，本稿では用語の
統一のため道徳的実在論に差し替えた。客観主義と道徳的実在論は区別される場合があるが（太田
2019），本稿では同一であるとみなす。

12 の適用範囲についての議論には二つの方向性があり，道徳的実在論以外の立場にも適用される
とする場合と，自然主義など一部の道徳的実在論には適用されないとする場合がある。
前者については，例えば，認知主義を受けいれながらスタンス独立性を否定する反実在論である
構成主義にも適用されると主張される（ 2016）。具体的には，ジョイスは明確に構成的である
10 ドル紙幣の価値についての信念を占いの結果に基づいて保持している場合は信念が正当化されな
いことを例としてあげ， の成立に道徳的実在論を想定する必要はないとジョイスは主張する。
加えて構成主義における反省的均衡のメカニズム自体も適応の産物である可能性を指摘する論者も
存在する（ 2014）。また，認知主義にとどまらず，準実在論などの一部の非認知主義にも

が適用されるとする場合もある（ 2011）。なぜなら準実在論においてもスタンス独立の規
範的真理を想定するため，説明的前提が成立すると考えられるからである。
後者については，道徳的性質の因果性を認める自然主義的実在論に対して は適用されない
と主張される場合がある（ 2006）。詳細については3章2節を参照のこと。

13 を含めた暴露論証一般の認識論的前提の具体化の種類についての解説は（ 2018）を参照
のこと。



したとしても，それは単なる偶然の一致にすぎない。ストリートによれば，道徳的真理と進化

の関係は，この例におけるバミューダ諸島とランダムな風や潮の流れの関係に対応している。

つまり，我々の道徳的信念は進化によって決定的に歪められており，それが道徳的真理と一致

していたとしても，それは単なる幸運な偶然の一致に過ぎず，道徳的信念は正当化されないの

である。

一方でジョイスは，ストリートとは違い，道徳的信念の形成方法の信頼度の低さに訴えて認

識論的前提を具体化しており，これを「ナポレオンの薬」の例で表している（ 2006

179-181）。飲むと「ナポレオンがワーテルローの戦いに勝った」という信念を形成する錠剤

と，反対に「負けた」とする信念を形成する錠剤，加えてそれらの解毒剤が存在したとする。

もし現在，例えば自分が「ワーテルローの戦いに負けた」という信念をもっており，かつ過去

に自分が上記の錠剤のどちらかを盛られたことを示す十分な証拠があった場合，我々は解毒剤

を飲んだうえで，新たな証拠が見つかるまで，ナポレオンのワーテルローの戦いの勝敗に関す

る判断を保留するべきであろうとジョイスは論じる。この例におけるナポレオンの錠剤は進化

の影響に相当し，道徳的信念の進化的な由来を知ることが解毒剤を飲むことに相当する。我々

の道徳的信念が進化の影響という真理と無関係な「錠剤」によって形成されたものであり，か

つそれを知っているなら，その信念内容の真偽に関する判断は保留され，道徳的信念は正当化

されないとジョイスは論じる14。ただし，信念が正当化されないことは，あくまで暫定的なも

のであり，今後信頼できる証拠が出てきた場合，道徳的信念の信頼性が回復される余地がある

とも述べる15。ジョイスは以上のような留保によって信念が再度正当化される余地を残してい

る点で，ストリートより穏健であると考えることができるだろう。

2,4 懐疑論的結論

「懐疑論的結論」については，比較的論者の見解は一致しているが，その結論が認識論的懐疑

論にとどまるのか，存在論的懐疑論（反実在論）を含意するものであるかという点で大きく二
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14 この点は，道徳的信念の進化的起源に関する知識によって，道徳的信念が正当化されなくなったの
か，それともはじめから道徳的信念が正当化されていなかったことが明らかになったのか，二通り
の解釈が可能である。前者は内在主義的認識諸理論による理解であり，後者は信頼性主義的な理解
であるが，ジョイスはどちらに解釈してもよいと述べている（ 2006 242-243）。

15 ジョイスの述べる「証拠」がどのようなものであるかは明確に述べられていない。ただし，それは道
徳を外部から正当化する非道徳的性質である必要があるだろう。なぜなら，ジョイスの はそ
もそも道徳的信念全体を標的としたものであるため，道徳内部からの正当化は望めないからである。
しかし，道徳外部の「証拠」によって正当化を行うためには，ヒュームの法則として知られている事
実と価値の間のギャップを超える必要がある。ゆえに「証拠」を提出することが可能なのは，事実と
価値の連続性を認められる自然主義者に限られるだろう。逆に言えば，ジョイスの留保は，道徳の
自律性を主張する非自然主義者にとっては意味をなさないといえる。



つに分かれる。この点については において道徳的実在論を想定する必要があるか否かに

関する解釈が影響していると考えられる。例えば，ジョイスは，自らの は存在論的懐疑

論を含意しないと考えているが（ 2006 181-182），このことが可能であるのは にお

いて特定のメタ倫理学的立場を想定する必要はない，と考えているためである16。一方で道徳

的実在論の想定が必要であるとする場合， により導出される認識論的懐疑論は道徳的実

在論と矛盾するため， もしくは道徳的実在論のどちらかを一方を否定する必要性が生じ

る。無論，道徳的実在論者は を拒否するが，ストリートは前提となる道徳的実在論を否

定し道徳的反実在論17を支持することで矛盾を解消する。本稿では基本的に存在論的含意を持

つものとして を扱う。

3，道徳的実在論者による応答

ここまで の基本構造とそれぞれの前提について詳述してきた。実在論者は懐疑論を受

け入れられないため， を拒否しなければならない。そのため，進化論的前提・説明的前提・

認識論的前提が，実際のところ成立していないことを示す必要がある。本節ではそれぞれの前

提に対する批判を概観したうえで，実在論者の応答策の明確化を行う。

3,1 進化論的前提を否定する

第一に考えられる への自然な応答は進化論的前提の否定である。つまり進化の影響を

受けていない道徳的信念の存在を主張することである。そのような道徳的信念が仮に存在し，

かつ我々がそのことを知ることができるのであれば，その信念が我々の個々の道徳的信念を基

礎づけていること示すことで，グローバルな に対抗することが可能となる。具体的には，

明確に不適応な道徳的信念を我々が保持していることを指摘することができれば，この主張は

より説得的なものとなるだろう18。 の擁護者はそのような信念に対しても進化論的説明を

与える必要性があるが，それらが推測の域をでるかは不透明であり，さらなる実証的裏付けが
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16 ただし，シェイファー＝ランダウが指摘するように，ジョイスの論証も道徳的実在論批判として解
釈することが可能である（ 2012）。

17 具体的にはストリートは構成主義を支持する。構成主義は道徳的信念の真理値と，我々の多くの道
徳的信念が真であることを認めながら，道徳的真理のスタンス独立性は拒否する立場である。その
ため，道徳的真理と進化の影響が必然的な関係を受け入れることができるとストリートは主張する
（ 2006）。

18 例えば，シンガーおよびデ・ラザリ-ラデクは普遍的利他精神など，一部の直観的な道徳的信念につ
いては淘汰圧に逆行する性質をもつため，進化の影響が及ばないと論じている（

2012）。このような解釈はローカルな を可能にする点でも重要である。



必要である。また，進化心理学的な説明は，道徳的信念の由来を進化の枠組みによって実証的

に説明しようとするリサーチプログラムの一つであるため，そのような進化の枠組みに限定さ

れた説明が，他の説明に比してどれほど説得的であるか決定困難である可能性もある。例えば，

同様の道徳的信念を，文化的模倣の観点からも同程度に説得的に説明できるかもしれない。い

ずれにせよ，ストリートやジョイスが主張するように，直接・間接的に進化が道徳的信念の内

容全体に影響を与えたと考えることは，現時点では強い推測にすぎず，進化論的前提が正しい

ことを，より緻密に立証していく必要があるだろう19。無論，一方でこれらの論点の推移は，今

後の実証的研究の展開に依存し，道徳的実在論者が望むように展開する補償はない。より確実

に に抵抗するには他の前提を拒否することが有望であろう。

3,2 説明的前提を否定する

説明的前提において問題となることは，そもそも適応的信念と真の道徳的信念が乖離すると

想定することが可能であるか，という点である（ 2017 179-182）。特にストリー

トのバミューダ諸島の例からも明らかであるように，両者の明確な乖離が前提とされている。

しかし，この前提に説得性を持たせるためには，適応的信念と真の道徳的信念が分離している

例を示す必要がある。しかし，このような試みはいずれの場合も，適応的だが真の道徳的信念

ではないことを示す際に，ある道徳的真理を前提とする必要が生じてしまう問題がある。例え

ば「肌や目の色が違う人間には攻撃的になるべきである」という信念が仮に存在し，この信念

に対して我々が真の道徳的信念ではない，と判断したとする。この場合においては「肌や目の
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19 例えばレヴィ＆レヴィはストリートの進化論的前提について大きく三点の問題点を指摘している
（ 2020）。一点目に，我々の道徳的信念の変化のスピードは生物学的進化では説明しき
れず文化的進化の観点で説明することが適切であること。二点目にストリートは互恵的利他主義を
利用した議論を展開しているが（ 2006 116），互恵的利他主義のモデルによって与えられる説
明は二者間の利他主義についてであり，道徳のように多数の人が関係する状況で形成される信念・
判断を説明することには不適切であると考えられる点である。三点目に，ストリートは我々の基礎
的な道徳的信念には，時代や文化をまたがる普遍的な傾向性があると指摘しているが，（ 115），
そのような傾向性の代表例である近親相姦忌避や他者危害忌避についてでさえ経験的，理論的な問
題点が示唆されており，普遍性は未だ実証されていないことを指摘している。これらの指摘が妥当
であれば，進化の影響を受けた基礎的な道徳的信念が，他の派生的な道徳的信念に対しても影響を
及ぼす，という構造を仮定したストリートの進化論的前提は成立しないことになるだろう。またマ
シュレ＆マロンは，ジョイスの進化論的前提の定式化が不十分であることを指摘している
（ 2010）。ジョイスの議論は道徳的規範が人間社会に普遍的に存在することを主張
し，したがって進化した能力であると考えるが，その経験的な根拠づけが十分ではないと指摘する。
なぜなら，ジョイスはあらゆる人間社会に規範が存在することから，自らが特徴づける道徳的規範
も普遍的であると考えているが，このような推論をすると，道徳的規範が存在しないが，その他の規
範が存在する可能性を排除することができないからである（ . 35）。



色の違いで態度を変えるべきではない」という道徳的信念が真であることを仮定しているだろ

う。適応的であることが真理を追跡しないことを具体的に例証するためには，道徳的真理の想

定を避けることはできない。もし，このような想定が許容されるのであれば，道徳的実在論者

も同様に道徳的真理を想定して自らの理論を擁護することが許容されることに加え， の

本来の目的と矛盾することにもなってしまう。以上のことから適応的信念と真の道徳的信念の

分離を説明に経験的な例を持ち出すことはできない。よって，どれが適応的信念であり，どれ

が真の道徳的信念であるか， の論者は具体的に区別できない状態でなければならない。

もし，それでも適応的信念が真理を追跡しないことを の論者が主張するのであれば，具

体的な証拠に基づかない単なる印象に過ぎないことになり，説明的前提は極めて脆弱なものと

なってしまう。また，シェーファー＝ランダウは，仮に適応的信念を具体的に定義することが

できた場合でも， の論者にとって新しい問題が生まれると指摘する。なぜなら，実在論者

は， の論者が提示する具体的な定義を満たさない道徳的信念を特定すればよいことにな

るからである。この場合も逆に詳細に定義されるほど実在論者に有利になるのである。

また，適応的信念と真の道徳的信念が分離する，という想定に対して両者は同一である，と

反論することも一部の実在論者にとっては可能である。道徳的実在論の一つである還元主義的

自然主義とよばれる立場は，道徳的性質が他の自然的性質と同一・還元関係にあり，因果性を

持つと主張する。よって，還元主義的自然主義をとり，進化的に道徳的信念を形成した諸々の

自然的性質と道徳的性質が同一・還元関係にあることを主張することができれば，適応度の向

上と道徳的真理の把握を一致させることが可能である（ 2006)20。このような観点の妥当

性は，還元的自然主義自体のメタ倫理学的立場としての魅力に一部依存するであろうが，すで

に進化論的視点から還元主義的自然主義を擁護する議論もなされており（

2017），興味深い への応答となりうる可能性がある。

3,3 認識論的前提を否定する

ストリートの認識論的前提に対して，有力な応答をしている論者としてヴァヴォヴァの議論

がある（ 2014）。ヴァヴォヴァはストリートのバミューダ海域での航海の例において前

提とされている点として，道徳が進化の影響を受けた道徳的信念が道徳的真理と一致している

ことは単なる幸運であるゆえに，我々の道徳的信念は正当化されない，という確率に訴えた議

論を展開していると指摘する（ 82）。ここにはストリートが，道徳的真理が論理的にどの
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20 非還元主義的自然主義の場合は，還元主義的自然主義と同様の戦略がとれるかは微妙である。なぜ
なら非還元主義的自然主義の場合，特殊（ ）の道徳的性質の存在を認めるからである。こ
の場合，非還元主義が説明的前提を退けることができるか否かは，道徳的性質独自の因果的説明役
割がどの程度認められるか，という論点に依存すると思われる。



ようなものでもあり得ると考えていることが関係している（ 2006 122）。つまり，極めて

多くの可能的な道徳的真理が想定できるなかで，進化による適応が道徳的真理と一致するとい

うことは極めて偶然にすぎない。このような確率的な観点から，我々の道徳的信念が真である

と考える理由がないとストリートは論じているのである。しかし，ヴァヴォヴァによれば，こ

のような確率に基づく認識論的前提の定式化は，より広範な懐疑論を招くことになると述べる

（ 2014 82）。なぜなら，例えば知覚的信念に対しても同様に，論理的に可能な無数の知

覚的真理と，我々が持つ知覚的真理の一致の確率の低さに訴えることで懐疑論を導出すること

ができるからである。このような知覚的信念も含む広範な懐疑論は古来より存在する一般的な

ものであり，これでは の独自性がなくなることになる。そのため，ヴァヴォヴァは，スト

リートの議論が，我々の道徳的信念は誤りである理由があることを示すとして，より穏健に再

定式化を行う。だが，再定式化を行ったとしてもストリートの議論はうまくいかないとヴァ

ヴォヴァは論じる（ 85-6）。なぜなら，ストリートはバミューダの航海の例に示されるよ

うに適応的信念と真の道徳的信念の分離を前提としているが，このような前提から，我々の道

徳的信念が誤っている理由を示すためには，適応的信念と真の道徳的信念が同一もしくは，相

関する可能性を何かしらの道徳的真理を想定することで拒否する必要があるからである。しか

し，このように道徳的真理の想定が許容されるのであれば，道徳的実在論者にとっても同様の

想定が可能になってしまう21。加えて，本来の の目的とも矛盾することになるだろう。こ
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21 道徳的実在論者が，何かしらの道徳的真理について想定することが可能なのであれば「第三要因説
（ ）」と呼ばれる反論が成立すると考えられている（ 2008 2010

2011）。この議論の主旨は，適応的信念と道徳的真理が相関していることを，両者間の因
果性を想定すること抜きに説明することにある。ある状態 をもたらす理由があるという道徳的性
質を とし， を の非道徳的な性質であると仮定する。そして非道徳的な性質 を持つ状態を
もたらす行為が適応的である，つまり行為者の相対的な適応度を高めることが進化論的な考察に
よって説明されたとしよう。このとき，「第三要因 」が，道徳的性質 と，非道徳的性質 を持つ
行為を価値づける傾向についての進化的説明との間の関係を説明すると考えるのである。この第三
の要因 は一般的に道徳的真理と相関しかつ適応度の高い基礎的な道徳的信念が想定され，道徳的
性質と非道徳的性質を橋渡しとして両者を結びつける働きをもつ。このことによって一部の適応的
信念と道徳的真理は両者間の因果性がなくても，第三要因を介して間接的に相関していると考える
ことができるのである。イーノック自身が想定する第三要因は「生存や繁殖の成功は，少なくとも
ある程度良いことである」（ 2011 168）というものである。ただし第三要因はイーノックの想
定以外でも，道徳的真理と相関しかつ適応度の高い道徳的信念と考えられるものであれば，第三要
因に具体的にどのような信念を想定するかは特に制限はない。もし，第三要因説がうまくいけば，
進化論的前提，説明的前提を受け入れたうえでも，道徳的実在論が成り立つことを示すことができ
る。だが， への応答に第三要因としての道徳的真理を想定することは論点先取であるとの批判
がなされている（ 2008 2016）。この論点先取の疑惑が第三要因説にとって最も大きなネックと
なっているが，もし，何かしらの道徳的真理について想定することができれば，この批判を回避する
ことができるようになるのである。



の問題は上述の説明的前提における問題と共通である。一方で，何も道徳的真理についての想

定しないのであれば，事実上道徳について何も知らないことと同じになるため，適応的信念と

真の道徳的信念の分離が成立すると考える根拠を提供できない。よって我々の道徳的信念が

誤っている，と考える理由も存在しないことになるのである（ 93）。

ジョイスのナポレオンの薬になぞらえた認識論的前提に対しては，シェイファー＝ランダウ

は大きく二つの問題点を指摘している（ 2012）。一つ目は，ナポレオンの薬の例

と同様のことが，道徳的信念以外にも適用される可能性があることである。ジョイスは，ある

信念群が真理と無関係な要素を起源とする可能性が排除できない場合，それらの信念群全てに

関する判断を停止しなければならない，と考えている。しかし，このような条件は，ほぼ全て

の可能な信念に関する判断をも停止してしまうことになると指摘する（ 14）。例えば，我々

の全ての信念が邪悪な悪魔や脳科学者によって植え付けられたものであるかもしれない可能性

は排除できないだろう。ここにジョイスの条件を当てはめれば，極めて広範な懐疑論が導出さ

れてしまうことになる。ジョイスの議論が成立するためには，このような広範な懐疑論が誤り

であり，対象を道徳的信念に限定できることが予め仮定されていなければならない。

第二の問題点は，ジョイスの呈示するナポレオンの錠剤の例が適切に進化と道徳的信念の関

係を適切に反映できていないのではないか，という点である（ 18-19）。ナポレオンの錠

剤の場合，錠剤が信念に対して影響を与える確率が 100 パーセントであるのに対し，進化が道

徳的信念に悪影響をどの程度与えているか不明であり，影響を与えていたとしてもそれは間接

的である可能性がある。つまり，進化と道徳的信念の間に様々な要素を介在させることができ

る余地がある。この余地において，道徳的実在論者は合理的な洞察などによって進化による夾

雑的影響を発見し，排除できると主張することができるかもしれない。例えば，過去に奴隷制

度や性差別的制度などの悪質な文化的風習の影響を是正してきた歴史と同様のことが に

対しても可能であると考えるのである。この主張に対して，「是正に用いられる基礎的な道徳

的信念もまた進化の悪影響を受けている」という反論がなされるかもしれない。しかし，この

反論は現時点では経験的証拠を超えた推測に過ぎない。証拠に基づかない推測が可能であれ

ば，実在論者側も同程度に是正可能性を推測によって論じることが可能になる。この点は2章

において論じたストリートの進化論的前提に対する反論にもなるだろう。

4，グローバルなEDAの問題点

ここまで，道徳的実在論者によってなされてきたグローバルな に対する一連の応答に

ついて論じた。これらの応答をまとめると， は次の問題に直面していると考えられる。

（1）経験的問題：進化が道徳的信念の内容全体に影響を与えたことを立証する，より緻密な経
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験的証拠を提示する必要がある。

（2）対象限定問題： が道徳的信念のみを対象として限定できることが可能であることを

示す必要がある。

（3）不可知問題：以上の（1），（2）の立証も含めて，道徳的真理がどのようなものであるか

を想定しない，つまり事実上道徳について何も知らない状態で を展開する必要があ

る

（1）は，進化論的前提における問題として指摘されていたように，現時点では，道徳的信念

全体に進化が影響を与えたことを示す経験的証拠が不十分である点に対応したものである。経

験的証拠が不十分のままで（1）の妥当性を推測によって正当化するのであれば，同様に道徳

的実在論者も，例えば道徳的進歩と思われる歴史事実に依拠して親実在論的な推測をすること

などが許されることになってしまう。このような余地を許容しないためにも， の論者は

より徹底した経験的な根拠づけをすることが要求されている。

（2）は， が前提している適応的信念と真の道徳的信念の分離が可能であるか，という

問題点に対応している。このような分離がなければ， は道徳的信念以外も懐疑の対象と

するより広範な懐疑論証へと崩壊してしまう。ジョイスやストリートは道徳的信念の進化によ

る形成過程の説明における真理への言及の不必要性という特質に訴えることで対象の限定を

行っている。だが，先述したように，この点を立証するためには，何かしらの道徳的真理を前

提としなければならない問題が存在する。 の支持者はこの問題を回避する何かしらの方

策か，別の適応的信念と真の道徳的信念を区別する手段を提示する必要があるのである。

（3）については，（2）と共通しているが， の論者は，論証全体において道徳的真理が

どのようなものであるのかについて想定をせずに を展開しなければならない。 が何

かしらの道徳的真理について想定することで説得力を得ているのであれば，それは自己論駁的

であることに加えて，実在論者も同様に道徳的真理を想定することで，第三要因説をはじめと

した実在論の擁護が可能となってしまうからである。つまり， の支持者は， を展開

する場合には道徳的真理に関する不可知論者にならなければならない。しかし道徳的真理を想

定しないことはいずれの前提の成立に対しても大きな困難をもたらすだろう。特に進化論的前

提を経験的証拠によって補強していくためには，道徳的真理についての仮定が不可欠であると

思われる（ 2019）。

これらの「不可知問題」に対しては，具体的想定ではなく「もし道徳的真理が存在するなら，

それらの道徳的真理は論理的に可能な道徳的信念の小さな部分集合と対応する」と仮定するだ

けで十分である，といった抽象的想定で十分であるとする反論が可能かもしれない（

2016）。だが，このような抽象的な仮定を採用することは，何が適応的信念であり，道徳的信念

であるか判別がつかなくなることを意味する。そのため，進化論的前提を立証することが不可
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能になるのではないか，という問題が依然として生じる。なぜなら，具体的な道徳的真理の想

定に則らなければ，何についての経験的証拠を示せばよいのか方向性が不明になってしまうか

らである。 の論者が進化論的前提の立証方法を説明することができず，それでもなお

の有効性を主張するのであれば， は進化論的前提の必要ないアプリオリな論証と事

実上見分けがつかなくなってしまうであろう22。

これらの問題から，以上の（1)～(3）の問題を全て克服しながら， を展開することは

至難のわざであると考えることができるだろう。道徳的信念の起源についての経験的な証拠に

基づいて，道徳的信念全体の正当性を掘り崩すことを目指す の野心的試みは，まさにそ

の強力さによって，多くの制約とねじれに悩まされることになる。特に，経験的証拠に依拠し

ていながら，道徳的真理に関して何かしらの想定を一切おこなうことができない制約がある点

は， の内でも最も大きな構造上のねじれであるということができる。これらの制約とね

じれにより， の論者は， の持つ，アポステリオリ性，道徳的信念のみをターゲットと

する対象限定性という性質の，片方もしくは両方をあきらめざるを得ないのではないだろうか。

つまり の独自性を維持することは困難であり，過去に提示されてきた懐疑論的問題に吸

収される可能性が高いのである。これらのことから， の論者から有効な克服策が提出さ

れない限り， は道徳的実在論に対する決定的な批判とはならないと結論付けたい。

5，まとめ

本稿では，次のことを論じてきた。まず，グローバルな がどのような懐疑論証である

かを明確化するために，各前提の詳細について論じた。基本的に は，我々の道徳的信念

の内容全体が進化の影響を受けてきたこと示す経験的証拠に基づいて，我々の道徳的信念が道

徳的真理を追跡できないことを示すことで，道徳懐疑論を結論として導出する論証であった。

次に，各前提に対してなされてきた道徳的実在論者らによる主要な批判について論じ，現時点
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22 実際に， が確率的なアプリオリな懐疑論証に回収されると主張する議論もある。例えば，クレ
ンクは， は「ベナセラフ・フィールドの挑戦（ ）」と呼ばれる数学に対
する懐疑論証と同一の構造をもつと主張する（ 2017）。この挑戦は，数学的プラトン主義者は，
数学的事実が客観的かつ非因果的性質であると想定しているが，そうであれば，なぜ我々の数学的
信念が数学的事実を反映していると考えられるのかを，確率的な偶然以外の要素で説明しなければ
ならないというものである。単なる偶然でしか数学的信念が真にならないのであれば，数学的懐疑
論が導出される。この懐疑論証は数学的真理の非因果性定義から直接導かれるものであり，アプリ
オリな論証である。クレンクは，同様の論証が道徳的事実をスタンス独立かつ非因果的性質とみな
す非自然主義者にたいしても展開可能であると論じる。この指摘が正当であれば，進化論的前提は
必要ではなくなり の独自性は消滅することになる。この論証は，その他のスタンス独立性と
非因果性の両方を持つ性質に対しても拡張していくことが可能であろう。



で を構成するいずれの前提に対しても，多様な批判がなされており， が成立してい

るとはいいがたいことを示した。そして最後に，道徳的実在論者の批判を参照してグローバル

な が成功裡に機能するためには三つの条件を満たしていることを示す必要であること明

確化したうえで， の論者は条件を十分に満たすことが，その条件の厳しさと構造的なねじ

れによって困難であると論じた。以上のことからグローパルな がその特性を維持したま

ま，道徳的実在論への批判となることは現時点で困難であると結論付けた。

今後の展望として，グローバルな がうまくいかなければ，シンガーやグリーンの議論

に代表される一部の道徳的信念の集合のみをターゲットとするローカルな が相対的に有

力となると考えられる。ローカルな は「不可知条件」を回避することができるうえ，グ

ローバルな に比して，経験的知見による裏打ちも豊かなものになっているからである（太

田 2021）。ただし，ローカルな はグローバルな に崩壊する可能性も指摘されており，

依然多くの議論の余地がある（ 2011）。

本稿では に対する道徳的実在論者による批判を中心に検討した。そのため， の支

持者による議論を詳細に扱うことができなかったきらいがある。 の支持者による近年の

議論も含めて， に関する論争をより明確に整理することを，今後の研究課題としたい。

（おおたに かんたろう・人文学専攻)
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格率と行為
─カント格率概念の階層的解釈についての一考察─

清 水 颯

要 旨

「格率」とは，カント倫理学の基本概念でありながら，解釈上の問題を引き
起こすトピックの一つである。カントの行為論では，人間は格率に従って行
為することが前提され，行為の帰結ではなく格率が道徳的判定の対象となる。
しかし，格率に従って行為するとはどのようなことであるのかについては，
カントのテキスト上で明確な答えが与えられていないため，格率概念の解釈
は未だに一致していない。
そこで本稿では，カントの格率概念がカント研究者たちによってどのよう
に解釈されてきたのかに注目し，それらの解釈上の長所と弱点を検討する。
格率解釈上の問題として，すべての行為に格率があると前提されながら，我々
は自分の行為の格率を意識しているとは限らないということがある。その問
題を回避しうる格率解釈として，たとえ意識できないとしても，その人の行
為方針を方向づける人生規則のような格率が根底にあるとする解釈を提示す
る（ らの解釈）。しかし，カントの人間学や教育学の議
論を踏まえると，格率が根本的な行為方針でしかないと解釈してしまうこと
には無理があると批判される。
最後に，それらの解釈上の問題をクリアしうる見解として，特定の行為を
指定する格率と，その根底にあって性格を構成する格率を，階層的に解釈す
る立場について検討する。この立場はこれまでいくつか提出されてきたが，
格率が何層にわたって階層的な構造をなし，それらがどのような関係にある
のかについては，解釈者によって見解が異なる。本稿では，特に

の三層構造としての階層的格率解釈を取り上げ，たんに格率が
階層的な秩序を形成していることを示すだけでなく，倫理学，人間学・教育
学の文脈によって扱われる格率の階層が決定されることを示す。しかし，

のように，解釈上の問題をクリアするという戦略的な意図にの
み基づいて，階層的な格率解釈を維持しようとすることにも疑問を呈し，格
率の歴史的な意味とカントによるその受容を推測することによって，たんに
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戦略的ではない仕方で階層的解釈を擁護することを試みる。

はじめに

カント倫理学の基本概念でありながら，解釈上の問題を引き起こすトピックの一つが「格率」

である。カントの行為論では，人間は格率に従って行為することが前提され，行為の帰結では

なく格率が道徳的判定の対象となる。それほどまでに根本的な機能を担う概念でありながら，

格率とは何か，格率に従って行為するとはどのようなことであるのかについては，カントのテ

キスト上で明確な答えが与えられていない。それゆえ，格率という概念の解釈は未だに一致し

ていない。

そこで本稿では，カントの格率概念がカント研究者たちによってどのように解釈されてきた

のかに注目し，それらの解釈上の長所と弱点を検討する。まずは，格率の基本的な意味を確認

し，人間はつねに格率に従って行為しているというテーゼが抱える解釈上の問題を提示する。

その問題とは，我々は行為に際して自分の格率を意識していることはあまりないということで

ある。次に，その問題を回避しうる格率解釈として，たとえ意識できないとしても，根底にそ

の人の行為方針を根本的に方向づける格率があるとする解釈を検討する（

）。しかし，カントは，具体的な行為を指定する格率を例示しているし，性格を構成する

根本的な考え方としての原則に従っている人は稀だとも述べているので，格率が根本的な行為

方針でしかないのであれば，格率に従った行為はほとんどないということになってしまい，カ

ントの行為論の前提が維持されないことにもなる。それゆえ，人生を根本的に方向づける規則

のみを格率と見なすのはカント解釈としていささか無理があると批判する。

最後に，それらの解釈上の問題をクリアしうる見解として，特定の行為を指定する格率と，

その根底にあって性格を構成する人生規則に近い格率を，階層的に解釈する立場について検討

する。実際に，格率が階層的秩序をもつことはよく指摘されてきた(1)。具体的な行為を導く格

率が意識されていないとしても，それを指示しているより抽象的な方針としての格率があり，

それらが階層的な関係にあると考えることで，人間のあらゆる行為に格率を認めることができ

る。しかし，どのような仕方で，そして何層にわたって格率が階層的な構造をなしているのか

については，解釈者によって見解が異なる。本稿では，特に の三層構造としての

階層的格率解釈を取り上げ，たんに格率が階層的な秩序を形成していることを示すだけでなく，

倫理学，人間学・教育学の文脈によって扱われる格率の階層が決定されることを示す。

は，主に解釈上の問題をクリアするという戦略的な意図にのみ基づいて，この階

(1) 日本語で書かれた論文では，御子柴 1999，小野原 2001，田原 2008 等。本稿では，彼らの論述を踏ま
えつつ，特に各階層間の格率の関係について， の論文を参照にさらなる考察を加える。
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層的な格率解釈を維持しようとしているが，それだけでは物足りないように思われる。そこで

本稿では，格率の歴史的な意味とカントによるその受容を推測することによって，たんに戦略

的ではない仕方で階層的解釈を擁護することを試みる。

1．格率とは何か

まずは，格率概念の基本的な意味を確認したい。カントは一貫して，格率を，行為者が行為

する際に従っている主観的な原理あるいは原則として考えていた。カントによると，格率とは

「意欲の主観的原理」（Ⅳ 401 ）であり，「行為することの主観的原理」（Ⅳ 421 ）で

あり，「主体がそれに従って行為する原則」（ ）である。つまり，カントの前提によれば，人

間の行為は格率に従ってなされているということになる。また，それは，「自分自身に課した規

則」（Ⅳ 438）であることから，格率は他ならぬ「自分」が作り上げるものでなければならない。

自分が作り上げた格率を基礎として，それに従って行為を遂行するのである。カントによれば，

行為が道徳的に善であるか否かは，格率が道徳的に善であるか否かを判定することによって判

明する。それゆえ，カントは，ある行為がたとえよい結果につながっても，その背後にある格

率が道徳的に善いものでなければ，それは道徳的に善い行為であるとは言えないと結論づける

のである。つまり，カントにとって，格率がその行為者の道徳性を判定する際の吟味の素材だ

ということになる(2)。そして，その道徳的判定は，格率が普遍的法則として妥当するかどうか

を検討することによってなされる。それはカントの次の有名な方式に表れている。「格率が普

遍的法則となることを，その格率を通じて君が同時に意欲することができるような格率にのみ

従って行為せよ。」（Ⅳ 421）

実際になされた行為ではなく，それが基づくところの規則である格率の内容によって，行為

の善さが判断される。つまり，カントの倫理学において，行為の道徳的判定が可能となるのは，

それが格率に従っているからなのである。では，どのようにして我々は格率に従って特定の行

為を遂行するのか。そのことを確認するために，実践的な三段論法の大前提として格率が機能

していることに注目したい(3)。それは，例えば次のような『実践理性批判』での寄託物の議論

に表れている。「あらゆる確実な手段によって私の資産を増やすこと」を格率としている行為

者がいるとする。手元にある寄託物があり，その所有者は死亡していて，その証書も残ってい

ない。「これは私の格率の事例である。」（Ⅴ 27）このとき，確かに格率は実際の行為を導く実

(2)「私たちの行為の格率が普遍的法則となることを意欲することができるのでなければならない。こ
れが行為一般の道徳的判定の基準である。」（Ⅳ 424）

(3) これはヴォルフ学派で採用されていた伝統的な格率解釈であり，例えばカントが実際に講義の教科
書として用いていたバウムガルテンにおいても，実践的な三段論法の大前提として格率が理解され
ている（ §699）。
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践的な三段論法の大前提として理解されており，小前提としての特定の事例に適用させてい

る(4)。また，より直接的な言明として，例えば 1792/93 年の形而上学に関する講義録では，自

発的な行為は主観的な実践的原理である格率に基づいており，格率は実践的な三段論法の大前

提であると明示されている（ 678）。大前提としての格率を特定の状況に適用するには，

すなわち小前提に対して，「それは私の格率を適用すべき事例である」と判断する必要がある。

そこで，実際の行為を導くためには実践的な判断力が必要となる(5)。つまり，その格率を自分

のものとして採用し，特定の状況に対して自分の格率を適用することで，格率が指定する行為

を遂行するのである(6)。

カントの行為論では，行為者が採用した格率が特定の状況に適用されることで行為が実現さ

れることが前提され，それによって行為の道徳性がはじめて問われうる。それゆえ，行為の道

徳的判定には格率が不可欠となるため，格率のない行為に対しては道徳的責任を問えないこと

になる。しかしカントは，道徳的に善でも悪でもない「道徳的無記（アディアフォラ）」を想定

していないため，道徳的責任を問うことすらできない行為は人間の自由な行為とはみなされな

い。例えば『たんなる理性の限界内における宗教』（以下『宗教論』）では以下のような主張を

している。

しかし行為におけるいかなる道徳的中間（ ）も，人間の性格におけるいかなる道

徳的中間も，できるだけ認めないようにすることは，道徳論一般にとってきわめて重要で

ある。そのような曖昧さによって，すべての格率がその明確さと堅固さを失う危険を冒し

てしまうからである。（Ⅵ 22）

(4) この解釈をとる論者は数多くいるが，例えば は，行為を法則から導くためには理性が要求さ
れるため，意志とは実践理性にほかならないとする議論（ 412）から，格率に従って行為するとい
うことは，理性による推論が働いているため，それは伝統的な実践的三段論法の教説であると述べ，
カントの寄託物の例には三段論法的な秩序（ ）が表れていると主張してい
る（ 2005 70）。

(5) 判断力は個別的なものが規則のもとに包摂できるかを判断する能力だからである（ 132/ 171）。こ
の判断力は，『基礎づけ』の序文で言われるような「経験によって鋭くされた判断力」（ 389）の作
用と考えられるため，実践的な経験によって徐々に磨いていくしかない。原理から行為を導くには
判断力の働きによって補完する必要があるという見解について，本稿ではこれ以上踏み込んだ考察
はできないが，重要な問題の一つである。

(6) カントによれば，格率採用から行為へと規定されるのは，行為者の意欲の主観的根拠である動機
（ ）が随意（ ）の働きによって格率のうちに採用されるということによって説明され
る（ Ⅵ 23 ）。これは， が採り込みテーゼ（ ）として強調する論点でもあ
る。
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道徳的にどちらでもない行為（道徳的無記 ）というものは，自然法則に基

づいてのみ生じる行為のことであり，それゆえそのような行為は自由の法則としての道徳

法則には何の関係もない。というのも，そのような行為は事実ではないし，またそのよう

な行為に関しては命令も禁止も許可（法則的機能）も成り立たない，あるいは必要ないか

らである。（Ⅵ 22 ）

前者の主張では，カントは道徳的無記が存在しえないとまでは主張せず，できるだけ認めな

いという比較的弱い主張にとどまっているが，後者の主張では，より明確に道徳的無記は自由

な行為には認められないことを表明している。前者の主張のように，カントがあまり積極的に

道徳的無記の存在を認める言明をとらないのは，人間の行為には，一見道徳とは何の関係もな

いような行為が多く認められるという単純な事実があるからであろう(7)。しかし，後者の引用

から明らかなように，カントにとって適切に行為と呼ばれるものは，自然の作用ではなく自由

な行為のみである。カントの前提では，すべての行為は目的をもっており，目的の設定は自然

の作用ではなく，行為する主体の自由の活動である（ Ⅵ 384）。ここから，人間の行為とし

て認められるものは，自由に基づく行為に限定されるため，たんなる物理的な反応でない限り，

原理上すべての行為は善か悪のどちらかであると言える。すべての行為が道徳的に善か悪かの

どちらかであるということは，すべての行為は道徳的判定に開かれているということになるか

ら，すべての行為は格率に従っているということをカントの中から前提として取り出すことが

できる。

確かに，多くの解釈者は「すべての行為は格率に従っている」というテーゼを受け入れてい

るが(8)，しかしそれは疑問にも付されうる。直感的に，なんの規則にも基づかない行為は日常

(7) 例えば『徳論』の次の記述は，むしろ道徳的無記の存在を認めているようにも見える。「しかし，空
想の上で有徳である者［ - ］と名づけられうるひとがいる。それは，いかなる道
徳性に関してどうでもよいもの［ ］を許さず，一歩ごとに盗賊の侵入を防ぐ鉄菱［ ］
のように義務をまき散らして，どちらでも口に合うのに，肉を食べるか魚を食べるか，ビールを飲む
かワインを飲むかを，どうでもよいとは考えないようなひとである。これは，細かいことへの必要
以上のこだわり［ ］であって，これを徳論に取り入れるならば，徳の支配は専制政治へと
変じてしまうことであろう。」（Ⅵ 409）しかしこの主張は，例えば「肉を食べる」という行為そのも
のが道徳とは何の関係もないという内容ではない。その行為者のバックグラウンドによっては，肉
を食べることもワインを飲むことも，道徳的でないことが考えられうる。「どちらでも口に合うの
に，肉を食べるか魚を食べるか，ビールを飲むかワインを飲むかを，どうでもよいとは考えない」と
いうことの微妙なニュアンスに注意する必要がある。

(8) 例えば は「カントの行為の理解の中心にあるのは，行為する者は誰でも格率に従って行為す
るというテーゼである。」と述べている（ 2005 54）。ほかにも， 1989 112 151［邦
訳，220，299 頁］や 2003 150 など。
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に多くあるように思われるからである(9)。実際に我々の多くの行為は，それが基づいている原

則から推論的に導こうとすることなく実行されている。この問題を回避しうる解釈として，格

率を，個々の行為ではなく，行為者の生き方を方向づけるものとみなす解釈がある。その解釈

によれば，当の主体が自分の格率を特定の行為に対応する形で意識していないとしても，その

主体の根本的な行為の方向性を定めている原則が行為の背後には必ずあると主張できる。次節

では，その代表格と言える や ，さらにそれを若干弱めたバージョンとも言える

の解釈を取り上げる。

2．人生規則，あるいは根底的な原理としての格率解釈

格率は私たちの行為だけでなく，私たちの生き方を方向づけるレベルまで抽象化されると考

えられるため，格率はそれをもっている行為者の生き方全体を構成する「人生規則

（ ）」であるという解釈は，以前から提出されていた。例えば や は，

1970 年代に発表した論文において，格率が私たちの人生を方向づけ，どのような人間であるか

を規定する点を強調して，次のように述べる。「格率は，私がどのような人間であろうとするか

を表現する。」(10)例えば は，格率のもとにある具体的な行為規則は格率ではなく，たん

なる「意図（ ）」にすぎないと考えた。また， も格率を，「毎日歌を歌いたい」，「早

寝早起きをする」などの「日常的な諸意図（ ）」から区別して，「全体

としての自分の人生を導くもの」すなわち，「人生の最終的な根本的な方向づけ

（ ）である」と特徴づけ，そのもとにある具体的な行為規則が具体的な行為を

指示すると考えている(11)。

彼らは，人生規則のみを格率と解釈しており，具体的な行為規則を格率とみなしていない。

このように，格率を人生を方向づける規則として位置づける論者は少なくないが，それだけを

格率と考えるのは誤りである(12)。彼らのように，「私たちが人生を送る方法」を決定するもの

だけが格率であると考えるのは，格率解釈としていささか狭すぎる。 は，格率を「多くの

(9) 例えば は，「すべての行為は格率に従っている」というテーゼは人間の行為を記述する
ものではなく（記述的読解），人間の行為が目指すべき規範的理想であるとして（規範的読解），すべ
ての行為が格率に従っていると考える必要はないと結論づける（ 2017）。

(10) 1974 489 ほとんど同じ表現が 1979 90 にもある。
(11) 1979 90-91 この考え方は の中で維持されているようだ。例えば 2012 年の

122-123［邦訳，137-138 頁］にも同様
の主張が見られる。しかし，格率が人生を根本的に方向づけるのは，現実の様々なありように特定
化される限りであるという譲歩が付されているため，より慎重な言い方になっている。

(12) の格率解釈への批判として， 1994 を参照。
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規則を内蔵する原則」として位置づけ，それは「人間がその一生をいかに送るかという仕方を

内実として含むもの」であり，「多様な意図や行為にそれらに共通の方向を与える基本的な心の

もち方を表すもの」だと断定する(13)。このように， は，「規則」と「格率」を区別し，前

者をたんなる意図とみなし格率とはみなさないという方針をとっている(14)。

しかし， のように，格率をたんなる規則から概念上区別する必要はないだろう。確か

に，そのように解釈することによって，格率とそのもとにある規則が区別しやすくなるだろう

が(15)，規則も格率として特徴づけられているのだから，より上位の格率から導かれる規則も格

率とみなしてよい。例えば，カントは格率として，「私が金に窮していると思った場合は金を借

り，金を返すことは決して行なわれないだろうとわたしが知っていても，返すと約束しよう」

（Ⅳ 422）という原則を挙げているが，これは「どんな手を使ってでも自分の窮地を脱する」と

いう，より上位の格率が特定の場面で応用されたものと考えることができる。また，この格率

は特定の状況において「約束する」という具体的な行為を指示しているため，格率には「具体

的な行為の正確な記述はない」と主張するのはミスリードである(16)。また，もし格率が人生規

則でしかないのであれば，人間は自分の生き方の道徳的判定しかできなくなってしまうが，そ

れは明らかに奇妙な見解である。なぜなら，私たちは人生全体よりも，ある特定の行為に対し

て道徳的判定を下すはずだからである。

また，同様の方向性で格率を解釈する重要な論者に がいる。 は，格率を根底

的な意図や原理であると考え，それが様々な具体的な意図（ ）に影響を与えると考えて

いる。ただし は格率を人生規則だとは考えていない(17)。 は次のように説明し

ている。「格率は，それによって私たちのより具体的な意図を導き，コントロールするような根

底的な原理あるいは意図である。」(18)「格率は，簡単に意図と同一視されない。意図は複数ある

(13) 1994 149［邦訳，197 頁］.
(14) 1979 93
(15)この区別をカントは『実践理性批判』の中で示唆している。（ Ⅴ 19）
(16) 1979 95 ヘッフェの解釈がミスリードであるのと同様の理由で，「格率はそれ自体，我々が
実際に何をすべきかを教えてはくれない」という の前提も誤りである。（ 1974 490 ）

(17) は，自分の主張と，「格率は人生の方針でなければならない，あるいは人生の長期にわたる方
針でなければならないような根底的な原理である」という主張は異なると明確に述べている（
1989 129［邦訳，255 頁］）。それゆえ，「根底的な原理は，より長期にわたる原理である必要はな
く，私たちはそれを自由に変えることができる」と考えられている（ 152［邦訳，302 頁］）。
とはいえ，確かに は，「根底的な意図は，より広く長期にわたる人生の目標，方針，願望をか
なりの程度まで表現している」とも主張しているため（ 92［邦訳，180 頁］），例えば，
はこの点を指摘して，そもそも「根底的な原理という表現は曖昧である」と述べ，上記の二つの主張
は調和しないと を批判している（ 1986 481）。なお， の批判には も
同意している（ 1990 93［邦訳，175-176 頁］）。

(18) 1989 84［邦訳，165 頁］.
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かもしれず，その中には重要なものもあれば，表面的なものもある。むしろ格率は，行為が適

合するその格率以外のあらゆる原理が，（行為者が知覚したような）その状況において，その格

率に従って行為するために必要であるという理由で選択され，説明可能であるという意味で，

行為の根底的な原理，あるいは行為の基礎的な原理である。」(19) は，状況によって簡単

に変わってしまうような具体的な意図ではなく，かなりの程度まで長期的である根底的な原理

こそが格率にふさわしいと考えた。例えば は，「訪問客を歓迎する」という根底的な原

理のもとに，「コーヒーを入れる」などの表面的で具体的な意図を置いている(20)。

では，根底的な原理のみを格率とみなす の解釈は妥当だろうか。 によれば，

具体的な意図とは具体的な状況や文脈が書き込まれた意図であり，根底的な原理とは特定の状

況を示さずに抽象的な仕方で行為の方針を表現しているものである。つまり，格率は「未確定

的な行為方針」(21)であり，行為者が置かれている特定の状況や特定の行為は書き込まれておら

ず，根本的で抽象的な原理のみが格率となると考えられている。 はこのような区別を

設けるにあたり，カントが行為者の真の道徳性は不透明であり，格率に確信が持てないと主張

することを中心的な論拠としている(22)。それゆえ，明確に意識できる行為の具体的な意図は格

率にふさわしくなく，具体的な意図に影響を与える根底的な原理だけが格率にふさわしいと結

論づける。

しかし， が指摘する格率の不透明さは，根底的な原理のみが格率で，具体的で表面的

な意図は格率ではないと断定できる根拠とはならない。カントのいくつかの格率の例を見て

も，それはかなり具体的な状況や行為を含んだ形で表現されているし，そもそもカントが格率

の不透明さを指摘するときに念頭にあるのは，格率そのものの不透明さではない。それは，自

分が意識している道徳的な格率が，実は傾向性によって強く動機づけられているかもしれない，

という疑いの念が晴れないことを意味しているにすぎない。それゆえ，格率はその人のあり方

を決定する根底的な原理のみであって，明確に意識できるより具体的な意図は格率ではないと

いう の結論に同意することはできない(23)。格率には，あらゆる特定の行為選択に影響

を与える根底的な原理のようなものがあることは認められるが，少なくともカント解釈として

は，格率は根底的な原理だけであるという強い解釈を捨てなければならないだろう。

それでも，格率を人生規則あるいは根底的な意図として解釈することには，格率と一貫した

考え方や性格との関係を説明できるという長所がある。というのも，カントにとって格率と性

格は密接に関係しており，簡単に変わることのない人生規則のような根本原則としての格率が，

(19) 129［邦訳，254 頁］.
(20) 84［邦訳，166 頁］.
(21) 152［邦訳，301 頁］.
(22) 85［邦訳，166-167 頁］.
(23) 152［邦訳，302 頁］.
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その人の性格を構成すると考えられているからである(24)。実際，カントは『実践理性批判』で，

「不変の格率に従う実践的で一貫した考え方（ ）」が「性格」であると主張している

（Ⅴ 152）。ここで格率が，「不変の（ ）」と形容されていることから，より人生

規則に近い格率をカントが想定していると考えてよい。

ほかにも，例えば『教育学』に目を向けると，子供は一貫した格率に従うという意味での「性

格」を樹立するために，自分で立てた格率に従うように教育されなければならないという内容

が見られる（ Ⅸ 481）。しかし，性格の樹立が課題となるには，性格が樹立されていない未

熟な人間が想定される必要がある。つまり，格率が性格を構成する根本原則であり，すべての

行為は格率に従うのであれば，性格を樹立する以前の子供は行為しないという結論が導かれて

しまう。さらに，『人間学』では，性格をもつことが「稀なこと（ ）」だと述べられて

いる（ Ⅶ 292）。

格率を，性格を構成する根本原則としてのみ解釈してしまうと，一貫した考え方としての性

格をもつ者は稀であるというカントの文言から，すべての行為に格率があると考えることが難

しくなってしまう。それゆえ，性格を構成する根底的な原理は，格率の一側面であってもすべ

てではないと考えるべきである。つまり，性格や生き方を表現する根底的な格率だけでなく，

そのもとにある特定の行為方針を決定する格率もあると考える必要がある。それらの格率が階

層構造をなしていると考えることで，これらの問題は回避することができるのである。

3．格率の階層的解釈

格率の階層的解釈とは，直接行為を指定する一階の格率と，その格率の選択に影響を与える

高階の格率があると考え，格率をいくつかの層が重なっているものとして解釈する方法である。

例えば，カントが『基礎づけ』において，「主体がそれに従って行為する原則」というときの格

率は特定の行為にかかわる一階の格率である。しかし，『宗教論』で「最上格率」と呼ばれてい

る格率は，一階の格率を方向づけるより高階の格率と考えられる(25)。『宗教論』では，普遍的で

より高階の格率がそれに従属する特殊な格率の根拠となっていることが示唆されている。そこ

でカントは，何か悪い行為をしている人が悪だと判定されるのは，目に見えて悪い行為をして

いるからではなく，その行為から推測される格率が悪いからであると述べ，次のように言う。

(24)格率をもつことが性格を形成することと連続していることを指摘する論者は多い。例えば は
「カントの道徳的考察の理論とその中で格率が果たす役割は，究極的には道徳的な性格形成の理論で
あり，ひいては徳論に基礎を置くものである」と述べている（ 2008 135）。他にも，
2012， 2002， 2000， 1989 等。
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ある人のことを悪だと呼ぶには，若干の，いやたった一つでもよい，意識的になされた悪

い行為から，根底にある悪い格率がアプリオリに推測されなくてはならない。そしてこの

悪い格率から，主体のうちに普遍的にあるすべての特殊な道徳的に悪い格率の根拠が，し

かもそれ自身もまた格率であるような根拠が，アプリオリに推測されなくてはなるまい。

（Ⅵ 20）

格率にそのような様々なレベルを認めることで，明確に意識することができる一階の格率と，

必ずしも意識されない根本的な高階の格率とに区別することができる(26)。格率がこのような

階層的秩序を形成していると考えられるのは，特定の行為を指定する規則として機能していた

格率が，やがてより強固な持続性をもつことで，その行為者の性格を形成する根本的な行為指

針となりえるからであり，また，性格は特定の行為にかかわる格率に影響を与えるからである。

つまり，一階の格率から高階の格率へと上ることも，高階の格率が一階の格率を指定すること

もあるのである。

また，格率を階層的に解釈する長所は，すべての行為が格率に従っているというテーゼを捨

てることなく，特定の行為を指定する格率と，根本的な生き方の指針となって性格を構成する

格率とを矛盾なく説明できることである。というのも，行為に際して明確に格率が意識されて

いなくても，その行為を方向づけているより高階の格率を想定することができるし，性格を構

成するほどに根本的な格率を採用していなくても，その手前にある一階の格率に従って行為し

ていることを矛盾なく想定できるからである(27)。

前節で紹介した や ， は，高階の格率を強調していたことが分かる。これ

を踏まえて は，より具体的な格率を「薄い（ ）」格率，人生規則として性格を反

(25) をはじめ，階層秩序的な解釈をとる論者のほとんどは，この最上格率を と同
定しているが（ 1990， 2000， 2006 等），そのことには慎重にならなけ
ればならない。カントは が格率であると直接指摘することはないし，定言命法の手続き
にかけることもないからである。しかし，カントは を「格率の最初の主観的根拠」（Ⅵ
25）であると述べ，それも選択意志によって採用されると述べているため，状況証拠からして格率と
密接に関係していることは確かであるが，構造的に格率のようなものであるとまでしか言えないだ
ろう。

(26)例えば が言うように，「私たちは，すべての行為でその根底にある原理を明確にしてい
るわけではない。［…中略…］私たちはまた，私たちを一階の格率に従って行為させる高階の原理を
必ずしも意識しているわけではない。」（ 2003 154-155 ）

(27)重層的解釈をとる御子柴は，一見格率がないような行為にも反省的に格率を帰属できると考えてい
る（御子柴 1999 72）。また，小野原も，重層的な解釈を採用し，格率は形而上学的な概念である
から，経験的にすべての格率を特定できなくても，反省的にすべての行為に格率を認めることがで
きると述べている（小野原 2001 62）。
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映する格率を「厚い（ ）」格率として二分し，彼らは後者を強調しすぎるあまり前者も格率

として機能していることを無視してしまったと指摘している。また，このような傾向はドイツ

系のカント研究に多く，薄い格率を重視する傾向はイギリス系のカント研究（ や

等）に多いとも評価している(28)。なお， は，薄い格率に二つの階層（「意志作用と

その結果としての行為の具体的な一階の原理」と，それに基づいて一階の諸格率が選択される

「意志作用や行為の高階の主観的原理」）を置き，その上に厚い格率（「特に性格的で活力ある高

階の主観的原理」）を置いて，格率の階層構造を理解している(29)。 は倫理学におけ

る格率を二層構造とし，その上に人間学的・教育学的な意味での格率を置いているため，結果

として三層構造になっている(30)。

ここまで見てきたように，カントの格率概念が果たす役割は，定言命法によって行為の道徳

性を判定する材料となること，さらには行為方針を根本的に決定する人生の規則として，その

人の性格を構成し，生き方を方向づけることなのである。道徳哲学の文脈では，道徳性の判定

対象となる格率が採用され，人間学・教育学的な文脈では，格率の選択が確固とした性格の確

立につながるため，人生規則に近い意味での格率が採用されており，それらが階層的な構造を

もっているのである。

しかし，このように格率を階層的に解釈することにも問題がある。そもそも，カントが

のような階層構造で格率を解釈している直接的な証拠はないのである。それゆ

え， は階層的に格率を解釈することを維持するためには，カントが文脈によって

異なる格率の意味を採用しており，必ずしもすべての場面で同じ意味が採用されていないと認

める必要があると考えている(31)。確かに，格率にそのような階層性を認めることはカントの格

(28) 2000 51 4
(29) 2000 40-41
(30)二層目と三層目はどちらも高階の格率であるように見えるが，それが表現する性格の文脈の違いで
区別される。二層目の高階の格率（ はこれを とみなす）は，道徳的に善いか
悪いかが動機の構造によって決定される性格であり，道徳的な意味に限定されるが，三層目の人生
規則としての格率は，端的にその人がどのような性格をもっているかを表現するものである。（

2010 参照。）
(31) によれば，「異なる意味の区別やニュアンスの区別は，格率において見出されないので，
カントが「格率」について語るところでは，その意味は一つであり同じであるということは，自分た
ちの時代だけでなく，過去の時代のカント解釈者の基本的な前提になっているようだ。しかし，そ
う前提すると，カントの行為論と道徳心理学の大部分は矛盾しているように見えるはずである。例
えば，意識の問題，すべての行為において格率に従って行為するかどうかの問題，あるいは，格率に
一般的な妥当性があるかどうかの問題は，カントによって肯定的に答えられているところもあれば，
否定的に答えられているところもあるようである。しかし，もしカントの格率の理論をこれらの明
らかな矛盾から守りたいと思うならば，相互に連関しあう複数の概念に席を譲って，カントの格言
概念の一様性を捨てなければならない。」（ 2003 149 ）
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率に関する記述から推察することは十分可能であるし，解釈上の問題をクリアするという点で，

戦略的に優れた解釈方針だと言える。

しかし，格率の階層的解釈は，たんに戦略的なものにとどまるのだろうか。本稿では，それ

に加えて，カントが格率概念を階層性をもった概念として受容していたと考えることで，階層

的解釈を擁護したい。カントにおける格率概念の起源は正確には明らかになっていないが，お

そらくカントの時代には，実践的な三段論法の大前提として，格率が特定の行為を指定する規

則であったこと，さらには人生規則になりうる根本的な原則であったこと，これらの意味が同

時に存在していたと想われる(32)。つまり，格率概念には，三段論法から推論的に具体的な行為

を導く役割と，人生を方向づける根本原理としての役割が含まれていたのである。そのような

ものとして格率概念を受容したカントが，道徳哲学や人間学・教育学のそれぞれの関心に基づ

いて格率概念を階層的に使用したと考えることができる。つまり，矛盾する別の格率解釈を採

用していたのではなく，自らの倫理学的，人間学的な文脈にとってふさわしい格率概念を使い

分けていたのである。

おわりに

カントにとって格率は，個々の行為にかかわると同時に，その人の人生全体としてのあり方

にもかかわるのである。これはどちらも格率の側面であり，文脈によって採用される面が変

わっているだけである。カントは格率概念の複数の次元を同時に取り入れ，性格に関する議論

ではより厚い格率を，行為の道徳的判定に関する議論ではより薄い格率を問題にしていたと考

えられる。 は戦略的に格率の三つの階層を異なる意味として捉えていたようだ

が，本稿では，格率概念の受容を推測することで，戦略的な意図以上の根拠をもって階層的解

釈を擁護しうることを示した。格率概念は，特定の行為を指定する道徳的判定の対象であると

同時に，性格を構成する人生規則に近い意味をもった広い概念であり，カントにおいてはそれ

が階層的に位置づけられていたのである。

（しみず はやて・人文学専攻)

(32)第一節で指摘したバウムガルテンに加えて，例えばヴォルフ学派に位置づけられるメンデルスゾー
ンは，格率を三段論法の大前提であり，人生の一般的な規則であると指摘している（
2008 74）。人生の規則となる根本原則としての格率概念の源流としては，ルソーが想定される
（ 1994 143 参照）。
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カントのカテゴリー論とヘーゲルの『大論理学』

安 保 広 睦

要 旨

本稿では，『純粋理性批判』におけるカントのカテゴリー論とヘーゲル『大
論理学』との関連性，とりわけヘーゲル自身が彼の体系内において『大論理
学』に与えた位置づけとの関連性を論じる。ヘーゲルはたとえば『エンチュ
クロペディー小論理学』においてそのことに言及しているので，ここでは当
該の箇所，特に 40 節から 45 節にある記述をひとつずつ解明していくことを
もって，その論理学がカントのカテゴリー論の補完であったことを示す。し
ばしばヘーゲルの形而上学はカントの批判以前的な観念論への退行として語
られる。しかし本稿はそのような立場に与せず，その形而上学は「論理学」
であって，しかもそれはカントのカテゴリー論の補完としてあったことを主
張する。それゆえ『エンチュクロペディー』における当該の箇所の解明は，
カント『純粋理性批判』「超越論的論理学」にある記述をもとにして行なわれ
る。ヘーゲルは実際，カントの論述に沿ってみずからの論を展開しているの
で，その箇所の解明としてはまったく自然な方法であろう。ここでは特に，
カテゴリーと純粋統覚との関係，カテゴリーの超越論的使用と「物自体」を
取りあげ，カントが通常「前提」しているとされる「物自体」がその実，カ
テゴリーのはたらきの産物であって「帰結」であったことをヘーゲルの論述
に基づいて示す。ヘーゲルの哲学体系は帰結がもう一度前提に還ってくる円
環を描いているのであり，帰結としてのカントの「物自体」もそのように説
明されうる。本稿はそれをもってヘーゲル論理学がカントのカテゴリー論の
補完であったことを明るみに出すことを目的としている。

1．はじめに

ヘーゲルによれば，「論理学の仕事」は，「思考規定を体系づける試み」である（ 81/87）。

そして「思考規定たるカテゴリー」（ 117/127）と言われるように，ここでの「思考規定」

はカント的なカテゴリーを意味する。論理学，ヘーゲルの体系内におけるそれは『大論理学』
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であろうが，それがカント的なカテゴリーを体系づける試みであるとすると，その論理学はカ

ントのカテゴリー論を補完する試みであるとも言えよう。そこで以下では，カント『純粋理性

批判』，ヘーゲル『エンチュクロペディー小論理学』特に 40 節から 45 節にある記述をもとに，

まずなぜカントのカテゴリーが補完されねばならないのかを明らかにし，次にヘーゲルがそれ

をどのように補完したのかを見る。最後にヘーゲルが示したことがすでにカントにおいて示唆

されていたことを明らかにして，ヘーゲルの補完がカントにとって必然的であったことを証示

したい。私見によれば，ヘーゲルのカント批判はカントにとっていわば「想定内」の出来事で

あった。しかしたしかにカントはそれを主題的に論じているわけではないから「補完」が求め

られるのである。

2．なぜカントのカテゴリーが補完されねばならないのか

『エンチュクロペディー』にはこうある。

自己意識の統一体たる自我は，まったく抽象的で，具体的内容のまったくない存在である。

その自我がどのようにして思考規定たるカテゴリーに到達するのか。さいわいなことに，

通常の論理学のうちにさまざまな判断形式がすでに経験的に示されている。ところで，判

断することは一定の対象を思考することである。だから，すでにできあがったものとして

列挙されるさまざまな判断形式は，さまざまな思考規定を提供していることになる。

（ 117/127）

このようなカントのカテゴリー導出について，ヘーゲルは「カント哲学はカテゴリーの発見

をきわめて気楽にやりとげた」（ 116 117/127）と表現している。いささか挑発的であるが，

ヘーゲルの意図することはすなわちこうである。思考規定たるカテゴリーはそれが必然的なも

のであることが示されねばならない。しかしそれが観察から導かれ，「経験的に」受けとめられ

るというだけのものであるなら，それは必然的だとは言えない。カテゴリーは本来「思考その

もの」から導出されねばならないのである。

さて，しばしば言われるように，カントは「論理学」，上の引用では「通常の論理学」を自身

の体系において前提している。それは『純粋理性批判』第二版序文の冒頭に明記されているこ

とである。論理学はアリストテレス以来，少しも後退せず，進歩もせず，それは「どこから見

ても自己完結し，完成しているように見える」。論理学はあらゆる客体を捨象し，かかわるもの

と言えば，知性自身と知性の形式にほかならない。ゆえに知識が問題になる場合，「論理学が前

提になる」のである（ Ⅲ /18 19）。久保（1997）が示したところによると，カント以降，

ラインホルトやフィヒテが受け継いだのは，まったく「超越論的論理学から一般論理学が導出
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されるようにはなっていない」という洞察であり，そこから一般論理学を哲学的に基礎づけね

ばならないという問題意識が生まれ，それが「意識律」による一般論理学の基礎づけの試みで

ある「根元哲学」や，根本的な「知識学」の内容からの抽象として論理学の形式を位置づける

ことによる，論理学の基礎づけを生みだした（久保 1997 160-161）。

たしかにカント自身が『プロレゴメナ』において特に強調していたように，『純粋理性批判』

の試みが，諸学の可能性の条件を問うことによってそれらを基礎づけるところの「学問論」で

あったとすれば，そこにおいて彼は純粋数学，純粋自然科学，形而上学一般，学としての形而

上学の可能性は問うても，けっして「論理学」の可能性の条件を問うことはなかったと言うこ

とができるかもしれない。「超越論的論理学」によって一般論理学の機能する地盤を提供して

いるのだとしても，一般論理学自体の内容をそこから導出することはなかったのである。一般

論理学には，分析的にさまざまな観念を概念のもとに統一する「分析的統一」を為すというは

たらきがあり，それをもとにして知性は「概念に判断の論理的形式をもたら」す（ 104 105/134）

が，そうやって導出されたのが，有名な「判断表」（ 95/127）である。

判断表の妥当性はいまでも解釈のわかれるところであるが，カントにおいてそれがカテゴ

リー表にそのまま直結していることを考えると，カテゴリー表に関して，それが必然的でなけ

ればならないにもかかわらず，通常の論理学のうちに経験的に示されている判断形式をもとに

しているそれを必然的であるとは言えないとするヘーゲルの指摘は当たっているように思われ

る。無批判な一般論理学の前提から「判断表」が導かれ，そこからカテゴリー表が導出される

のだから，それを必然的であるとは言えないのである。われわれはまずこれを認めるところか

ら議論を始めることにしよう。

さて，ほとんど所与のものとしてカテゴリー表を「前提」することに関して，問題なのはそ

れが必然的でないということそれ自体ではない。そうではなく，それがもたらすひとつの帰結

が問題なのである。カテゴリー表がカントにおいて前提され，カテゴリーの数は十二であると

決められた。そういう「カテゴリーはすでに結合を前提にしている」（ 131/185）が，その結合

こそ「私は考える」という純粋統覚による「自己意識の超越論的統一」なのである（ 132/186）。

そしてそれは「客体の概念において統合される」という意味で，「意識の主観的（経験的）統一」

とは区別される。すなわち，その根源的統一のみが「客観性」をもちうるということである

（ 139 140/192 193）。約言すれば，カントは十二個のカテゴリーを成り立たせている源泉と

しての自己意識というものを発見した。直観の多様なものが「私は考える」という一者に必然

的に関係することで，カテゴリーによる結合が可能となる。そういう自己意識がカテゴリーの

背後にはあったのである。この帰結が以下では問題になる。

これに関して，「カントの主張は，思考規定［カテゴリー］は自我を源泉とし，自我が一般的

で必然的な規定をあたえる，というもの」（ 117/128）だと看破していたヘーゲルによれば，
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ここには，いうまでもなく，すべての意識の本性が正しく表現されています。人間の努力

というものは，世界を認識し，わがものとし，支配することをめざすので，最終的に，物

としての世界はいわば押しつぶされ，理念化されねばなりません。同時に留意されねばな

らないのは，多義性を絶対的に統一するのが自己意識の主観的な働きではないということ

です。すべてを一体化したものが，むしろ，絶対の真理そのものです。（ 118/128 129）

とされる。ここでヘーゲルが言っているのは，「自己意識の主観的な働き」とあるように，カン

トは一般論理学において経験的に示されていた判断形式に則ってカテゴリーを導出したが，ま

さにそれゆえに主観的なものと客観的なものとを混同してしまったということである。という

のも，十二個のカテゴリーは必然的なものではなく，それゆえ客観的ではない。ここで「客観

的」というのはカントにおいて確立された一般的で必然的なものという意味においてである

（ 116/126）が，カントのカテゴリーはその意味で主観的である。そういうカテゴリーが超

越論的な自己意識のはたらきによって「一般的で必然的な規定」を与えられる。そのとき自己

意識は多様なものに対立して，根源的に自分と同一であるものとしてある。そのような純粋統

覚が多様な観念を「わたしのもの」にするはたらきであるなら，カテゴリーは「わたし」のう

ちでのみ働くことになる。カテゴリーは「わたし」の外では働くことができないので，その意

味で純粋統覚がまだ「わたしのもの」にしていないものには関与しない。ここでヘーゲルが確

立した新しい「客観性」，すなわち「わたしたちによって思考されただけの，したがって，事柄

自体からは隔てられたものとは区別された，そこにあるそのもの自体をとらえた思考という意

味」（ 116/126 127）での「客観性」を，カテゴリーは喪失することになる。結果，カント

のカテゴリーはまず主観的なものとして導出され，次に自己意識のはたらきによって客観性を

与えられ，しかもそれゆえにヘーゲル的な意味での客観性を失うことになる。すなわちカント

が主張するように「カテゴリーをわたしたちに属するもの（主観的なもの）としてのみ考える

べきだ」というのは「カテゴリー（たとえば，統一，原因，結果のカテゴリー）がすでにして

思考そのものに属するものだ」という意味では正しいが，しかし「そこから，カテゴリーはわ

たしたちのもので，対象そのものの規定ではない」と捉えるのであれば，それが「主観的」で

あるという意味で誤りなのである（ 118 119/129 130）。そうして「カント哲学は，自我（認

識主体）が認識の形式も，認識の素材も─前者は思考が，後者は感覚が─あたえるという

意味で，主観的観念論になってしま」う（ 119/130）。

ヘーゲルにより簡潔にまとめられた箇所を引用することをもって，以上の議論のまとめとし

たい。すなわち，

一方で，カテゴリーによって，たんなる知覚が客観的な経験に高められるとともに，他方，

たんなる主観的意識の統一体たるカテゴリーは，それ自体は空虚で，素材をあたえられて
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はじめて働くことができる。つまり，経験のうちではじめてカテゴリーは適用され使用さ

れるのだが，経験のもう一方の構成要素たる，感情や直観の内容も，カテゴリーと同じく，

主観的なものにすぎない。（ 119 120/130 131）

これに関して，カント自身，まったく同様の問いをすでに自問していたことを指摘しなけれ

ばならない。すなわち，「思考の主観的条件がどのようにして客観的妥当性をもつことになる

のか，すなわち対象のあらゆる認識を可能にする条件となるのか」（ 122/149）というしかた

で，カントはヘーゲルと同様の問いを提示している。カテゴリーはそれ自体「主観的条件」で

あるにもかかわらず，いかにしてそれが「客観的」となるのか，ということである。これに対

してカントはよく知られているように，カテゴリーの超越論的演繹において「カテゴリーを介

してのみ，そもそも経験の何らかの対象が考えられうる」ので，「アプリオリな概念としてのカ

テゴリーの客観的妥当性は，カテゴリーによってのみ経験（思考の形式からすれば）が可能で

あるということに基づく」（ 126/152 153）という解答を示している。このことは同時に，カテ

ゴリーの客観的妥当性は知性がそれに関して「経験的使用以外はなしえず，けっして超越論的

な使用をなしえない」（ 297/325）ときはじめて担保されるということ，すなわち，ひとたびカ

テゴリーの超越論的使用が為されたなら，カテゴリーはその客観的妥当性を失うということを

意味している。「超越論的使用とは，その概念が物一般と物それ自体に関係する使用のこと」で

あり，「それに対して，経験的使用とは，概念が単に現象に，すなわち可能的経験の対象に関係

する場合の使用のことである」（ 298/325 326）。

しかしここでヘーゲルが批判しているのは，カテゴリーの超越論的使用が為されたときにお

いてもその客観的妥当性が確保されていなければならないだろうということである。というの

も，カントの言う「経験」はそれ自体客観的であるとされるが，しかしそれらはすべて純粋統

覚のはたらきによって成立しており，そのかぎりで「わたしのもの」である。「わたしたちによっ

て思考されただけの，したがって，事柄自体からは隔てられたもの」であるなら，それはヘー

ゲル的な意味において「主観的」である。真なる「客観性」を得るためには，カテゴリーが超

越論的に使用されたときであっても，その客観的妥当性が確保されていなければならないので

はないか，それがヘーゲルによるカント批判の核心である。

さて，これに対してカントはなにか反論する用意があるだろうか。カントのカテゴリーは経

験の内部ではたらくかぎりにおいて，経験を成り立たせることができるとされる。ひとたび経

験の外に出れば，その客観性は失われるのである。

カントに残された方法は端的に言ってふたつあるように思われる。ひとつにはこの超越論的

使用を経験的使用と同一のものにすること，すなわち，現象（可能的経験の対象）の領域と物

自体の領域とを統合するという方法がある。それはふたつの異なる領域があるとするいわゆる

「二世界論」を否定することであって，一般に近年のカント研究1によく見られる方法である。
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このように「二世界論」を否定することによって，ヘーゲルの批判するカテゴリーの超越論的

使用というものを骨抜きにすることができるように思われる。ふたつのまったく独立した領域

があるのではないとすれば，たとえ超越論的使用が為されたときにカテゴリーの客観的妥当性

が失われるのだとしても，ほとんど問題にならないのである。というのも，経験的使用によっ

てカテゴリーはその事柄自体からも隔てられることなく，たしかに現象としての「物自体」に

達している。こうしてすでにヘーゲル的な意味における「客観性」をも獲得していることにな

るのである。しかしこの方法に関してはこれ以上詳述しない。それはカント研究においても，

この方法はまだ議論の途上にあると言えるだろうからであり，また後述する第二の方法を探究

することがこの第一の方法を基礎づけることにもなるように思われるからである。ゆえにわれ

われは第二の方法の吟味に向かうことにしよう。

3．ヘーゲルは，カントのカテゴリーをどのように補完したのか

前章で言われたヘーゲルのカント批判に対して，カントが用意しているもうひとつの方法と

はおそらく，超越論的使用がめざすところの，経験を超えた領域に関する積極的な探究である。

あるいはそれによってそのような領域の「空虚さ」が明るみに出されれば，カテゴリーの超越

論的使用がそれを生みだしたこと，そしてカテゴリーがそれ自体において客観的実在性をもつ

ことが示されうるのである。それは前章における第一のカント研究的方法に対して，ヘーゲル

的方法と呼ばれうる。というのも，この方法に従えば，結局カントの理論はヘーゲルのものと

ほとんど一致することになるだろうからである。カントの用意する方法はそれ自体，ヘーゲル

がカントのカテゴリーを補完しようとした方法と軌を一にする。そこではカントの「物自体」

が彼の体系における「前提」ではなく，あくまでも「帰結」であることが示されるだろう。そ

れはカテゴリー論から説明されうるのだが，それが完全に説明されたとき，「物自体」を「前提」

と捉える第一のカント研究的方法を，それは根底から支持することになるかもしれない。とも

あれ以下ではそれを詳しく見ていこう。

カントにおいて，経験の限界を超えたその外の事柄は，「知性の使用がその本分にそむいて超
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1 「私は，カントが「事物」があるという前提から出発していることを論じた。私の見解では（第 10 章
で詳しく述べるが），カントは，事物には，他の事物との現実的・可能的関係から独立した性質，つ
まり，事物それ自体のあり方があると考えている。カントは，われわれはこの性質を知ることがで
きない，と主張する。彼は，本質的な性質という観点から規定された事物の領域と，関係的な現象

という観点から規定された事物の領域とから出発して，われわれが扱っているのは一元
論的な対象なのか，それとも二元論的なのかと問うことはしないのである。むしろ彼は，本質的性
質と関係的性質を持つ事物から出発し，そこから，これらの事物の本質的性質をわれわれは知るこ
とができず，ただ関係的現象をのみ知ることができると主張するのである。」（ 2015 72）



越論的にされ，対象すなわち可能的直観は概念に従わなければならないが，概念は可能的直観

（これにのみ概念の客観的妥当性は基づく）に従わなくてもよいとすること」によって，そして

「統覚，およびそれとともに思考は，観念のあらゆる可能で限定的な配列に先行するということ」

によって，結果として以下のように説明される。

それゆえ，われわれは何か一般を考え，それを一方で感性的に規定するが，しかし一般的・

抽象的に思い浮かべられた対象を，それを直観する仕方から区別する。そこで，われわれ

には対象を単に思考によって規定する仕方のみが残される。この仕方は，たしかに内容の

ない単なる論理的形式ではあるが，それにもかかわらず，われわれの感覚に制限されてい

る直観を顧みなくても，客体がそれ自体として現実に存在する（可想体）仕方であるかの

ように見えるのである。（ 345 346/370）

すなわち，感性によって制限されない知性概念の超越論的使用が可能であり，また「統覚」

やそれにともなう思考が経験的な観念のあらゆる配列に先行するということが意識されると

き，われわれはある対象を単に思考によってのみ規定しようとする。それによって感性によっ

て制限されない客体がそれ自体として現実存在するかのように錯覚してしまうということであ

る。

これはヘーゲルによっても指摘されていたことである。すなわち，「空虚な自我がおのれの

空虚な自己同一性を対象としたときにこそ物自体があらわれる」（ 121/132）のであり，「理

性とは，おのれの純粋な同一性を対象ないし目的とする，抽象的な自我ないし思考のことだ」

（ 121/133）。それを換言すれば，以下のようになる。

有限なものとは，自分を否定し，自分を限界づける他と関係するもののことです。ところ

が，思考は自分のもとにあり，自分と関係し，自分を対象とする。わたしが思考を対象と

するとき，わたしは自分のもとにある。思考する自我は，思考のうちで自分自身を対象と

するがゆえに，無限なのです。対象なるものは，わたしにとって他なるもの，わたしを否

定するものです。思考が自分を思考するとき，その対象は，同時に，対象でないもの，破

棄されて，理念となった対象です。したがって，純粋な形をとる思考そのものは，内部に

限界をもたない。思考が有限になるのは，限定された規定を最終のものと考えて，そこに

立ちどまる場合に限られる。たいして，無限の哲学的思考は，ものごとを規定はするが，

規定し限定しつつもそこに生じる有限性を克服していくのです。（ 95/102 103 下線

強調は引用者）

ここに端的に示されているのは，「統覚」やそれにともなう思考がみずからを対象としたとき，

― 156 ―

北海道大学大学院文学院 研究論集 第 22 号

― 157 ―

安保：カントのカテゴリー論とヘーゲルの『大論理学』



本来否定するものである対象が同時に否定される思考であるため，それは否定としての性格を

破棄され，「理念」としての対象となるということである。「純粋な形をとる思考そのものは，

内部に限界をもたない」のである。

では，「統覚」や思考がみずからを対象とする，とはどういうことだろうか。それを考える際，

考慮されるべきはカントにおいて，思考するときの規定，すなわちカテゴリーが「純粋統覚」

のはたらきなしには機能しえなかったということであろう。とはつまり，カテゴリーによる思

考はすべて「統覚」のうちで為されるということであって，「統覚」にとって他なるものである

感覚的な事物が対象とされるときもそれは変わらない。そして統覚が統覚自身を対象とすると

き，そこには感覚的なものや直観の内容は含まれず，「空虚」である。まったく規定を欠いてお

り，特定の内容に関する経験的な知識はそれを相手にできないが，しかしそうした「無制約な

ものが，理性にとっての真の絶対者（理念）と見なされる」（ 121/133）のである。その際，

そのようなものを単なる空虚と捉えるか，無制約な絶対者と捉えるかがカントとヘーゲルの差

異となっている。この差異は具体的にどのようなものだろうか。

この差異を具体的に詳述する前に，カント自身の記述を参照しておきたい。「統覚」がそれ自

身を思考するとはどのような事態であるのか，まだ十分に判明でないからである。カントによ

れば，「私は観念一般の多様なものの超越論的総合において，したがって統覚の総合的・根源的

統一において，私自身を意識する。それはしかし，私が私に現象するようにでもなければ，私

が私自身であるようにでもなく，ただ私があるということを，である。この観念は思考であっ

て，直観ではない」（ 157/206 207）。直観ということであれば，「われわれはわれわれ自身の主

体を現象としてのみ認識するのであって，主体それ自体にそくして認識するのではない」

（ 156/206）のであるが，思考ということであれば，事情は異なる。それはまさに直観を欠いて

いるがゆえに，「私自身の現実存在はたしかに現象ではない（ましてや単なる仮象ではない）」

（ 157/207）。しかし「私の現実存在の規定は内的感覚の形式にそくしてのみ，私の結合する多

様なものが内的直観において与えられる特殊な仕方によってなされる」（ 157 158/207）ので

あり，「私はなお，一般観念を規定するための直観をも必要とする」（ 158/207）のであるから，

「私は私自身を認識するためにも，意識以外に，あるいは私が私を考えること以外に，私におけ

る多様なものの直観─私はこれによってこの思考を規定する─を必要とするのである」（同

上）。

約言すれば，「私は英知者として現実に存在する」（同上）。これは「「私は考える」によって，

私の現実存在はすでに与えられている」（ 157/208）からである。しかし「私が私の現実存在を

規定すべき仕方，すなわち私の現実存在に属する多様なものを私の中に設定すべき仕方は，「私

は考える」によってはまだ与えられていない」（同上）。ゆえに，英知者は「自分が内的感覚と

呼ぶ制限的条件の支配下」（ 159/207）にあるのであり，そういう直観なしには「ただ自らの結

合能力を意識するだけである」（ 158/207）。「英知者は自らをも─直観（これは知的ではあ
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りえず，知性そのものによっては与えられえない）に関しては─自分自身にただ現象するよ

うにしか認識できないのである」（ 159/207）。これらの記述によって，われわれは以下のこと

を理解する。すなわち，カントにおいてもヘーゲルと同様，「統覚」がみずからを対象とした場

合，直観による規定が与えられないゆえにそれは空虚であるとされていることである。しかし

それによって「物自体」が現われるとヘーゲルは言うが，それはどのような事態であろうか。

「空虚な自我がおのれの空虚な自己同一性を対象としたときにこそ物自体があらわれる」

（ 121/132）ということの真意はなんであろうか。

ここでわれわれは以下のカントの記述を挙げることができるだろう。いわく，「必然的に数

的に同一なものとして思い浮かべられるべき」根源的な「超越論的統覚」（ 107/166）が「すべ

ての観念の脈略をつくる」が，そうやって把握された「すべての観念は観念であるかぎり，そ

の対象をもち，さらにそれ自身他の観念の対象でありうる」のである（ 108/166 167）。「現象

はわれわれに直接与えられうる唯一の対象である」が，「この現象は物それ自体ではなく，それ

自身が観念にすぎず，観念はさらにその対象を有する。それゆえ，その対象はわれわれによっ

てもはや直観されえず，したがって非経験的対象，すなわち超越論的対象＝ と呼ばれてよい」

（ 108 109/167）。さて，この箇所と本章はじめに引用した箇所とを顧みれば，カントによる

主張を読み取ることができるかもしれない。すなわち，「私は考える」という「純粋統覚」は「す

べての観念の脈略をつくる」が，しかしそういう「観念のあらゆる可能で限定的な配列に先行

する」みずからの，直観に対する優位を主張するようになったとき，つまり「一般的・抽象的

に思い浮かべられた対象を，それを直観する仕方から区別」し，それによって「われわれには

対象を単に思考によって規定する仕方のみが残される」と考えられるとき，そのときその仕方

は「われわれの感覚に制限されている直観を顧みなくても，客体がそれ自体として現実に存在

する（可想体）仕方であるかのように見える」のであり，そうやって「物自体」が生みだされ

る。それは空虚な抽象物であり，なんら現象と異なる領域のことではないように思われる。

しかしいまだ判然としないのは，統覚が自分自身を思考するとき，ヘーゲルの上の引用によ

れば，「無限の哲学的思考は，ものごとを規定はするが，規定し限定しつつもそこに生じる有限

性を克服していく」とされていることであろう。「純粋な形をとる思考そのものは，内部に限界

をもたない」のであるから，思考と対象という区別が破棄され，たしかに有限性を克服してい

くということにもなるだろう。しかしカントによれば，それは空虚にすぎない。というのも，

カントの「統覚」はみずからが「自分自身にただ現象するようにしか認識できない」からであ

る。すなわちそこでは直観ということが必要とされており，たとえ統覚みずからによるもので

あっても，そこにはなおも現象として，つまり対象としての統覚が保持されているのであり，

統覚は直観なしにみずからを「規定」することができない。「私が私の現実存在を規定すべき仕

方，すなわち私の現実存在に属する多様なものを私の中に設定すべき仕方は，「私は考える」に

よってはまだ与えられていない」のである。しかし一方ヘーゲルによって，「無限の哲学的思考
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は，ものごとを規定はするが，規定し限定しつつもそこに生じる有限性を克服していく」と明

言されている。この両者の差異はどのように説明されうるだろうか。それが先に挙げられた，

内容のない単なる「空虚」と内容豊かな「絶対者」という論題である。前者においてカテゴリー

はそれ自体で客観的妥当性をもたないが，後者ではそれをもっている。

上で示唆された差異についてヘーゲルは見事な区別によって，これを表現しているように思

われる。すなわちヘーゲルは，「経験的知識の内容をなすわたしたちの直接の意識の対象を，た

んなる現象としてとらえる」（ 122/133）見かたをカント哲学の重要な結論であるとした上

で，「対象は存在の根拠を自分のうちではなく，他なるもののうちにもつ」というそのような考

え方に関して，カントは「わたしたちが知る事物は，わたしたちにたいする現象にすぎず，物

自体はわたしたちの手のとどかぬ彼岸にある」とするが，ヘーゲルはそれを「わたしたちにとっ

てだけでなく，それ自体としてもたんなる現象にすぎない」と考える。「存在の根拠を自分のう

ちにはもたず，一般的な神の理念のうちにもつのが，有限な事物の本来のありかた」（ 122

123/134）だというのである。両者のこのような差異は，思うに，「純粋統覚」とそれにともな

うカテゴリーの適用範囲にあるのではないだろうか。というのも，それがいまだ「主観的」な

ままにとどまっているのがカントの「統覚」であり，それが「客観的」であるのがヘーゲルの

「統覚」である。『エンチュクロペディー』には「カント哲学においては，思考がみずから自己

を規定するという原理がたんに形式的に打ち立てられるだけで，思考の自己規定のありようと

範囲は示されることがありません」（ 147/158）とあり，また少し長いが，ヘーゲルがそれ

についてさらに説明している箇所を引用すれば，理解するに十分だろう。

カントは，まずい表現ながら，わたしのすべての観念や感覚や欲求や行動に，「わたし」が

付随する，といっている。「わたし」は絶対的な一般観念である。すべてに共通するという

のも，一般的であることの一つのあらわれだが，それは外的形式にとどまる。「わたし」で

あることはすべての人間に共通していえることだし，わたしのものであることは，自分自

身との純粋な関係にほかならず，そこでは，観念も感覚も，その場その場の状態も，また，

種々雑多な性向，才能，経験も，すべて度外視される。そのかぎりで，「わたし」はまった

く抽象的・一般的な存在であり，抽象的な自由人格である。そういう「わたし」こそが思

考の主体であって，「わたし」がわたしのすべての感覚，観念，状態のうちにあるとすれば，

思考はあらゆる所に現在し，カテゴリーとしてこれらすべての規定に浸透しているといえ

る。（ 74 75/79 下線強調は引用者）

ここに見えるのは，ヘーゲルの「統覚」がカントのものの徹底的な拡張によって成立してい

るということである。これによって，上で挙げた両者の差異が説明されうる。すなわち，もは

や経験的な認識主体を超えて，あらゆるところに思考があり，カテゴリーが浸透していると捉
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えるヘーゲルは，事物のありかたはたしかにそれ自体では自立せず，その意味で「現象」であ

るが，それは浸透しきったところに見える全体としての神の理念に対する現象であるとする。

一方，カントの「統覚」は物自体にとどかない経験的な認識主体のうちにいまだ滞留しており，

そのために事物のありかたは「わたしたちにとって」の現象であるという表現を取らざるを得

ない。そのとき，「統覚」による「統覚」自身への思考は直観を欠いた空虚なものとなる。とい

うのも，われわれは対象を目の前にして，その思考（カテゴリー）だけでなく，直観をも必要

とするからである。そういうわけで再三言われているように，カントのカテゴリーはそれ自体

では客観的実在性をもちえない。カテゴリーが対象からの直観にかかわり，そういう経験を成

り立たせているかぎりにおいて，客観的実在性をもつのである。一方，ヘーゲルのカテゴリー

はすべての事柄に浸透しているがゆえに，カテゴリーが対象を目の前にするということがない。

むしろカテゴリーは対象のうちにあり，対象みずからがみずからを規定するというしかたでそ

れは働いている。ゆえにカテゴリーはそれ自体で客観的実在性をもっているのである。それが

そのまま「主観的観念論」と「絶対的観念論」との差異であり，その差異は「純粋統覚」の理

解，ひいてはカテゴリーを十二個と決め，それに対峙させるように「現象」を置き，しかも「経

験的使用以外はなしえず，けっして超越論的な使用をなしえない」（ 297/325）とされるよう

な，あくまでもカテゴリーはわたしたちのものであるという見かたと，カテゴリーをあらゆる

事柄に浸透していると考え，そういう「現象」という対象そのものの規定であるとする見かた

との差異，すなわちカテゴリー論の差異から生じているのである。

4．カントの「超越論的観念論」

カントにおいては「対象に関するアプリオリな認識が可能であるべきならば，かかる認識の

源泉は対象そのもののうちに存するのではなく，理性自身に由来するのでなければならない」

（牧野 1989 52）と考えられている。「少なくとも形式に関して対象の規定が認識主観としての

我々人間理性のうちにアプリオリに存していなければならないであろう」（同上）とされる。そ

れこそが「コペルニクス的転回」なのである。しかし，そういった形式が確固たる「認識主観」

のうちになければならない正当性は，少なくともカントの体系においては見いだされないよう

に思われる。ヘーゲルの指摘するところであるが，先にも引いたように，このように「カテゴ

リーをわたしたちに属するもの（主観的なもの）としてのみ考えるべきだ」というのは「カテ

ゴリー（たとえば，統一，原因，結果のカテゴリー）がすでにして思考そのものに属するもの

だ」という意味ではまったく正しいが，しかし「そこから，カテゴリーはわたしたちのもので，

対象そのものの規定ではない」と捉えるのであれば，それは「主観的」であるという意味で誤

りではないだろうか（ 118 119/129 130）。カントの「超越論的」という地平の発見は，哲

学史上おそらく掛け値なしに称賛されうる事態である。それは対象に直接にかかわる認識に関
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するものではなく，そのような認識そのものにかかわる認識に関する視点である。それを再び

対象に直接にかかわる認識のもとに帰属させようとするのは，せっかく手にした宝物をわざわ

ざ手放す所業に近い。ヘーゲルはカントをそのように見ているのである。

しかしほんとうにカントはそのような理解の枠組みに固定化されるべき体系しかもっていな

かったのだろうか。いや，そのようには思われない。積みあげられたカント研究の成果はカン

トの「二世界論」を否定する2など，本来の「超越論的」という地平をわれわれのカント理解に

取り戻す試みとして大いに評価されうる。それはカントの内在的な「徹底化」であって，その

道程は驚くべきことにヘーゲルのものと類似的である。たとえば「現象」と「物自体」とを同

一の事物の異なる性質と考えれば，現象にのみ適用されるカテゴリーは現象にのみ適用されう

るかぎりにおいてつねに客観的実在性をもち，われわれの認識対象はそれ以外にないのだから，

まさにカテゴリーがわたしたちのものとして占有されることなく，対象そのものの規定として

理解されうるかもしれない。

カントによれば，「対象とかかわる認識ではなく，対象についてのわれわれの認識の仕方にか

かわるすべての認識を，ただしそのような認識の仕方がアプリオリに可能であるべきかぎりに

おいて，超越論的と呼ぶ」（ 25/68）のであって，その体系がたんに客観的な対象とかかわる主

観的な認識ではなく，そういった認識の仕方そのものにかかわる認識を問題とすることが言わ

れている。それに関する真なる理解はいまやほとんど明らかである。カントの超越論的観念論

は本来，主観的ではありえない。「私［カント］が先験的［超越論的］という形容詞を冠したこ

の観念論は，物の実在に関するものではない」（ 293/89）のであって，「決して物に対する

我々の認識の関係ではなくて，認識能力に対する我々の認識の関係を意味するにすぎない」

（ 293/90）のである。その意味で，この理論はアプリオリな認識それ自身を対象とする「メ

タ理論」と呼ばれうる（牧野 1989 49）。さて，上で言われているように，たしかにカテゴリー

は経験のうちではじめて使用され，その経験は「主観的」なものであるかもしれない。しかし

「超越論的」な考察はそういう経験を成り立たせるための条件，経験の可能性の条件を考察する

点で，それ自体経験を超えている。その際，以下の文言が理解の助けになるだろう。

そのことから，もちろん，理性の一切の単に可能的な思弁的認識を，単なる経験の対象に

制限することが帰結される。それにもかかわらず─注意しておかなければならないのだ

が─その際，次のことは依然として留保される。それはすなわち，われわれはまさに同

一の対象を物それ自体として，たとえ認識できなくても，少なくとも考えることはできな

ければならないということである。（ /31 32）
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われわれの「理性の一切の単に可能的な思弁的認識」は，認識できなくとも，しかし考える

ことができるというしかたで，経験を超える。ヘーゲルの言うようにもし経験が主観的である

のだとしても，上のようなカントの超越論的観念論が「主観的」であることはありえない。な

ぜなら，その体系は経験を超えたものを考察することができるからである。その意味でカント

の「物自体」は経験的な限界であって，超越論的な限界ではないと言えるかもしれない。そう

でなければ，「物それ自体には，それを認識する知性がなくとも，その法則性が必然的に認めら

れるであろう。しかしながら，現象は物の観念にすぎず，物は，それ自体あることに関しては，

認識されずに存在する」（ 164/212）などということは言えないだろうからである。もちろん

このとき，法則は「知性をもつかぎりでの主体に関係してのみ存在する」（同上）とあるので，

「物自体」は認識されえずとも，カテゴリーによって考えられうることが保証されている。「わ

れわれはカテゴリーによらなければ対象を考えることはできない。われわれはカテゴリーとい

う概念に対応する直観によらなければ，考えられた対象を認識することはできない」

（ 165/213）のである。

先に「対象（一般 ）についてのわれわれの認識の仕方にかかわるすべての認識」を

「アプリオリに可能であるべきかぎりにおいて，超越論的と呼ぶ」とあったが，その「対象一般」

は「「対象一般をフェノメノンとヌーメノンとに区別することの根拠について」の章の論述が明

示する如く，たんに超感性的対象のみならず経験の対象すなわち現象もまた，含みうる概念で

ある」（牧野 1989 44）とされる。そして牧野が指摘するところであるが，カントの理論は「上

述の如き二義的なる「対象一般」に関する何らかの我々の認識能力及びその形式，さらにそれ

によって成立しうる一定のアプリオリな認識の在り方等を考察する反省の理論であると言って

よい」（牧野 1989 46）のであり，また一方でそれが「アプリオリなものの理論から，アプリオ

リな表象及びその使用へと拡大されているだけでなく，カントが自ら下した定義に直ちに反す

るが如き用法を犯している点を指摘することができる」（牧野 1989 50）。

ここからわかることは，カントの「超越論的」な理論は，それが同一の対象における認識し

えない性質であるとしてもなんであれ「物自体」というものをカテゴリーによって考えること

ができる。ゆえにその射程は経験を超え，カテゴリーがあらゆる事物に浸透していることを容

認する。一方，カント自身，そのような「超越論的」という地平を「アプリオリな表象及びそ

の使用へと拡大」しており，それを意図的に「認識主観」のうちに，すなわち経験に押しこめ

ようとしているように見えるということである。というのも，カテゴリーによって考えられた

ものが直観されないかぎり，認識主観はその対象を認識しえないとされるからである。

しかしカント自身によって明言されるように，「カテゴリーは，思考にあってわれわれの感性

的な直観の条件によって制限されてはおらず，境界づけられていない領野を有している。われ

われが思考するものを認識する場合，つまり客体を規定するときにのみ，直観が必要とされる

のである。その場合，直観が欠けていても，客体についての思考は，主体の理性使用に対して

― 162 ―

北海道大学大学院文学院 研究論集 第 22 号

― 163 ―

安保：カントのカテゴリー論とヘーゲルの『大論理学』



依然としてなおつねに真にして有用な帰結をもたらすことができる」（ 166/214）。カントはそ

の一方で，カテゴリーが経験を離れては客観的妥当性をもちえないとする。経験を離れたカテ

ゴリーの超越論的使用は，それゆえ「正しくないとカントはいう」（ 124/136）のであるが，

それが正しくないのは「理性が指示された限界を踏みこえたという理由」（ 126/137）によ

るとカントは考える。一方，ヘーゲルは「分析的思考の理解するそうした抽象的な規定では」

物自体をとらえられないからだとする（同上）。「そうしたカテゴリー形式が精神［物自体］を

論じるのにふさわしくないのは，それらの形式が思考の産物だからではなく，思考として絶対

的な真理の域に達していないから」（ 125/137）なのである。

さて，ここからわかるのは，カントはカテゴリーの適用範囲を十分に明らかにしていないよ

うに思われるということである。「カテゴリーの適用は必要不可欠であり，理性がなにかを認

識するにはカテゴリー以外に利用すべき規定はないのだから」（ 127/138），物自体が少な

くとも考えられうると言われるとき，使用されているのはカテゴリー以外にない。ヘーゲルの

解釈に従えば，ここではカテゴリーがあらゆる事物に浸透し，対象みずからがみずからを規定

するということが容認されている，ということになる。しかし一方でそれに関して，カントに

おいて，カテゴリーの超越論的使用は戒められ，「およそありうるのは経験的使用のみだ」

（ 298/326）とされている。たしかに有限な「認識主観」にとってはそうであっても，「超越論

的」という地平に立つカント自身にとってそれは整合的ではない主張である。このように理解

されうるカントの曖昧さを解きほぐすカント研究の努力がある一方で，ヘーゲルはカントをそ

のようなものとして「固定化」してしまった。しかし「［目の前にある一枚の紙のような外面的

で感覚的なものといった］限定された，はかない事物の感覚的なありさまなど，哲学で問題と

なることはないのだ」（ 137/148）という言明があるように，カントとヘーゲルはその哲学

的見解を共有しているように思われる。カントの超越論的観念論も，ヘーゲルの論理学も，そ

れぞれ認識の認識，思考の思考であるという意味で共通している。ヘーゲルはカントを固定化

したが，彼が彼自身の体系を建設するなかでそれがカントを解きほぐす努力としても捉えられ

うることは見逃すことができない。

ヘーゲルの見かたをとれば，「物自体」なるものは，感覚的な規定や思考規定を含む一切を捨

象した空虚な自我が自我自身を対象としたときに現れる，自我の内部において全体に広がる一

個の理念である3。もちろんヘーゲルの体系内では，そのような理念はまったく空虚であると
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3 あるいはこの解釈はハイデガーのものと類似的であるかもしれない。いわく，「 は「対象一般」で
ある。これは一般的な，無規定的な対立的存在者という意味ではない。この言葉は却って，対立す
るものとしての可能的対象のすべてについての見積もりを予め決定するもの，すなわち対立の地平
を意味する。対象とは主題的に把握された存在者という意味であるとすれば，この地平はもとより
対象ではなく，むしろ無である。また認識とは存在者の把握であるとすれば，存在論的認識は認識



いう否定的な規定にとどまらず，個々の移行と媒介を経て現れたもっとも内容豊かな全体とし

ての絶対的真理とされることになる。その意味で，この「物自体」ははじめから所与のものと

して前提されているのではなくて，空虚な自我が生みだした一個の「帰結」である。ヘーゲル

の円環をなす体系のように，それは帰結であると同時にはじめに戻って前提ともなるのである。

内容豊かなものとなった「物自体」は真なる実在としてカント哲学に還ってくる。しかしそれ

は最初，ヘーゲルの目に見られたカント哲学において空虚な自我が生みだした一個の理念だっ

たのであり，それは「物自体」に関する積極的な探究によって明らかになったことである。こ

こであらためてヘーゲルの論述を引用しておきたい。

思考が内容からして真の思考となるのは，思考が対象となる事柄に沈潜し，主観の特別の

存在や行為を形式としてふりかざすのではなく，対象にむきあう際に，抽象的な自我とし

て─特定の性格や境遇のすべてから自由な自我として─ふるまい，あらゆる個人に等

しく可能な一般観念の追求のみを事とする場合に限られるからである。（ 80/86）

ここに「自由な自我」，すなわち感覚的な規定や思考規定を含む一切を捨象した空虚な自我が，

あらゆる事物のうちではたらくかぎりにおいて，それは真の思考，「客観的思考」と呼ばれうる

ことが明言される。しかしそのような「客観的思考にはすぐにも対立があらわれる」

（ 91/98）のであって，というのも，「有限な事物はすべて，非真理を内にふくんでいて，概

念をもつとともに，その概念に合致しない実在をもっている」（ 86/92 93）からである。

「だからこそ，有限な事物は破滅せざるをえない」のであり，それに対して「概念と実在が真に

一致しているのは神だけ」なのである。「論理学の仕事は，思考規定がどこまで真理をとらえる

ことができるのかの考察」であり（同上），そのためには「思考規定が内面で生き生きと運動す

るのにまかせねばならない」（ 85/92）。

約言すれば，空虚な自我が自我自身（あらゆる事物）を対象としたときに現れる，自我の内

部において全体に広がる一個の理念，すなわち「物自体」は，はじめはやはり空虚な抽象物と

してある。しかしそのような有限な事物はただちに破滅し，その反対物に移行することになる。

「論理学」は自我にとって内的なそのような運動を観察し，それが最終的には「神」と呼ばれる
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ではない」（ハイデガー 1967， 138）。「存在論的認識は単に真理を「もつ」のではなく，むしろ根
源的真理である」（同上）。またこのような「存在論的認識は超越を「形成する」が，この形成は存在
者の存在が予め看取しうるようになる地平を開顕することにほかならない」（ . 139）。私見によれ
ば，「存在論的認識」とはカテゴリーの「超越論的使用」を意味しており，ここには本論でのヘーゲ
ルの批判と共通するところがあるのではないかと考えられるが，しかしこれについてはいまだ研究
が足りず，断定するには至らない。



絶対者に到達するのを見るだろう。それこそもっとも内容豊かな全体としての絶対的真理であ

る。その際，このような運動は「分析的な思考規定ゆえに理性的なもののもとに本質的・必然

的に矛盾が生じるのだという考えは，近代哲学のもたらしたもっとも重要で深遠な進歩の一つ」

（ 126/138）と称された「アンチノミー」であると解されるべきである。ここでそれについ

て詳述することは紙幅が許さない4が，簡単に言及すると，カテゴリーがあらゆる事物に浸透

していることにともなって，アンチノミーもまた「宇宙論であつかわれる四つの特別な対象だ

けでなく，むしろ，あらゆる種類のあらゆる対象，あらゆる観念，概念，理念のうちに見いだ

される」（ 127 128/139）ことが明らかになるのであり，その意味において以下のカントの

論述もまた理解されうる。

すなわち，「知性は概念からの総合的認識をまったくもたらすことはできない」（ 357/下9）。

たとえば「生じるものはすべて原因をもつということは，そもそも生じるものという概念から

は帰結されえない」（同上）。そこでは「知覚が思考されること」（ 125/136）が必要なので

あり，カントは「理性はけっして真っ先に経験あるいは何らかの対象に向かうのではなく，知

性に向かう」（ 359/下 10）と述べ，これを表現している。それは「知性のさまざまな認識に，

概念によるアプリオリな統一を与える」こと，すなわち「理性統一と呼ばれよう」（同上）。こ

うして「理性概念は知性概念の使用における絶対的全体性のみを，自分のために保持」し，「カ

テゴリーにおいて考えられる総合的統一を絶対に無条件なものにまで格上げしようとする」。

先で言われたように「われわれはこの統一を理性統一」と呼ぶ。「知性はそのような統一につい

ての概念をもたないが，その統一はすべての知性作用を，どの対象に関しても，絶対的全体へ

総括することをめざす」のである（ 383/下 29 30）。

このような「理性」の統制的作用もまた，理性がおのれの知性を対象とする，すなわち自我

が自我自身を対象とするというヘーゲルの指摘した事態であるとすれば，ヘーゲルはアンチノ

ミーをあらゆる事物に関するものとして拡張し，当該の議論を理性のはたらきに関するものに

まで妥当させたと言える。それはこれまで論じてきたように「統覚」のはたらきであるに相違

ないが，しかしそれはカント的な「知性（悟性）」にとどまらず，「理性」にまで拡張されたも

のである。ここではカントも言うように，カテゴリーが「絶対に無条件なものにまで格上げ」

されており，もちろんカントにおいては理性にある「限界」が想定されていて，カテゴリーが

経験を超えるのは「正しくない」とされるが，それでもヘーゲルの解釈に従えば，そのような

「理性」において，分析的知性のカテゴリーは矛盾を生じさせ，対立し，相互に移行しあい，最
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4 本稿で読み解いてきた『エンチュクロペディー小論理学』40 節から 45 節までの論述に続く，46 節以
降の論述においてこれが扱われている。本来，そこから 60 節，また 79 節から 83 節における論述を
も読み解いてこそ網羅的な研究が可能となるが，本稿ではそれがかなわない。今後の努力によって，
当該の網羅的研究を遂げる所存である。



終的には無条件的な絶対者へと格上げされることになる。「理性」はこうして「分析的側面」を

脱し，「弁証法的側面」を介して，最後「肯定理性的側面」へと到達する（ 168/180）ので

ある。ここにはもはやカント的な意味での「知性（悟性）」と「理性」という明確な区別はなく，

両者は同一の理性の異なる段階として解されているから，理性の「限界」なるものは取り払わ

れていると考えてよい。そしてそのような「理性統一」によって世界や魂，神といった「物自

体」はあらわれ，やがて内容豊かなものとして仕上げられるのであるから，それらはもはやカ

ント哲学における前提ではなく，一個の「帰結」なのである。

こうしてカント哲学とヘーゲル哲学とを重ね合わせて考えるならば，カテゴリーがそれ自体

として客観的実在性をもっているというところまで突き抜けなければ，カント哲学自体の構想

も首尾一貫しないのではないかと考えうることがわかる。ヘーゲルによるカテゴリーの補完

は，カント哲学を吸収することで為されたものであり，けっして両者を切り離すことはできな

い。カントの「純粋統覚」をその規定に従って徹底的に拡張すれば，それがあらゆる事物に遍

在していることがわかる。それと同時にカテゴリーもまたそれらに浸透しているので，カテゴ

リーは単に「主観的」であることをやめて「客観的」となる。というのも，カテゴリーの浸透

した事柄みずからがみずからを規定するということになり，それが経験の対象を成り立たせる

ということにもなるからである。カントにおける物に関する不完全な知は，こうしてそれ自体

不完全な物の積極的な規定となる5。物を正しく認識できないのはわれわれの理性に限界が設

けられているからではなくて，その規定自体がそもそも不完全で，絶対的な真理の域に達して

いないからである。物の背後にあるとされた，認識できない「物自体」に関して，ヘーゲルの

論述から読み取れることは，カントの「物自体」はあらゆる所に浸透している統覚がカテゴリー

を用いて，おのずから規定した空虚な同一性であるということである。それは空虚な自我が生

みだした一個の帰結である。そしてそれはカントの記述においても示唆されていたことであ

る。ゆえに内在的なカント研究によって「物自体」という独立した一個の領域が否定されるこ

とで，カントとヘーゲルはさらに親近性を帯びることになる。空虚な「物自体」はしかしヘー

ゲルの体系において，個々の移行と媒介を介し，内容豊かな絶対者となる。というのも，個々

の有限な事物は，その存在の根拠を全体としての絶対者のうちにもつという意味で，それ自体

現象であり，それらを抽象的にまとめあげる一個の理念はいまだ「空虚」である。しかし物の

規定が不完全なものから完全に近づくにつれて，すなわち分析的知性が肯定的理性へと高めら

れるにつれ，それは具体的になり，内容豊かな絶対者となるのである。

（あぼ ひろむ・人文学専攻)
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在日中国人分布の推移からみる華人社会の変容

翁 康 健

要 旨

本稿は，在日中国人の人口および出身地域，日本における居住地域の分布
を整理したうえで，在日中国人分布の推移への分析を通じて，日本における
華人社会の変容について足掛かりを見出すことに試みる。
かつて，在日華僑社会の構成は，三江（江蘇，浙江，江西一帯），広東，福
建，台湾などの出身者の老華僑が中心であった。彼らは長崎，神戸，横浜と
いった地域に集住していた。それに対して，1980 年代から日本における中国
人の新華僑（ニューカマー）が急増している。彼らの出身地は，従来の老華
僑（オールドカマー）の出身が中国南部地域に集中していたのに対して，中
国の全地域を含んでいる。現在の新華僑においては，東北三省（遼寧省，黒
竜江省，吉林省）の出身者の割合が一番高い。多くの新華僑は東京圏（東京
都，神奈川県，埼玉県，千葉県）および大阪府に在住している。
老華僑の特徴として，血縁，地縁を通じて，来日することが多かった。ま
た生活様式は宗親会，同郷会といった伝統的な共同体の中で，在日生活を営
んでいた。それに対して，現在新華僑の居住分布は変わっている。それに
よって，彼らの生活様式も以前と大きく変わっていることが予想される。
従って，現在日本における新華僑（ニューカマー）がいかに生活の営みを図っ
ているのかを考察することが一つ重要な課題となる。ただし，兵庫県在留中
国人に限っては，現在も南部地域出身者の割合が高いため，かつて老華僑の
生活様式がまだ存続しているかもしれない。従って，老華僑（オールドカ
マー）への継続的な考察も必要だと思われる。

― 169 ―



1．はじめに

日本華僑を研究する際に，しばしば 1972 年の日中国交正常化を仕切り線にし，それまでに来

日した人を老華僑，それ以降に来た人を新華僑という2つの集団に分ける。その2つの集団の

出身地域および日本における居住先の特徴とし，老華僑は主に台湾，福建，広東，三江（江蘇，

浙江，江西一帯），山東など華北地方の出身者が多くを占め，長崎，神戸，横浜を中心に居住し

ている。一方，新華僑は上海，福建，北京出身者が多く，主に日本の大都市に居住している（曽・

王，2020）と言われている。中国改革開放後の 1980 年代以降，来日する中国人が急増し，2007

年には在日中国人の数が在日韓国・朝鮮人を越え，2017 年の時点で 79 万人になった。

在日華僑の人口変化，および老華僑と新華僑の出身地域と日本における分布の特徴は上記の

ように大まかに指摘されてきたが，意外なことに具体的な変化についてはあまり整理されてい

ない。従って，本稿は，在日中国人の人口および出身地域，日本における居住地域の分布を整

理したうえで，在日中国人分布の推移への分析を通じて，日本における華人社会の変容につい

て足掛かりとすることを試みる。

2．在日中国人の歩みと日本社会における境遇

17 世紀に，日本は中国の生糸・布・木綿・砂糖を，中国は日本の金銀銅を求め，唐船が長崎

に来航し，唐人は長崎の町を宿町として滞在した。1689 年に「唐人屋敷」がおかれ，日常の居住

は屋敷内に制限された。唐人は同郷でまとまり，同郷ごとに唐寺を建て，自治管理を行った。

しかし，安政元（1854）年にはじまる欧米諸国とのあいつぐ通商和親条約のとりきめによっ

て，箱館（1869 年から函館），神奈川・長崎（1859 年），兵庫（1867 年），新潟（1868 年）の条

約港の開港によって，在日清国人は大打撃をうけた。1871 年に日清修好条規が結ばれるまで，

清国民は無条約民，無国籍民扱いとなり，日清の取引も中止させられ，清国商人は外国人の居

留地に隣接する地域に，欧米商社の買弁1や使用人として住むことになった。これが今日の中

華街形成のきっかけとなる。日本側は一種の妥協策として，居留地における清国民の居住と営

業を認める代わりに，当地の奉行が外国人取締役と外国領事の手を借りて未条約民を管理する

ことにし，1867 年から籍牌（住民登録）への登記を毎年行い，明治 10 年代のはじめまで続いて

いた（斯波，1995：189）。このように，明治初期の在日華僑は，無条約国民と西洋人の随伴者

という弱い立場にたたされため，日本の華僑政策の特徴には西洋人の考えの影響が指摘される

（過，1999：38-39）。

1871 年の「日清修好条規」の締結によって，清国民の在日法的地位が一応保証され，日清両

国は，双方ともに開港場を決め，相互の国民の貿易活動を許すようになった。その後，在日華

僑が増加し，各居留地で活躍し，しだいに出身地を中心とする会館，公所が形成されるととも
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に，それらを中心とする華僑社会が形成されていった。

しかし，勅令 352 号─「条約若ハ慣行ニ依リ居住ノ自由ヲ有セサル外国人ノ居住及営業等ニ

関スル件」（明治 32 年7月 27 日）の公布・施行により，日本華僑社会の構成および性格は大き

く変わった。その以降，在日華僑は，商人と雑業者が主軸となり，一般商業活動者を除いては，

洋服仕立て，料理，理髪という「三把刀」と呼ばれる職業2に限られることになった。

1894 年，日清戦争の勃発によって在日華僑の人口は激減した。その後，日本経済の高揚に

伴って，また続々と中国人が来日した。ただし，日露戦争後，日清戦争前後で高揚した華僑経

済は漸次衰退した。一方，辛亥革命（1911 年）前後の中国ナショナリズムの高揚に伴い，在日

華僑の中でもナショナル・アイデンティティへの目覚めがみられた。それは 1898 年の横浜山

手中華学校，1899 年の神戸華僑同文学校（現在の校名は神戸中華同文学校）の創立，1914 年の

中華革命党神戸支部の設立など，華僑社会の活発な変革によって裏付けられているといえよう

（過，1999：51-52）。

第一次世界大戦中，日本の「対華二十一ヶ条要求（1915 年）」に反対する排日運動が行われ，

日中国家間関係の緊張と対立が表面化してきた。このような状況の下で華僑の貿易商の地位は

急激に低下し，日本の商社にとって代わられ，他方で雑業，商業およびサービス業に従事する

者が漸増していった。1931 年以降，在日華僑は政治的にも厳しく弾圧され，苦難と挫折を被り，

ほとんど出路を絶えたれるほどの重圧下におかれた（過，1999：52）。

1937 年日中全面戦争の勃発によって帰国者がまた激増していた。一方，外国人スパイ行為を

防ぐため，日本に残った華僑は，特効警察監視の下で生活を送り，厳しく制限され，行動の自

由も制約されていた（林，1997：53）。このように，当時の在日華僑は差別され，日本社会の底

辺に置かれ，最大の危機に当面した。

ようやく終戦後，日本における外国人は法的・社会的な地位を三つの法律3によって規定さ

れるようになる。在日華僑の一部は，終戦直後，戦勝国民扱いという条件下で（1952 年「サン

フランシスコ講和条約」の勃効まで），一時期事業の経営で成功を収めた。しかし，その後の日

本経済の発展とは逆に，華僑経済は漸次衰退を余儀なくされたのである。外国人であるために，

融資を受けられない，就職もできないなどの諸問題にぶつかることになった。またいわゆる「三

把刀」の職業は，理髪業と洋服業の店舗の減少によって，ただ料理業のみが残されることにより，

「一刀独栄」となり，失業者も多くなった（過，1999：61）。二世，三世の華僑子弟も，高校や大

学を卒業しても，日本企業への就職が困難であることから，親の仕事を継ぐことしかなかった。

1972 年の日中国交正常化以降，日中の国家間関係は大きく変化した。中国から日本への新た

な移住が増え，中国籍を放棄して日本国籍を取得する者もかなりいた。日本社会に根を下ろし

て，「落地生根」への道を進んでいた。中国は 1978 年から「改革開放」の国策を実施し，日中

両国の間で「日中平和友好条約」も締結された。産業や経済，文化など各分野において，中国

と日本の結びつきがますます強くなり，様々な交流活動が活発に行われるようになってきた（永
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野・過，2010：49）。そこから，在日華僑の日本社会における境遇は大きく転換した。そして，

大勢の中国ニューカマーが日本に殺到するようになった。「図1在日中国人人口の推移」で示

しているように，在日中国人は 1978 年の約5万人から，2017 年の約 79 万に，約 15.8 倍増えて

いる。今日，在日華僑は「永住」「留学」「就労」などの様々な資格で在留しており，彼らは自

由に日本社会に進出できるようになった。高い教育を経てサラリーマン・医師・技術者・弁護

者・学者などの職を得，日本社会に定着する人も増えてきた。ただし，まだ様々な制限はあり，

乗り越えないといけない困難もたくさん残されている。こういった背景から在日中国人の人口

と分布が大きく変わってきたのである。ここからは，在日中国人の人口，日本の各都道府県に

おける分布，および中国の出身地域から詳しく見ていく。

3．在日中国人人口の推移

3-1 全国における在日中国人人口の推移

表1と図1によれば，在日中国人人口は少し減った時もあるが，全体的にみると増加してい

ることが分かる。1900 年以前，在日中国人人口は1万人を超えていなかった。1945 年までは

3万人以内に抑えられていた。それが戦後から 1970 年代までにかけて5万人前後まで増えた。
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図 1 在留中国人人口の推移（1876～2017)
出典：図1は，過（1999：44)4と中華会館編（2013：413)5のデータを参考にしたうえで，『在留外国人統計（旧

登録外国人統計）』の新しいデータをもとに筆者が作成したもの。



そして，1978 年の中国改革開放以降，出国の解禁と中国人の海外移動ブームが始まることにな

る。そのため，在日中国人の新移民も，1980 年代から急増している。1988 年に 10 万人を超え，

2000 年には 30 万に至り，12 年間で約3倍に増えた。2007 年には 60 万に到達し，7年間でま

た倍増した。2010 年に一時的に 68.7 万人のピークを迎え，その後少し減少した。しかし，近

年ではまた増える傾向にあり，2015 年に 70 万を超え，2017 年末までに 78.7 万に至っている。
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年次 人数
1876 2,449
1877 2,393
1878 2,996
1879 3,521
1880 3,620
1881 3,571
1882 3,746
1883 4,983
1884 4,143
1885 4,071
1886 4,130
1887 4,209
1888 4,805
1889 4,975
1890 5,498
1891 5,344
1892 5,574
1893 5,343
1894 1,576
1895 3,642
1896 4,533
1897 5,206
1898 6,130
1899 6,359
1900 6,890
1901 7,330
1902 8,027
1903 7,423
1904 9,411

表 1 全国における在留中国人人口の推移（1876～2017) （単位：人)
年次 人数
1905 10,388
1906 12,425
1907 12,273
1908 10,847
1909 9,858
1910 8,420
1911 8,145
1912 ─
1913 11,867
1914 ─
1915 12,046
1916 11,869
1917 13,755
1918 12,139
1919 12,294
1920 14,258
1921 15,056
1922 16,936
1923 12,843
1924 16,902
1925 20,222
1926 22,272
1927 23,934
1928 25,963
1929 29,500
1930 30,836
1931 19,135
1932 17,819
1933 19,932

年次 人数
1934 22,741
1935 26,203
1936 27,090
1937 15,526
1938 14,807
1939 17,043
1940 19,453
1941 ─
1942 ─
1943 ─
1944 ─
1945 26,373
1946 29,957
1947 32,889
1948 37,394
1949 38,582
1950 40,481
1951 43,377
1952 42,147
1953 43,778
1954 43,282
1955 43,865
1956 43,372
1957 44,710
1958 44,789
1959 45,255
1960 45,535
1961 46,326
1962 47,096

年次 人数
1963 47,827
1964 49,174
1965 49,418
1966 49,387
1967 49,592
1968 50,445
1969 50,816
1970 51,481
1971 52,333
1972 48,089
1973 46,642
1974 47,677
1975 48,728
1976 47,174
1977 47,862
1978 48,528
1979 50,353
1980 52,896
1981 55,616
1982 59,122
1983 63,164
1984 67,895
1985 74,924
1986 84,397
1987 95,477
1988 129,269
1989 137,499
1990 150,339
1991 171,071

年次 人数
1992 195,334
1993 210,138
1994 218,585
1995 222,991
1996 234,264
1997 252,164
1998 272,230
1999 294,201
2000 335,575
2001 381,225
2002 424,282
2003 462,396
2004 487,570
2005 519,561
2006 560,741
2007 606,889
2008 655,377
2009 680,518
2010 687,156
2011 674,879
2012 675,370
2013 682,402
2014 694,974
2015 714,570
2016 748,290
2017 787,614

出典：表1は，過（1999：44）と中華会館編（2013：413）のデータを参考にしたうえで，『在留外国人統
計（旧登録外国人統計）』の新しいデータをもとに筆者が作成したもの。



3-2 都道府県別の在留中国人人口

表2は，都道府県別の在留中国人数とパーセンテージを提示している。トップ 13 位までは

在留中国人数が1万人を超えた都道府県である。1位は，東京の在留中国人は 21 万人で，他の

地域より圧倒的に多いのである。全体の 28.32％を示しており，2位の神奈川の3倍である。

その次，5万人を超えた都道府県は，2位の神奈川，3位の埼玉，4位の大阪，5位の千葉が

ある。1万人を超えた都道府県は東京圏を中心とする関東と関西，中部地域に集中している。

中国地方の広島と九州の福岡も1万人を超えている。東北地方の各県は全体1％以下を占めて

いる。北海道も 9,623 人で，1万人を超えていない。
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順位 都道府県 人 数 割 合
1 東 京 210,018 28.32％
2 神奈川 68,910 9.29％
3 埼 玉 67,759 9.14％
4 大 阪 61,459 8.29％
5 千 葉 50,852 6.86％
6 愛 知 48,182 6.50％
7 兵 庫 23,344 3.15％
8 福 岡 19,896 2.68％
9 京 都 14,356 1.94％
10 広 島 13,987 1.89％
11 茨 城 12,499 1.69％
12 静 岡 11,582 1.56％
13 岐 阜 11,458 1.54％
14 北海道 9,623 1.30％
15 長 野 9,584 1.29％
16 三 重 7,804 1.05％
17 岡 山 7,571 1.02％
18 群 馬 7,264 0.98％
19 栃 木 6,859 0.92％
20 宮 城 5,807 0.78％
21 富 山 5,008 0.68％
22 滋 賀 4,949 0.67％
23 新 潟 4,913 0.66％
24 石 川 4,324 0.58％

総 数

表 2 都道府県別の在留中国人人口（2018 年 6 月) （単位：人)
順位 都道府県 人 数 割 合
25 愛 媛 4,006 0.54％
26 香 川 3,870 0.52％
27 熊 本 3,817 0.51％
28 福 島 3,574 0.48％
29 山 梨 3,525 0.48％
30 福 井 2,943 0.40％
31 奈 良 2,935 0.40％
32 大 分 2,848 0.38％
33 山 口 2,824 0.38％
34 長 崎 2,504 0.34％
35 沖 縄 2,453 0.33％
36 山 形 2,174 0.29％
37 鹿児島 2,154 0.29％
38 徳 島 1,954 0.26％
39 岩 手 1,902 0.26％
40 宮 崎 1,381 0.19％
41 島 根 1,358 0.18％
42 和歌山 1,303 0.18％
43 青 森 1,298 0.18％
44 佐 賀 1,206 0.16％
45 高 知 1,184 0.16％
46 秋 田 1,091 0.15％
47 鳥 取 944 0.13％
48 未定・不詳 400 0.05％

741,6566

出典：表2は，『在留外国人統計（旧登録外国人統計）』をもとに筆者が作成したもの。



3-3 本籍地別の在留中国人人口

法務省の在留外国人統計による本籍地別の在留中国人人口に関する最新データ（2017 年 12

月時点）は 2011 年のものである。表3によると，2011 年の時点で，一番人数が多いのは遼寧省

出身者であり，105,127 人で，全体の 15.58％を占めている。2位は黒竜江省出身者であり，

77,753 人で，全体の 11.52％を占めている。3位は福建省出身者であり，64,028 人で，全体の

9.49％を占めている。吉林省出身者は第五位であり，56,909 人で，全体の 8.43％を占めている。

このように，東北三省（遼寧省，黒竜江省，吉林省）だけで，計 239,789 人となり，35.53％を

占めている。そのほか，北京市，山東省，河北省，河南省などの北部地域も1％以上を占めて

いる。このように，2011 年のデータでは，在日中国人の本籍地は東北三省を中心に，北部地域

に集中していることが分かる。南部地域の中では，福建と上海の出身者が相対的に多いのであ

る。

これは，台湾，福建，広東，三江などの南部地域を中心とする従来の在日華僑の本籍地とは

かなり異なる。2011 年の時点では，台湾，福建，広東，江蘇，浙江を合わせても，25.17％（169,848

人）にとどまり，東北三省よりも少ない。本籍地別の在留中国人人口の推移（表4参照）から

みると，1974 年までは，台湾出身者が約 50％を占めている。福建，広東，江蘇はそれぞれ約

10％を占めている。北京市，遼寧省，黒竜江省などの北部地域の出身者はわずかしかいなかっ
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順位 本籍地 人 数 割 合
1 遼 寧 105,127 15.58％
2 黒竜江 77,753 11.52％
3 福 建 64,028 9.49％
4 山 東 59,353 8.79％
5 吉 林 56,909 8.43％
6 上海市 56,843 8.42％
7 江 蘇 41,066 6.08％
8 台 湾 40,608 6.02％
9 その他 24,103 3.57％
10 北京市 23,506 3.48％
11 河 南 13,927 2.06％
12 浙 江 13,753 2.04％
13 内蒙古 12,721 1.88％
14 河 北 11,345 1.68％
15 広 東 10,393 1.54％
16 湖 北 9,497 1.41％

総 数

表 3 本籍地別の在留中国人人口（2011 年) （単位：人)
順位 本籍地 人 数 割 合
17 陜 西 8,941 1.32％
18 四 川 8,252 1.22％
19 安 徽 7,440 1.10％
20 江 西 6,474 0.96％
21 湖 南 5,106 0.76％
22 香 港 3,785 0.56％
23 山 西 3,357 0.50％
24 広 西 2,640 0.39％
25 新 彊 1,884 0.28％
26 雲 南 1,370 0.20％
27 甘 粛 1,174 0.17％
28 貴 州 1,070 0.16％
29 海 南 1,064 0.16％
30 青 海 579 0.09％
31 寧 夏 449 0.07％
32 不 詳 362 0.05％

674,879
出典：表3は，『在留外国人統計（旧登録外国人統計）』をもとに筆者が作成したもの。



た。1980 年代からは，その分布が大きく変わっている。人数でみると，図4によれば，ほとん

どの地域の出身者数は増えているが，特に遼寧，黒竜江，北京，福建，上海，江蘇が急激に増

えていることが分かる。しかし，割合でみると，従来の在日華僑の主な本籍地の中では，福建

省出身者だけが 10％前後を維持しているが，台湾，広東，江蘇，浙江の割合は減っている。特

に広東は 12％から1％に，台湾出身者の割合は 50％前後から6％に著しく減っている。江蘇

は 2000 年以降少し増える傾向にある。上海市，北京市は 1990 年代に高い割合を占めていたが，

近年ではまた減少する傾向にある。遼寧省，黒竜江省出身者の割合は継続的に増えており，現

在最も高い割合を占めている。

このように，老華僑といわれる人々と出身地域を同じくする在留中国人の割合が減少する一

方で，他地域を出身とする新華僑が増加したことが分かる。しかし，すべての地域でそのよう
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表 4 本籍地別の在留中国人人口の推移（1959～2011 年) （単位：人)
年 次 1959 1964 1974 1984 1988

総 数 44599
（100.00％)

48003
（100.00％)

46944
（100.00％)

67895
（100.00％)

129269
（100.00％)

台 湾 20993
（47.07％)

23683
（49.34％)

24080
（51.30％)

32817
（48.33％)

43001
（33.26％)

福 建 6008
（13.47％)

5966
（12.43％)

5178
（11.03％)

5725
（8.43％)

13737
（10.63％)

広 東 5412
（12.13％)

5274
（10.99％)

4520
（9.63％)

4582
（6.75％)

6906
（5.34％)

江 蘇 4014
（9.00％)

4692
（9.77％)

4119
（8.77％)

4501
（6.63％)

5349
（4.14％)

浙 江 3089
（6.93％)

3019
（6.29％)

2110
（4.49％)

2170
（3.20％)

2354
（1.82％)

山 東 1594
（3.57％)

1781
（3.71％)

1595
（3.40％)

2065
（3.04％)

2433
（1.88％)

香 港 952
（2.13％)

1391
（2.90％)

2341
（4.99％)

1692
（2.49％)

1448
（1.12％)

上海市 544
（1.22％) ─ 398

（0.85％)
2056

（3.03％)
21140

（16.35％)

遼 寧 237
（0.53％) ─ 114

（0.24％)
2073

（3.05％)
5561

（4.30％)

北京市 177
（0.40％) ─ 205

（0.44％)
1680

（2.47％)
7657

（5.92％)

黒竜江 60
（0.13％) ─ 74

（0.16％)
3282

（4.83％)
7502

（5.80％)

その他 1519
（3.41％)

2197
（4.58％)

2210
（4.71％)

5252
（7.74％)

12181
（9.42％)

（続く)



な傾向となっているわけではない。例えば，神戸では老華僑といわれる人々と同じ出身地域者

がほかの地域を出身とする者よりも多いのである。以下では神戸（兵庫県）在留中国人人口の

推移について詳しく見ていく。
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表 4 本籍地別の在留中国人人口の推移（1959～2011 年）（前ページの続き)

年 次 1992 1997 2007 2011

総 数 195334
（100.00％)

252164
（100.00％)

606,889
（100.00％)

674,879
（100.00％)

台 湾 42512
（21.76％)

39219
（15.55％)

42124
（6.94％)

40608
（6.02％)

福 建 20236
（10.36％)

22627
（8.97％)

47540
（7.83％)

64,028
（9.49％)

広 東 7418
（3.80％)

7032
（2.79％)

8775
（1.45％)

10,393
（1.54％)

江 蘇 7695
（3.94％)

10958
（4.35％)

42758
（7.05％)

41,066
（6.08％)

浙 江 3644
（1.87％)

5135
（2.04％)

13912
（2.29％)

13,753
（2.04％)

山 東 3672
（1.88％)

7376
（2.93％)

49673
（8.18％)

59,353
（8.79％)

香 港 2045
（1.05％)

1876
（0.74％)

3567
（0.59％)

3,785
（0.56％)

上海市 38042
（19.48％)

39434
（15.64％)

57431
（9.46％)

56,843
（8.42％)

遼 寧 12516
（6.41％)

21475
（8.52％)

97764
（16.11％)

105,127
（15.58％)

北京市 15647
（8.01％)

18205
（7.22％)

23937
（3.94％)

23,506
（3.48％)

黒竜江 14376
（7.36％)

30761
（12.20％)

62438
（10.29％)

77,753
（11.52％)

その他 27531
（14.09％)

48066
（19.06％)

156970
（25.86％)

178664
（26.47％)

出典：表4は，永野・過（2010：42)7と過（2013：270)8のデータを参考にしたうえで，『在
留外国人統計（旧登録外国人統計）』の新しいデータをもとに筆者が作成したもの。
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図 2 本籍地別の在留中国人人口の推移（人数）（1959～2011 年)
出典：図2は，永野・過（2010：42）と過（2013：270）のデータを参考にしたうえで，『在留外国人統計（旧登

録外国人統計）』の新しいデータをもとに筆者が作成したもの。

図 3 本籍地別の在留中国人人口の推移（割合）（1959～2011 年)
出典：図3は，永野・過（2010：42）と過（2013：270）のデータを参考にしたうえで，『在留外国人統計（旧登

録外国人統計）』の新しいデータをもとに筆者が作成したもの。



4．兵庫県在留中国人人口の推移

4-1 神戸華僑 150 年の歩み

神戸港が開港されたのは，1868 年1月1日（慶應3年 12 月7日）である。神戸開港とともに

華僑が長崎から神戸に来たといわれる。開港の年，神戸開港とともに華僑は神戸に進出したと

考えられている。当時神戸に来た華僑は 10 数人だったという。当初華僑は日本と条約関係に

ない「無条約国民」であったため，法的には「西洋人付属」の華僑，つまり西洋人の召使や使

用人だけが居留を認められる存在であった（洲脇，2013：34）。

2018 年に 150 周年を迎え，2017 年 12 月の時点で兵庫県の在留中国人は，25,233 人が登録さ

れている。神戸華僑は 150 年の歴史において，戦争，災害などの多くの苦難に耐えてきた。

1930 年以降の日中戦争，1945 年の神戸大空襲，1995 年の阪神・淡路大震災により，神戸華僑は

大きな被害を受けた。このような試練を乗り越えて，神戸華僑の今日の姿がある。

4-2 兵庫県在留中国人人口の推移

図4と表5によれば，兵庫県における中国人人口はわずかに減少した時期もあるが，全体的

にみると増加する傾向にあることが分かる。1920 年代までは 5,000 人未満，1930 年は 6,780

人に至り，一時的にピークを迎え，その後少し減少した。1950 年代～1980 年代後半までは，継

続的に 8,000～9,000 人の間に維持していた。1989 年に初めて1万人を超え，そこから一気に

増加した。2009 年のピークには 25,726 人となり，その後また少し減少した。2015 年からは再

び増える傾向にある。1980～90 年代の急増と 2009 年，2010 年前後の一時的な減少する傾向は，
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図 4 兵庫県在留中国人人口の推移（1876～2017)
出典：図4は，中華会館編（2013：413)9のデータを参考にしたうえで，『在留外国人統計（旧登録外国人統計)』

の新しいデータをもとに筆者が作成したもの。



在日中国人人口推移と同様である。ただし，兵庫県における中国人人口の変化は全体の在日中

国人人口ほど激しくない。
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年次 人数
1876 650
1877 248
1878 ─
1879 296
1880 619
1881 617
1882 517
1883 547
1884 692
1885 594
1886 505
1887 630
1888 630
1889 597
1890 732
1891 887
1892 1,433
1893 913
1894 1,133
1895 1,004
1896 455
1897 988
1898 1,121
1899 1,250
1900 1,548
1901 1,587
1902 1,598
1903 1,805
1904 1,875

表 5 兵庫県在留中国人人口の推移（1876～2017) （単位：人)
年次 人数
1905 1,959
1906 2,263
1907 2,301
1908 2,194
1909 2,003
1910 1,700
1911 1,269
1912 1,831
1913 2,470
1914 2,857
1915 2,918
1916 2,854
1917 3,018
1918 3,321
1919 3,190
1920 3,271
1921 3,421
1922 3,608
1923 4,742
1924 5,025
1925 5,248
1926 5,653
1927 5,618
1928 5,641
1929 6,243
1930 6,780
1931 3,968
1932 3,318
1933 4,083

年次 人数
1934 4,565
1935 5,443
1936 4,744
1937 2,512
1938 3,432
1939 4,420
1940 ─
1941 ─
1942 ─
1943 ─
1944 ─
1945 ─
1946 ─
1947 5,279
1948 5,901
1949 ─
1950 8,114
1951 8,477
1952 8,480
1953 8,496
1954 8,399
1955 ─
1956 8,413
1957 8,527
1958 7,413
1959 8,490
1960 8,539
1961 8,703
1962 8,840

年次 人数
1963 8,948
1964 9,091
1965 9,209
1966 9,173
1967 9,219
1968 9,275
1969 9,304
1970 9,490
1971 9,574
1972 9,717
1973 8,894
1974 8,731
1975 8,840
1976 8,912
1977 8,857
1978 8,797
1979 8,880
1980 8,947
1981 8,908
1982 9,099
1983 9,224
1984 9,227
1985 9,200
1986 9,277
1987 9,454
1988 9,476
1989 10,535
1990 11,085
1991 11,607

年次 人数
1992 12,711
1993 13,378
1994 13,608
1995 12,958
1996 13,014
1997 13,544
1998 13,970
1999 14,581
2000 15,753
2001 17,159
2002 18,655
2003 ─
2004 ─
2005 ─
2006 22,570
2007 23,456
2008 24,760
2009 25,726
2010 25,585
2011 25,253
2012 25,089
2013 24,817
2014 24,605
2015 24,318
2016 24,681
2017 25,233

出典：表5は，中華会館編（2013：413)のデータを参考にしたうえで，『在留外国人統計（旧登録外国人
統計)』の新しいデータをもとに筆者が作成したもの。

注：表5の 2012～2017 年のデータは，在留外国人統計による「中国」と「台湾」10のデータを出したも
のである。



4-3 本籍地別の兵庫県在留中国人人口

表6によれば，2011 年の時点で，最も人数が多いのは福建出身者であり，3,934 人で，全体

の 15.58％を占めている。2位は遼寧出身者であり，3,479 人で，全体の 13.78％を占めている。

3位は，山東出身者であり，2,919 人で，全体の 11.56％を占めている。東北三省（遼寧，黒竜

江，吉林）だけで計 6,349 人となり，全体の 25.15％を占めている。兵庫県における東北三省出

身者の割合は，在日中国人人口の 35.53％ほどではないが，北部地域の出身者の割合もかなり

大きいと分かる。そして，本籍地別の在日中国人人口の分布と同様に，南部地域の中でも，福

建と上海の出身者が相対的に多いのである。台湾出身者は 8.10％で，第4位となっているが，

兵庫県在留中国人人口の推移（表7，図5，図6）からみると，人数，割合とも大きく減って

いることが分かる。広東出身者は，人数的にはあまり変化がないが，割合が大きく減少したこ

とが示されている。

本籍地別の在留中国人人口の分布からも分かるように，台湾，福建，広東，三江などの南部

地域出身の従来の在日華僑と，近年の新しい居留者の出身地は大きく異なっている。ただし，

兵庫県では東北三省出身者が大きく増加しているが，在日中国人全体ほどではない。2011 年の

時点では，兵庫県における台湾，福建，広東，江蘇，浙江の出身者は，計 37.82％（9,549 人）

で，東北三省の 25.15％よりまだ多い。
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順位 本籍地 人 数 割 合
1 福 建 3,934 15.58％
2 遼 寧 3,479 13.78％
3 山 東 2,919 11.56％
4 台 湾 2,045 8.10％
5 黒竜江 1,754 6.95％
6 上海市 1,671 6.62％
7 江 蘇 1,652 6.54％
8 広 東 1,403 5.56％
9 吉 林 1,116 4.42％
10 その他 811 3.21％
11 内蒙古 696 2.76％
12 北京市 586 2.32％
13 浙 江 515 2.04％
14 四 川 345 1.37％
15 陜 西 324 1.28％
16 河 南 309 1.22％

総 数

順位 本籍地 人 数 割 合
17 湖 北 309 1.22％
18 河 北 292 1.16％
19 香 港 197 0.78％
20 安 徽 174 0.69％
21 江 西 164 0.65％
22 湖 南 117 0.46％
23 山 西 116 0.46％
24 広 西 91 0.36％
25 新 彊 55 0.22％
26 甘 粛 44 0.17％
27 海 南 40 0.16％
28 貴 州 28 0.11％
29 雲 南 27 0.11％
30 不 詳 27 0.11％
31 青 海 7 0.03％
32 寧 夏 6 0.02％

25,253
出典：表 6は，『在留外国人統計（旧登録外国人統計)』をもとに筆者が作成したもの。

表 6 本籍地別の兵庫県在留中国人人口（2011 年) （単位：人)



従って，在留中国人人口の本籍地別の分布と比べると，兵庫県在留中国人の推移は全体の在

留中国人人口の推移と同じ動向を辿っているといえる。東北三省を中心に，北部地域出身者の

割合が増加している一方，台湾，福建，広東，三江を中心とした従来の南部地域出身者の割合

が減少している。ただし，その変化の程度は全体の在留中国人人口の推移ほどではない。現在

の兵庫県在留中国人においては，南部地域出身者のほうがまだ多くの割合を占めている。
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表 7 本籍地別の兵庫県在留中国人人口の推移（1959～2011 年) （単位：人)
年 次 1959 1964 1974 1984 1988

総 数 8,358
（100.00％)

9,059
（100.00％)

8,585
（100.00％)

9,153
（100.00％)

9,869
（100.00％)

台 湾 3,887
（46.51％)

4,218
（46.56％)

3,493
（40.69％)

3,174
（34.68％)

3,103
（31.44％)

広 東 1,875
（22.43％)

1,861
（20.54％)

1,834
（21.36％)

1,916
（20.93％)

1,804
（18.28％)

江 蘇 906
（10.84％)

1,051
（11.60％)

982
（11.44％)

1,149
（12.55％)

1,152
（11.67％)

福 建 696
（8.33％)

804
（8.88％)

901
（10.50％)

1,082
（11.82％)

1,137
（11.52％)

山 東 341
（4.08％)

403
（4.45％)

438
（5.10％)

529
（5.78％)

510
（5.17％)

浙 江 313
（3.74％)

327
（3.61％)

336
（3.91％)

316
（3.45％)

310
（3.14％)

香 港 120
（1.44％)

200
（2.21％)

270
（3.15％)

209
（2.28％)

196
（1.99％)

上海市 78
（0.93％)

─
─

41
（0.48％)

138
（1.51％)

425
（4.31％)

安 徽 50
（0.60％)

─
─

52
（0.61％)

56
（0.61％)

51
（0.52％)

河 北 29
（0.35％)

─
─

71
（0.83％)

72
（0.79％)

119
（1.21％)

北京市 5
（0.06％)

─
─

10
（0.12％)

62
（0.68％)

170
（1.72％)

遼 寧 11
（0.13％)

─
─

7
（0.08％)

190
（2.08％)

389
（3.94％)

吉 林 1
（0.01％)

─
─

7
（0.08％)

36
（0.39％)

89
（0.90％)

黒竜江 0
（0.00％)

─
─

2
（0.02％)

41
（0.45％)

130
（1.32％)

その他 73
（0.87％)

195
（2.15％)

141
（1.64％)

183
（2.00％)

284
（2.88％)

（続く)
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表 7 本籍地別の兵庫県在留中国人人口の推移（1959～2011 年）（前ページの続き)

年 次 1992 1996 2006 2011

総 数 12,491
（100.00％)

12,825
（100.00％)

22,570
（100.00％)

25,253
（100.00％)

台 湾 2,971
（23.79％)

2,696
（21.02％)

2,273
（10.07％)

2,045
（8.10％)

広 東 1,769
（14.16％)

1,695
（13.22％)

1,474
（6.53％)

1,403
（5.56％)

江 蘇 1,175
（9.41％)

1,149
（8.96％)

1,711
（7.58％)

1,652
（6.54％)

福 建 1,531
（12.26％)

1,410
（10.99％)

3,507
（15.54％)

3,934
（15.58％)

山 東 581
（4.65％)

587
（4.58％)

2,024
（8.97％)

2,919
（11.56％)

浙 江 366
（2.93％)

334
（2.60％)

486
（2.15％)

515
（2.04％)

香 港 236
（1.89％)

190
（1.48％)

188
（0.83％)

197
（0.78％)

上海市 1,278
（10.23％)

1,355
（10.57％)

1,849
（8.19％)

1,671
（6.62％)

安 徽 67
（0.54％)

68
（0.53％)

114
（0.51％)

174
（0.69％)

河 北 232
（1.86％)

237
（1.85％)

241
（1.07％)

292
（1.16％)

北京市 384
（3.07％)

386
（3.01％)

601
（2.66％)

586
（2.32％)

遼 寧 737
（5.90％)

873
（6.81％)

2,873
（12.73％)

3,479
（13.78％)

吉 林 206
（1.65％)

261
（2.04％)

995
（4.41％)

1,116
（4.42％)

黒竜江 326
（2.61％)

656
（5.12％)

1,375
（6.09％)

1,754
（6.95％)

その他 632
（5.06％)

928
（7.24％)

2,859
（12.67％)

3,516
（13.92％)

出典：表 7は，曽（2013：327)11のデータを参考にしたうえで，『在留外国人統計（旧登録外
国人統計)』の新しいデータをもとに筆者が作成したもの。
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図 5 本籍地別の兵庫県在留中国人人口の推移（人数）（1959～2011 年)
出典：図5は，曽（2013：327)11のデータを参考にしたうえで，『在留外国人統計（旧登録外国人統計）』の新し

いデータをもとに筆者が作成したもの。

図 6 本籍地別の兵庫県在留中国人人口の推移（割合）（1959～2011 年)
出典：図6は，曽（2013：327)11のデータを参考にしたうえで，『在留外国人統計（旧登録外国人統計）』の新し

いデータをもとに筆者が作成したもの。



5．おわりに

かつて，在日華僑社会の構成は，三江（江蘇，浙江，江西一帯），広東，福建，台湾などの出

身者の老華僑が中心であった。彼らは長崎，神戸，横浜といった地域に集住していた。それに

対して，1980 年代から日本における中国人の新華僑（ニューカマー）が急増している。彼らの

出身地は，従来の老華僑（オールドカマー）の出身が中国南部地域に集中していたのに対して，

中国の全地域を含んでいる。現在の新華僑においては，東北三省（遼寧省，黒竜江省，吉林省）

の出身者の割合が一番高い。多くの新華僑は東京圏（東京都，神奈川県，埼玉県，千葉県）お

よび大阪府に在住している。

老華僑の特徴として，血縁，地縁を通じて，来日することが多かった。また生活様式は宗親

会，同郷会といった伝統的な共同体の中で，在日生活を営んでいた。それに対して，現在新華

僑の居住分布は変わっている。それによって，彼らの生活様式も以前と大きく変わっているこ

とが予想される。従って，現在日本における新華僑（ニューカマー）がいかに生活の営みを図っ

ているのかを考察することが一つ重要な課題となる。ただし，兵庫県在留中国人に限っては，

現在も南部地域出身者の割合が高いため，かつて老華僑の生活様式がまだ存続しているかもし

れない。従って，老華僑（オールドカマー）への継続的な考察も必要だと思われる。

（おう こうけん・人間科学専攻）

注

1 買弁（ばいべん）とは，欧米との貿易を支援した中国人商人のことである。
2 中華料理の包丁，理髪の剃刀，洋服仕立てのはさみを中国語で，「菜刀，剃刀，剪刀」と言うので，
通称「三把刀」という。

3 ①「国籍法」（1950 年制定），②「出入国管理令」（1951 年制定，後 1981 年により「出入国管理及
び難民認定法」［入管法］に改められた），③「外国人登録法」（1952 年制定）。

4 過放（1999）著『在日華僑のアイデンティティの変容』の「表 3-1 在日中国人人口推移（1862～1997）
（ 44）。

5 中華会館編『落地生根─神戸華僑と神阪中華会館の百年（増訂版）』の「付録 11 兵庫県在住中国
人人口統計」（ 413）。

6 台湾は含まない。
7 永野武・過放（2010）「戦後在日華僑社会の構成および変動と『老華僑』の組織・ネットワーク形
成」（永野 武編，『チャイニーズネスとトランスナショナルアイデンティティ』）の「表6 出身
地別人数（1964～2004 年）（ 42）。

8 過放（2013）「新時代の中華会館」（中華会館編，『落地生根─神戸華僑と神阪中華会館の百年（増
訂版）』）の「表 4-14 在日中国人出身地別人口の推移」（ 270）。

9 中華会館編『落地生根─神戸華僑と神阪中華会館の百年（増訂版）』の「付録 11 兵庫県在住中国
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人人口統計」（ 413）。
10 「台湾」について，台湾の権限ある機関が発行した旅券等を所持する者は，平成 24 年7月8日まで
は外国人登録証明書の「国籍等」欄に「中国」の表記がなされていたが，同年7月9日以降は，在
留カード等の「国籍・地域」欄に「台湾」の表記がなされており，平成 24 年末の統計からは「台
湾」の表記がなされた在留カード等の交付を受けた者を「台湾」に計上している（総務省）。

11 曽士才（2013）「中華義荘と関帝廟」（中華会館編，『落地生根─神戸華僑と神阪中華会館の百年（増
訂版）』）の「表 5-3 兵庫県在留中国人出身地別人口」（ 327）。
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香港・マカオにおける少子高齢化と福祉レジーム

羅 欣 寧

要 旨

本稿は，香港・マカオにおける少子高齢化および福祉モデルを考察した。
香港・マカオにおける少子高齢化社会の動向を確認し，高齢化対策の必要性
に迫られていることを強調したうえで，香港・マカオの福祉レジームについ
て論じた結果，アンデルセンの「福祉レジーム論」に対する再検討の必要性
を提示した。

はじめに

1970 年代末，中国共産党は平和的な交渉による中台統一を達成するために，「一つの国家，二

つの制度（以下は『一国二制度』）」の方針・政策を打ち出したが，海峡両岸の分裂が長引く中

で，台湾に先んじて香港およびマカオ問題の解決に適用され，その結果両地域は 1997 年および

1999 年に，それぞれ中国に返還され（金 2011：3），「一国二制度」の方針・政策が今まで実行

されてきた。

近年の香港・マカオの社会発展とともに，少子高齢化の加速も見込まれている。本稿は，少

子高齢化社会香港・マカオにおける社会保障の枠組みを明らかにしたうえで，東アジア発福祉

レジーム論の必要性を提示してみる。

1．香港・マカオの少子高齢化

1.1 香港・マカオの概況

1.1.1 香港
本論文でいう「香港」は，中華人民共和国の南部にある「中華人民共和国香港特別行政区」

という地域を指す。香港は 150 年以上にわたってイギリスの植民地であり，1997 年7月1日に

中華人民共和国に返還された。香港は中国本土の広東省深セン市と隣接し，1,104 平方キロ
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メートルの面積を有しており，人口総数は 739.47 万である（香港政府統計処 2021）。

1.1.2 マカオ
本論文でいう「マカオ」は，同じく中華人民共和国の南部にある「中華人民共和国澳門特別

行政区」という地域を指す。マカオは香港の南西に 70 キロメートル離れており，中国本土の広

東省珠海市に接している。400 年以上のポルトガル植民地の歴史をもち，1999 年に中華人民共

和国に返還された。マカオの土地面積は 32.9 平方キロメートルであり，2020 年時点での人口

総数は 68.31 万である（マカオ政府統計局 2021）。

1.2 人口転換モデルと人口動態

最初に，香港・マカオ社会における人口学的変化に注目してみよう。一般的にはこのような

変化は，出生率と死亡率から説明される。そのメカニズムを説明したものとして「人口転換モ

デル」が挙げられる（大泉 2011）。図 1.1 は，高出生率・高死亡率の社会から低出生率・低死

亡率の社会への不可逆の移行という第一次人口転換（元来の意味での人口転換）および人口置

換水準を割り込む水準への低下・離婚率の上昇が同時に始まった「極少産少死」，すなわち第二

次人口転換とする新しい局面（落合 2013：7-8）を示したモデルである。図 1.2 と 1.3 はこの

モデルと同じ考え方で，香港・マカオの人口動態を示す。

人口転換モデルほど明確なものではないが，香港・マカオ社会の高出生率・高死亡率から低

出生率・低死亡率への移行が示されている。注目すべき特徴の一つは，香港・マカオはそれぞ

れに特定の時期に著しい人口増減の現象が現れることである。それに対し，香港・マカオの粗

出生率・粗死亡率の激しい変化はないため，海外との流出入数，すなわち「社会増減」の影響

が大きいと考えられる。また，マカオにおいては 1970 年代の半ばから 1980 年代の後半まで出
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図 1.1 人口転換モデル
（資料）日本総合研究所作成



生率の回復が見られる。それは①中国の改革開放後の移民の解禁により生産年齢の女性が増加

しマカオ全体の出生率を向上させた，②「計画出産」，すなわち「一人っ子政策」の制限から解

放された中国移民の女性たちが「少なくとも一人の子を産む」という共通の考え方をもつ，③

1982 年以降，移民が大幅に減少したからであると指摘される。

1.3 出生率の低下と「圧縮された近代」

香港・マカオにおける出生率の低下は，図 1.4 が示した香港・マカオにおける合計特殊出生

率（ ）の変化に注目し説明してみよう。

すでに述べたマカオにおける中国からの移民による影響のある 1970 年代の半ばから 1980 年
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図 1.2 香港の人口状況（1960-2019)
出典：世界銀行データベース（2020）。

図 1.3 マカオの人口状況（1960-2019)
出典：世界銀行データベース（2020）。



代の後半までの期間を除き，香港・マカオには連続している出生率の低下が起きている。人口

転換ののち，しばらく安定期が続き，出生率は人口置換水準程度に保たれた（落合 2013：7）

という現象がヨーロッパ・アメリカ・日本には見られたとはいえ，香港・マカオではこのよう

な時期がない。そのため，人口置換水準まで低下した時点を，香港・マカオでは第一次人口転

換・第二次人口転換のそれぞれの一部をなす第一の出生率低下・第二の出生率の低下の境目と

しよう。このように考えれば，第一の出生率の低下が香港では 1960 年代の初頭から起き，マカ

オにおいてもほぼ同じ時期に始まったのであると考えられる。

さらに，香港では出生率の低下が継続しているうちに 1980 年に第二の出生率低下が起きた。

それに対し，マカオは 1971 に初めて第二の出生率低下を経験したが，1977 年から 1985 年まで

の間，一時的に出生率の回復が見られ，その後は第二の出生率の低下が再び起こった。

まとめてみると，香港・マカオの第一の出生率の低下が 1950-1960 年代に起き，出生率が人

口置換水準に安定していた時期を経験したことはなく 1970-1980 年代から第二の出生率低下が

始まった。

第一次人口転換・第二次人口転換については，落合がベックの「第一の近代」「第二の近代」

に基づき，これら二つの近代を上記の二つの人口転換に関係づけて定義し，第一の人口転換に

よって形成される社会を「第一の近代」，第二の人口転換によって形成される社会を「第二の近

代」と呼ぶことを提唱している（ 2010）。それによれば，香港・マカオにおける出生率の

低下は，チャン・キョンスプが指摘した「近代の圧縮」（チャン 2013）に該当し，「圧縮された

近代」の事例であると考えられる。「圧縮された近代」という概念は前述のようなヨーロッパで

は長期間かかって進展した近代を短期間に「圧縮」して追体験したということを指し，以下の

ように定義されている。「圧縮された近代とは，政治的・社会的・文化的変化が，時間的にも空

間的にも非常に凝縮された状態で起こる社会状況を指す。そこでは，本来異質な歴史的，社会

的な要素が動態的に共存することから，極めて複合的で流動的な社会システムが形作られる」

（チャン 2013）。
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図 1.4 香港・マカオにおける出生率の低下
出典：世界銀行データベース（2020）。



1.4 香港・マカオにおける第二次人口転換：脱家族化と婚姻・家族主義

東アジアに起こっている第二次人口転換はヨーロッパ・北アメリカのそれと類似していると

はいえ，落合恵美子（2013）は前者をもたらしているのは家族主義，後者を起こしているのは

個人主義であると主張する。具体的に言えば，第二次人口転換によりヨーロッパ・北アメリカ

では制度としての婚姻が動揺して，個人主義が台頭してきたが，東アジアでは制度としての婚

姻と家族主義が維持されているとされる（落合 2013：67-97）。このような第二の近代，あるい

は「圧縮された近代」の到来により，晩婚化や無子化，出生率低下，離婚などの「脱家族化の

兆候」とみなされる傾向が現れ，家族が支援の柱からリスクの源への移行により「個人主義な

き個人化・リスク回避的個人化」というパラドキシカルな過程が韓国にのみならず，東アジア

諸社会まで広がってきた。（チャン 2013；落合 2013）。

上記の落合の東アジア研究は香港における社会問題の一部を取り上げたが，そのような見解

は今の香港・マカオ社会の状況をどれほど説明できるのかという問いをめぐって，知見を踏ま

えて婚姻・家族主義に関連する指標を考察し，香港・マカオの社会状況を論じてみよう。

1.4.1 離婚・晩婚
図 1.5 に示すとおり，香港の普通離婚率（ ）は落合（2013）が注目していた

2010 年代以降も高い水準を維持しており，2013 には史上最高の 3.1 に達した。マカオの普通

離婚率は全体的に香港より低いとはいえ，香港と同じように目立って上昇しつつあり，2018 年

に未曾有の 2.31 に達した。一方，香港・マカオの普通婚姻率（ ）は低下する

途中で 21 世紀の初頭に一時的な回復が見られるとはいえ，2012-2013 年以降その低下が連続し

ている（図 1.6 参照）。図 1.7 に示したように婚姻率と離婚率の比を取ると，1980 年代以降，上
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図 1.5 香港・マカオの離婚率の趨勢
出典：香港：香港政府統計処統計表（ ）表3-生命事件，2018 年香港統計月刊専

題「1991 至 2016 年香港的結婚及離婚趨勢」，香港政府統計処統計報告「香港的
女性及男性-主要数字（2021 年版）」，マカオ：マカオ政府統計暨普査局人口統計
時系列データベース-「人口推測，出生及死亡統計，結婚及離婚統計」。



昇の趨勢が見られており，2020 年にそれぞれに史上最高の値に達した（香港は 0.58，マカオは

0.48）。最後に，図 1.8 によれば，香港における男女の初婚年齢（中央値）は元々高い水準で徐々

に上昇しており，マカオのそれは比較的高い水準を維持している。この現象はそれぞれの結婚

率低下の一つの原因であると考えられる。

香港・マカオの婚姻率・離婚率・婚姻離婚比の水準は 2000 年代のヨーロッパのそれに達して

おり，落合が指摘した「東アジアにおける婚姻は変化しつつあるが，現在のところ，まだ比較

的多くの人々が結婚し，しかもいったん結婚すると，北西ヨーロッパや南北アメリカよりも離

婚する確率は低い」（落合 2013）という婚姻制度の維持は今でも存在するのか，香港・マカオ

は東アジアにおける例外的な存在なのか，という問いに検討の余地があると考えられる。
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図 1.6 香港・マカオの婚姻率の趨勢
出典：香港：香港政府統計処統計表（ ）表3-生命事件，2018 年香港統計月刊専

題「1991 至 2016 年香港的結婚及離婚趨勢」，香港政府統計処統計報告「香港的
女性及男性-主要数字（2021 年版）」，マカオ：マカオ政府統計局人口統計時系列
データベース-「人口推測，出生及死亡統計，結婚及離婚統計」。

図 1.7 香港・マカオの婚姻離婚比
出典：香港：香港政府統計処統計表（ ）表3-生命事件，2018 年香港統計月刊専

題「1991 至 2016 年香港的結婚及離婚趨勢」，香港政府統計処統計報告「香港的
女性及男性-主要数字（2021 年版）」，マカオ：マカオ政府統計局人口統計時系列
データベース-「人口推測，出生及死亡統計，結婚及離婚統計」。



1.4.2 同棲と婚姻外出生
アジアにおいては第二次人口転換の時期でも同棲・婚姻外の出生の増加が見られず，それは

ヨーロッパの第二次人口転換が起きたこととは対照的であるとされる。（落合 2013）。 調

査では，この十年で香港における同棲する人々の数は増加しており，（0.6％-0.9％-2.4％），マ

カオにおけるその割合（2.9％）は香港より高いということが示されている（ 1981-2020）

にもかかわらず，香港・マカオでは同棲は依然として少数派であることがわかる。

東アジアでは婚姻外の出生が極めて珍しいと指摘されているが（落合 2013），近年，香港・

マカオではそのデータがなかなか把握されていない。植民地時代の香港のデータによれば，

1985-1990 年の間，婚姻外出生の子どもの割合は4％前後という低い水準であった。

上記を踏まえ，香港・マカオの人々は，婚姻以外の親密関係とは無縁であり，いわゆる「親

密性の欠如」（落合 2013）が起こられていると考えられる。

1.4.3 越境結婚
もう一つの東アジアにおける「結婚」のポイントとしては，落合（2007，2013）は，自然な

恋愛結婚ではなく，家名を継ぐ息子の必要性，高齢者ケアの需要，農場における労働力のニー

ズなど，極めて伝統的な目的のため，東アジアにおいて国際結婚や越境結婚が盛んだという逆

説を指摘している。さらに，日本，韓国，台湾では 1990 年代からの国際結婚・越境結婚の増加

の背景は，農村地域と低所得者の男性に適当な配偶者がいないというのであるとされる（落合

2013）。

香港・マカオにおける国際結婚・越境結婚の共通の特徴は，中国人との結婚が多いことであ

ろう。1991 年当時，中港越境結婚が 22610 件あり，そのなかに 21220 件（93.9％）が香港人男
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図 1.8 初婚年齢の趨勢
出典：香港：香港政府統計処統計表（ ）表3-生命事件，マカオ：マカオ政府社会工作局マカ

オ婦女データベース。



性と中国人女性との結婚であり，香港人女性と中国人男性との結婚がわずか 1390 件（6.1％）

である。また，同年の中港越境結婚件数が結婚総件数（42568 件）の5割を超えている。その後

も，図 1.9 に示したように，中港越境結婚件数の増加趨勢はみられないが，毎年2万件以上の

水準が維持されている。（香港政府統計処 2018）。マカオの場合，2010 年で見ると，越境結婚

が 960 件あり，マカオ人男性・中国人女性の結婚は 599 件，マカオ人女性・中国人男性のほう

は 238 件である（マカオ政府統計局 2010）。1980 年代末から流行ってきた越境結婚の主体は低

所得者のマカオ人男性である点は，日本，韓国，台湾と一致するが，21 世紀に入ってそのトレ

ンドが中産階級まで拡大されてきた。また，マカオ人女性は中国人男性と結婚する意欲がこれ

から強くなっていくと見込まれる（ 2010）。

香港・マカオの返還後，中国との経済統合・社会連携の進展は中国人との越境結婚を促す重

要な原因のはずであるが，早期の段階で中国人女性との結婚の割合が高いというポイントから

一つの共通点が読み取れる。すなわち，香港・マカオ人女性は学歴・収入が高く，香港・マカ

オ社会の男女平等志向は香港・マカオ人同士の結婚の大きな支障となっている。その結果，香

港・マカオ人男性は晩婚・再婚のため中国で配偶者を探し，自分よりはるかに若い中国人女性

と結婚する傾向がある（ 2008； 2010； 2010 525； 2015）。だが，

近年には香港・マカオにおいて上記のような「伝統的な」越境結婚が減少してきた。データに

よれば，2016 年に香港人女性・中国人男性の結婚件数は 7626 件（約 33.3％）であり，それに

対し，香港人男性・中国人女性の結婚件数は 15300 件（約 66.7％）である（香港政府統計処

2018）。香港人男性と中国人女性との結婚が多いという点は変わらないが，中国人男性・香港人

女性夫婦の割合が増加しつつあることがわかる。それは産業再配置により香港と中国との交流

が深まる機会が増え，それとともに香港人と中国人との恋愛または結婚が増加するからである

（ 2015）。マカオではそのようなデータはないが，中国の経済発展や中国人留学生増加の
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図 1.9



ため，学歴・収入の高いマカオ人女性の中国人との結婚も増加していくと予想される（

2010）。

香港・マカオにおける越境結婚の状況から，伝統的な目的のための結婚の減少が容易に読み

取れる。このような変容を起こす理由は，香港・マカオの人々の家族観念の変容にあると考え

られる。今の段階では伝統家族と近代家族，さらに「第二の近代」の「親密性の変容」とジェ

ンダー平等の要素が混在するという状況はもう一つ「圧縮された近代」の特徴といえよう。

1.4.4 「リスク回避的個人化」と家族主義から個人主義への移行
落合（2013）は東アジアにおける脱家族化と婚姻に関するパラドキシカルな事象を考察し，

東アジアにおける「結婚」はヨーロッパのものとは別の意味を持っていると推測する。韓国を

はじめとする東アジア諸社会における婚姻に対する理想と実際の脱家族化との間のギャップは

チャン・キョンスプによって「リスク回避的個人化」として説明された。彼によれば，リスク

社会に飛び込んだ時代にリスクに対して無防備な人々に対する唯一の保護を与えてくれる対象

は家族であるため，韓国人が「非常に家族志向的な社会的，個人的な生活」を送ってくる（い

わゆる「家族主義的な圧縮された近代」）にもかかわらず，「家族が社会の生産と再生産につい

ての様々な機能をますます果たせなくなり」，「家族が制度として弱まることは，家族の関係を，

社会的資源からリスクに変貌させる。」「互いがリスクの源になってしまうと，家族のひとりひ

とりは，互いからの身体的，物質的，あるいは感情的な分離が，はるかに実際的な人生選択で

あることに気づく。それゆえ，リスク回避的個人化の潮流が生じ，広がる。」（チャン 2013）。

では，香港・マカオでも同じだろうか。人口統計のデータだけみれば，出生率や結婚などに

関わる脱家族化や個人主義化の傾向が香港・マカオにも存在している。しかしながら，前に述

べたように，香港・マカオの人々は結婚・出産上の理想と現実との間にもギャップが見られて

いる。彼らは家族生活そのものを拒否しているというよりも，家族主義的な考え方を持ってい

ると同時に実際に個人化という選択肢を選んだのである。マカオではこのような議論は珍しい

が，「リスク社会」の概念が広く受け入れられた香港（澤田 2011）では，これはリスクが個人

化される過程の一環とも言えよう。

だが，チャンのいうとおり，「これは必ずしも，個人主義を伴った個人化が遠い将来に起こる

という可能性を，排除するわけではない。」日本や韓国より，香港・マカオの人々の個人主義の

傾向が明らかに強いといってもよい。今のところ，それを「個人主義の傾向を伴う家族主義的

個人化」としよう。それは持続的に維持されていくか，将来には強化されていくか，今後とも

注目する必要があるのだろう。

1.4.5 香港・マカオにおける「自由主義的家族主義」
エスピン-アンデルセンが提唱する「福祉レジーム論」（アンデルセン 1990，1999）は比較福
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祉国家論の近代的古典ともいえるが，東アジアの研究者により，その理論の機械的な適用によ

る東アジアの「座りの悪さ」が発見され，それを解明しようとする試みが多くなされてきた。

「武川－田多論争」をはじめとする「東アジア発の新しい理論構築」が行われている（武川 2010；

田多 2010 ；金 2010）と同時に，アンデルセンも様々の批判を受けながら自分の理論の枠組み

を修正し「家族主義」に関わる議論をしてきた。彼は「所得の分配とケアの分担の双方におい

て，家族はその成員の福祉に対して最大限の責任を持つべきだ」という「家族主義」をほとん

どの国において前提としており，家族主義的な社会政策は低出生率と貧困家庭の頻出という状

況を帰結すると（ 2009；落合 2013），批判的な態度を示した。ヨーロッパにおける一

つの改革の方向性として挙げられる 1970 年代以降脱家族化政策を実施してきた北欧諸国とは

対照的に，東アジアは「圧縮された近代」とそのもとでなされた政策決定によって，より強力

な家族主義を発展させ，また同時に家族主義の様々なあり方を創り出した（ 2010）。その

ため，前述のように，家族主義が東アジアでは今までも優勢である。

グローバル化による経済競争が背景にあるため，日本以外の東アジア社会は，競争力強化を

目指し，小さな政府志向は経済政策の中心課題となるという，経済政策は社会保障政策に優先

する姿勢が見られた。言い換えれば，これらの社会は福祉国家を建設すると同時にグローバル

化の脅威に対応せざるを得なく福祉の削減をせねばならないという状況に陥ってしまったので

ある（武川 2010；落合 2013；安里 2013）。さらに，東アジアでは高齢化の急速な進展をはじ

めとする社会問題の対策である社会保障政策は，「家族」という資源を活用することでケアの供

給源として位置づけがなされようとすると指摘され，政府の役割を小さいまま維持するため，

家族に福祉の供給役割を維持させることになるのである（安里 2013）。その証拠としては，シ

ンガポール，香港，台湾など，育児と介護の分担に市場部門の果たしている役割が大きいケー

スが発見された。これらの社会においては，外国人の家事労働者・介護労働者が家族の代わり

に介護サービスをする。その理由は，労働市場において介護サービスを買う家族は両親を家で

面倒を見るべきだという家族主義的な論理にあると主張され，そうした新しい方向は「自由主

義的家族主義」と呼ばれる（落合 2013）。しかし，香港・マカオにおいては，「家事労働者」と

は「家事労働に従事する人」のみ意味しているわけではないとはいえ，家庭内の介護労働も同

時に担う外国人労働者に関しては「介護労働者」という公式のカテゴリーもないため，現地の

外国人家事労働者の仕事の実態を確認しておく必要があるのだろう。

香港では昔，外国人家事労働者は単純な家事労働を分担してきたにもかかわらず，近年には

子育て・高齢者介護もするようになったことが確認された。2016 年時点で，香港では外国人家

事労働者の人数が 352000 人に達しており，香港就業人口の 9.3％を占めている。30％の核家族

世帯，44％の女性有職者のいる核家族世帯は外国人家事労働者を雇っており，1995 年のその割

合と比べるとそれぞれに 17％，21％増加する。9％の高齢者のいる世帯は外国人家事労働者を

雇っており，同居するより若い世代の人が介護してくれると予想されるため，2010 年より1％
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しか増えないにもかかわらず，将来の高齢化の進展により外国人家事労働者に対する需要が大

幅に増加すると見込まれる（香港立法会 2017）。

マカオ政府は外国人家事労働者を「家庭内の乳幼児の世話，高齢者ケア，食事の準備，清掃

などを協力してくれる人々である（家庭工作外地僱員是協助僱主打理日常家務，例如料理小孩，

照顧長者，煮食及清潔家居等。）」と定義している（マカオ政府労工事務局 2019）。2016 年に，

マカオにおいて就業人口 391464 人のうち 6.7％（約 26000 人）が家事労働者・介護労働者であ

る。それに対し，外国人労働者の中の家事労働者・の割合が 23.8％，合計 24821 人である。す

なわち，外国人の人数は家事労働者・介護労働者全体の9割以上占めている（マカオ政府統計

局 2016）。

家事労働者の増大は香港・マカオ社会における子育て・高齢者介護の負担を緩和する一方，

現地の福祉政策の充実を促進するというよりも，家族内部における福祉供給機能を強化する可

能性があるとみなされる（安里 2013）。それに加えて，こうした「自由主義的家族主義」の場

合でも，家族自身が介護サービスを購入する費用を負担せねばならないため，このような家族

主義のあり方も「リスク」となっており，現地の出生率低下に影響を与えているとされる（落

合 2013）。

1.4.6 まとめ
まとめてみれば，チャン（2013）と落合（2013）が議論したような，家族主義の色濃い「東

アジア型の第二次人口転換」は，香港・マカオも経験してきた。チャンと落合が取り上げた日

本・韓国と比べれば，香港・マカオ社会においては個人主義の傾向はやや強いにもかかわらず，

家族主義は依然として主導的地位を占めているからこそ，家族を大切にすると同時に，資源か

らリスクへと変貌する家族という負担から逃れる個々の人々の選択から，人口統計学的に脱家

族化の傾向が現れている。それは文化的な要素によるものではなく，「圧縮された近代」という

東アジア社会の共通の条件によるものである（落合 2013）という論理に，筆者は賛成している。

しかし，香港・マカオにおける「個人主義の傾向を伴う家族主義的個人化」という共通の特徴

は共通の文化的な要素によるものなのか。日韓より高度に「圧縮された」近代から生じる家族

主義の多様性の表現なのか。そこには検討の余地があると考えられる。

もう一つ強調しておきたいのは，香港・マカオにおける「自由主義的家族主義」は，少子化

のみならず，人口高齢化の進展という深刻な社会問題にも関連している。香港・マカオ社会は，

前節に議論した「自由主義的家族主義」のように外国人家事労働者を導入するのみならず，い

ろいろな社会分野で外国人労働者を受け入れることを通じて就業人口不足問題を緩和してきた

が，平均寿命の伸張・少子化により人口の高齢化が急速に進展しているため，介護労働に対す

る需要がいっそう高まっていくことが予想される。しかし，家事労働者に期待される役割が高

齢者ケアに及ぶことがもたらしてきた介護労働の家族化・家族機能の外部化は現地の女性の労
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働力化に寄与したが（安里 2013），持続可能な社会システムの建設に成功したわけではない。

それは先に述べたように，貧乏な人々は家族という負担に直面し，社会から排除されるように

なったからである（落合 2013）。香港・マカオ社会にとって，社会福祉の充実と社会福祉政策

の革新は大きな課題であろう。

1.5 加速する高齢化

平均寿命の伸張は出生率が低水準にとどまり続けてきたこととあいまって，社会の高齢化を

加速させる要因となる（大泉 2011）。近年，香港人の平均寿命は世界一という高水準を示して

いる1と同時に，2019 年香港の高齢化率は 17.6％で，東アジアにおいても日本に次いで高齢化

が進んでいる地域と言える（香港政府統計処 2020）。それに対し，マカオ人の平均寿命は香港

よりやや低めでありながらも世界トップ水準を保っているが2，2020 年の高齢化率は 12.9％で，

「高齢化社会」の段階に留まっている。2021 年に「高齢社会」となると予想されるマカオは，高

齢化率が7％に達した時点は 1981 年で，香港の 1983 年とはほぼ同じ時期であるとはいえ，香

港は 2013 年時点で「高齢社会」となった。この二つの地域の高齢化率が7％から 14％へ上昇

する期間，すなわち「倍化年数」の間に約 10 年の差がある（マカオ政府 2014）。

このような高齢化率のギャップを形成させる要因の一つとしてあげられるのはマカオの特殊

な人口構成であろう。2016 年マカオ総人口 650834 人のうち，常住外来人口3の割合は 17.5％

である。当時のマカオ全体の 9.1％の高齢化率とは対照的に，マカオ永住者全体の高齢化率が

11％である（マカオ政府統計局 2016）。ほぼ同時期の香港においては，常住外来人口4の割合

が 10％未満である（香港入国事務処 2015）。当時のマカオ永住者年齢中央値は 39 歳であり，

総人口年齢中央値の 37.5 歳を上回っている。また，2016 年マカオ人口ピラミッドを参照すれ

ば（図 1.10），性別を問わず，外来人口はマカオの 15-54 歳の生産年齢人口を大いに補足するこ

とが分かる。上記のことからみれば，マカオの人口高齢化問題の緩和に対する外来人口の受け

入れの影響が明白である。

以上を踏まえ，マカオにおける外来人口の重要性は自明のことであるが，ここには看過でき

ない問題を二つ提示しておきたい。まず，マカオの実質 は2年連続でマイナス成長とな

り（前年比で 2019 年－4.7％，2020 年－45.9％），2021 年第2四半期までの実質 は 10 四

半期ぶりのプラス成長（前年同期比 69.5％増）で，2021 年上半期の外国人労働者も前年同期比

7.6％減少する（マカオ政府統計局 2019；2020；2021），というのである。「東洋のレスベガス」
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1 男性 82.2 歳，女性 88.1 歳。香港 2020 年統計年鑑。
2 男性 81.1 歳，女性 86.9 歳。2020 年度マカオ資料。
3 マカオに居住している外国人労働者・留学生を指す。
4 「永住資格を持っていない香港在住の者」を指す。



と呼ばれるマカオはカジノ産業の成功を収めてきたが，カジノビジネスへの過度の依存やそれ

による経済転換の必要性が指摘されており（小塚 2017），新型コロナウイルス感染症の影響や

危機対応能力の不足のため経済不況が継続し，外国人が流出する動向も見られている。それに

対し，新型コロナウイルス感染症の影響に加えて反「逃亡犯条例」運動に関連する一連の事件

や「香港国家安全維持法」の実施を経験してきた香港社会の経済面だけみれば，実質 も2

年連続でマイナス成長となった（前年比で 2019 年－1.7％，2020 年－6.1％）が，2021 年第2

四半期実質 成長率は前年同期比で 7.6％になり，2期連続でのプラス成長となっており，

本年度の成長率は約 5.5％-6.5％の見通しである（香港政府統計局 2021）。マカオと比較すれ

ば，香港のリスク対応能力が顕著に高いといえよう。

また，マカオの高齢化の進展がやや遅いが，香港と同じように 10 年で「高齢社会」から「超

高齢社会」へ移行すると見込まれ，欧米諸国のそれより遥かに速いスピードである。すなわち，

香港・マカオの人口高齢化のプロセスも「圧縮された」のである。日本並みの高齢化水準に達

するのはあと 20-30 年のこととなり，高齢者福祉・医療サービスに対する需要の急増が予想さ

れる。

人口高齢化に加えて，香港・マカオにおいて起きている家族構造の変化にも注目したい。と

りわけ一人暮らしの高齢者世帯・配偶者との高齢者二人世帯が長期にわたって増加し続ける傾

向は，「圧縮された近代」の典型的な特徴でもあり，それに伴い様々な問題が生起するのだろう。

ここで一つの例として挙げられるのは家族扶養機能の弱体化という問題点である。

表1に示しているように，1996 年以来，香港高齢者の子女との同居率が低下し続けていると

同時に，一人暮らしの人の割合が増加している。また，配偶者との二人世帯が 1996 年の 16.2％
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図 1.10 2016 年マカオ人口ピラミッド（総人口－永住者)
出典：マカオ政府 2016 年中期人口統計のグラフをもとに作成。



から 25.2％まで上昇した。マカオ政府は詳しいデータを公表していないが，「2016 年，65 歳以

上の一人暮らしの高齢者世帯数は 6,977 であり，2011 年より 37.6％増加した」ということを明

らかにしている（マカオ政府統計局 2016：19）。上記の傾向からみれば，香港・マカオにおい

ては伝統的な家族介護が期待できなくなり，より多様な高齢者支援が必要となることがわかる。

上記のような社会保障・高齢者福祉分野の課題を実際に扱う前に，香港・マカオの福祉モデ

ルを明らかにする必要があるのだろう。そこで，次の節にエスピン－アンデルセンが提示する

「福祉レジーム論」（アンデルセン 1990，1999）という社会福祉の比較研究に絶大な影響力を発

揮してきた理論（金 2010：1）に基づいて議論を展開したい。

2．「福祉レジーム論」からみた香港・澳門の社会保障と高齢者福祉

2.1 エスピン・アンデルセンの「福祉国家論」：福祉レジームの三類型

エスピン・アンデルセン自身は，マーシャルの「市民権」の概念を用いて，資本主義の発展

過程において，政治的階級闘争の結果として国家が国民の社会権を保障するようになった国を

「福祉国家」と規定している（鄭 2010：422）。彼は福祉国家を社会政策のみから捉える従来的

な福祉国家論を批判し，福祉国家の質的差異を捉えるために，福祉生産・供給における国家・

市場・家族の役割のあり方に注目する。そして，福祉国家の質的差異は，労働市場から自由に

離脱できる程度を示す「脱商品化」と社会政策がもたらす階層化の程度を示す「社会的階層化」

という二つの指標から捉えられるとするが，福祉国家における女性の果たしている役割を軽視

している批判を受け止め，家族が福祉生産・供給から解放されている程度を示す「脱家族化」

という指標も導入する。これらの指標をもとに，アンデルセンは福祉生産・供給における国家

の役割が強く，寛大で普遍主義的な社会政策が展開される「社会民主主義レジーム（脱商品化：

高，社会的階層化：低，脱家族化：高）」，補完性原理に基づき家族の役割が強く，職域分断的
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表 1 香港における 65 歳以上の高齢者の居住状況
（単位：％)

同居者 1996 2001 2006 2011 2016

在宅

一人暮らし 11.5 11.3 11.6 12.7 13.1
配偶者と子女 32.1 32.1 30.4 29.7 29.0
配偶者のみ 16.2 18.4 21.2 23.6 25.2
子女のみ 28.2 24.7 23.1 21.4 19.5
その他 6.5 4.4 3.7 4.0 5.1
在宅小計 94.5 90.9 90.0 91.4 91.9

施設ほか自宅以外 5.5 9.1 10.0 8.6 8.1
合 計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

出典：澤田（2014），香港政府統計処（2018）をもとに作成



な社会保険制度が充実する「保守主義レジーム（脱商品化：高，社会的階層化：高，脱家族化：

低）」，市場の役割が強く，残余的な社会政策が展開される「自由主義レジーム（脱商品化：低，

社会的階層化：高，脱家族化：中）」という三類型論を提示する（加藤 2019）。それに基づき，

日本国内においても，日本および日本を含む東アジア諸国を主な分析対象とする比較福祉国家

研究が 1990 年代以降本格的にはじまった（金 2010：1）。

2.2 東アジア発の福祉国家論

1990 年代後半以降，日本の福祉国家を対象とする欧米諸国との国際比較が盛んになるほか，

日本との比較対象として，近隣の東アジア諸国についても関心が高まった。その背景としては，

①1990 年代末のアジア経済危機のさいに急激な政策変化（特に「福祉政策の拡大」）を遂げてい

た近隣の国々の経験が日本の研究者の関心を引き起こした，②上記の「福祉政策の拡大」の背

後にある様々な社会問題が日本にも東アジア諸国にもみられ，東アジアの国々が参照群として

取り上げられた，③欧米中心の研究傾向に対する反省という問題関心があった，④欧米におけ

る福祉国家研究を補完・克服しようとする問題関心があった，というのが挙げられている（金

2010：3-5）。

国際比較の視点から日本を分析する議論であれ，東アジア諸国・地域を分析する議論であれ，

それらの議論においてアンデルセンの福祉レジーム論が大きな影響を及ぼしたことはいうまで

もない（金 2010：6）が，数多くの学術的論争も引き起こしてきた（加藤 2019）。たとえば，

東アジア型福祉モデルは「福祉レジーム論」では説明しきれないため，比較福祉国家分析に東

アジア社会を位置付ける試みが多岐にわたることは指摘される（ 2016，郭 2017）。アンデル

セン自身は脱家族化を用いた分析を行っても家族主義福祉レジームを4つ目のレジームとせ

ず，もともとある3つのレジームの中で南欧や東アジアを説明しているが（大木 2019），アン

デルセンの知見を継承し，「家族レジーム」を提唱し東アジア諸国を福祉国家類型論に位置づけ

ることが試みられる（新川 2005）。ほかにも「儒教主義福祉国家」というタイプ，すなわち東

アジアにおいては父権制，親孝行，権威主義などといった儒教的価値観が共有され，それに基

づいて東アジア型福祉国家が形成されたと指摘される（ 1993）。また，アンデルセンが

提示した「社会的階層化」「脱商品化」という2つの基準に加え，「社会政策と経済政策との関

係」という指標が提唱され，東アジアにおける「生産主義福祉国家」の存在が主張される（

2000）。さらに，東アジア福祉国家論に関する因果分析にあたって時間的要素の重要性が指摘

され，韓国を中心に東アジアにおける福祉国家の質的多様性とその因果関係に対する歴史的・

構造的分析が行われ，「後発福祉国家」という概念が提起される（金 2008：59）。

上記のように，東アジア発の諸理論をレビューしたが，香港・マカオを視野に入れた先行研

究はまだ多くなされていなかった。また，植民地であったため，昔の宗主国から福祉国家の形

成に影響が与えられたことが予想され，むしろ欧米発の福祉レジーム論に依拠して，香港・マ
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カオにおける社会福祉の姿が見えやすくなる可能性があると思われる。そのため，本論文では

福祉レジーム論の視点から香港・マカオの福祉モデルについて検討したい。

2.3 「福祉国家」から「福祉レジーム」へ

ここでは問題となる一つのポイントを提示しておきたい。西欧における比較福祉国家研究の

場合，暗黙のうちにそのすべての対象国が「福祉国家である」という前提がある。しかし，東

アジア研究のさいには，「福祉国家とは何か」という問題が問われるのだろう。それは，福祉レ

ジーム論に新しい視点を導入するためには，福祉国家の概念規定から出発しなければならない

からである（金 2008：11）。より具体的に言えば，比較福祉国家研究の視座から香港・マカオ

を論じる前に，「香港・マカオは福祉国家か否か」「成熟した福祉国家か未成熟の福祉国家か」

といった問題を答えるべきであろう。

しかし，前に述べたように，福祉国家の概念は非常に曖昧である。様々な学問分野において

福祉国家についての多様な概念定義がありうると同時に，それぞれにおける強調点も異なる。

アンデルセン自身もその概念の曖昧さを認識しつつ，国家中心の「福祉国家レジーム（

）」から，より包括的国家-市場-家族という3つの制度領域の相互関係に焦点を置く

「福祉レジーム（ ）」という用語を使うようになった。以上のことをふまえ，一般

的な比較の単位として，「福祉国家」という概念より「福祉レジーム」の方がより有用であると

されている（鄭 2010：424）。それゆえ，本研究では「福祉レジーム」という用語を用いる。

もう一つ明確しておきたいのは，香港・マカオの比較では何が具体的に比較・検討されるか。

従来の福祉国家論では，「社会福祉」「社会保障」などの用語が使われてきており，要するに「社

会保障制度」であるとされる（田多 2010 ：476）。「社会保障制度」の定義に関わる議論は多岐

に渡っているが，本論文では田多（2010 ）の概念規定を借用する。すなわち，社会保障制度が

救貧制度でもなく社会保険制度でもない制度とし，①普遍性が備わっている，②受給すること

が恩恵ではなく権利として国民に与えられている，③公的扶助制度と社会保険制度とが有機的

に結び付けられて一つの制度となるという意味での体系性・統合性を備えている，④失業者の

生存権を保障し社会の安定を確保するという機能を有する，という特徴をもっている。

以上をふまえ，本論文では香港・マカオの「福祉国家化」について詳しく議論しない代わり

に，香港・マカオにおける福祉レジームの成長と変化を観察しながら，それぞれの社会保障制

度の歴史的な発展経路における共通点と相違点を探ることを試みる。

2.4 香港の福祉レジーム

以上でみたような全体的な社会保障制度は，今の香港を中心にみれば，社会保険制度と公的

扶助制度および社会福祉制度によって構成される。社会保険制度は唯一の社会保険として実行

されている民間養老保険への加入を義務づけた「強制積立養老年金制度（強制性公積金計画）」

― 202 ―

北海道大学大学院文学院 研究論集 第 22 号

― 203 ―

羅：香港・マカオにおける少子高齢化と福祉レジーム



が該当する。公的扶助制度は「総合社会保障援助制度（総合社会保障援助計画）」として整備さ

れ，総合社会保障援助制度から独立して制度化され身体障がい者および高齢者を対象とする「公

共福祉手当制度（公共福利金計画）」は社会福祉制度の重要な構成として創られる。これに「暴

力および法執行による傷害・死亡に対する賠償制度（暴力及執法傷亡賠償計画）」「交通事故に

よる傷害・死亡に対する援助制度（交通意外傷亡援助計画）」を追加してもよいのだろう。本論

文では香港の社会保障・福祉政策の歴史を概観し，その福祉レジームの特徴をまとめてみる。

2.4.1 民間団体による福祉事業（1841-1945）
上記の約 100 年間，香港の福祉事業の主役は常に民間団体であった。その背景にはイギリス

統治の二重構造と香港社会の人口構成による影響があった。香港政庁は外来政権であり，現地

の華人社会との関係は当初より希薄であった。香港を極東の貿易拠点として領有したと同時

に，華人社会に対する統治は清王朝の制度を継承していた。警察に相当する者は華人住民に選

出されたのみならず，司法の面でも華人社会は独自のシステムを確立していた（沢田 1997：

232-233）。華人はある程度の「自治」を実現していたといってもよいのだろう。

福祉についても同様に，華人による「自治」が見られた。華人社会の初期の福祉事業は，葬

儀・医療そして人身保護に集中していた。当時の香港華人人口の急速な拡大，とりわけ中国本

土出身の単身出稼ぎ労働者男性の急増がその背景にある。こうした華人単身者を中心とする人

口構成は，葬儀・医療と人身保護の面でサービスを恒常的に提供する民間団体を生んだ。当時

の疫病の流行に備えて，商人は同郷会や宗親会を形成し相互扶助を通じて華人単身者の葬儀・

医療問題の解決を図ったが，そのような福祉活動のサービスは，各団体の会員の多寡や団結力

の強弱によって格差があった一方で，短期または一過性の救済を目的としており，長期的な扶

助でもなく，全体の救済にもなっていなかった（沢田 1997：233-235）。

同郷会や宗親会とは異なり，華人住民全体を対象とする福祉サービスを提供する団体の代表

例としてあげられるのは「東華三院」と「保良局」である。東華三院は最初に華人系向けに医

療サービスを提供する機関として成立したが，その活動内容は医療だけでなく，貧民や年少者

の救済を含む幅広い慈善事業へと転換した。東華三院と並んでいた保良局は婦人や児童の保護

機関として，人身売買が合法とされ歓楽街が形成された香港における人身売買の犠牲者，特に

売春が強要された婦女や誘拐された児童を守っていた。（沢田 1997：236-237）

このような華人民間団体以外に，キリスト教会も医療サービスと人身保護を提供していた。

孤児院や養老院の設置を通じて，キリスト系宗教団体は児童と高齢者に対する福祉の貢献を見

せていた。（沢田 1997：237）

上記のように，華人系住民は華人系団体・キリスト教会による福祉サービスを享受していた

が，貧困層に対する実物支給がその内容の中心であり，現金支給や普遍主義的な扶助はほとん

ど見られていなかった（沢田 1997：237；陳・郭 2011）。
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2.4.2 政庁の福祉政策の開始（1945-1960 年代）
第二次世界大戦の終戦および中国内戦を背景に，戦争で離れた元住民が帰還して，中国本土

からの難民の流入も見られた。そのとき，国際 が急増し，政府を凌駕する程度の救済活

動を行っていた。日本軍の占領（1941-1945）から香港を取り戻した政庁は，戦前と同様に，救

済活動を民間団体に任せた。この時期に展開した各種の福祉活動について，民間団体が先行し

ていたとされる（沢田 1997：238-240）。

「社会福祉署」という政府機関が民間団体の連絡協議機関よりも8年間遅く設置された。そ

の後も，家族と民間団体を主な福祉事業の担い手とされ続けたが，社会の核家族化による家族

機能の衰退・総人口過半数の香港生まれの第二世代人口の存在とともに，難民流入の減少や定

住者の増加により， の救済活動が減少して，同郷会や宗親会による相互扶助の意義も失わ

れ，大家族制度の後退と高齢化の趨勢が見られた（沢田 1997：240-242）。

こうした事態に対して，香港政庁は社会保険計画を検討したものの，財政上の理由でその計

画が実行に移されることはなかった。それは，福祉の拡大により財政赤字が発生する可能性を

懸念した政庁は，このような長期的な公的支出を実施する意思をもっていなかったためである

とされる（沢田 1997：242）。

2.4.3 福祉の「ビッグバン」（1970 年代）
イギリスの植民地であった香港では，財政黒字を維持することが最優先されていたため，植

民政府の社会保障政策は最低限の貧困救済を理念としていた。1970 年代まで政府に対して社

会政策を要求するチャンネルがほとんど制度化されておらず，前述のように，華人系住民は自

助努力と相互扶助そしてキリスト系の慈善団体や伝統的な華人組織といった私的な福祉主体に

依存せざるをえなかったが（沢田 2003），1970 年代になると，香港政庁の福祉政策は急速に進

展した。こうした方針転換の背景としては，①1966 年大衆暴動・1967 年香港騒動といった2件

の暴動による社会不満，②香港キリスト教系宗教団体や国際 に対する海外からの義捐金

の縮小による民間団体の資金不足，③好況に支えられ財政収入が拡大してきたため福祉支出が

増加しても維持可能な財政黒字，④当時イギリス本国が福祉国家の道を歩んでいたことは香港

政庁の方針転換を容易にした，などの要因が挙げられている（沢田 1997：242-243）。

この時期に香港政庁が社会福祉の財政上の責任を引き受け，民間団体を支援し間接的な福祉

サービスを提供していた。また，社会支援のかたちが従来の物資支給から現金支給へと転換し

た。こうして香港の今までの公的扶助制度・福祉制度が確立されたといえる（沢田 1997：247；

沢田 2003）。具体的に言えば，1971 年に低所得者と高齢者を対象とするミーンズテスト付き公

的扶助計画や，1973 年にそのミーンズテストが撤廃され，身体障がい者を支援する公的扶助計

画がそれぞれに導入され，民間団体との提携で福祉が拡大していたにもかかわらず，香港の財

政黒字が依然として維持されていた（沢田 1997：244-247）。しかし，このような福祉拡張は低
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所得者，高齢者，身障者に最低限のセーフティーネットを供給していたと同時に，一般労働者

を生活保護から排除していた（沢田 1997：247）。前述の田多の視点からみれば，一般労働者向

けの措置として単独の制度ではなく公的扶助制度・社会福祉制度と有機に結び付けられる社会

保険制度が導入されず，この時期の「普遍性なき社会保障・福祉政策」は，香港の「社会保障

制度」はまだ成立していなかったことを意味すると考えられる。香港政庁の一般労働者への無

関心は，この時期の福祉政策を形成させただけではなく，1980 年代以降検討されるようになっ

た社会保険の導入の見送りにも関連するとされる（沢田 1997：247）。

2.4.4 過渡期の福祉政策（1980-2000）
前述の社会保険の導入の背景には，民主化と高齢化が存在していたとされる（沢田 1997：

249）。

1984 年1月，中英共同声明への調印によって 1997 年香港の帰還が決定された前に，香港の

議員は総督の指名で選出され，財界偏重の構成になっていたが，その後，議会に選挙制度を導

入する法案が提起され，1985 年に香港初の民選議員が誕生した（沢田 1997：249）。政治改革に

応じて政治団体・政党が形成され，その中に「民主派」の勢力が急速に拡大し，1995 年に議会

の第一党となった。また「親中派」も得票率を伸ばすことに成功した。会員の多くがソーシャ

ル・ワーカーである民主派も，支持母体が労働者の福利厚生の改善を訴えてきた親中派も議会

で福祉政策を重視し，年金導入の議論に大きな影響を与えたことは，財界に妥協点を模索させ

たにもかかわらず，1995 年以前，合意が形成されなかった（沢田 1997：251-252）。

さらに，1995 年4月に，高齢化社会の到来や，返還に際して中英両国が福祉拡大による香港

財政赤字への懸念を表明したことで，香港政庁は年金加入の強制という方針を打ち出した（沢

田 1997：254）。それは前に述べた「強制積立年金制度」である。

この制度によれば，香港在住の被雇用者は，中小企業用のマスター信託プラン，大企業向け

の雇用者スポンサープラン，労働力の流動性の高い業界向けの業種別プランという，3種類の

基金プランのうち，いずれかに参加しなければならない。保険料率は月収の5％という低水準

で，誰でも参加できるはずだが，低収入者にとって，この年金に依存して生活設計することが

できないため，この制度は老後生活の保障になりえないと指摘される（沢田 2003：156-157）。

2.4.5 さらなる高齢化対策を打ち出す時がきた（2000-現在）
香港返還後，上記のような年金加入の強制が実施されてきたが，その脆弱さと即効性のなさ

を補うために，香港政府は社会的弱者に対する最低限の保障の拡張を余儀なくされた（沢田

2003：157）。とはいえ，第二節に言及したように，ワークフェアや「自立支援」の方針によっ

て，香港低所得層の高齢者たちに対する保障が充実されたのではなく，実際に「貧困の高齢化」

という社会問題が起きてしまった（澤田 2007：200-205）。
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2.5 マカオの福祉レジーム

マカオにおける社会保障制度の柱である「社会保障制度」と名付けられたものは，「22 歳以上

のマカオ永住者全員が加入できる社会保険制度」（陳・郭 2011）である。香港と同じように，

日本のような国民皆保険制度がないとはいえ，給付条件に満たす高齢者・障がい者に養老年金・

障がい年金が支給されるほか，失業手当，疾病手当，生育手当，結婚手当，喪葬手当など，生

活の困難をもたらすことに遭遇した人々に対する支援も行われている。田多（2010 ）の視点か

らみれば，公務法人マカオ政府社会保障基金によって運営されているこの社会保険制度を補足

する役割を担っているのは，マカオ政府社会事業局であろう。社会事業局は生活に困窮する

人々に対して最低限の生活保障をして，自立活動を支援する「経済援助」や「就職支援」など

をやっているのみならず，「敬老金」や「障がい者手当」などの援助金も支給している。それぞ

れに「公的支援」と「社会福祉」に当てはまられるのだろうが，上記の二つの社会保障主体の

サービスが重複しており，役割分担の境界線も曖昧であると指摘される（鄧 2003：26）。さら

に，2018 年から正式に実施される「第二層の社会保障制度」，すなわち「非強制中央積立年金制

度」によって，高齢化問題を意識しながら，「社会保障制度」に対する補足ないし高齢者福祉の

更なる充実化を図るというマカオ政府の決意が示されていると考えられる。

2.5.1 慈善救済から社会福祉へ（植民地時代の開始-）
マカオの植民地時代が 16 世紀から始まった。マカオにおける社会福祉の発端とされるのは，

1930 年に実施された難民・孤児・貧困層に対する支援を図る「慈善印紙税」の発行にかかわる

第 140 號法令であるが，それまでの数百年間の社会福祉事業の最も大切な主体はカトリック教

会に他ならない。19 世紀の末から，華人による慈善事業も展開され，教会の福祉事業とほぼ同

様に，様々な病院や福祉 が創立されてきたと指摘される（鄧 2003：12）。このような宗教

団体・華人が早期慈善救済・社会福祉という点は香港と共通すると考えられる。

1930 年以降，マカオ政庁による福祉事業が開始した。1938 年には，上記の印紙税及び貧困層

への寄付金を管理する政府機関「慈善救済委員会」が創立された（1947 年に「公共救済総会」）。

公共救済会の上位部署である政府公共救済中央委員会は「社会事業局」の前身であり，二回の

制度改革を経て，1979 年に「社会事業司」へ改称され，それと同時に「社会事業委員会」も創

立された（鄧 2003：12；マカオ政府社会事業局公式サイト 2021）。

その後，民間団体にせよ，政府機関にせよ，みんなが貧困層に対する金銭的・物質的な支援

を行なっていた。民間団体による短期または一過性の救済が多いというのは香港の早期社会救

済と似ているものの，当時マカオの福祉事業の主役は，ミーンズテスト付きの公的援助をして

いたマカオ政庁である（鄧 2003：12-13）。

1990 年代以降，従来の経済的・物質的援助に加えて，社会事業司は家庭内・青少年問題に対

するカウンセリングを提供してきたと同時に，民間団体を支援し託児所，老人センター，コミュ
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ニティセンターなどを増設させることを通じて，間接的で多様な福祉サービスを提供してきた。

1999 年の 24/99/ 號法令で，社会事業司が再び組織改正を行い，行政効率の改善のほか，家族

問題支援と社会互助の促進という従来の機能の強化もしてきたのである（マカオ政府社会事業

局公式サイト 2021）。

1999 年返還後，社会事業司は今の「社会事業局」へ改称され，引き続き民間団体との協力で

マカオ市民に対する公的扶助や社会福祉サービスを行なってきている。さらに，28/2015 法令

に基づき，社会事業局は 2016 年にもう一度組織改正を行った。今回の組織改正にあたって，「社

会復帰の促進」という支援事業が追加され，社会事業局による社会救済および福祉事業がより

幅広く展開されるようになったのである（マカオ政府社会事業局公式サイト 2021）。

2.5.2 旧「社会保障制度」の展開（1989-2011）
1989 年 12 月 18 日，「社会保障基金」という機関がマカオ政府によって創立され，「社会保障

制度」が導入された（マカオ政府社会保障基金 2021）。最初の保障対象は雇用労働者のみであっ

たが，その後 20 年ほどの間に対象職種が増えてきた。植民地時代から展開されてきたこの制

度は，社会保障にかかわるポルトガル式普遍主義的な立場を反映しているとされる（鄧 2003：

14；魏・馬 2014）。また，この制度の展開につれ，社会事業局による公的援助および年金加入

の強制という社会保険が両立していると，鄧（2003：14）は指摘している。新「社会保障制度」

が実施されるまで，自営業者を含むマカオ永住資格を有する労働者の大多数が加入可能である

にもかかわらず，アルバイトに従事する者，主婦，非永住者，障がい者などの人々が排除され

ることになった（陳・郭 2011）。それに対する改革として，2011 年1月1日から新「社会保障

制度」が実施されるようになった。

2.5.3 新「社会保障制度」の実施（2011 年以降）
上記の新「社会保障制度」の実施により，永住者・非永住者を問わず，マカオ労働人口全体

の加入が強制されるようになったのみならず，18 歳以上の永住者であれば誰でも任意できるよ

うになった。それは新制度の「強制拠出」および「任意拠出」という二つのプランである。こ

れで本当の意味での「普遍主義的社会保障」，言い換えれば，日本のような「国民皆年金」が実

現されると言えるのではないだろうか。

また，高齢化に対する検討は新「社会保障制度」の実施前にすでになされてきた。2007 年，

マカオ政府は新「社会保障制度」を社会保障の第一層，「非強制中央積立年金制度」を社会保障

の第二層とする「二層化社会保障制度」の構想を打ち出した（陳・郭 2011）。新「社会保障制

度」実施後，2014 年に「非強制中央積立年金制度」の意見聴取会が行われ（魏・馬 2014），最

後に7/2017 號法律および 33/2017 號法令に基づき，社会保障の第二層とされるこの制度は

2018 年1月1日に実施されるようになり，「社会保障制度」と同じように，社会保障基金によっ
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て管理・運営される（マカオ政府社会保障基金 2021）。

2.5.4 非強制中央積立年金制度による強化・補足（2018 年以降）
すでに述べたように，「社会保障の第二層」としての「非強制中央積立年金制度」の意義は，

マカオ住民の老後生活の保障の強化や第一層の「社会保障制度」に対する補足にある。マカオ

に居住している 18 歳以上の者ないし 18 歳未満だが「社会保障制度」の登録者である者は，こ

の積立金制度の個人口座をつくることができる（マカオ政府社会保障基金 2021）。2020 年時点

では，個人口座の所有者数は合計 603,050 人である（マカオ政府社会保障基金 2020 年度報告：

47）。

この制度は任意加入のプランである「拠出制度」と民衆に奨励金・福祉金を配る「配分制度」

から構成される。前者は余力のある労働者の退職後の生活設計に対する支援の拡大化となって

おり，後者によって条件に満たす永住者の口座に一過性の 10,000 パタカ分（140,000 円程度）

の奨励金の給付と，「余り予算特別配分（預算盈餘特別分配）」の名義で毎年の余った政府財政

予算の一部を条件に満たす永住者全員に対する給付が行われている。2020 年度，「余り予算特

別配分」の受給資格を有する者は 387,253 人で，一人当たり 7,000 パタカ（100,000 円程度）が

給付されることになった（マカオ政府社会保障基金 2020 年度報告：48）。

2.6 香港に対する検討

上記のことからみれば，香港の福祉レジームは「自由主義レジーム」に属しているといえよ

う。具体的に言えば，ワークフェアの重視，ミーンズテスト付きの公的扶助，小規模な所得再

分配（税引きおよび福祉給付金の受給），最低限の社会保障，最低限の社会保険プランなど，「低

脱商品化・選別主義的社会保障給付・高社会的階層化」という自由主義レジームの典型的な特

徴（アンデルセン 1990；加藤 2019）は，香港の現状に当てはまる。「レッセフェール」を標榜

してきた香港の今の社会保障制度の本質は，「成長を前提にした残余型モデル」といわれる。

レッセフェールの帰結として，香港政府は社会保障についても，明確な原理原則を打ち立てず，

社会問題が表面化した時点で後追い的に対応してきたという姿勢を見せてきた（沢田 2003：

135）。

1960-1970 年代という高度経済成長期に，香港政府は新たな社会政策で近代化の挑戦に対応

することができた（澤田 2011 ：187）とはいえ，1980 年代から前述の「圧縮された近代」とい

う段階に入った香港は人口統計的な脱家族化を経験してきたことで，家族による老親扶養機能

が弱まってきた一方，少子化とともに，高齢化の加速も見られている。

また，「圧縮された近代」における脱工業化に伴い，香港の製造業は生産拠点を中国本土に移

転していった結果，香港の製造業が急速に空洞化してきた。既存の産業からリストラされた中

高年層や未熟練労働者は，労働市場の供給と需要のミスマッチに直面していた。（沢田 2003：
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136；澤田 2011 ：187-188）。このような産業構造自体の問題が解決されない限り，失業者（と

りわけ高齢失業者）がどれだけ労働意欲があっても，労働市場から排除されたのであろう。こ

の点について澤田（2011 ：188）は，「高齢者はそれまでの工業化社会で培ったやり方では，新

たな老後のリスクに対応できなくなっていた」と指摘している。

以上のように，香港の従来型の社会保障制度は，時代の変化に対応する必要性に迫れている

にもかかわらず，香港政府は従来の高齢者サービス事業の拡大を行い，問題に対する認識は

「サービス供給の量的不足」にとどまった（沢田 2003：136；澤田 2011 ：188-189）。

返還後，アジア通貨危機のせいで財政赤字のリスクに悩む香港政府の方針は，福祉よりも拠

出した保険料の取り戻しを望む中産階級の意見と合致した。政府は強制積立年金制度を実施し

たほか，総合社会保障援助制度による生活保護給付の金額切り下げと資格要件の引き上げを可

決することもできた（澤田 2011 ：192-193）。とはいえ，それと同時に打ち出されている高齢

者の雇用促進による所得確保と家族の同居推進による脱貧困化は実現されたというよりも，高

齢者の貧困は深まりつつあったのは現実であり，高齢者支援政策は逆に社会的不平等の個人化

を促進したとされる（澤田 2011 ：204-206）。

2.7 マカオに対する検討

結論から言えば，マカオの福祉レジームは，福祉レジーム諸類型の要素を組み合わせている

と言ってもよいのだろう。ここではアンデルセンおよび平成 24 年版厚生労働白書の視点を踏

まえて論じてみたい（アンデルセン 1990，1999；厚生労働省 2011：84）。まず，所得再分配の

規模で見てみよう。香港と比較すれば，マカオはより社会平等にかかわる諸問題を重視してお

り，特に福祉給付金がはるかに手厚いという点が指摘されている（魏・馬 2014）。それによれ

ば，マカオにおける所得再分配は小規模とは言えないが，北欧諸国のような大規模な再分配も

見られないため，「保守主義レジーム」に近い特徴をもっていると考えられる。

家族の位置付けでみれば，第一節に述べた「自由主義的家族主義」について改めて議論して

みたい。前述のように，香港と同様に，マカオにおいてもケアサービスの「家族化」「脱家族化」

の混合形態である「自由主義的家族主義」，すなわちケア費用が脱家族化せず，ケアサービスの

み脱家族化するという状況（落合 2013；落合 2017）が続いてきているため，家族の位置付け

でみれば，マカオは自由主義レジームの特徴を有すると考えられる。

さらに，社会保障給付の対象と性格でみれば，マカオでは養老年金や敬老金など，老後の所

得保障・高齢世代向け給付が多く，「社会保障制度」という社会保険制度が普遍主義であるが，

社会事業局による公的扶助は高齢者・障がい者・貧困層に対する援助や失業者に対する自立支

援などを中心に展開されているため，「選別主義」と言えるのだろう。この点は保守主義レジー

ム諸国と共通していると考えられる。

最後に労働市場についてみれば，マカオは低い失業率を実現している。ここ 10 年の四半期
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ごとのデータからみると，高くとも3％未満である。しかも，社会事業局による自立支援は職

業訓練に重点を置きつつも，ワークフェアを強調しない。にもかかわらず，マカオは低い失業

率を実現する手段について，更なる検討が必要なので，ここでは，社会民主主義レジーム諸国

と共通するところがあるという説明にとどまるかと思われる。

このようなマカオにおいては，植民地時代初期の社会福祉でみれば政府責任の不在は香港の

状況と似ている。民間団体を支援し間接的な福祉サービスを提供するという伝統が今ままでも

強い影響力をもっていることも，香港・マカオにおける社会保障の共通点として見られている。

植民地としての歴史・社会保障の発展経路に類似点の多いこの二つの地域は，なぜ上記のよう

に異なる進路に進んできて，今のような違う様相を呈しているのか。これからは先行研究の知

見を踏まえて，その要因をまとめてみよう。

一つ挙げられるのはマカオの経済状況である。マカオ経済はギャンブル産業依存の傾向が強

く，2011 年前後，マカオ政府の年度税収の七割はギャンブル産業関連であった（魏・馬 2014）

のに対し，その割合は 2019 年に約八割まで上昇した（マカオ政府統計局 2020）。その経済構造

の安定性が長期にわたって懸念されてきたが，近年，とりわけ 1997 年アジア通貨危機の後，香

港よりもマカオのほうはグローバル化がもたらすリスクに対応する能力が高く，ギャンブル産

業自体の高度成長とこのようなマカオ経済特有の安定性は手厚い社会福祉サービスを提供でき

る前提であるとされる（魏・馬 2014）。

また，香港・マカオ政府の社会保障の理念が異なっているということは，もう一つの要因で

あると指摘されている（魏・馬 2014）。すでに論じられたように，香港の福祉レジームは自由

主義レジームに所属しており，強制年金は現役労働者限定で，困窮層向けの給付が多く選別主

義的社会保障が行われている。それに対し，マカオの新「社会保障制度」は非強制積立年金制

度と一緒にマカオ市民全体，とりわけマカオの高齢者の生活を支えている。財政の面からみれ

ば，マカオにおいては，ギャンブル産業の高度成長により財政黒字が維持されつつ，黒字還元

が前述の「奨励金」のようなかたちで市民に定期的に給付されるが，それとは対照的に，同じ

く財政黒字を計上してきた香港政府から香港市民への現金給付が行われたことはほとんどな

かった。マカオ政府による現金給付に刺激されてきた香港市民は，現金給付をせず，社会に費

やす金額が少なすぎる財政予算に強い反発をしたと指摘される（澤田 2011 ）。

しかし，皮肉なことに，2019 年以来のコロナ禍がもたらしてきた危機を先に乗り越えたのは

香港である（本論文 1.5 を参照）。2020 年度マカオ政府税収の前年比で約3割の減少（マカオ

政府統計局 2021）は，ギャンブル産業への過度の依存の危険性を示している一方で，高水準の

社会保障の維持の可能性も懸念されるのだろう。ポストコロナ時代におけるマカオ社会の変

化，コロナ禍で変わった社会問題などについては，今後の課題の一つとして検討していきたい。

― 210 ―

北海道大学大学院文学院 研究論集 第 22 号

― 211 ―

羅：香港・マカオにおける少子高齢化と福祉レジーム



2.8 おわりに

香港・マカオの福祉レジームをめぐる検討から浮き彫りになったのは，東アジア社会におけ

る福祉レジーム論の「座りの悪さ」の問題である（金 2010：9）。香港は自由主義レジームに合

致するように見えるのに対し，マカオの場合，アンデルセンの3つのレジーム類型のいずれか

に合うことはなかった。本論文のみならず，中国本土を含むほかの東アジア社会においても，

このようなレジームの「混合型」として位置づけられた状況が発生した（金 2010：9；郭 2018）。

東アジアの分析にあたる福祉レジーム論の通用性は完全にないというわけではないものの，金

（2010：9-11）の提示のように，方法論的限界を認識した以上，その限界を乗り越える必要があ

る。

［附記］
本研究は， 次世代研究者挑戦的研究プログラム 2119 の支援を受けたものです。

（ら きんねい・人文学専攻）
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リサーチ・アシスタント(�5�$)成果報告書

文学研究院研究プロジェクト「人文学と社会」について

文学研究院研究プロジェクト「人文学と社会」は，文学院博士後期課程の学生をリサーチ・
アシスタントとして採用することにより，学生を経済的に支援し，博士論文の早期提出および
内容の充実を図るとともに，学生の研究環境の充実および若手研究者としての研究遂行能力を
養成することを目的としています。
文学院には，令和3年度，175 名の博士後期課程の大学院生が在籍し，そのうち7名がリサー
チ・アシスタントとして独自のテーマについて研究を進めてきました。その研究テーマ一覧と，
1年間の研究成果の概要報告を，『研究論集』の資料として掲載しています。
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研究成果の概要

研究テーマ キケロの政治哲学とその認識論的基礎

氏 名 安
やす

田
だ

将
まさる

専攻・研究室・学年 人文学専攻 哲学倫理学研究室 博士後期課程3年

指導教員氏名 近 藤 智 彦
研究成果の概要

古代ローマの哲学者・政治家キケロの政治哲学と認識論は，それぞれ近年研究がさかんに
なっている。しかしながらしばしば別個に取り組まれており，また両者の関連性の解明に取
り組んだ研究もあるものの，十分に満足のゆくものではない。そこで本研究は，政治哲学と
認識論それぞれについてのキケロの本質的な主張を，それらの間の内的な連関を明らかにす
る仕方で示すことをめざす。
具体的には，第一に，前 40 年代の哲学的論考を分析対象として，まず，ストア派の確実な
規準にもとづく理論と実践に対して，不確実な規準にもとづく理論と実践という別の理想を
提示していることが，アカデメイア派の懐疑主義の立場をキケロが支持する理由であると示
した。第二に，確実な規準の判定をめざすストア派に対して，アカデメイア派の懐疑主義の
立場は問答術の発見的役割を重視する仕方で不確実な規準の判定をすること，そして発見的
な判定という考えの根底には理性と言語（あるいは思考と表現）の一体性という理念が存し
ていることを示した。
これらを通じて，理性と言語の本来的一体性がもつ政治哲学的な含意を考察した。その一
体性を取り戻すことを通じて，哲学の理論が実践に対してもつ批判的な役割を確保すること
ができ，それにより国家への哲学による貢献がもたらされるとキケロは考えている。こうし
て，政治哲学の領域において見いだされた知恵や哲学の公共性という思想の基礎に，理性と
言語の一体性という理念が存していること，そしてその理念にもとづいて構想される哲学に
よって理論がもつ実践的な意味が生かされるとキケロと論じた。
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研究成果の概要

研究テーマ
西田幾多郎の哲学における表現論と行為論の
統合：後期哲学の体系的解明に向けて

氏 名 猪
い

ノ
の

原
はら

次
じ

郎
ろう

専攻・研究室・学年 思想文化学専攻 哲学倫理学研究室 博士後期課程3年

指導教員氏名 田 口 茂
研究成果の概要

本研究の目的は，近代日本を代表する哲学者・西田幾多郎（1870～1945）の後期哲学の理
論的核心を解明することであった。具体的には，(1)西田の「表現」の理論と行為論の統合を
中心的課題として，(2)その成果を彼の存在論全体（「歴史的世界の存在論」）に拡張し，後期
哲学全体に通底する論理を提示することを計画していた。
実際の研究では，(1)のために実践的知識（ ）に関するより基礎的な解明
が必要であることが判明し，その作業の結果，(1)は計画外の観点からの知見を含む予想以上
の成果を得ることができ，また現代の哲学的議論との重要な結びつきを発見することができ
たが，他方(2)に関しては具体的な成果が出る以前の段階にとどまった。
主な成果としては以下の通りである。①実践的知識，つまり行為に本質的に関わる知識に
ついての西田の思想を解明した。西田の行為論は，( )行為を産出するノウハウやスキル等
の実践知の因果性と，( )行為すること自体によって観察や推論とは別の仕方で得られる自
己知（ ）の種別性，これらの両面を区別しつつ統一的に捉えている。ここには
西田も源泉としたドイツ観念論（18 世紀末～19 世紀前半）の自己知論を実践哲学に活用する
現代の議論（ ）と共通する発想が見られる。②表現論はこうした行為
論・実践知論に，表象の理論を提供することで認識論的実質を与え，かつ記号作用に関する
洞察（特に言語の歴史性・社会性）を与えることで「歴史的社会的」な現実に理論を着地さ
せる役割がある。③西田が行為一般を「物を作ること」と規定するときの概念「制作」は，
上述の実践知の産出的側面( )を取り出し，より詳細に彫琢するためのものである。すなわ
ち，完了した行為や行為の産物は自己知( )をある面では超え出てゆく。これは当初の計画
(2)の存在論の解明のための中心的な論点の一つであり，研究を継続中である。
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研究成果の概要

研究テーマ
知人関係における交感発話と日中交感発話の
対照研究

氏 名 肖
しょう

潔
けつ

専攻・研究室・学年 人文学専攻 言語科学研究室 博士後期課程3年

指導教員氏名 加 藤 重 広
研究成果の概要

研究目的
本研究は，現代日本語における知人関係における交感発話の特徴，日中交感発話の共通点・
相違点を明らかにすること。
研究計画
令和3年度は，知人関係会話における交感発話の開始部・中心部・終結部と日中交感発話
の対照研究を進めると考える。知人関係における会話開始部の交感発話の特徴を明らかにす
るために，会話の場面を分類し，交感発話を用いてどのように会話を開始するのかを考察す
る。また，中心部の交感発話は，疑似交感発話に対し，メタレベルでの研究を進める。交感
発話は会話の進行においていかに会話の進捗を調整するのかを考察する。さらに，終結部に
ある交感発話は会話を終了する機能を持っているのかを考察する。最後，中国語での交感発
話を調べたうえで，日本語と中国語の交感発話の使用状況を比較し，両者の特徴を明確にす
る。
成果
知人関係における交感発話の特徴をよりよく見極めるために，交感発話のテンスとスタイ
ル分化という形態的構造を先に解明する必要があると気づいた。また，知人関係における交
感発話において，交感機能を果たす発話要素が種々含まれている。そのうち，談話標識（語
用標識）がその一種である。そのため，談話標識によって示された拡張的交感機能も考察し
た。成果は，主として，①交感発話の慣用表現におけるタの使用制約とスタイル分化，②知
人関係における会話開始部の交感発話，③発話の同調現象からみた交感機能─会話分析の
立場から─，④談話標識「なんか」から見た拡張的交感機能─聞き手との相互作用に注目
して─という四つがある。そのうち，ヤーコブソンの言語伝達行動の六要素から考えを発
展し，交感発話の慣用表現における「タ」の語用的使用制約の解明。交感発話のスタイル分
化における新しいスタイルの出現およびその語用論的特徴の解明。カルペパー＆ホーの「前
景・背景」の観点をもって交感機能の前景化と背景化を捉えることも試みた。そのほか，時
間の原因もあるため，研究計画における日中交感発話の対照研究は今後の課題としておく。
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研究成果の概要

研究テーマ
映画監督ジョン・カサヴェテスの俳優演技と
演出理論の研究─『フェイシズ』（1968）と『ハズ
バンズ』（1970）の分析を通じて

氏 名 堅
かた

田
た

諒
りょう

専攻・研究室・学年 人文学専攻 映像・現代文化論研究室 博士後期課程3年

指導教員氏名 阿 部 嘉 昭
研究成果の概要

本研究の目的は，アメリカの映画監督ジョン・カサヴェテス（1929-89）の二つの作品，『フェ
イシズ』（�)�D�F�H�V1968）と『ハズバンズ』（�+�X�V�E�D�Q�G�V1970）を，俳優演技と演出理論の観点か
ら分析することで，初期から中期にかけてのカサヴェテス作品の独自性と創作原理を明らか
にし，その映画史的価値を解明することであった。
『フェイシズ』の研究では，1970 年に出版されたシナリオ（ �)�D�F�H�V

1970）の分析をおこなった。本シナリオは，「撮影台本」（ ）と「脚本の初
稿」（ ）とが並んで記載されている書籍である。シナリオの読解によって，脚
本の初稿からどのような過程を経て作品が完成されていったかが推測でき，研究成果として，
作品の生成過程および脚本と映画の異同を把握することができた。『ハズバンズ』の研究で
は，作品の制作過程と映画作品における俳優演技の分析をおこなう計画であった。作品の制
作過程について，監督カサヴェテスや出演俳優の発言，インタビューなどからその生成過程
を部分的に把握することができ，研究成果をあげられた。しかし一方で，映画作品の分析は，
糸口は掴めたものの決定的な結論は未だ出せておらず，更なる研究を必要する。以上，未完
の部分はあるものの，研究全体から見れば，この時期のカサヴェテス作品の独自性と創作原
理の一端を明らかにすることができた。本研究成果は，博士論文の第二章および第三章に組
み込む予定である。
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研究成果の概要

研究テーマ
民族の境界線からみる多文化共生社会の創出
─日本とタイにおける華人の民俗宗教を事例としての
比較研究─

氏 名 翁
おう

康
こう

健
けん

専攻・研究室・学年 人間科学専攻 社会学研究室 博士後期課程3年

指導教員氏名 櫻 井 義 秀
研究成果の概要

多文化共生社会の実現を志向するにあたって，本研究は，移民とホスト社会の民族の間に
境界線が存在する場合と，民族の境界線が乗り越えられている場合とに分けて，移民の民俗
宗教のそれぞれが多文化共生社会の創出についてどのような意味を持っているのかを考察す
ることを目的とする。
その方法として，日本とタイにおける華人の民俗宗教を事例とした比較研究を行う。一般
に，日本における華人は異民族として区別されているが，一方で，タイにおける華人は本土
民族と同じ扱われ方をしており，それぞれ対照的な事例であると言える。
日本での調査対象事例としては，神戸普度勝会（祖先祭祀の儀）という華人の民俗宗教文
化を取り上げた。調査の結果，神戸華人は中国人としてのエスニシティだけでなく，神戸人
としてコミュニティにも所属している。地縁に基づいて実施される普度勝会は，中国人のエ
スニシティだけでなく，神戸人コミュニティによってその開催が実現されていたことも言え
る。
タイの調査事例としては，ゲイ・ビーチョン（厄払いの儀）とギンゼイ（ベジタリアン・
フェスティバル）という華人の民俗宗教文化を取り上げた。調査の結果，上記二つの華人宗
教儀礼は，華人のエスニシティ，および血縁や地縁を越えて，「宗教文化の消費パッケージ化」
や，タイ仏教文化の禁欲的な修養と結びつくことによって，産業化・都市化社会において個
人主義化しつつあるタイの宗教儀礼実践へ適応している様子がうかがえた。
日本の事例から示されるように，移民とホスト社会の民族間で境界線が存在する場合，民
俗宗教は共同体を通じて実践される。その際，移民はホスト社会と融和的な仕方で自らの共
同体を再構築することによって，共生を実現していたのであった。つまり，移民はホスト社
会と共生するにあたって，まず共同体に所属する必要があると考えられる。それに対して，
タイの事例のように，すでに民族の境界線が乗り越えられているような場合，民俗宗教は個
人単位で実践可能な形式をとる。そのため，移民が共同体から離れても，ホスト社会との共
生し続けることが可能となっているのだと考えられる。
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研究成果の概要

研究テーマ ライトノベル研究をめぐる分析枠組みの再構築

氏 名 酒
さか

井
い

駿
しゅん

太
た

郎
ろう

専攻・講座・
研究室・学年

人文学専攻 表現文化論講座
映像・現代文化論研究室 博士後期課程3年

指導教員氏名 押 野 武 志
研究成果の概要

本研究の目的は，ライトノベルならではの性質に注目した作品分析の枠組みを提出するこ
とにある。
主たる先行論（東浩紀のキャラクター小説論）は未完の状態にあるため，その解釈・補完・
批判的検討による分析枠組みの再構築を研究計画上の主眼とした。
その結果，先行論は，ライトノベル全体をその特質から論じるものとして，一定の射程は
保持しているものの，現代の「生の実存」の負債としての側面，各個人がその半生で行って
きた選択の 責任 を問う点のみを重要視し，正の側面である選択の 成果 について論じ
ていないことが明らかとなった。ジャック・デリダの自己同一性の議論と，生の意味づけに
関する議論を下敷きとした先行論の主張には，一定の意義が見出されるものの，補完を行っ
てなお，不完全な部分が残る。
本研究はその点を踏まえ，ライトノベルの分析枠組みとして，「選択の 成果 を問い，明
らかにする実験小説」という視点を採用し，キャラクター論を発展させたジャンル論の立場
から，個別作品の分析を行っていくこととした。これは，ライトノベルを「キャラクター小
説」─実際の人間とはかけ離れた類型的な登場人物（キャラクター）を用いて描く小説─
と捉える点では先行論と一致するが，ネットインフラの発達に伴う，読者共同体の性質変化，
個々人の読みの集積可視化を考慮している点で大きな変更が加わっている。キャラクターに
関する言及が大量に蓄積された結果，キャラクター論は今やジャンル論へと接続されつつあ
る。キャラクターを「可能性の束」と見なした新城カズマの見立ては，ジャンルを「可能性
の束」として取り扱う今現在のライトノベルの文脈に持ち越される。また着目点が 成果
に変わったことで，対象とする 実験的小説 の幅も大きく広がっているのも，先行論と異な
る点である。
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研究成果の概要

研究テーマ
アヘン禁圧運動から見た 20 世紀初頭の中国
財政と中央・地方関係に関する歴史学的研究

氏 名 坂
ばん

東
どう

泰
ゆたか

専攻・研究室・学年 人文学専攻 東洋史学研究室 博士後期課程2年

指導教員氏名 吉 開 将 人
研究成果の概要

【研究の目的】本研究は，20 世紀初頭の清朝が中国国内におけるアヘンの生産・消費を撲滅す
るとして始めたアヘン禁圧運動の実施に着目する事で，当時の清朝中央政府と省政府の間に
おける財政上の対立が，省政府による運動の実施，並びに省政府による運動の評価付けに如
何なる影響を及ぼしたのかを明らかにすることを目的とする。
【研究計画】20 世紀初頭当時の中国における主要なアヘン産地だった山西省を例にとり，分
析を行う。まず，清朝中央と地方の間でアヘン税収をめぐる対立を引起した土薬統税という
制度について，その実施体制を明らかにする。次いで，山西省におけるアヘン禁圧運動の様
子を概観する。最後に，運動の進展が土薬統税の徴収に対して如何なる影響を与えたのかを
考察する。
【研究成果】中央は土薬統税を実施する事で，地方のアヘン税収を自らに吸収しようとしたが，
それにより中央・地方間でアヘン税収をめぐる対立が生じた。アヘン禁圧運動の内実は，ア
ヘンの流通の在り方を変える事であって，アヘンを撲滅させる事ではなかった。運動の進展
により，土薬統税の徴収は滞った。土薬統税という形で中央から財政的圧力をかけられてい
た山西省は，省内のアヘン流通が中央からの干渉を受けなくなる事を，運動の進展として評
価したのである。



博士論文題目一覧
令和3年度

氏 名 種 類 学 位 論 文 題 目 授与月日

卓 彦 伶 文学 博物館における地域連携活動の社会的効果
─伊丹市昆虫館「鳴く虫と郷町」を対象とした実践事例から─

令和
3. 6.30

張 馨 方 文学 改編本『類聚名義抄』の漢字字体の研究 3. 6.30

澤 崎 高 広 文学
（項列二項義務論理と常識的様相述語論理の証明論的研究）

3. 9.24

文学 （博物館におけるアイヌ民族の参加状況について─二風谷コタンの
事例研究を通して─）

3. 9.24

細 川 貴 志 文学
自然災害と支援のプロジェクト・エスノグラフィー
─フィリピン台風被災地における支援の実践と持続可能なしくみ
に関する研究─

3. 9.24

楊 惠 翔 文学 （運動イメージの心的時間測定能力と神経基盤） 3. 9.24

白 井 純 文学 キリシタン版の日本語と印刷術についての研究 4. 9.24

小 林 知 恵 文学 ブラックバーンの準実在論と道徳の自然化 3.12.24

安 田 将 文学 キケロの政治哲学とその認識論的基礎 4. 3.24

白 水 大 吾 文学 理念なき絶対観念論
─ の形而上学についての試論─ 4. 3.24

蘇 有 安 文学 （直観主義的観点からの認識論理の証明論的研究） 4. 3.24

田 中 佑 実 文学 フィンランドの樹木とともに生きる世界
─死者のカルシッコに見る「エラマ」の物語─ 4. 3.24

福 島 令 佳 文学 自然栽培が織りなすケアの場：農福連携を行う生活介護・就労継続
支援 型事業所のエスノグラフィー 4. 3.24

金 博 男 文学 明清時代の時間意識 4. 3.24

呉 秀 娟 文学 「殺狗勧夫」物語の研究─中国戯曲における犬文化から 4. 3.24

馬 長 城 文学 日本語と中国語の対照から見たアイヌ語の時間表現
─中国語の「過」とアイヌ語の「 」を中心として─ 4. 3.24

金 城 卓 司 文学 -一般化割引モデルによる異時点間選択およびリスク下の選択にお
ける非整合性の検討 4. 3.24

竹 内 洪 介 文学 太閤記物の研究─権力と文学の関わりに注目して─ 4. 3.24

陳 由 瑋 学術 アイヌ文化とアイヌ文化財制度の研究
─台湾先住民族文化財との事例比較─ 4. 3.24
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氏 名 種 類 学 位 論 文 題 目 授与月日

間 枝 遼太郎 文学 諏訪明神縁起の研究─諏訪信仰の神話世界─ 4. 3.24

村 井 涼 文学 （分散知識の証明論的研究） 4. 3.24

吉 田 拓 矢 文学 日本古代における暦法の研究 4. 3.24

横 山 実 紀 人間科学 問題における段階的合意形成過程の検討：決定プロセスの公
正さに関する実証研究 4. 3.24

李 弓 人間科学 （ の色彩が特定の文脈におけるニュース─バリューの認知に
及ぼす影響）

4. 3.24

前 澤 知 輝 人間科学
（空間表象更新における視聴覚作業記憶の共通性と対称性）

4. 3.24

李 文ショウ 人間科学
（社会生態はどのように向社会的行動の秘匿傾向を形成するのか？関
係流動性の役割に関する検討）

4. 3.24
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修士論文題目一覧
令和3年度

専 攻 氏 名 修 士 論 文 題 目

人 文 学 王 釗 2000 年代ロシア自動車産業の外資誘致制度とその影響

蒋 政 倫 ロシア東方シフト政策における極東振興の展開
─沿海地方の造船業再生を事例に─

費 宇 澄 中ソ両国の国営企業の利潤分配改革について
─鄧小平政権とゴルバチョフ政権を中心に─

稲荷森 輝 一 自由意志の実験哲学とその哲学的含意
─両立論・非両立論の直観的正当化について─

何 小 雨 情報における疎外と監視資本主義

豊 岡 正 庸 直観主義論理と古典論理の組み合わせ体系の探求とダメット的意味の理論の検討

中 野 泰 成 中期西田哲学における「場所の論理」の考察

廣 岡 拓 也 ドゥルーズにおけるスピノザ主義
─ドゥルーズの哲学における「一つの生」とその思想形成─

宮 﨑 勝 正 遊び手の経験に基づく哲学的遊戯分析

吉 村 佳 樹 行為契約主義に対する原理契約主義の優位性─制約の正当化に着目して─

シ ュ ペ ー ル ツ ル
ヤン アレクサンダー 日本と西洋における「浄」と「不浄」の研究について

姚 天 驕 道宣『四分律行事鈔』の研究─大乗観を中心に─

謝 センセン 〈無量寿経〉会集本の研究─王日休の『仏説大阿弥陀経』を中心に

時 田 太 朗 サリンジャーと宗教

ポン 博 吉蔵撰『中観論疏』の研究─因縁品を中心に─

森 菜 摘 「シェームの釈義」（ナグ・ハマディ文書）における幻，脱魂状態，回心について

コジェブニコワ ダリア 第二次世界大戦後の南サハリンにおけるソ連人と日本人との共生

張 啓 正 日本の少年団運動─銃後活動を中心に─

劉 琮セン 誥命を中心とした日明外交文書の研究

内 田 桜 子 20 世紀初頭のクレタ島問題におけるオスマン帝国の宗主権をめぐる認識
～イギリスとの交渉を中心に～
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専 攻 氏 名 修 士 論 文 題 目

人 文 学 今 野 翔 太 コンスタンティヌス朝におけるローマ市首都長官
─首都長官人事と皇帝・元老院間の関係性を中心に─

渡 辺 双 葉 岩手県宮野貝塚出土動物遺存体の研究

泉 友 花 標本を「所有」する─「標本」の所有的関係の人類学─

加賀田 直 子 身体経験としての狩猟─北海道斜里町の狩猟実践を通じて─

邱 思 瑩 コロナ禍にアマビエを象る─北海道の作り手の事例を中心に

菅 野 大 地 岡本太郎の「笑い」概念の考察─挑戦の美学─

大 谷 明 子 フランティシェク・クプカの色彩論について

小 林 拓 夢 ティツィアーノのピエタに見る画家の宗教的関心について
─16世紀ヴェネツィアのペストと聖母マリア信仰─

陳 曦 博物館としての動物園のあり方─法制度から見る動物園の社会的役割─

李 舒テイ 博物館における遠隔教育に関する研究
─定義の再検討と持続可能性について─

白 井 那 奈 抗おうとする意志─アドリエンヌ・リッチの老いへのまなざし─

別 晴 嵐
�2�Q�W�K�H�5�R�D�G

（『オン・ザ・ロード』におけるジャック・ケルアックのディオニュソス的ジャズ・
ビート）

中 澤 里 紗 『古事記』の日向三代に関する一考察

中 村 俊 太 賀茂真淵の祝詞研究 祝詞の神の注釈からみた神話受容史上の位置づけをめぐって

吉 藤 岳 峰 近世怪談物の研究

姜 夢 軒 歴代学者の評価から見る屈原形象の変遷

呉 暁 紅 『金瓶梅詞話』における簪について

趙 珊 包山卜筮祭禱簡における天神・地祇・人鬼

陳 斯 瑶 亀妖譚研究─『聊斎志異』の三篇から

鄧 安 君 老舎と初期三部作と『猫城記』

莫 寒 『史記』「天官書」及び「北辰」の研究
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専 攻 氏 名 修 士 論 文 題 目

人 文 学 凌 玲 後漢三賢について

山 村 颯 馬 佐藤真論─ドキュメンタリー映画の〈事後性〉─

稲 垣 俊 也 森鷗外と大岡昇平─現代文学としての歴史─

韓 越 谷崎潤一郎の作品における遊戯

酒 谷 美知子 芥川龍之介論─「神々の微笑」「素戔嗚」「魔術」を中心に

朱 永 歓 大島渚映画における音響論

趙 美 羅 韓国における村上春樹作品の翻訳と受容

丁 良 睿 長谷川時雨の「美人」観の転換と連続

馮 旭 太宰治『虚構の彷徨，ダス・ゲマイネ』論
─虚構，告白，イミテエション─

三 浦 光 彦 ロベール・ブレッソン映画論
─演技とアダプテーションの観点から

熊 雨 青 松本清張作品と時代の接点について─社会的「弱者」を中心に─

李 浩ブン ヴィム・ヴェンダース映画における窓の表象
─恍惚感から残酷さへ

海 藤 侑里子 『和字正濫鈔』の成立─典拠を中心に─

池 田 拓 誉 （数量詞についての日英語対照研究）

イヤス シリヤ マリア アイヌ語復興を支援する言語政策の開発に向けて
─フィンランドにおけるサーミ語復興政策を参考に─

近 藤 聖 現代ロシア語における ＋ / について
─容認度に関係する要因の検討と形態的・意味的に近接する構造との比較分析

段 建 秀 日本語における不特定数量詞に関する研究

張 瑞 静 行為要求発話の対人的な機能についての研究

陳 曦 日本語における「てくる」の用法に関する研究

董 楽 日本語における語構成論的研究─ヒトを表す合成語を中心に─

ヌルミ ユッシ ヘンリ
セ バ ス テ ィ ア ン アイヌ語の否定表現の語用論的研究─類型論的観点を中心に
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専 攻 氏 名 修 士 論 文 題 目

人 文 学 松 村 大 寿 （構文としての迷惑の に関する用法研究）

陳 屹 文 ガスプロム・グループの資金管理問題について

辻 本 玲 央
統治者として振る舞う修道院
─15-17 世紀におけるソロヴェツキー修道院の統治者としての性格と 1668 年の
反乱の性格について─

李 暢 音楽活動からみる哈爾濱人の一考察
─1920 年代ハルビンにおけるロシア人の音楽活動と中露交流について─

中 澤 陽 子 「借用語に関するブヌン語の通時的研究」

山 中 芙 貴 アイヌ文化における怪談としての妖刀伝承─日中との比較から─

人間科学 木 立 航 輔 ヒト型自閉症モデルマウスの超音波コミュニケーションの研究
─社会的相互交渉場面における成熟雌マウスの発声─

前 原 芙 紀 （ネガティブな顔刺激への注意バイアスの視野異方性）

王 シ ン 顔パーツの色彩が好感度に与える影響

喬 ア 楠 色識別特性と色カテゴリカル知覚の関連性と個人差

斎 藤 優 花
（両手協調タッピング課題時のビート間隔は同期誤差を決定する）

晴 木 祐 助

李 佳 榕 色識別性と典型的2配色が物体認識にもたらす影響

李 文 社交不安障がい傾向のある大学生のコミュニケーションにおける共同音楽創作活
動の効果

水 鳥 翔 伍 パロキアリズムは普遍的か─ （2021）の再分析

貴 堂 雄 太 規範内面化学習と協力行動の共進化：文化的集団淘汰に基づく理論的検討

神 明 里 （稲作栽培様式が人々の心理に与える影響─ベトナム地域間比較を通じた検
討─）

渡 辺 舜 強化学習エージェントの学習精度と環境変動への適応に関する理論的検証：モデ
ルベース学習とモデルフリー学習の比較

師 一 新 「ウィズコロナ」時代における中国のキリスト教─ で行われた聖書勉強会をめぐって─

曹 苑 中学生の非認知能力における家庭環境の影響効果分析
─中国教育追跡調査のデータを用いて─
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専 攻 氏 名 修 士 論 文 題 目

人間科学 段 玉 中国の都市化における城中村社会とキリスト教─山西省太原市を例に─

杜 欣 遥 「整形リピーター」の手術モチベーションに影響する社会的メカニズム─重要な他者という視座から─

賈 イ 都市近郊域に生息するエゾモモンガに関する保全生態学的研究

工 藤 由 佳 北海道東部太平洋沿岸地域における千島海溝沖地震発生時の津波避難空間分析

今 野 友 輝 北海道江差町における関係人口の維持要因
─大学教員と住民の関わりに着目して─

中 村 昂 平 重要伝統的建造物群保存地区における合意形成と歴史的町並みへの多様なまなざし
─名古屋市緑区有松地区を事例に─

李 澤 煦 農産物のインターネット販売における成果と課題
─四川省攀枝花市のマンゴー生産を事例に─

歴史地域
文 化 学

沼 前 広一郎 芸術家による第一次世界大戦の表象：ジャン＝エミール・ラブルールの場合

松 元 晶 60 年代ソ連映画にみる中央アジア表象：他者表象と自己表象の比較分析で見え
てくるアイデンティティとソ連的イデオロギーの在り方

山 口 翔太郎 博物館等所蔵のアイヌ民族資料における収集傾向とその背景

後 藤 優 労働者年金保険法の創設意図

田 村 実 咲 北海道木彫り熊の「サイン」に関する研究
─札幌・旭川・昭和新山における制作・販売状況との関係から─

言語文学 三 浦 健太郎 現代日本における鉄道文化と女子
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要

旨
『
説
文
解
字
』（
以
下
、『
説
文
』
と
略
稱
）
は
後
漢
の
許
慎
の
著
書
で
、
中
国
最
古
の
部
首
部
類
体
字
書
で
あ
る
。
字
書
史
お
い
て
は
大
変
重
要

な
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
清
の
段
玉
裁
が
施
し
た
注
（
以
下
、「
段
注
」）
は
、『
説
文
』
を
研
究
す
る
場
合
に
最
も
重
視
さ
れ
る
注
釈
で
あ
る
。
許

慎
の
『
説
文
』
の
叙
文
（
以
下
、「
許
叙
」）、
特
に
こ
れ
に
対
す
る
段
注
に
関
し
て
研
究
す
れ
ば
、
許
慎
の
立
場
か
ら
の
文
字
の
成
り
立
ち
、
当
時

の
文
字
使
い
の
状
況
、『
説
文
』
作
成
の
意
図
、
ま
た
段
玉
裁
の
立
場
か
ら
の
許
慎
に
対
す
る
解
釈
、
そ
の
解
釈
の
妥
当
性
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
。

本
論
文
に
お
い
て
特
に
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
許
叙
「
諷
籀
書
九
千
字
」
の
段
注
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
説
文
』
全
書
に
あ
る
段
注
を
以
て
段

玉
裁
の
意
図
を
説
明
す
る
。
明
ら
か
に
し
た
の
は
、段
玉
裁
は
籒
書
の
数
は
絶
対
九
千
字
に
達
す
こ
と
が
な
い
こ
と
を
力
説
し
、許
叙
に
所
謂「
九

千
字
」
は
「
史
籒
篇
」
あ
る
い
は
「
籒
書
」
の
文
字
数
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
し
た
。
そ
し
て
「
籒
」
は
名
詞
で
は
な
く
動
詞
で
あ
る
可
能
性
を

示
し
た
。
ま
た
聲
訓
、
転
注
な
ど
に
よ
り
「
籒
」
は
「
讀
」
の
意
味
に
な
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
籒
」
は
動
詞
の
場
合
で
も
意
味

が
通
じ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
さ
ら
に
、
漢
の
時
代
の
「
取
人
之
制
」
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
律
だ
か
ら
こ
そ
、
九
千
字
ま
で
「
推
演
發
揮
」

が
で
き
る
能
力
を
求
め
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
段
玉
裁
の
立
場
か
ら
段
注
の
「
諷
籒
書
九
千
字
者
、
諷
謂
能
背
誦
尉
律
之
文
、
籒
書
謂
能
取

尉
律
之
義
推
演
發
揮
、
而
繕
寫
至
九
千
字
之
多
」
と
い
う
説
明
の
妥
当
性
を
論
じ
て
み
た
。

一
、
は
じ
め
に

後
漢
の
許
慎
が
著
し
た
『
説
文
解
字
』（
以
下
『
説
文
』
と
省
略
す
る
）
は
中

国
最
古
の
部
首
別
字
書
と
し
て
、
成
書
し
て
今
に
至
る
ま
で
多
大
な
注
目
を
浴

び
、
色
々
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
特
に
そ
の
第
十
五
篇
に
あ
る
叙
文
（
以

下
「
許
叙
」
と
省
略
す
る
）
は
文
字
の
成
り
立
ち
や
成
書
経
緯
等
を
論
じ
て
い

る
た
め
、『
説
文
』
を
研
究
す
る
上
で
非
常
に
高
い
価
値
を
有
す
る
。
但
し
、
紀

元
一
〇
〇
年
に
完
成
し
た
も
の
と
し
て
、
千
九
百
年
以
上
離
れ
て
い
る
現
在
か
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ら
み
れ
ば
理
解
し
難
い
部
分
も
少
な
く
な
い
。
許
慎
自
身
の
記
述
も
ま
た
簡
潔

な
た
め
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
の
は
一
層
困
難
に
な
る
。
現
在
に
至
っ
て

も
、
諸
説
が
あ
り
な
か
な
か
定
説
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
度
々
起
き
る
。「
諷

籒
書
九
千
字
」
に
対
す
る
解
釈
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。『
説
文
』
を
理
解
す
る
の

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
清
の
段
玉
裁
が
施
し
た
注
（
以
下
「
段
注
」

と
省
略
す
る
）
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
文
に
対
す
る
段
玉
裁
の
解
釈
を
精
確
に

把
握
し
、『
説
文
』
に
於
け
る
段
注
を
手
が
か
り
に
し
、
段
玉
裁
の
主
張
を
説
明

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

二
、「
諷
籒
書
九
千
字
」
を
め
ぐ
る
議
論

「
諷
籒
書
九
千
字
」
は
『
説
文
』
第
十
五
篇
に
あ
た
る
叙
の
左
記
の
段
落
に
見

え
る
。

1
、
許
叙

尉
律
、
學
僮
十
七
已
上
、
始
試
。
諷
籒
書
九
千
字
、
乃
得
爲
史
1
。
又
㠯

八
體
試
之
。
郡
移
大
史
幷
課
、
冣
者
㠯
爲
尚
書
史
。
書
或
不
正
、
輒
舉

劾
之
。

尉
律
に
、
學
僮
十
七
已
上
に
し
て
、
始
め
て
試
す
。
九
千
字
を
諷
籒
書

し
て
、
乃
ち
史
と
爲
す
を
得
。
又
た
八
體
を
㠯
て
之
を
試
す
。
郡
よ
り

大
史
に
移
し
て
幷
せ
て
課
し
、
冣
た
る
者
を
㠯
て
尚
書
史
と
爲
す
。
書

く
に
或
ひ
は
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
輒
ち
舉
げ
て
之
を
劾
す
。

こ
の
文
を
め
ぐ
る
議
論
は
、「
籒
書
」
は
動
詞
な
の
か
名
詞
な
の
か
、
そ
れ
に

応
じ
て
「
九
千
字
」
と
は
何
の
字
数
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
主
に
集
中
し
て

い
る
。
固
有
名
詞
と
し
て
の
「
史
籒
篇
」
だ
と
考
え
て
、
し
か
も
「
史
籒
篇
」

は
九
千
字
あ
っ
た
と
い
う
考
え
方
を
支
持
す
る
の
は
唐
の
張
懐
・
清
の
桂
馥
、

王
鳴
盛
で
、
ま
た
現
代
の
李
学
勤
も
同
意
見
で
あ
る
。「
籒
書
」
は
動
詞
だ
と
主

張
し
、（「
史
籒
篇
」
の
場
合
は
九
千
字
あ
っ
た
可
能
性
が
な
く
、）
論
じ
る
べ
き

対
象
は
尉
律
や
他
の
字
書
だ
と
い
う
考
え
方
を
支
持
す
る
の
は
清
の
段
玉
裁
、

そ
し
て
王
国
維
・
章
太
炎
・
蒋
善
国
で
あ
る
。
詳
細
は
徐
学
標
・
曹
宝
麟
（
二

〇
〇
三
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
贅
言
し
な
い
。
現
在
に
至
っ

て
も
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
は
ま
だ
定
説
が
な
い
ま
ま
で
あ
る
が
、
新
し

い
考
え
方
を
示
し
て
く
れ
た
研
究
者
が
何
人
か
現
れ
た
。
臧
知
非（
二
〇
〇
八
）

は
「
簿
書
」、
い
わ
ゆ
る
「
官
府
各
種
公
文
文
本
」（
公
文
書
）
だ
と
考
え
て
い

て
、
李
勤
通
・
周
東
平
（
二
〇
一
六
）
も
同
意
見
を
示
し
た
。
陳
淑
梅
（
一
九

九
八
）
は
「
六
経
の
経
文
」
だ
と
解
釈
し
た
。
以
上
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、『
説

文
』
の
研
究
に
対
し
て
多
大
な
貢
献
を
な
し
た
段
玉
裁
の
立
場
か
ら
今
も
う
一

度
こ
の
文
の
解
釈
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

三
、
段
玉
裁
の
主
張
の
検
討

段
玉
裁
の
主
張
は
1
の
許
叙
「
諷
籒
書
九
千
字
、
乃
得
爲
史
」
に
対
す
る
注

に
明
白
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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2
、
段
注

史
各
本
作
吏
、
今
依
江
式
傳
正
。
周
禮
注
曰
、
倍
文
曰
諷
。
竹
部
曰
、

籒
、
讀
書
也
。
毛
詩
傳
曰
、
讀
、
抽
也
。
方
言
曰
、
抽
、
讀
也
。
抽
卽

籒
、
籒
讀
二
文
爲
轉
注
。
尚
書
、
克
由
繹
之
。
由
繹
卽
籒
繹
也
。
史
記

云
、
紬
史
記
石
室
金
匱
之
書
。
如
淳
云
、
抽
徹
舊
書
故
事
而
次
述
之
。

紬
亦
卽
籒
字
也
。
今
本
説
文
言
部
讀
下
云
、
誦
書
也
。
不
合
故
訓
。
誦

乃
籒
之
誤
耳
。
凡
古
卜
筮
抽
繹
卦
爻
本
義
而
爲
辭
者
、
因
以
籒
名
之
。

今
左
傳
作
繇
。
俗
作
aÚ
。
許
偁
則
作
卜
籒
。
籒
之
說
明
、
而
許
所
謂
諷

籒
書
者
可
明
矣
。
諷
籒
書
九
千
字
者
、
諷
謂
能
背
誦
尉
律
之
文
。
籒
書

謂
能
取
尉
律
之
義
推
演
發
揮
、
而
繕
寫
至
九
千
字
之
多
。
諷
若
今
小
試

之
默
經
。
籒
書
若
今
試
士
之
時
藝
。
上
云
始
試
、則
此
乃
試
之
之
事
也
。

藝
文
志
、
試
學
童
、
諷
書
九
千
字
以
上
。
乃
得
爲
史
。
無
籒
字
。
得
爲

史
、
得
爲
郡
縣
史
也
。
周
禮
、
史
十
有
二
人
。
注
曰
、
史
、
掌
書
者
。

又
史
掌
官
書
以
贊
治
。
注
曰
、
贊
治
、
若
今
起
文
書
草
也
。
後
漢
書
百

官
志
、
郡
大
守
、
郡
丞
、
縣
令
若
長
、
縣
丞
、
縣
尉
各
置
諸
曹
掾
史
。

「
九
千
字
を
諷
籒
書
す
る
」
は
、「
諷
」
は
能
く
尉
律
の
文
を
背
誦
す
る

を
謂
ひ
、「
籒
書
」
は
能
く
尉
律
の
義
を
取
り
て
推
演
發
揮
し
て
、
繕
ひ

て
九
千
字
の
多
き
に
至
る
を
寫
す
を
謂
ふ
。「
諷
」
は
、
今
の
小
試
の
默

經
の
若
く
、「
籒
書
」
は
今
の
士
を
試
す
の
時
藝
の
若
し
。

右
の
段
玉
裁
の
解
説
に
つ
い
て
特
に
注
目
し
た
い
の
は
傍
線
部
で
あ
る
。
段

玉
裁
は
、
尉
律
を
暗
記
し
、
理
解
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
に
関
し
て
九
千
字
の
文

書
を
書
け
る
こ
と
で
、「
諷
」
は
「
黙
経
」（
科
挙
の
受
験
資
格
で
あ
る
国
立
学

校
の
学
生
に
な
る
た
め
の
試
験
│
童
試
で
行
わ
れ
る
経
典
の
暗
記
の
テ
ス
ト
の

こ
と
だ
ろ
う
。）
と
似
て
い
て
、「
籒
書
」
と
は
今
の
「
時
藝
」（
科
挙
で
用
い
ら

れ
る
文
体
。
時
文
、
八
股
文
）
と
似
た
も
の
だ
、
と
い
う
よ
う
に
結
論
付
け
て

い
る
。
段
玉
裁
は
ど
う
い
う
経
緯
で
こ
の
結
論
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
以
下
、
節
を
改
め
て
、「
籒
」
と
「
九
千
字
」
と
の
二
つ
の
面
か
ら
、『
説

文
』
に
於
け
る
段
注
を
中
心
に
し
て
論
証
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

三
│
一
「
籒
」
に
関
し
て

「
籒
」
を
「
書
」
と
あ
わ
せ
て
固
有
名
詞
の
「
史
籒
篇
」
だ
と
解
釈
す
る
主
流

の
意
見
に
対
し
て
、
段
玉
裁
は
許
慎
の
解
釈
に
忠
実
に
従
う
意
見
を
示
し
た
。

つ
ま
り
許
慎
の
「
籒
、
讀
書
也
」（
籒
は
、
書
を
讀
む
な
り
）
に
従
っ
て
、「
籒
」

を
動
詞
だ
と
考
え
る
。
こ
の
結
論
の
裏
付
け
と
な
る
段
注
を
左
に
列
挙
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、『
説
文
』
の
本
文
で
補
っ
て
説
明
す
る
。
3
│
①
は
2
の

「
籒
」
の
関
連
部
分
の
再
掲
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
六
書
の
「
轉
注
」
と
「
假
借
」

に
言
及
す
る
た
め
、
3
│
②
で
こ
の
二
者
に
対
す
る
許
叙
と
段
注
も
一
緒
に
掲

げ
る
。

3
│
①段

注
竹
部
曰
、
籒
、
讀
書
也
。
毛
詩
傳
曰
、
讀
、
抽
也
。
方
言
曰
、
抽
、
讀

也
。
抽
卽
籒
、
籒
讀
二
文
爲
轉
注
。
尚
書
、
克
由
繹
之
。
由
繹
卽
籒
繹
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也
。
史
記
云
、
紬
史
記
、
石
室
金
匱
之
書
。
如
淳
云
、「
抽
徹
舊
書
故
事

而
次
述
之
。
紬
亦
卽
籒
字
也
。
今
本
說
文
言
部
讀
下
云
、
誦
書
也
。
不

合
故
訓
。
誦
乃
籒
之
誤
耳
。
凡
古
卜
筮
、
抽
繹
卦
爻
本
義
而
爲
辭
者
、

因
以
籒
名
之
。
今
左
傳
作
繇
。
俗
作
aÚ
。
許
偁
則
作
卜
籒
。
籒
之
說

明
、
而
許
所
謂
諷
籒
書
者
可
明
矣
。

竹
部
に
曰
ふ
、「
籒
は
、
書
を
讀
む
な
り
。」『
毛
詩
傳
』
に
曰
ふ
、「
讀

は
、
抽
す
る
な
り
。」『
方
言
』
に
曰
ふ
、「
抽
は
、
讀
む
な
り
。」
抽
は

卽
ち
籒
に
し
て
、
籒
・
讀
二
文
は
轉
注
と
爲
す
。『
尙
書
』
に
、「
克
く

之
を
由
繹
す
。」
由
繹
は
卽
ち
籒
繹
な
り
。『
史
記
』
に
云
ふ
、「
史
記
、

石
室
金
匱
の
書
を
紬
す
。」
如
淳
云
ふ
、「
舊
書
故
事
を
抽
徹
し
て
、
次

に
之
を
述
ぶ
。」
紬
も
亦
た
卽
ち
籒
の
字
な
り
。
今
本
の
『
説
文
』
言
部

「
讀
」
の
下
に
「
誦
書
な
り
。」
と
云
ひ
、
故
訓
と
合
は
ず
。
誦
、
乃
ち

籒
の
誤
り
の
み
。
凡
そ
古
に
卜
筮
し
、
卦
爻
の
本
義
を
抽
繹
し
て
辭
と

爲
す
は
、
因
り
て
籒
を
以
て
之
に
名
づ
く
。
今
『
左
傳
』
は
繇
に
作
る
。

俗
は
aÚ
に
作
る
。
許
は
偁
し
て
則
ち
卜
籒
に
作
る
。
籒
の
說
は
明
ら
か

な
れ
ば
、
而
ち
許
の
所
謂
「
諷
籒
書
」
は
明
ら
か
な
る
べ
し
。

3
│
②
│
ａ

許
叙

轉
注
者
、
建
類
一
首
、
同
意
相
受
。
考
老
是
也
。

段
注

建
類
一
首
、
謂
分
立
其
義
之
類
而
一
其
首
。
如
爾
雅
釋
詁
第
一
條
説
始

是
也
。
同
意
相
受
、
謂
無
慮
諸
字
意
恉
略
同
、
義
可
互
受
相
灌
注
而
歸

於
一
首
。

許
叙

轉
注
は
、
類
を
建
て
首
を
一
に
す
、
同
意
相
受
く
。
考
・
老
是
な
り
。

段
注

類
を
建
て
首
を
一
に
す
は
、
其
の
義
を
分
立
し
て
其
の
首
を
一
に
す
と

謂
ふ
。『
爾
雅
』
釋
詁
第
一
條
の
「
始
」
を
説
く
が
如
き
は
是
な
り
。
同

意
相
受
く
は
、
無お

慮よ

そ
諸
字
の
意
恉
略
ぼ
同
じ
、
義
は
互
い
に
受
け
相

灌
注
す
べ
く
し
て
一
首
に
歸
す
を
謂
ふ
。

3
│
②
│
ｂ

許
叙

假
借
者
、
本
無
其
字
、
依
聲
託
事
。
令
長
是
也
。

段
注

託
者
、
寄
也
。
謂
依
傍
同
聲
而
寄
於
此
。
則
凡
事
物
之
無
字
者
皆
得
有

所
寄
而
有
字
。

許
叙

假
借
は
、
本
其
の
字
無
し
、
聲
に
依
り
て
事
を
託
す
。
令
・
長
是
な
り
。

段
注

託
は
、
寄
る
な
り
。
依
傍
同
聲
に
し
て
此
に
寄
る
を
謂
ふ
。
則
ち
凡
そ

事
物
の
字
無
き
者
皆
寄
る
所
有
る
を
得
て
字
有
り
。
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段
玉
裁
は
3
│
①
に
於
い
て
、「
籒
」
に
対
す
る
概
説
を
行
っ
た
。
ま
ず
許
慎

自
身
の
「
籒
」
の
解
釈
「
讀
書
也
」
を
あ
げ
た
。
そ
し
て
「
籒
」
の
假
借
字
で

あ
る
「
抽
」
と
「
紬
」
の
他
の
経
典
で
の
解
釈
を
通
じ
て
、「
籒
」
と
「
讀
」
は

轉
注
（
意
味
上
互
い
に
通
じ
る
、
3
│
②
│
ａ
を
参
照
さ
れ
た
い
）
で
あ
る
と

説
明
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、『
説
文
』
の
「
讀
」
の
原
文
を
「
誦
書
也
」
は
古
訓

に
合
わ
な
い
た
め
、「
籒
書
也
」
に
改
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。（「
由
」
に
関

し
て
、『
説
文
』
に
は
「
由
」
の
字
が
無
い
た
め
、
本
稿
で
は
論
じ
な
い
こ
と
に

す
る
。）
段
注
は
ま
た
許
慎
が
引
用
し
た
『
春
秋
傳
』
の
「
卜
籒
」
の
「
籒
」
と

「
抽
」
の
関
連
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
3
│
①
の
最
後
の
太
字
の
部

分
に
於
い
て
、
段
玉
裁
は
「
籒
」（
に
対
す
る
許
慎
の
解
釈
）
の
意
味
「
讀
書
」

は
明
ら
か
な
の
で
、
許
慎
が
言
っ
て
い
る
「
諷
籒
書
」
の
意
味
も
明
ら
か
に
な

る
と
述
べ
た
。

こ
の
概
説
に
沿
っ
て
「
籒
」
を
含
め
3
│
①
で
段
玉
裁
が
言
及
し
た
「
讀
」・

「̂<

（
抽
）」・「
紬
」
の
段
注
を
検
討
し
て
み
る
。
段
玉
裁
の
『
六
書
音
均
表
』

に
於
け
る
意
見
は
関
連
す
る
た
め
と
も
に
挙
げ
て
お
く
。
3
│
①
の
内
容
と
重

複
す
る
部
分
の
説
明
は
省
略
す
る
。

3
│
③『

説
文
』
竹
部
・
籒

讀
書
也
。
从
竹̂<

聲
。
春
秋
傳
曰
、
卜
籒
云
。

段
注

讀
書
也
。
言
部
曰
、
讀
籒
書
也
。
敘
目
曰
、
尉
律
學
僮
十
七
巳
上
始
試
、

諷
籒
書
九
千
字
、
乃
得
爲
吏
。
試
字
句
絕
。
諷
籒
連
文
、
謂
諷
誦
而
抽

繹
之
。
滿
九
千
字
皆
得
六
書
之
恉
、
乃
得
爲
吏
也
。
此
籒
字
之
本
義
。

經
傳
尟
用
。
周
宣
王
時
大
史
以
爲
名
。
因
以
名
所
箸
大
篆
曰
籒
文
。
迄

今
學
者
絕
少
知
其
本
義
者
。
故
於
讀
下
籒
書
改
爲
誦
書
。
於
敘
目
釋
爲

籒
文
九
千
字
。
重
悂
貤
繆
。
可
勝
嘆
哉
。
毛
傳
曰
、
讀
、
抽
也
。
方
言

曰
、
抽
、
讀
也
。
抽
皆
籒
之
假
借
。
籒
者
抽
也
。
讀
者
、
續
也
。
抽
引

其
緒
相
續
而
不
竆
也
。
亦
假
紬
字
爲
之
。
大
史
公
自
序
、
紬
史
記
石
室

金
匱
之
書
。
如
淳
云
。
抽
徹
舊
書
故
事
而
次
述
之
也
。
亦
借
繇
字
爲

之
。
春
秋
傳
卜
筮
繇
辭
。
今
皆
作
繇
。
又
俗
作
aÚ
。
據
許
則
作
籒
。
服

iy

曰
。
繇
、
抽
也
。
抽
出
吉
凶
。
从
竹̂<

聲
。
此
形
聲
包
會
意
。
直
又

切
。
三
部
。
春
秋
傳
曰
、
卜
籒
云
。
左
傳
卜
筮
皆
云
繇
。
此
言
卜
以
該

筮
也
。

諷
籒
は
連
文
に
し
て
、
諷
誦
し
て
之
を
抽
繹
す
る
を
謂
ふ
。
九
千
字
を

満
た
し
て
皆
六
書
の
恉
を
得
れ
ば
、
乃
ち
吏
と
爲
す
を
得
る
な
り
。
此

れ
籒
の
字
の
本
義
な
り
。
經
傳
は
尟
な
く
用
ふ
。
周
宣
王
時
に
大
史
以

て
名
と
爲
す
。
因
り
て
以
て
著
す
る
所
の
大
篆
を
名
づ
け
て
籒
文
と
曰

ふ
。
今
に
迄
び
て
、
學
者
は
其
の
本
義
を
知
る
者
は
絶
へ
て
少
し
。
故

に
讀
の
下
の
籒
書
を
改
め
て
誦
書
と
爲
す
。
敘
目
に
於
い
て
釋
し
て
籒

文
九
千
字
と
爲
す
。
悂
を
重
ね
繆
を
貤
ぬ
。
嘆
く
に
勝
ふ
可
け
ん
や
。

『
毛
傳
』
に
曰
ふ
、「
讀
は
、
抽
な
り
。」『
方
言
』
に
曰
ふ
、「
抽
は
、
讀

な
り
。」
抽
は
皆
籒
の
假
借
な
り
。
讀
は
、
續
な
り
。
其
の
緒
を
抽
引
し

相
ひ
續
け
て
竆
ま
ら
ざ
る
な
り
。
亦
た
紬
の
字
を
假
り
て
之
と
爲
す
。

…
…
丈
に
从
ひ
、̂<

の
聲
。
此
形
聲
に
し
て
會
意
を
包
む
。
直
又
の
切
、
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三
部
な
り
。

段
注
で
は
叙
で
論
じ
た
「
抽
」・「
紬
」
等
の
内
容
の
他
に
、
構
造
上
、「
諷
籒
」

は
連
文
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
彼
自
身
の
「
六
書
音
均
表
」
に
お
い
て

「
籒
」
の
属
す
る
部
を
提
示
し
た
。
連
文
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
論
じ
る
。

次
は
ま
ず
3
│
①
に
沿
っ
て
、「
抽
」・「
紬
」・「
讀
」
を
提
示
す
る
。

3
│
④『

説
文
』
手
部
・̂<

（
抽
）

引
也
。
从
手
畱
聲
。
抽
、̂<

或
从
由
。
𢭆
、̂<

或
从
秀
。

段
注

引
也
。
鄭
風
。
左
旋
右
抽
。
傳
曰
。
左
旋
、
講
兵
。
右
抽
、
抽
矢
以l�

。

竹
部
曰
。
籒
、
讀
書
也
。
牆
有
茨
傳
曰
、
讀
、
抽
也
。
方
言
曰
、
抽
、

讀
也
。
尙
書
、
克
由
繹
之
。
大
史
公
自
序
、
紬
史
記
石
室
金
匱
之
書
。

紬
卽
籒
也
。
籒
之
言
抽
也
。
从
手
。
畱
聲
。
敕
鳩
切
。
三
部
。̂<

或
从

由
。
由
聲
也
。̂<

或
、
一
本
作
籒
文
。
非
也
。̂<

或
从
秀
。
秀
字
古
本

當
不
出
。
篆
體
偏
旁
作
秀
、
則
可
證
古
於
偏
旁
不
諱
也
。

「
牆
有
茨
」
傳
に
曰
ふ
、「
讀
は
、
抽
な
り
。」『
方
言
』
に
曰
ふ
、「
抽
は
、

讀
な
り
。」『
尚
書
』
に
、
克
く
之
を
由
繹
す
。」「
大
史
公
自
序
」
に
、

「
史
記
、
石
室
金
匱
の
書
を
紬
す
。」
紬
卽
ち
籒
な
り
。
籒
の
言
た
る
は

抽
な
り
。
手
に
从
ひ
、
畱
の
聲
。
敕
鳩
の
切
、
三
部
な
り
。̂<

或
ひ
は

由
に
从
ふ
。
由
は
聲
な
り
。

3
│
⑤『

説
文
』
糸
部
・
紬

大
絲
繒
也
。
从
糸
由
聲
。

段
注

大
絲
繒
也
。
大
絲
較
常
絲
爲
大
也
。
左
傳
。
衞
文
公
大
帛
之
冠
。
大
帛

謂
大
絲
繒
。
後
漢
書
大
練
亦
謂
大
絲
練
也
。
獨
斷
說
飛
軨
以
緹
紬
廣
八

尺
。
長
拄
地
。
今
繒
帛
通
呼
爲
紬
。
不
必
大
絲
也
。
叚
借
爲
抽
字
。
史

記
。
紬
石
室
金
匱
之
書
。
徐
廣
音
抽
。
師
古
漢
書
音
冑
。
皆
是
也
。
音

胄
謂
同
籒
也
。
籒
者
、
讀
書
也
。
釋
名
曰
。
紬
、
抽
也
。
抽
引
絲
耑
出

細
緒
也
。
與
許
說
迥
異
。
从
糸
。
由
聲
。
直
由
切
。
三
部
。

叚
借
し
て
抽
の
字
と
爲
す
。『
史
記
』
に
、「
石
室
金
匱
の
書
を
紬
す
。」

徐
廣
、「
音
は
抽
な
り
。」
師
古
漢
書
に
「
音
は
冑
な
り
。」
皆
是
れ
な
り
。

音
胄
な
る
は
籒
と
同
じ
き
を
謂
ふ
な
り
。
籒
は
、
書
を
讀
む
な
り
。

…
…
直
由
の
切
、
三
部
な
り
。

段
玉
裁
は
『
説
文
』
の
「
禛
」
の
注
に
左
記
の
よ
う
に
述
べ
る
。

3
│
⑥聲

與
義
同
原
。
故V


聲
之
偏
㫄
多
與
字
義
相
近
。
此Xx

意
、
形
聲X²

兼

之
字
致
多
也

聲
と
義
同
原
な
り
。
故
にV


聲
の
偏
㫄
は
多
く
字
義
と
相
ひ
近
し
。
此
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Xx

意
・
形
聲
をX²

兼
の
字
致
り
て
多
き
な
り
。

音
と
義
は
同
原
で
あ
り
、
同
じV


聲
符
の
偏
㫄
の
字
の
間
は
意
味
が
近
い
こ

と
が
多
い
。Xx

意
と
形
聲
を
両
方
持
つ
字
が
特
に
多
い
と
い
う
「
音
義
同
原
」

の
理
論
は
段
玉
裁
の
主
張
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
抽
（̂<

）・
紬
は
同
じV


聲

符
を
持
ち
、
同
じ
「
三
部
」
に
属
す
。
紬
は
仮
借
し
て
抽
と
な
る
こ
と
も
指
摘

し
た
。
経
典
に
お
け
る
用
例
も
音
が
近
い
両
者
は
意
味
上
同
じ
く
「
讀
」
と
な

る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
抽
（̂<

）
と
紬
は
い
ず
れ
も
「
籒
」
の
仮

借
字
で
あ
る
た
め
、
籒
は
讀
と
訓
ず
る
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
紬
・
抽

は
讀
の
意
味
を
持
つ
出
典
は
い
く
つ
か
あ
る
た
め
、
籒
も
讀
と
解
釈
す
る
の
も

納
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
次
は
「
讀
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

3
│
⑦『

説
文
』
言
部
・
讀

籒
2

書
也
。
从
言
賣
聲
。

段
注

籒
書
也
。
籒
各
本
作
誦
。
此
淺
人
改
也
。
今
正
。
竹
部
曰
、
籒
、
讀
書

也
。�G
�›
LÀ

�

�Õ
�“
��

。
庸
風
傳
曰
、
讀
、
抽
也
。
方
言
曰
、
抽
、

讀
也
。�

LÀ
�¨
�y
�è
�;

。
史
記
、
紬
史
記
石
室
金
匱
之
書
。
字
亦
作

紬
。
抽
繹
其
義
薀
至
於
無
窮
。
是
之
謂
讀
。
故
卜
筮
之
辭
曰
籒
。
謂
抽

繹
易
義
而
爲
之
也
。
尉
律
、
學
僮
十
七
巳
上
始
試
。
諷
籒
書
九
千
字
、

乃
得
爲
吏
。�(
�¦

�
��
��
�Ï
LÀ
�¦
�ó
�÷
��
�[
�Ð

大
史
公
作
史
記
。
曰
余

讀
高
祖
侯
功
臣
、
曰
大
史
公
讀
列
封
至
便
侯
、
曰
大
史
公
讀
秦
楚
之
際
、

曰
余
讀
諜
記
、
曰
大
史
公
讀
春
秋
暦J²

諜
、
曰
大
史
公
讀
秦
記
、
皆
謂

紬
繹
其
事
以
作
表
也
。
漢
儒
注
經
、
斷
其
章
句
爲
讀
。
如
周
禮
注
鄭
司

農
讀
火
絶
之
、
儀
禮
注
舊
讀
昆
弟
在
下
、
舊
讀
合
大
夫
之
妾
爲
君
之
庶

子
女
子
子
嫁
者
未
嫁
者
是
也
。
擬
其
音
曰
讀
。
凡
言
讀
如
、
讀
若
皆
是

也
。
易
其
字
以
釋
其
義
曰
讀
。
凡
言
讀
爲
、
讀
曰
、
當
爲
皆
是
也
。
人

所
誦
習
曰
讀
。
如
禮
記
注
云
周
田
觀
文
王
之
德
博
士
讀
爲
厥
亂
勸
寧
王

之
德
是
也
。
諷
誦
亦
爲
讀
。
如
禮
言
讀
賵
、
讀
書
、
左
傳
公
讀
其
書
皆

是
也
。
諷
誦
亦
可
云
讀
。
而
讀
之
義
不
止
於
諷
誦
。
諷
誦
止
得
其
文

辭
。
讀
乃
得
其
義
薀
。
自
以
誦
書
改
籒
書
而
讀
書
者
尟
矣
。
孟
子
云
、

誦
其
詩
、讀
其
書
。
則
互
文
見
義
也
。
从
言
。
𧶠
聲
。�F
�i

~
�Ð
�~

æ
�Ð

（
讀
は
）
書
を
籒
す
る
な
り
。
籒
は
、
各
本
誦
に
作
る
。
此
れ
淺
人
改
む

る
な
り
。
今
正
す
。
竹
部
に
、
籒
は
、「
書
を
讀
む
な
り
」
と
曰
ふ
。
讀

と
籒
と5,

韵
に
し
て
互
訓
な
り
。
…
…
葢
し
籒
と
抽
と
は
古
通
用
す
。

…
…
諷
は
其
の
文
を
背
す
る
を
謂
ひ
、
籒
は
能
く
其
の
義
を
繹
す
る
を

謂
ふ
。
…
…
諷
・
誦
は
止
だ
其
の
文
辭
を
得
る
の
み
、
讀
は
乃
ち
其
の

義
薀
を
得
。
…
…
『
孟
子
』
に
云
ふ
、「
其
の
詩
を
誦
し
、
其
の
書
を
讀

む
。」則
ち
互
文
に
し
て
義
を
見
す
な
り
。
…
…�F
�i
�w

~
�Ï�~

æ
�s
�“

。

段
注
は
籒
・
讀
は5,

韵
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、「
互
訓
」
で
あ
る
と
結
論
付
け

た
。
ま
た
こ
れ
に
基
づ
い
て
讀
の
意
味
を
「
籒
書
也
」
に
改
め
た
。
段
玉
裁
は

「
六
書
音
均
表
」
の
「
古
転
注
同
部
説
」
に
於
い
て
「
訓
詁
の
學
、
古
多
取
諸
同

部
」
と
主
張
し
た
。「
籒
」
も
「
讀
」
も
段
玉
裁
の
分
類
に
よ
り
同
じ
く
三
部
と
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な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
者
は
同
部
と
な
る
事
実
も
「
互
訓
」
の
裏
付
け
と

な
る
。
近
藤
光
男
氏（「
段
玉
裁
の
学
問
│
説
文
解
字
注
の
言
部
を
読
ん
で
」『
お

茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』第
一
巻
、一
九
八
二
年
）も「
竹
部
に『
籒
、

讀
書
也
』
と
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
讀
（
徒
谷
の
切
、
三
部
）
と
籒
（
直
又
の
切
、

三
部
）
と
は
畳
韻
で
あ
り
、
互
訓
で
あ
る
は
ず
と
の
動
か
ぬ
証
拠
を
つ
か
ん
で

の
こ
と
で
あ
る
…
…
こ
の
一
例
を
以
て
し
て
も
、
説
解
す
な
わ
ち
説
文
の
本
文

に
つ
い
て
の
改
変
に
は
、
段
氏
が
い
か
に
慎
重
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。」と
述
べ
て
い
る
。
次
に
先
程
の
3
│
③
の「
連
文
」に
触
れ
た
い
。「
連

文
」
に
関
し
て
、
湯
淺
廉
孫
氏
は
左
記
の
よ
う
に
述
べ
る
。

3
│
⑧則

チ
連
文
ノ
義
タ
ル
、
約
シ
テ
之
ヲ
曰
ヘ
バ
、
熟
語
ノ
一
種
デ
ア
ッ
テ
、

一
義
ヲ
通
有
セ
ル
二
箇
、
又
タ
稀
レ
ニ
二
箇
以
上
ノ
文
字
ガ
、
其
ノ
一

義
ヲ
紐
帯
ト
シ
テ
結
合
ス
ル
ト
キ
、
其
ノ
結
合
語
ガ
乃
チ
デ
ア
ル
ト
曰

フ
ベ
キ
デ
ハ
ア
ル
マ
イ
カ
。
…
…
次
ノ
四
條
件
ヲ
自
己
ノ
成
立
並
ニ
保

全
ニ
必
要
ナ
ル
案
件
ト
セ
ル
點
ニ
於
テ
、
截
然
ト
シ
テ
、
區
別
セ
ラ
レ

ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
信
ズ
ル
。
四
條
件
ト
ハ
、曰
ク
、（
一
）紐
結
の
文
字
ガ
、

語
助
ニ
在
リ
テ
ハ
二
字
以
上
ノ
モ
ノ
之
レ
無
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
、
本
辭

ニ
在
リ
テ
ハ
槪
ネ
毎
ニ
二
字
ニ
限
ラ
レ
、
時
ニ
二
字
以
上
ノ
モ
ノ
有
ル

モ
、
極
メ
テ
稀
レ
ナ
ル
コ
ト
、
曰
ク
、（
二
）
其
ノ
二
字
（
稀
レ
ニ
二
字

以
上
）
ガ
、
全
然
同
義
ナ
ル
カ
又
タ
同
一
義
ヲ
共
有
セ
ル
コ
ト
、
曰
ク
、

（
三
）
件
ノ
二
字
ガ
、
全
然
同
義
ナ
ル
場
合
ニ
ハ
、
結
合
ガ
其
盡
ニ
行
ハ

レ
、
同
一
義
ヲ
共
有
セ
ル
場
合
ニ
ハ
、
其
ノ
同
一
義
ヲ
紐
帯
ト
シ
テ
、

結
合
ガ
行
ハ
ル
コ
ト
、
曰
ク
、（
四
）
構
素
ノ
二
字
ハ
、
渾
然
一
義
ト
シ

テ
讀
マ
ル
可
ク
、
決
シ
テ
其
ノ
地
位
ノ
一
上
一
下
ニ
拘
泥
シ
テ
、
之
ヲ

分
訓
シ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
、此
ノ
ウ
チ
最
後
ノ
二
件
即
チ
ソ
レ
デ
ア
ル
。

此
ノ
ウ
チ
最
後
ノ
二
件
即
チ
（
三
）
と
（
四
）
ト
ハ
、
連
文
ガ
成
語
ト

シ
テ
、
他
ノ
成
語
ヨ
リ
截
然
區
別
セ
ラ
ル
、
所
以
ノ
特
殊
點
デ
ア
ル
カ

ラ
、
必
ズ
之
ヲ
忽
視
シ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
…
…
蓋
連
文
ハ
前
ニ
モ
陳
ベ
タ

ル
ガ
如
ク
、
二
點
ヲ
貫
ケ
ル
直
線
デ
ア
ッ
テ
、
之
ガ
使
用
ハ
、
多
義
ナ

ル
漢
字
の
意
義
ヲ
、
幾
分
ナ
リ
ト
モ
限
定
ス
ル
ニ
足
ル
者
ガ
ア
ル
カ
ラ

デ
ア
ル
3
。

従
っ
て
、
そ
の
二
字
あ
る
い
は
二
字
以
上
の
字
の
間
で
は
必
ず
同
義
か
同
一

義
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
そ
の
「
諷
」
を
見
て
み
る
。

3
│
⑨『

説
文
』
言
部
・
諷

誦
也
。
从
言
風
聲
。

段
注

誦
也
。
大
司
樂
。
以
樂
語
敎
國
子
。
興
道
諷
誦
言
語
。
注
、倍
文
曰
諷
、

以
聲
節
之
曰
誦
。
倍
同
背
。
謂
不
開
讀
也
。
誦
則
非
直
背
文
。
又
爲
吟

詠
以
聲
節
之
。
周
禮
經
注
析
言
之
、
諷
誦
是
二
。
許
統
言
之
、
諷
誦
是

一
也
。
从
言
、
風
聲
。
芳
奉
切
。
古
音
在
七
部
。

誦
な
り
。
言
に
从
ひ
、
風
の
聲
。
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段
注

…
…
倍
文
す
る
を
「
諷
」
と
曰
ひ
、
聲
を
以
て
之
を
節
す
る
を
「
誦
」

と
曰
ふ
。
倍
は
背
と
同
じ
。
開
か
ず
し
て
讀
む
を
謂
ふ
な
り
。
誦
は
則

ち
直
だ
背
文
す
る
に
非
ず
、
又
た
吟
詠
の
爲
に
聲
を
以
て
之
を
節
す
。

こ
の
通
り
、「
諷
」
の
意
味
合
い
の
中
に
、
固
有
名
詞
の
「
史
籒
篇
」
の
よ
う

な
要
素
は
一
切
な
い
。
つ
ま
り
、
一
緒
に
連
文
と
な
る
「
籒
」
に
も
そ
の
よ
う

な
意
味
が
含
ま
れ
る
は
ず
が
な
い
。
そ
れ
に
、
諷
は
動
詞
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
た
め
、
籒
も
動
詞
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
3
│
⑧
の
条
件
（
四
）

に
よ
れ
ば
、
連
文
で
あ
る
「
諷
籒
」
は
分
訓
（
分
け
て
訓
読
）
し
て
は
な
ら
ず
、

一
つ
の
熟
語
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
籒
」
の
意
味
を
確
定
す
る
た
め
、
そ
の
3
│

⑧
の
条
件
（
三
）
に
基
づ
い
て
「
諷
」
の
訓
を
手
が
か
り
に
し
た
の
で
あ
り
、

段
玉
裁
自
身
は
、
両
者
の
區
別
を
提
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

以
上
に
よ
り
、「
諷
籒
」
の
意
味
は
確
定
で
き
る
。
そ
し
て
「
諳
ん
じ
て
読
み

書
き
が
で
き
、
九
千
字
の
文
書
が
作
成
で
き
る
」
と
い
う
文
の
本
当
の
意
味
が

わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
た
だ
周
宣
王
の
時
の
大
史
籒
の
名
前
に
基
づ
い
て
、
籒
を

「
史
籒
篇
」
と
解
釈
す
る
學
者
達
を
、
段
玉
裁
は
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

許
慎
自
身
も
「
籒
は
書
を
讀
む
な
り
」
に
し
て
い
る
上
に
、
段
注
は
籒
・
讀

は5,

韵
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、「
互
訓
」
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
ま
た
こ
れ
に

基
づ
い
て
讀
の
意
味
を「
籒
書
也
」に
改
め
た
。
さ
ら
に「
誦
」・「
諷
」と「
籒
」・

「
讀
」
と
の
相
違
点
と
し
て
「
諷
謂
背
其
文
、
籒
謂
能
繹
其
義
」、「
諷
誦
止
得
其

文
辭
。
讀
乃
得
其
義
薀
」、「
以
聲
節
之
曰
誦
。
倍
同
背
。
謂
不
開
讀
也
。
誦
則

非
直
背
文
。
又
爲
吟
詠
以
聲
節
之
。」
な
ど
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、『
孟
子
』

萬
章
下
に
見
え
る
「
誦
」
と
「
讀
」
と
の
互
文
関
係
を
も
指
摘
し
た
。
そ
れ
ら

よ
っ
て
、「
籒
」
の
注
で
「
諷
籒
は
連
文
な
り
」
と
い
う
こ
と
も
十
分
に
妥
当
で

あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

以
上
段
玉
裁
は
『
説
文
』
の
解
釈
に
基
づ
き
、
音
韻
學
の
立
場
か
ら
「
因
声

求
義
」
を
利
用
し
、
六
書
の
叚
借
・
転
注
を
手
が
か
り
に
し
て
、「
籒
」
は
「
讀
」

と
解
釈
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
ま
た
「
諷
籒
」
が
連
文
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
、
初
歩
的
な
暗
記
か
ら
、
よ
り
高
度
な
理
解
し
解
釈
す
る
能
力
ま
で
、
二

つ
の
段
階
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
こ
れ
ら
は
次
の
「
尉
律
の
文
」
を
九
千

字
ま
で
「
推
演
發
揮
」
す
る
こ
と
と
繋
が
っ
て
い
る
。

三
│
二
「
九
千
字
」
に
つ
い
て

三
│
二
│
一
「
史
籒
篇
」
の
可
能
性
を
否
定

本
節
で
は
「
九
千
字
」
関
連
の
内
容
を
論
じ
る
。
段
玉
裁
は
、「
籒
」
が
動
詞

で
な
け
れ
ば
、
名
詞
と
し
て
九
千
字
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
か
ら
論

じ
て
い
る
。
注
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
に
は
、
名
詞
「
籒
書
」
が
目
的
語
に
な

る
場
合
に
は
、
二
通
り
の
解
釈
の
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
史
籒
篇
」
に
現

れ
る
文
字
を
指
す
か
、「
史
籒
篇
」
を
含
め
す
べ
て
の
「
籒
書
（
大
篆
）」
と
い

う
書
体
を
指
す
か
で
あ
る
。
後
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
段
玉
裁
は
「
史
籒
篇
」
を

中
心
に
論
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
本
節
で
は
段
玉
裁
の
見
解
を
示
す
に
と

ど
め
る
た
め
、
特
に
こ
れ
に
つ
い
て
は
問
題
に
し
な
い
。
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4
│
①許

叙
及
宣
王
大
史
籒
著
大
篆
十
五
篇
。
與
古
文
或
異
。

段
注

大
史
、
官
名
。
籒
、
人
名
也
。
省
言
之
曰
史
籒
。
漢
藝
文
志
云
、
史
籒

十
五
篇
。
自
注
、
周
宣
王
大
史
作
大
篆
十
五
篇
。
又
云
、
史
籒
篇
者
、

周
時
史
官
敎
學
童
書
也
。
然
則
其
姓
不
詳
記
傳
中
。
凡
史
官
多
言
史

某
。
而
應
劭
、
張
懷
瓘
、
顏
師
古
及
封
演
聞
見
記
、
郭
忠
恕
汗
簡
引
説

文
皆
作
大
史
史
籒
。
或
疑
大
史
而
史
姓
。
恐
未
足
據
。
大
篆
十
五
篇
、

亦
曰
史
籒
篇
、
亦
曰
史
篇
。
王
莽
傳
、
徵
天
下
史
篇
文
字
。
孟
康
云
、

史
籒
所
作
十
五
篇
古
文
書
也
。
此
古
文
二
字
當
易
爲
大
篆
。
大
篆
與
倉

頡
古
文
或
異
。
見
於
許
書
十
四
篇
中
者
備
矣
。
凡
云
籒
文
作
某
者
是

也
。
或
之
云
者
、
不
必
盡
異
也
。
葢
多
不
改
古
文
者
矣
。
籒
文
字
數
不

可
知
。
尉
律
諷
籒
書
九
千
字
、
乃
得
爲
史
。
此
籒
字
訓
讀
書
。
與
宣
王

大
史
籒
非
可
牽
合
。
或
因
之
謂
籒
文
有
九
千
字
、
誤
矣
。
大
篆
之
名
上

別
乎
古
文
。
下
別
乎
小
篆
而
爲
言
。
曰
史
篇
者
、
以
官
名
之
。
曰
籒
篇

籒
文
者
、
以
人
名
之
。
而
張
懷
瓘
書
斷
乃
分
大
篆
及
籒
文
爲
二
體
。
尤

爲
非
是
。
又
謂
籒
文
亦
名
史
書
。
尤
非
。
凡
漢
書
元
帝
紀
、
王
尊
傳
、

嚴
延
年
傳
、
西
域
傳
之
馮
嫽
、
後
漢
書
皇
后
紀
之
和
熹
鄧
皇
后
順
烈
梁

皇
后
、
或
云
善
史
書
。
或
云
能
史
書
。
皆
謂
便
習
隷
書
。
適
於
時
用
。

猶
今
人
之
工
楷
書
耳
。
而
自
應
仲
遠
注
漢
巳
云
史
書
周
宣
王
大
史
籒
所

作
大
篆
十
五
篇
也
。
殊
爲
繆
解
。
許
偁
史
篇
者
三
。
奭
下
云
。
此
燕
召

公
名
。
史
篇
名
醜
。
匋
下
云
。
史
篇
讀
與
缶
同
。
姚
下
云
。
史
篇
以
爲

姚
易
。
知
史
篇
不
徒
載
篆
形
。
亦
有
説
解
。
班
志
云
。
建
武
時
亡
六

篇
。
唐
玄
度
云
。
建
武
中
獲
九
篇
。
章
帝
時
王
育
爲
作
解
說
。
所
不
通

者
十
有
二
三
。
許
葢
取
王
育
說
與
。

「
史
籒
篇
」
は
、
周
の
時
に
史
官
學
童
を
敎
ふ
る
書
な
り
。
…
…
大
篆
十

五
篇
は
、
亦
た
「
史
籒
篇
」
と
曰
ひ
、
亦
た
「
史
篇
」
と
曰
ふ
。
…
籒

文
の
字
數
は
知
る
べ
か
ら
ず
。「
尉
律
」
に
「
九
千
字�›
�(
LÀ
	{
�`
�o
�Ï

�ë
�j
�™
�q
�ã
�b
�›
�˜

。」
此
の
「
籒
」
の
字
は
書
を
讀
む
と
訓
ず
。
宣
王

大
史
籒
と
牽
合
す
べ
か
ら
ず
。
或
い
は
之
に
因
り
て
籒
文
に
九
千
字
有

る
と
謂
ふ
は
、
誤
り
な
り
。
…
…
史
篇
と
曰
ふ
は
、
官
を
以
て
之
に
名

づ
く
。
籒
篇
・
籒
文
と
曰
ふ
は
、
人
を
以
て
之
に
名
づ
く
。
…
…
史
篇

は
徒
だ
篆
形
載
せ
ず
、
亦
た
説
解
有
る
を
知
る
。
班
志
に
曰
ふ
、「
建
武

の
時
に
六
篇
を
亡
ふ
。」

段
注
に
基
づ
け
ば
、「
史
籒
篇
」
に
関
し
て
は
以
下
の
情
報
が
確
認
で
き
る
。

ア
、
周
の
時
代
に
史
官
が
學
童
を
教
え
る
た
め
の
書
で
あ
る
。
イ
、
文
字
数
知

ら
れ
て
い
な
い
。
ウ
、
史
篇
・
籒
篇
・
籒
文
と
も
呼
ば
れ
る
。
エ
、
文
字
の
み

な
ら
ず
、
解
説
も
付
い
て
い
る
。
オ
、
班
固
の
『
漢
書
』
藝
文
志
の
記
載
に
よ

れ
ば
、
後
漢
光
武
帝
建
武
（
二
五
〜
五
六
）
の
と
き
に
十
五
篇
の
う
ち
に
六
篇

が
散
佚
し
た
。（
許
慎
の
生
没
年
は
約
三
〇
〜
約
一
二
四
年
で
あ
る
。）

さ
ら
に
、
段
玉
裁
は
、「
籒
文
」
の
字
数
は
知
ら
な
い
が
、
許
叙
に
あ
る
「
尉

律
諷
籒
書
九
千
字
」
の
文
に
よ
り
後
人
が
「
籒
書
」
は
九
千
字
で
あ
る
と
決
め

つ
け
た
と
推
測
し
た
。
こ
の「
籒
書
」の
文
字
数
を
考
察
す
る
た
め
、「
史
籒
篇
」

― 10 ―

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
院

研
究
論
集

第
二
十
二
号

― 11 ―



を
手
が
か
り
に
し
て
、
後
に
出
現
し
た
識
字
書
の
文
字
数
に
基
づ
い
て
論
じ
て

い
る
。

4
│
②許

叙
「
秦
始
皇
帝
初
兼
天
下
。
丞
相
李
斯
乃
奏
同
之
。
罷
其
不
與
秦
文
合
者
。

斯
作
倉
頡
篇
。
中
車
府
令
趙
高
作
爰
歷
篇
。
大
史
令
胡
母
敬
作
博
學

篇
。
皆
取
史
籒
大
篆
。
或
頗
省
改
。
所
謂
小
篆
也
。

段
注

篆
者
、
引
書
之
謂
。
大
史
籒
作
者
大
篆
。
則
謂
李
斯
等
作
者
小
篆
以
別

之
。
小
篆
、
藝
文
志
作
秦
篆
。
凡
許
書
中
云
篆
書
者
小
篆
也
。
云
籒
文

者
大
篆
也
。

許
叙

…
…
皆
史
籒
大
篆
よ
り
取
る
。
或
ひ
は
頗
る
省
改
す
。
所
謂
小
篆
な

り
。

段
注

大
史
籒
作
る
者
は
大
篆
な
り
。
則
ち
李
斯
等
作
る
者
を
小
篆
と
謂
ひ
て

以
て
之
を
分
か
つ
。
…
…
凡
そ
許
書
の
中
に
篆
書
と
云
ふ
者
は
小
篆
な

り
。
籒
文
と
云
ふ
者
は
大
篆
な
り
。

段
注
に
よ
れ
ば
、
太
史
籒
が
完
成
し
た
「
史
籒
篇
」
は
大
篆
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
李
斯
・
趙
高
・
胡
母
敬
が
完
成
し
た
「
倉
頡
篇
」、「
爰
歷
篇
」、「
博
學

篇
」
の
三
篇
は
小
篆
で
あ
る
。『
説
文
』
で
「
篆
書
」
と
言
及
す
る
場
合
は
小
篆

を
指
し
て
い
て
、
籒
文
を
言
及
す
る
場
合
は
大
篆
を
指
し
て
い
る
。
許
叙
で
は

三
篇
の
小
篆
が
「�…
	�
�™
LÀ
�G
�p

」
と
明
言
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
三
篇
の
文

字
は
「
史
籒
篇
」
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。

4
│
③許

叙
大
史
令
胡
毋
敬
作
博
學
篇
。

段
注

志
曰
、
博
學
七
章
、
大
史
令
胡
母
敬
作
。
司
馬
彪
曰
、
大
史
令
掌
天
時

星
厤
。
胡
母
、
姓
也
。
公
羊
音
義
、
史
記
索
隱
母
皆
音
無
。
或
作
父
母

字
。
非
也
。
李
之
七
章
、
趙
之
六
章
、
胡
母
之
七
章
各
爲
一
篇
。
漢
志

合
爲
倉
頡
一
篇
者
、
因
漢
時
閭
里
書
師
合
爲
三
篇
、
斷
六
十
字
以
爲
一

章
。
凡
五
十
五
章
、
並
爲
倉
頡
篇
故
也
。
六
十
字
爲
一
章
者
。
凡
五
十

五
。
然
則
自
秦
至
司
馬
相
如
以
前
、
小
篆
衹
有
三
千
三
百
字
耳
。
淺
人

云
、
倉
頡
大
篆
有
九
千
字
。
大
篆
之
多
、
三
倍
於
小
篆
。
其
說
之
妄
、

不
辨
而
可
知
矣
。

李
の
七
章
、
趙
の
六
章
、
胡
母
の
七
章
各
々
一
篇
と
爲
す
。
漢
志
に
、

合
し
て
倉
頡
一
篇
と
爲
す
は
、
漢
の
時
の
閭
里
の
書
師
は
合
し
て
三
篇

を
爲
す
に
、
六
十
字
を
斷
じ
て
以
て
一
章
と
爲
す
。
凡
そ
五
十
五
章
、

並
せ
て
倉
頡
篇
と
爲
す
が
故
に
因
る
な
り
。
六
十
字
も
て
一
章
と
爲
す

は
、凡
五
十
五
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
秦
よ
り
司
馬
相
如
に
至
る
以
前
は
、
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小
篆
衹
だ
三
千
三
百
字
有
る
の
み
。
淺
人
云
ふ
、
倉
頡
大
篆
は
九
千
字

有
り
と
。
大
篆
の
多
き
は
小
篆
に
三
倍
す
。
其
の
説
の
妄
た
る
は
、
辨

ぜ
ず
し
て
知
る
べ
し
。

段
玉
裁
は
『
漢
書
』
藝
文
志
に
基
づ
き
、
李
斯
の
「
倉
頡
篇
」
の
七
章
、
趙

高
の
「
爰
歷
篇
」
六
章
、
胡
母
敬
の
「
博
學
篇
」
七
章
を
併
せ
て
、
六
十
字
を

一
章
と
な
し
、
全
部
で
五
十
五
章
で
あ
る
と
述
べ
た
。
六
十
か
け
る
五
十
五
は

三
千
三
百
に
な
る
と
計
算
し
た
。
こ
の
三
篇
は
「
史
籒
篇
」
よ
り
出
る
こ
と
は

前
文
で
す
で
に
論
じ
て
い
た
。
小
篆
は
た
っ
た
の
三
千
字
あ
ま
り
し
か
な
い
の

に
、
そ
れ
よ
り
古
い
時
代
の
大
篆
が
三
倍
多
い
の
は
あ
り
得
な
い
と
段
玉
裁
は

批
判
し
た
。
ま
し
て
や
、
史
籀
篇
に
限
っ
て
小
篆
の
三
倍
は
（
さ
ら
に
）
あ
り

得
な
い
。
但
し
、
か
の
三
篇
に
重
複
す
る
文
字
が
あ
る
か
ど
う
か
も
ま
た
問
題

で
あ
る
。
も
し
重
複
が
あ
れ
ば
、小
篆
の
文
字
数
は
さ
ら
に
減
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
左
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。

4
│
④許

叙
「
凡
倉
頡
已
下
十
四
篇
。
凡
五
千
三
百
四
十
字
。
羣
書
所
載
、
略
存
之

矣
。」

段
注

凡
者
、
冣
+š
也
。
冣
+š
者
、
都
數
也
。
倉
頡
已
下
十
四
篇
、
謂
自
倉
頡

至
於
訓
纂
共
十
有
四
篇
、
篇
之
都
數
也
。
五
千
三
百
四
十
字
、
字
之
都

數
也
。
藝
文
志
曰
、
漢
時
閭
里
書
師
合
倉
頡
、
爰
歷
、
博
學
三
篇
。
斷

六
十
字
以
爲
一
章
。
凡
五
十
五
章
、
幷
爲
倉
頡
篇
。
此
謂
漢
初
倉
頡
篇

衹
有
三
千
三
百
字
也
。
志
又
曰
、
武
帝
時
司
馬
相
如
作
凡
將
篇
。
無
復

字
。
元
帝
時
黃
門
令
史
游
作
急
就
篇
。
成
帝
時
將
作
大
匠
李
長
作
元
尙

篇
。
皆
倉
頡
中
正
字
也
。
凡
將
則
頗
有
出
矣
。
此
謂
三
家
所
作
。
惟
凡

將
之
字
有
出
倉
頡
篇
外
者
也
。
志
又
曰
、
至
元
始
中
、
徵
天
下
通
小
學

者
以
百
數
。
各
令
記
字
於
庭
中
。
楊
雄
取
其
有
用
者
以
作
訓
纂
篇
、
順

續
倉
頡
。
又
易
倉
頡
中
重
復
之
字
。
凡
八
十
九
章
。
此
謂
雄
所
作
訓

纂
、
凡
三
十
四
章
、
二
千
四
十
字
。
合
五
十
五
章
、
三
千
三
百
字
、
凡

八
十
九
章
、
五
千
三
百
四
十
字
也
。
班
但
言
章
數
。
許
但
言
字
數
。
而

數
適
相
合
。
不
數
急
就
、
元
尙
者
、
皆
倉
頡
中
字
。
旣
取
倉
頡
可
不
之

數
也
。
不
數
凡
將
者
、
凡
將
字
雖
或
出
倉
頡
外
。
而
必4Ì

於
訓
纂
中
。

故
亦
不
之
數
也
。
訓
纂
續
倉
頡
、
而
無
複
倉
頡
之
字
。
且
易
倉
頡
中
自

複
者
。
故
五
千
三
百
四
十
字
一
無
重
複
也
。
然
則
何
以
云
十
四
篇
也
。

合
李
斯
、
趙
高
、
胡
毋
敬
、
司
馬
相
如
、
史
游
、
李
長
、
楊
雄
所
作
而

言
之
。
計
字
則
無
複
。
計
篇
則
必
備
也
。
本
衹
有
倉
頡
、
爰
歷
、
博
學
、

凡
將
、
急
就
、
元
尙
、
訓
纂
七
目
。
又
析
之
爲
十
四
。
其
詳
不
可
聞
矣
。

漢
初
葢
倉
頡
、
爰
歷
、
博
學
爲
三
倉
。
班
於
倉
頡
一
篇
自
注
云
。
上
七

章
。
則
爰
歷
爲
中
、
博
學
爲
下
、
可
知
也
。
自
楊
雄
作
訓
纂
以
後
。
班

固
作
十
三
章
。
和
帝
永
元
中
、郞
中
賈
魴
又
作
滂
喜
篇
。
梁
庾
元
威
云
。

倉
頡
五
十
五
章
爲
上
卷
。
楊
雄
作
訓
纂
記
滂
喜
爲
中
卷
。
賈
升
郞
更
續

記
彥
音
盤
均
爲
下
卷
。
人
偁
爲
三
倉
。
元
魏
江
式
亦
云
。
是
爲
三
倉
。

葢
自
張
揖
作
三
倉
訓
詁
。
陸
璣
詩
疏
引
三
倉
說
。
郭
樸
作
三
倉
解
詁
。

魏
晉
時
早
有
三
倉
之
偁
。
韋
昭
注
漢
云
。
班
固
十
三
章
、
疑
在
倉
頡
下
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篇
三
十
四
章
之
內
。
然
則
賈
魴
所
作
有
三
十
四
章
。
而
班
之
十
三
章
在

其
中
。
許
所
云
五
千
三
百
四
十
字
不
數
班
、
賈
所
作
也
。
楊
雄
訓
纂
終

於
滂
熹
二
字
。
滂
熹
者
、
言
滂
沱
大
盛
。
賈
魴
用
此
二
字
爲
篇
目
。
而

終
於
彥
均
二
字
。
故
庾
氏
云
楊
記
滂
喜
。
賈
記
彥
均
。
隨
志
則
云
楊
作

訓
纂
。
賈
作
滂
喜
。
其
實
一
也
。
喜
與
熹
古
通
用
。
熹
者
、大
盛
之
意
。

彥
音
盤
、大
也
。
大
學
。
人
之
彥
聖
。
彥
一
作
盤
是
也
。
懷
瓘
書
16
云
、

倉
頡
訓
纂
八
十
九
章
。
合
賈
廣
班
三
十
四
章
。
凡
百
二
十
三
章
。
文
字

備
矣
。
按
八
十
九
章
、
五
千
三
百
四
十
字
、
又
增
三
十
四
章
、
二
千
四

十
字
、
凡
七
千
三
百
八
十
字
。
許
全
書
凡
九
千
三
百
五
十
三
文
。
葢
五

千
三
百
四
十
字
之
外
。
他
釆
者
三
千
十
三
字
。
班
、
賈
之
篇
未
嘗
不
在

网
羅
之
內
。
且
班
、
賈
而
外
亦
且
偕
歸
漁
獵
之
中
。
班
前
於
許
。
賈
則

同
時
。
許
卽
不
見
班
、
賈
之
書
。
而
未
央
廷
中
百
餘
人
所
說
。
楊
雄
所

未
釆
。
凡
將
所
出
倉
頡
外
。
藝
文
志
所
云
別
字
十
三
篇
者
具
焉
。
是
皆

許
之
所
本
也
。
自
倉
頡
至
彥
均
、
章
皆
六
十
字
。
凡
十
五
句
。
句
皆
四

言
。
許
引
幼
子
承
詔
、
郭
注
爾
雅
引
考
妣
延
年
是
也
。
凡
將
七
言
。
如

蜀
都
賦
注
引
黃
潤
纖
美
宜
製
襌
、藝
文
類
聚
引
鐘
磬
竽
笙
筑
坎
侯
是
也
。

急
就
今
尙
存
。
前
多
三
言
。
後
多
七
言
。
元
尙
今
無
考
。
若
隨
志
所
載

班
固
大
甲
篇
、
在
昔
篇
。
葢
卽
在
十
三
章
內
。
崔
瑗
飛
龍
篇
、
蔡
邕
聖

皇
篇
、
黃
初
篇
、
吳
章
篇
、
蔡
邕
女
史
篇
皆
由
其
字
已
具
三
倉
中
。
故

不
得
列
於
三
倉
也
。
若
藝
文
志
又
偁
倉
頡
傳
一
篇
、
楊
雄
倉
頡
訓
纂
一

篇
、
杜
林
倉
頡
訓
纂
一
篇
、
杜
林
倉
頡
故
一
篇
。
此
四
篇
者
、
又
皆
漢

人
釋
倉
頡
五
十
五
章
之
作
。
五
十
五
章
四
言
爲
句
。
如
今
童
子
所
讀
千

字
文
。
此
四
篇
者
、
如
顏
師
古
、
王
伯
厚
之
釋
急
就
篇
也
。
自
倉
頡
至

彥
均
、
漢
魏
時
葢
皆
以
隷
書
書
之
。
或
以
小
篆
書
之
。
皆
閭
里
書
師
所

敎
習
。
謂
之
史
書
。

…
…
楊
雄
其
の
用
有
る
者
を
取
り
て
、
以
て
訓
纂
篇
を
作
り
、
倉
頡
を

順
續
す
。
又
倉
頡
の
中
の
重
複
の
字
を
易
ふ
。
凡
八
十
九
章
。
此
れ
謂

ふ
こ
こ
ろ
は
、
雄
作
る
所
の
訓
纂
は
、
凡
三
十
四
章
、
二
千
四
十
字
な

り
。
五
十
五
章
、
三
千
三
百
字
を
合
せ
ば
、
凡
八
十
九
章
、
五
千
三
百

四
十
字
な
り
。
…
…
訓
纂
は
倉
頡
を
続
ぎ
、
而
れ
ど
も
倉
頡
の
字
と
複

す
る
も
の
無
し
。
且
つ
倉
頡
の
中
の
自
ら
複
す
る
者
を
易
ふ
。
故
に
五

千
三
百
四
十
字
は
一
も
重
複
無
き
な
り
。
…
…
懷
瓘
『
書
16
』
に
云
ふ
、

「
倉
頡
、
訓
纂
の
八
十
九
章
は
賈
・
廣
・
班
の
三
十
四
章
と
合
せ
ば
、
凡

百
二
十
三
章
、
文
字
備
は
る
。」
按
ず
る
に
八
十
九
章
、
五
千
三
百
四
十

字
に
又
三
十
四
章
、
二
千
四
十
字
を
増
し
、
凡
七
千
三
百
八
十
字
な
り
。

許
の
全
書
凡
九
千
三
百
五
十
三
文
な
り
。

ま
た
『
漢
書
』
藝
文
志
に
よ
り
、
楊
雄
は
「
倉
頡
篇
（
倉
頡
、
爰
歷
、
博
學

三
篇
）」
に
続
く
「
訓
纂
篇
」
を
作
成
し
、「
倉
頡
篇
」
に
重
複
す
る
文
字
を
変

え
た
。
三
十
四
章
の
二
千
四
十
字
に
五
十
五
章
の
三
千
三
百
字
を
合
わ
せ
て
八

十
九
章
、
五
千
三
百
四
十
字
と
な
る
。
こ
の
五
千
三
百
四
十
字
は
重
複
し
て
い

な
い
。
段
注
は
さ
ら
に
懷
瓘
の
『
書
16
』
を
引
用
し
た
。
賈
魴
と
班
固
の
三
十

四
章
、
二
千
四
十
字
と
合
わ
せ
れ
ば
、
百
二
十
三
章
、
七
千
三
百
八
十
で
あ
る
。

そ
し
て
、
許
慎
の
『
説
文
解
字
』
は
九
千
三
百
五
十
三
字
あ
る
。
以
上
を
踏
ま

え
て
、
許
慎
以
前
の
識
字
書
を
併
せ
た
文
字
数
は
た
っ
た
の
七
千
あ
ま
り
で
、
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許
慎
の
時
に
な
っ
て
よ
う
や
く
九
千
字
に
達
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
り
古

い
時
代
の
「
史
籀
篇
」
が
九
千
字
あ
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
て

い
る
。
さ
ら
に
、
文
字
数
の
変
遷
に
関
し
て
潘
玉
坤
（
二
〇
〇
二
）
は
以
下
の

見
解
を
示
し
た
。

4
│
⑤随

着
生�Á

的�?

展
，
社
会
的�É

步
，
人
Ì
��

外
界
和
自
身
的�ª

M

的
不

断
提
高
和
深
入
，�q

字
的
数
量�9

的
来
ª

是
不
断
增
加
的
。
…
…
从�Ê

取
L

用
字�ƒ

一
点
来
看
，
也
会�?
�C

九
千
字
之
ª

不
可
信
。
据�d
�9

，

甲
骨
文
有
四
千
多
个
不
同
形
体
符
号
的
文
字
；
从
商
代
后
期
一
直
到�C

在
，�q

字
的
L
�=

使
用
量
始�Ô

保
持
在
四
、
五
千
左
右
…
…
我
Ì

推�©

史
籀
篇
的
字
数
当
在
三
千
上
下
。

生
産
の
発
展
、
社
会
の
進
歩
、
世
界
と
人
間
自
身
へ
の
認
識
の
深
化
に

よ
り
、
漢
字
の
数
も
増
え
続
け
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
…
…
実
用
漢

字
の
選
択
か
ら
み
る
と
、九
千
字
説
の
信
憑
性
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

統
計
上
、
甲
骨
文
字
は
四
千
あ
ま
り
あ
る
、
商
の
後
半
か
ら
現
在
ま
で
、

漢
字
の
実
際
の
使
用
量
は
終
始
、
四
、
五
千
字
前
後
に
留
ま
っ
て
い
る
。

…
…
我
々
の
推
測
で
は
、
史
籀
篇
の
文
字
数
は
三
千
前
後
に
あ
る
は
ず

で
あ
る
。

秦
か
ら
後
漢
ま
で
年
月
を
か
け
、
三
千
字
あ
ま
り
か
ら
五
千
字
あ
ま
り
、
七

千
あ
ま
り
、
そ
し
て
九
千
字
あ
ま
り
に
至
る
。
こ
の
傾
向
も
潘
玉
坤
（
二
〇
〇

二
）
で
述
べ
た
「�q

字
的
数
量�9

的
来
ª

是
不
断
增
加
的
」
と
一
致
し
て
い
る
。

秦
よ
り
前
の
周
の
識
字
書
で
あ
る
「
史
籒
篇
」
の
文
字
数
は
九
千
字
も
あ
る
こ

と
は
あ
り
え
な
い
。
潘
氏
が
指
摘
し
た
と
お
り
、「
史
籒
篇
」
の
文
字
数
は
「
三

千
前
後
」
と
あ
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
史
籒
篇
」
は
説
解
が
付
い
て
い

る
と
段
玉
裁
は
述
べ
た
が
、
全
て
の
議
論
は
本
文
で
あ
る
親
字
を
め
ぐ
っ
て

行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
説
解
を
除
い
て
分
析
し
て
い
る
た
め
、
特
に
説
解
の

文
字
数
を
議
論
し
て
は
い
な
い
。
以
上
に
基
づ
い
て
、「
史
籒
篇
」は「
九
千
字
」

も
あ
る
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
は
、
段
注
に
基
づ
い
て
「
籒
」
は
「
史
籒
篇
」
で
は
な
く
、
動
詞

で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
文
字
数
が
限
ら
れ
て
い
る
識
字
書
の
限
定
条
件

を
外
せ
ば
、
試
験
で
「
九
千
字
」
の
文
章
を
書
く
に
は
さ
ほ
ど
難
し
く
な
い
だ

ろ
う
。
そ
の
「
九
千
字
」
で
論
じ
る
「
対
象
」
に
つ
い
て
、
段
玉
裁
は
「�—
�o

」

だ
と
主
張
す
る
。

三
│
二
│
二
「
尉
律
之
義
を
推
演
發
揮
す
る
」
こ
と

段
玉
裁
は
、「
諷
籒
」（
動
詞
）
の
対
象
（
目
的
語
）
を
「
尉
律
の
文
」・「
尉

律
の
義
」
と
解
釈
し
た
。
段
注
に
お
い
て
、
尉
律
に
関
す
る
記
述
は
極
め
て
少

な
い
が
、
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
内
容
を
掲
げ
て
お
く
。

5
│
①許

叙
尉
律
。

段
注
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謂
漢
廷
尉
所
守
律
令
也
。
百
官
公
卿
表
曰
、
廷
尉
、
秦
官
。
掌XÜ

辟
。

藝
文
志
曰
、
漢
興
、
蕭
何
草
律
。XÜ

法
志
所
謂
蕭
何
捃
摭
秦
法
。
取
其

宜
於
時
者
。
作
律
九
章
也
。
此
以
下
至
輒
舉
劾
之
、
說
漢
律
所
載
取
人

之
制
。

漢
廷
尉
守
る
所
の
律
令
な
り
。「
百
官
公
卿
表
」
に
曰
ふ
、「
廷
尉
、
秦

官
な
り
。XÜ

辟
を
掌
る
。」

段
玉
裁
は
、「
尉
律
と
は
漢
の
廷
尉
が
守
っ
て
い
る
律
令
で
あ
り
、
廷
尉
と
は

『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
の
「
廷
尉
、
秦
官
。
掌XÜ

辟
」
の
と
お
り
で
あ
る
」
と
説

明
す
る
の
み
で
あ
る
。「
尉
」
に
関
し
て
は
左
に
あ
げ
る
。

5
│
②『

説
文
』
火
部
・
B•
（
尉
）

从
上
案
下
也
。
从
�‡
、
又
持
火
、
以
尉
申
繒
也
。

段
注

从
上
按
下
也
。
按
者
、
抑
也
。
百
官
公
卿
表
應
劭
注
曰
、
自
上
安
下
曰

尉
。
武
官
悉
以
爲
偁
。
張
釋
之
傳
曰
。
廷
尉
、
天
下
之
平
也
。
車
千
秋

傳
。
尉
安
黎
庶
。
師
古
曰
。
慰
安
之
字
本
無
心
。
後
俗
所
加
。
从
�‡
、

又
持
火
。
會
意
。
�‡
古
文
仁
。
�‡
又
猶
親
手
也
。
於
胃
切
。
十
五
部
。

所
㠯
申
繒
也
。
合
二
徐
本
訂
。
說
手
持
火
之
意
也
。
字
之
本
義
如
此
。

引
申
之
爲
凡
自
上
按
下
之
偁
。
通
俗
文
曰
。
火
斗
曰
尉
。

「
百
官
公
卿
表
」
應
劭
の
注
に
曰
ふ
、「
上
よ
り
下
を
安
ず
る
は
尉
と
曰

ふ
。
武
官
悉
く
以
て
偁
と
爲
す
。」
張
釋
之
傳
に
曰
ふ
、「
廷
尉
は
、
天

下
を
之
平
ら
か
に
す
る
な
り
。」

要
す
る
に
、「
尉
」
は
刑
罰
・
軍
事
を
司
る
官
職
で
あ
り
、
廷
尉
は
最
高
司
法

官
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
段
玉
裁
が
述
べ
て
い
る�—
�o

は
（「
史
律
」
の
よ
う
な
個

別
具
体
的
な
）
固
有
名
詞
で
は
な
く
、�°

`
�Ê
�º
�Û
�o

¶

`
�›
�¦
�b
�Ü

と
考
え

た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
。
其
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

5
│
③
4許

叙
尉
律
、「
學
僮
十
七
已
上
、
始
試
。
諷
籒
書
九
千
字
、
乃
得
爲
史
。
又
㠯

八
體
試
之
。
郡
移
大
史
幷
課
、
冣
者
㠯
爲
尚
書
史
。
書
或
不
正
、
輒
舉

劾
之
。」

5
│
④『

漢
書
』
藝
文
志

漢
興
、
蕭
何
草
律
、
亦
著
其
法
、
曰
太
史
試
學
童
、
能
諷
書
九
千
字
以

上
5
、
乃
得
爲
史
。
又
以
六
體
試
之
、
課
最
者
以
爲
尚
書
御
史
史
書
令

史
。
吏
民
上
書
、
字
或
不
正
、
輒
舉
劾
。

漢
興
り
て
、
蕭
何
律
を
草
し
、
亦
た
其
の
法
を
著
す
。
曰
は
く
、
太
史

學
童
を
試
す
に
、
能
く
九
千
字
以
上
諷
書
せ
ば
、
乃
ち
史
と
爲
す
を
得
。
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又
た
六
體
を
以
て
之
を
試
し
、
最
た
る
者
を
課
し
て
以
て
尚
書
御
史
史

書
令
史
と
爲
す
、
と
。
吏
民
上
書
す
る
に
、
字
或
ひ
は
正
し
か
ら
ざ
れ

ば
、
輒
ち
擧
げ
て
劾
す
。

5
│
⑤許

叙
又
㠯
八
體
試
之
。

段
注

八
體
漢
志
作
六
體
。
攷
六
體
乃
亡
新
時
所
立
。
漢
初
蕭
何
艸
律
當
沿
秦

八
體
耳
。
班
志
固
以
試
學
童
爲
蕭
何
律
文
也
。
自
學
僮
十
七
至
輒
舉
劾

之
、
許
與
班
略
異
。
而
可
互
相
補
正
。
班
云
大
史
試
學
童
。
許
則
云
郡

縣
以
諷
籒
書
試
之
。
又
以
八
體
試
之
。
而
後
郡
移
大
史
試
之
。
此
許
詳

於
班
也
。
班
云
諷
書
。
許
則
云
諷
籒
書
。
此
亦
許
詳
於
班
也
。
班
云
六

體
。
許
則
云
八
體
。
此
許
覈
於
班
也
。
班
云
以
爲
尙
書
御
史
史
書
令

史
。
許
云
尙
書
史
。
此
班
詳
於
許
也
。
班
云
吏
民
上
書
。
字
或
不
正
。

輒
舉
劾
。
許
不
言
吏
民
上
書
。
此
亦
班
詳
於
許
也
。
班
書
之
成
雖
在
許

前
。
而
許
不
必
見
班
書
。
固
別
有
所
本
矣
。

5
│
⑤
段
注
の
分
析
に
基
づ
い
て
、
5
│
③
と
5
│
④
の
班
固
と
許
慎
の
相

違
点
を
以
下
に
ま
と
め
る
。
ア
、
班
は
「
蕭
何
草
律
」、
許
は
「
尉
律
」
と
言
う
。

イ
、
学
童
を
試
す
者
に
つ
い
て
、
班
は
太
史
、
許
は
郡
縣
。
ウ
、
班
は
「
諷
書
」、

許
は
「
諷
籒
書
」
で
あ
る
。
エ
、
班
は
六
體
、
許
は
八
體
で
あ
る
。
オ
、
最
も

優
秀
な
者
を
、
班
は
尚
書
御
史
史
書
令
史
と
な
し
、
許
は
尚
書
史
と
な
す
と
言

う
。
カ
、
許
叙
は
「
吏
民
上
書
」
の
文
が
な
い
。
以
上
両
者
は
細
か
な
相
違
が

あ
る
が
、
大
体
似
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
班
固
は
蕭
何
が
草
し
た
「
律
」（
九

章
律
）、
許
慎
は
「
尉
律
」
に
基
づ
く
が
、
内
容
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
許
慎
の
所
謂
「
尉
律
」
は
律
全
般
の
一
般
名
詞
と
認
識
し
て
も
差
し
支
え

な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
は
、「
尉
律
」は
一
般
名
詞
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
、

許
叙
で
述
べ
た
の
は
史
と
な
る
条
件
で
、
一
般
名
詞
で
あ
る
「
尉
律
」
と
は
一

見
無
関
係
に
見
え
る
。
實
は
漢
の
時
代
は
非
常
に
律
を
重
ん
じ
て
い
た
。

5
│
⑥許

叙
其
迷
誤
不
諭
。
豈
不
悖
哉
。

段
注

諭
猶
曉
也
。
悖
、
亂
也
。
自
世
人
大
共
非
訾
以
下
至
此
。
皆
言
尉
律
不

課
、
小
學
不
修
、
莫
達
其
説
之
害
。
葢
自
不
試
以
諷
籒
尉
律
九
千
字
。

不
課
以
八
體
書
。
專
由
通
一
藝
進
身
。
而
不
讀
律
、
則
不
知
今
矣
。
所

習
皆
隷
書
。
而
隷
書
之
俗
體
又
日
以
滋
蔓
。
則
不
知
古
矣
。
以
其
滋
蔓

之
俗
體
說
經
。
有
不
爲
經
害
者
哉
。
此
許
自
言
不
得
不
爲
說
文
解
字
之

故
。
孟
子
曰
、
予
豈
好
辨
哉
。
予
不
得
已
也
。
古
聖
賢
作
述
皆
必
有
所

不
得
已
焉
爾
。
後
魏
江
式
亦
以
篆
形
謬
錯
。
隷
體
失
眞
。
追
來
爲
歸
。

巧
言
爲
辯
。
小
兔
爲n


。
神
蟲
爲
蠶
。
皆
不
合
古
文
大
篆
及
許
氏
說
。

請
撰
集
字
書
。
號
曰
古
今
文
字
。
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而
し
て
律
を
讀
ま
ざ
れ
ば
則
ち
今
を
知
ら
ず
。
而
し
て
隷
書
の
俗
體
又

た
日
に
以
て
滋
蔓
す
。
則
ち
古
を
知
ら
ず
。

5
│
⑦許

叙
莫
…˜
其
說
久
矣
。

段
注

莫
解
六
書
之
說
也
。
玉
裁
按
漢
之
取
人
、
蕭
何
初
制
用
律
及
八
體
書
。

迄
乎
孝
武
依
丞
相
御
史
言
。
用
通
一
藝
以
上
補
卒
史
。
乃
後
吏
多
文
學

之
士
。
合
說
文
、
藝
文
志
及
儒
林
傳
參
觀
可
見
。
葢
始
用
律
、
後
用
經
。

而
文
學
由
之
盛
。
始
試
八
體
。
後
不
試
。
第
聽
閭
里
書
師
習
之
。
而
小

學
衰
矣
。
故
言
今
以
惜
之
。

玉
裁
按
ず
る
に
漢
の
人
を
取
る
は
、
蕭
何
初
め
て
制
す
る
に
律
及
び
八

體
書
を
用
ふ
。
…
…
蓋
し
始
め
は
律
を
用
ひ
、
後
に
經
を
用
ふ
。

段
玉
裁
の
立
場
で
は
律
を
試
す
の
は
「
現
在
」
を
知
る
た
め
、
八
體
を
試
す

の
は
「
過
去
」
を
知
る
た
め
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
ら
が
蕭
何
か
ら
漢
の
時
代
の

「
取
人
之
制
」（
人
を
取
る
の
制
）
だ
と
述
べ
て
い
る
。
漢
の
時
代
、
官
職
の
一

つ
と
し
て
史
を
採
用
す
る
場
合
、
お
よ
そ
法
律
を
学
ぶ
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い

た
の
で
、
そ
れ
を
試
験
に
す
る
こ
と
も
十
分
あ
り
得
る
。
そ
れ
に
、「
史
籒
篇
」

あ
る
い
は
書
体
の
場
合
、
ど
う
い
う
形
の
試
験
で
九
千
字
試
さ
れ
る
か
も
疑
問

に
思
う
。
以
上
が
段
注
に
よ
る
説
明
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
記
載
は
少
な
い
う

え
、
ほ
ぼ
重
複
し
て
い
る
6
。『
説
文
』
の
後
漢
の
許
慎
、『
史
記
』
を
注
し
た
三

国
曹
魏
の
如
淳
、『
説
文
解
字
繫
傳
』
の
南
唐
の
徐�ï

、
北
宋
の
董
彦
遠
く
ら
い

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
説
文
』
の
後
の
も
の
と
な
る
。
つ
ま
り
「
尉
律
」
は
徐

�ï

等
が
言
っ
て
い
る
固
有
名
詞
の
具
体
的
な
律
の
篇
名
よ
り
一
般
名
詞
と
し

て
、
律
全
般
に
当
た
る
「
尉
の
律
」
と
考
え
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
れ
と

合
わ
せ
て
、
段
注
が
言
っ
て
い
る
「
廷
尉
」
も
固
有
名
詞
よ
り
、「
尉
」
を
含
め

た
一
般
名
詞
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
漢
の
時
に
律
を
重
視
し
て
い
た
こ
と

は
、
左
記
の
記
述
に
よ
り
わ
か
る
。

5
│
⑧程

樹
徳
『
九
朝
律
考
』

秦
焚
詩
書
百
家
之
言
、
法
令
以
吏
爲
師
、
漢
代
承
之
。
…
…
晉
志
亦
言

漢
時
律
令
、
錯
糅
無
常
、
後
人
生
意
、
各
爲
章
句
。
叔
孫
宣
郭
令
卿
馬

融
鄭
玄
諸
儒
章
句
、
十
有
餘
家
、
家
數
十
萬
言
、
凡
斷
罪
所
當
用
者
、

合
二
萬
六
千
二
百
七
十
條
、
七
百
七
十
三
萬
二
千
二
百
餘
言
、
言
數
益

繁
、
覽
者
益
難
、
漢
時
律
家
之
成
盛
如
此
。
馬
鄭
皆
一
代
經
學
大
儒
、

猶
爲
律
章
句
。
文
翁
守
蜀
、
選
開
敏
有
材
者
張
叔
等
十
餘
人
、
遣
初
詣

京
師
、
學
律
令
、
是
漢
人
之
視
律
學
、
其
重
之
也
又
如
此
。

5
│
⑨東

川
祥
丈
「
東
漢
律
学
考
」

秦
帝
国
に
お
い
て
、「
以
吏
爲
師
」の
観
念
の
下
、法
律
知
識
の
習
得
が
、

民
衆
に
法
律
を
知
ら
し
め
る
存
在
と
し
て
、
下
級
官
吏
の
必
須
条
件
で
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あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
西
漢
に
入
っ
て
か
ら
も
、
史
書

を
見
る
限
り
、
法
律
知
識
が
官
吏
の
修
得
す
べ
き
ス
キ
ル
と
し
て
重
視

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
。

律
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
社
会
背
景
の
中
、
段
玉
裁
が
主
張
し
て
い
る
「
取

人
」
の
際
、
律
に
つ
い
て
「
九
千
字
」
を
諷
籒
書
で
き
る
か
ど
う
か
を
判
断
基

準
と
す
る
の
は
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

四
、
ま
と
め

以
上
、
尉
律
「
諷
籒
書
九
千
字
、
乃
得
爲
史
」
に
つ
い
て
、
段
玉
裁
の
見
解

に
基
づ
く
な
ら
ば
、「
尉
律
」
は
律
全
般
を
指
す
一
般
名
詞
で
、
法
律
を
重
視
す

る
漢
の
時
代
を
背
景
に
、
六
書
を
習
得
し
法
律
を
暗
誦
し
た
う
え
で
、
法
律
文

章
を
は
じ
め
諸
般
の
公
文
書
の
よ
う
な
文
章
を
九
千
字
以
上
書
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
史
と
な
る
資
格
を
得
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
ろ

し
ょ
う
な
ん
・
人
文
学
専
攻
)

〈
参
考
文
献
〉

阿
辻

哲
次
（
一
九
八
三
）「『
史
書
』
と
『
史
篇
』」（『
人
文
論
集
』
静
岡
大
学
人
文

学
部
・
第
三
三
巻
）

近
藤

光
男
（
一
九
八
二
）「
段
玉
裁
の
学
問
│
説
文
解
字
注
の
言
部
を
読
ん
で
」（
お

茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
・
第
一
巻
）

田
村

加
代
子
（
二
〇
二
二
）「
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』
│
以
注
釋
の
邏
輯
結
構
爲

中
心
」（
名
古
屋
大
學
／
屏
東
大
學
文
學
交
流�Ý

論
文
發
表
會
論
文
集
）

廣
瀬

薫
雄
（
二
〇
一
〇
）『
秦
漢
律
令
研
究
』（
汲
古
書
院
）

東
川

祥
丈
（
二
〇
〇
五
）『
中
國
文
明
の
形
成
』（
朋
友
書
店
）

湯
淺

廉
孫
（
一
九
八
〇
）『
漢
文
に
お
け
る
連
文
利
用
』（
朋
友
書
店
）

陳

淑
¼
（
一
九
九
八
）「『
能�Š

€

九
千
字
乃
得�¹

史
』
解
」（『
古�q
�Ô

研
究
』
一
九

九
八
・
第
三
期
）

程

樹
徳
（
一
九
六
三
）『
九
朝
律
考
』（
中
華
書
局
）

沈

家
本
（
一
九
一
二
）『
漢
律
摭
遺
』（
新
文
豊
出
版
公
司
）

李

學
勤
（
二
〇
〇
二
）「
k

ª
�f

家
山�e
《
史
律
》」（『
文
物
』
二
〇
〇
二
・
第
4
期
）

李

勤
通
・
周

東
平
（
二
〇
一
六
）「
秦�q

初
期
律
令
中
的
史
官�¯
�<

教
育
体
系
」

（『�C

代
大
学
教
育
』
二
〇
一
六
・
第
一
期
）

潘

玉
坤
（
二
〇
〇
二
）「
籀
文
字
数
考
索
」（『
古
籍
研
究
』
二
〇
〇
二
・
第
二
期
）

徐

學�S

・
曹

宝
麟
（
二
〇
〇
三
）「『�Š

籀
€

九
千
字
』�P

」（『
中
国
€

画
』
二
〇

〇
三
・
第
12
期
）

臧

知
非
（
二
〇
〇
八
）「《
史
律
》
新�£

」（『
史
学
月
刊
』
二
〇
〇
八
・
第
11
期
）

張
�Û

（
二
〇
二
〇
）「《�q
�Ô

大�M

典
》
关
于
『
籀
』
d
�l
�P
�£

」（『�q

字�q
�Ô

研
究
』

二
〇
二
〇
・
第
一
期
）

〈
底
本
等
〉

『
説
文
解
字
』（
二
〇
十
三
、
中
華
書
局
）

『
説
文
解
字
注
』
四
部
善
本
新
刊
（
一
九
八
〇
、
漢
京
文
化
事
業
有
限
公
司
）

『
訓
讀

説
文
解
字
注
』
尾
崎

雄
二
郎
編
（
一
九
八
六
、
東
海
大
学
出
版
会
）

『
漢
書
』（
一
九
六
四
、
中
華
書
局
）
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注1

「
史
」
は
大
徐
本
で
「
吏
」
と
な
る
。
本
稿
は
段
注
に
従
い
、「
史
」
に
改
め
る
。

2

大
徐
本
は
「
誦
」
に
作
る
。
こ
こ
は
段
注
に
従
い
、「
籒
」
に
改
め
る
。

3

『
漢
文
解
釋
に
お
け
る
連
文
の
利
用
』
第
四
章
「
連
文
ト
ハ
何
ゾ
」
頁
九
五
〜
頁
一

〇
二
頁
に
参
照
さ
れ
た
い
。

4

1
の
再
掲
。

5

「
能
諷
書
九
千
字
以
上
能
諷
書
九
千
字
以
上
」
に
つ
い
て
、
詳
細
は
廣
瀬
薫
雄
（
二

〇
一
〇
）
に
参
照
さ
れ
た
い
。

6

漢
尉
律

昭
紀
更
賦
注
如
淳
曰
尉
律
卒
践
更
一
月
、
説
文
序
、
尉
律
、
学
僮
十
七
已
上
始
試
、

諷
籕
書
九
千
字
乃
得
爲
吏
、
以
八
体
試
之
、
郡
移
太
史
并
課
、
最
者
以
爲
尚
書
史
、

書
或
不
正
、輙
舉
劾
之
。
今
雖
有
尉
律
不
課
小
学
。
徐
鍇
曰
尉
律
漢
律
篇
名
。（
南

宋
王
應
麟
『
玉
海
』）

尉
律

許
慎
說
文
解
字
序
尉
律
。
徐
鍇
曰
尉
律
漢
律
篇
名
。
段
曰
謂
漢
廷
尉
所
守
律
也
。

百
官
公
卿
表
曰
廷
尉
秦
官
掌
刑
辟
。
藝
文
志
曰
漢
興
蕭
何
草
律
。
刑
法
志
所
謂
蕭

何
捃
摭
秦
法
、
取
其
宜
於
時
者
、
作
律
九
章
也
。
桂
曰
董
拳
彥
遠
謝
除
正
字+�

、

尉
律
四
十
九
章
蓋
已
亡
。
漢
書
昭
紀
注
引
尉
律
。（
沈
家
本
（
一
九
一
二
）『
漢
律

摭
遺
』）

尉
律
（
見
昭
帝
紀
注

說
文
敘
）

董
彥
遠
謝
除
正
字+�

、
尉
律
四
十
九
類
、
書
蓋
已
亡
。（
困
學
紀
聞
）

徐�ï

曰
、
尉
律
、
漢
律
篇
名
。（
程
樹
徳
（
一
九
六
三
）『
九
朝
律
考
』）

― 18 ―― 19 ―

路
『
説
文
解
字
』
叙
文
の
「
諷
籒
書
九
千
字
」
に
対
す
る
考
察
│
段
注
を
中
心
に
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